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例 言

１ この報告書は、一般国道４５０号白滝丸瀬布道路改良工事に伴い、平成１３～１５年度に財団法人北海

道埋蔵文化財センターが実施した白滝村旧白滝（きゅうしらたき）９遺跡・旧白滝８遺跡・下白滝

（しもしらたき）遺跡・丸瀬布町中島遺跡の埋蔵文化財発掘調査に関するものである。また、平成

１５年度に発掘調査を行った白滝遺跡群の旧白滝５遺跡の調査概要も掲載する。

２ 本書の作成は、第１調査部第３調査課が行った。執筆は�橋和樹、鈴木宏行、直江康雄、立田

理が分担し、各項目の文末に括弧で文責を示した。�章については、これまでに刊行された発掘調

査報告書『白滝遺跡群�～�』における長沼 孝の記載をそのまま踏襲・転載した部分も多い。

３ 作業の一部および年代測定・分析などは下記の機関または個人に依頼した。

現地測量・航空写真撮影およびデータ入力、遺物実測の一部など：（株）シン技術コンサル

遺物写真撮影：（有）写真事務所クリーク（佐藤雅彦）

接合資料他実測用写真撮影：小川忠博

放射性炭素年代測定：（株）地球科学研究所

黒曜石原材産地分析・水和層測定：（有）遺物分析研究所・藁科哲男（京都大学原子炉実験所）

炭化植物種子同定：吉崎昌一・椿坂恭代（札幌国際大学）

炭化材樹種同定：三野紀雄（北海道浅井学園大学）

４ 土器片に付着した赤色顔料の蛍光Ｘ線分析は、第１調査部第１調査課花岡正光が行った。

５ 現地の写真撮影は、調査員が随時行い、航空写真・遺物写真撮影は、上述の会社が行った。

６ 出土遺物は、白滝村教育委員会および丸瀬布町教育委員会が、写真・データなどの記録類は財団

法人北海道埋蔵文化財センターが保管している。

７ 調査にあたっては、下記の機関および人びとの指導ならびに協力をえた。（順不同、敬称略）

文化庁、北海道教育委員会、白滝村教育委員会、丸瀬布町教育委員会、遠軽町教育委員会、北見

市北網圏文化センター、常呂町教育委員会、羅臼町教育委員会、釧路市埋蔵文化財調査センター、

帯広百年記念館、名寄市北国博物館、旭川市博物館、下川町教育委員会、千歳市教育委員会、今金

町教育委員会、市立函館博物館、知内町教育委員会、青森県立郷土館、岩手県文化振興事業団埋蔵

文化財センター、仙台市富沢遺跡保存館、岩宿文化資料館、東京大学、北海道大学、熊本大学、札

幌大学、札幌学院大学、札幌国際大学、東京都立大学、明治大学考古学博物館、（財）東京都埋蔵文

化財センター、神奈川県立埋蔵文化財センター、（財）かながわ考古学財団、長野県埋蔵文化財セン

ター

土肥 孝、中村有吾、木村英明、鶴丸俊明、吉崎昌一、長崎潤一、佐藤宏之、阿部朝衛、和田英昭、

豊原煕司、西本豊弘、藁科哲男、小畑弘己、福田友之、斎野裕彦、三野紀雄、松村愉文、瀬下直人、

瀬川拓郎、友田哲弘、向井正幸、松田 功、太田敏量、北沢 実、山原敏朗、大矢義明、今井真司、

氏江敏文、鈴木邦輝、涌坂周一、西 幸隆、石川 朗、上野秀一、仙庭伸久、出穂雅実、高倉 純、

寺崎康史、武田 修、熊木俊朗、山田 哲、小林 敬、佐藤和利、高畠孝宗、杉浦重信、澤田 健、

椙田光明、福士廣志、内山真澄、西谷榮治、山田悟郎、右代啓視、葛西智義、長谷山隆博
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記号等の説明

１ 調査区域図、調査範囲・発掘区設定図、遺構位置図、遺物分布図などの縮尺は任意であり、すべ

てスケールを付した。発掘区の一辺は４mである。方位記号は平面直角座標の北を、レベルは標高

（単位はm）を示す。

２ 基本土層図や柱状模式図、土層断面図の縮尺は、旧白滝９・旧白滝８・下白滝遺跡では１：８０、

中島遺跡では１：５０である。

３ 遺構等には、焼土：Ｆ、剥片集中：Ｆcの略号を用いた。遺構図のうち、旧白滝８遺跡の焼土（Ｆ）

の縮尺は１：４０、剥片集中（Ｆc）の縮尺は１：６０であり、中島遺跡の剥片集中（Ｆc）の縮尺は１：

４０である。

４ 遺物の縮尺は、土器拓影図１：２、単体石器や石器接合資料・接合剥片の実測図は１：２で、一

部大型のものについては１：３とした。

５ 挿図中の石器の番号は、層位や遺構ごとに単体石器、接合資料、写真のみ掲載接合資料の順で１

から付けた。また、接合破片として接合資料のところに示した場合は、単体石器で付した番号を付

けている。

６ 遺物分布図では石器の器種について、以下の記号を用いた。

�：剥片 ●：縦長剥片 ：両面調整石器 ：二次加工ある剥片

：石核 □：原石・礫 ：石鏃 ：石槍

★：ナイフ ◆：石槍またはナイフ ：スクレイパー

７ 遺物分布図の記号横の数字は、遺物番号を示している。また、分布図中の縮小した石器実測図に

付した数字は実測図を掲載した挿図中の番号で、出土発掘区・遺物番号を同時に表示したものもあ

る。挿図の石器実測図に添えた石器接合縮小輪郭図にも、出土発掘区・遺物番号を示した。

８ 一部の接合資料実測図においては、視覚的に図を理解し易くするために、接合剥片の腹面側、接

合資料中の内側部分などをトーンで示した部分がある。

９ 尖頭器関連の接合資料の実測図においては、全体の状況を示すと同時に腹面側（内側）の状況の

実測図を示したものもある。

１０ 接合資料の中で、剥片石器や石核の素材である剥片もしくは原石を分割したものについては「個

体Ａ」「個体Ｂ」・・、それらから剥離された剥片を素材にするものは「個体ａ」「個体ｂ」・・、

さらにそれらから剥離された剥片を素材にするものは「個体ア」「個体イ」・・、分割されたもの

の場合は「個体Ａ－１」、「個体Ａ－２」・・と呼称した。

１１ 接合資料は、剥離工程を理解し易くするために模式図を作成し、実測図と共に掲載した。模式図

は同一段階の剥離毎にトーンを変え、剥離の流れを番号で示した。ただし、切り合い関係がなく、

前後関係が明らかでないものにおいても、便宜上番号をつけたので、詳細は個々の説明を参照願い

たい。

１２ 剥離模式図の縮尺は任意である。模式図中の矢印（ ）は接合剥片の剥離方向を示すが、接

合剥片の打点側が欠損している場合は切れた矢印（― ）、重なって見えない部分は破線の矢印

（ ）で示した。また、素材剥離時の打撃点部分に を付けたものもある。

１３ 接合資料と共に掲載した接合破片（定形的な石器も含む）は、基本的に剥離順番に並べてある。

１４ 尖頭器などの模式図においては、接合剥片に残存する打点の位置から、想定される輪郭を示す

ものもある。
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１５ 石質は掲載遺物一覧表に示したが、黒曜石については、以下の５種類に分けて示した。

黒曜石１：黒色 黒曜石２：梨肌（黒色） 黒曜石３：黒色に茶色が混じる（黒＞茶）

黒曜石４：茶色に黒色が混じる（茶＞黒）

黒曜石５：黒色に紫がかった茶色が混じる（黒＞紫・茶）

ただし、黒曜石２の梨肌で、黒曜石５の特徴があるものについては、黒曜石２の５という形で表

現し、下白滝遺跡では、灰色がちの黒曜石を１Ａとした。これら分類は、破片の状態での観察なの

で、同一母岩でも２種類の特徴がみられる場合もある。

接合資料一覧表の石質欄では、スペースの関係で、黒曜石１～５について、それぞれを１～５と

数字のみで記入した。

１６ 黒曜石以外の石質については下記の略号を用い、実測図番号の下にそれぞれの石質を略号で示し

た。

珪質頁岩：Si－Sh めのう：Ag 泥岩：Mu 片岩：Sch 砂岩：Sa

碧玉：Ja 珪岩：Qu 凝灰岩：Tu 安山岩：An 粘板岩：Sl
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写真図版の説明

１ 写真図版は、遺跡別に旧白滝９遺跡、旧白滝８遺跡、下白滝遺跡、中島遺跡の順で掲載した。

２ 掲載順は、空中写真、調査状況、土層断面、焼土、剥片集中等、出土遺物である。

３ 挿図に掲載した遺物は、銭貨を除いて、すべて写真を掲載している。また、写真のみ掲載した土

器片や、単体石器、石器接合資料、接合破片もある。

４ 出土石器は、層位や遺構ごとに単体石器、接合資料の順で掲載した。番号を付したものは、挿図

中の番号に一致する。接合資料は、基本的に挿図の掲載順としたが、割り付けの関係で、前後する

ことや、写真のみの掲載資料が組み合わされている場合がある。挿図とは番号で照合していただき

たい。

５ 尖頭器関連の接合資料の中には、主に調整剥片などが接合したものがあり、全体の接合状況と大

きく二つに分けた正面側と裏面側をそれぞれ別に示したものがある。その場合、正面側をa、裏面

側をbとした。

６ 写真の縮尺は、土器はほぼ７０％前後、必要に応じてスケールを示した。単体石器は１：２で、

接合資料・接合剥片の縮尺と、一部大型の単体石器については１：３とした。

７ 接合資料の写真は、実測図作成用として９０°展開の台に固定し、破片の輪郭や剥離面が明確にな

るようなライティングでストロボ撮影した。したがって、各面の誤差はないが、単体石器や接合破

片とは若干異なった写真となっている。また、撮影時の固定具などがみられることがあるので、注

意願いたい。

８ 単体石器は通常の俯瞰撮影なので、正面と裏面では若干の誤差を生じていることがある。また、

接合資料の写真とも若干異なっていることがある。
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図版２ 調査区

１ 調査前（南西から）

２ 調査終了（南西から）

図版３ 調査状況

１ 調査状況（南から）

２ ２５％調査状況（北東から）

３ 耕作土遺物採集状況（Ｑ１３区、北西から）

４ Ｓ２９区東壁（南西から）

５ 礫層中の黒曜石（Ｓ１７区）

図版４ 出土石器（１）

石鏃・石槍・ナイフ・両面調整石器

図版５ 出土石器（２）

両面調整石器・スクレイパー・石核

図版６ 出土石器（３）

１ 石核

２ スクレイパー・二次加工ある剥片・縦長剥片・石核

旧白滝８遺跡の調査

図版７ 空中写真（１）

旧白滝５・８・９遺跡（Ｈ１５撮影）

図版８ 空中写真（２）

１ 旧白滝５・８・９遺跡（北東から、Ｈ１５撮影）

２ 赤石山と旧白滝５・８・９遺跡

（南東から、Ｈ１５撮影）

図版９ 調査状況（１）・平成１４年

１ 調査状況（南東から）

２ 調査状況（北東から）

図版１０ 調査状況（２）・平成１４年

１ ２５％調査状況（東から）

２ �b層調査状況（南西から）

３ �層調査状況（南西から）

４ 調査終了（北東から）

図版１１ 調査状況（３）・平成１５年

１ 調査状況（南西から）

２ ２５％調査状況（北から）

３ �b層調査状況（西から）

４ 調査終了（南西から）

図版１２ 土層断面

１ Ｇ９区北壁（南東から）

２ Ｇ～Ｌ９区東壁（南から）

３ Ｑ９区東壁（南から）

４ Ｔ・Ｕ１０区西壁（北東から）

５ Ｓ・Ｔ１８区西壁（東から）

図版１３ 焼土

１ Ｆ－１土器片（Ｏ８区、南東から）

２ Ｆ－１断面（Ｏ８区、東から）

３ Ｆ－２（Ｏ８区、北東から）

４ Ｆ－３（Ｇ１０区、南東から）

５ Ｆ－４（Ｕ１１区、南西から）

６ Ｆ－４断面（Ｕ１１区、南西から）

図版１４ Ｆc－１～５の調査

１ Ｆc－１（Ｐ・Ｑ１０区、西から）

２ Ｆc－２（Ｏ８区、南から）

３ Ｆc－３（Ｏ８区、南東から）

４ Ｆc－４（Ｐ９区、南から）

５ Ｆc－４（Ｐ９区、南から）

６ Ｆc－５・２２（Ｇ５区、南西から）

図版１５ Ｆc－６～１１の調査

１ Ｆc－６（Ｏ８区、南から）

２ Ｆc－８（Ｋ７区、北から）

３ Ｆc－７（Ｋ７区、北東から）

４ Ｆc－９（Ｒ１１区、南西から）

５ Ｆc－９～１１（Ｒ１１区、北西から）

図版１６ Ｆc－１０・１２～１４の調査・遺物

１ Ｆc－１０（Ｒ１１区、東から）

２ Ｆc－１２石核（Ｕ１１区、南西から）
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３ Ｆc－１２（Ｕ１１区、南西から）

４ Ｆc－１３（Ｖ１５区、北西から）

５ Ｆc－１４（Ｗ１６区、北西から）

図版１７ Ｆc－１４～１７の調査・遺物

１ Ｆc－１４両面調整石器（Ｗ１６区、北東から）

２ Ｆc－１４石核（Ｗ１６区、南東から）

３ Ｆc－１６（Ｓ１１区、北西から）

４ Ｆc－１６（Ｒ１１区、南から）

５ Ｆc－１５（Ｔ１１区、南西から）

６ Ｆc－１７（Ｔ１１区、南東から）

図版１８ Ｆc－１８・１９の調査・遺物

１ Ｆc－１８（Ｔ２１区、北西から）

２ Ｆc－１９調査状況（Ｍ１６区、西から）

３ Ｆc－１９（Ｍ１６区、東から）

４ Ｆc－１９両面調整石器（Ｍ１６区、北東から）

５ Ｆc－１９両面調整石器（Ｍ１６区、北から）

図版１９ Ｆc－２０・２１・２４の調査・遺物

１ Ｆc－２０・２１（Ｎ・Ｏ１５区、東から）

２ Ｆc－２０石鏃（Ｎ１５区、北から）

３ Ｆc－２１（Ｏ１５区、西から）

４ Ｆc－２４（Ｇ１０区、南から）

５ Ｆc－２４尖頭器（Ｇ１０区、南西から）

図版２０ Ｆc－２６・２７・２９・�b層・表土の調査・遺物

１ Ｆc－２６（Ｊ１２区、北から）

２ Ｆc－２７（Ｊ１４区、北東から）

３ Ｆc－２９（Ｌ１４区、北西から）

４ �b層石鏃（Ｕ１１区、北から）

５ �b層めのう製ナイフ（Ｗ１６区、北から）

６ 表土擦文土器片（Ｔ１１区、南西から）

図版２１ 炭化物・木根・撹乱（ＫＲ）・黒曜石

１ Ⅱb層中の炭化物（Ｇ１２区、北西から）

２ 木根１調査状況（Ｍ１０区、東から）

３ 木根９断面（Ｋ１７区、南東から）

４ ＫＲ－９完掘（南東から）

５ ＫＲ－１０～１２完掘（東から）

６ 礫層中の黒曜石（旧河道部、南西から）

図版２２ �層の石器（１）

１ 石槍・スクレイパー・石核

２ 石核

図版２３ �層の石器（２）

石核

図版２４ �層の石器（３）

接合１６１（１）

図版２５ �層の石器（４）

接合１６１（２）

図版２６ �層の石器（１）

石鏃・ナイフ

図版２７ �層の石器（２）

ナイフ

図版２８ �層の石器（３）

ナイフ・両面調整石器

図版２９ �層の石器（４）

スクレイパー・二次加工ある剥片・石核

図版３０ �層の石器（５）

石核

図版３１ �層の石器（６）

石核

図版３２ �層の石器（７）

石鏃・ナイフ・両面調整石器・二次加工ある剥

片・石核

図版３３ �層の石器（８）

石核

図版３４ �層の石器（９）

接合１

図版３５ �層の石器（１０）

１ 接合４４

２ 接合５３

３ 接合５１

図版３６ �層の石器（１１）

接合１８

図版３７ �層の石器（１２）

接合１９

図版３８ �層の石器（１３）

接合３８（１）

図版３９ �層の石器（１４）

１ 接合３８（２）

２ 接合４２（１）

図版４０ �層の石器（１５）

１ 接合４２（２）

２ 接合４５

図版４１ �層の石器（１６）

１ 接合５

２ 接合５２

３ 接合４３

図版４２ �層の石器（１７）

１ 接合４６

２ 接合５０

図版４３ �層、表土の土器

土器

図版４４ 表土出土の石器（１）

石鏃・石槍・ナイフ

図版４５ 表土出土の石器（２）

ナイフ

図版４６ 表土出土の石器（３）

ナイフ・両面調整石器
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図版４７ 表土出土の石器（４）

両面調整石器・つまみ付きナイフ・スクレイパー

図版４８ 表土出土の石器（５）

スクレイパー

図版４９ 表土出土の石器（６）

石核

図版５０ 表土出土の石器（７）

石核

図版５１ 表土出土の石器（８）

ナイフ

下白滝遺跡の調査

図版５２ 空中写真（１）

下白滝遺跡（Ｈ１５撮影）

図版５３ 空中写真（２）・遺跡近景（１）

１ 下白滝遺跡（北東から、Ｈ１５撮影）

２ 遺跡近景（南西から）

図版５４ 遺跡近景（２）・調査状況・平成１３年

１ 遺跡近景（南西から）

２ 調査前（北東から）

３ 調査前（北東から）

４ 調査状況（南から）

５ 耕作土遺物採集状況（南西から）

図版５５ 調査状況・平成１４年

１ ２５％調査状況（北から）

２ 調査状況（北東から）

３ 調査状況（南西から）

４ 調査終了（東から）

５ 調査終了（北東から）

図版５６ 土層断面・木根

１ Ｋ～Ｏ１０区東壁（西から）

２ Ｋ・Ｌ３０区東壁（西から）

３ 木根１（Ｌ７・Ｍ８区、東から）

４ 木根１（Ｍ８区、南東から）

５ 木根２（Ｍ１０区、東から）

６ 木根８（Ｍ１１区、南西から）

図版５７ 木根・近代焼土

１ 木根８土器片（Ｍ１１区、西から）

２ 木根８石槍（Ｍ１１区、北東から）

３ Ｆ－１（Ｍ１０区、南西から）

４ Ｆ－１断面（Ｍ１０区、西から）

５ Ｆ－２・３断面（Ｎ１０区、北西から）

６ Ｆ－４（西から）

７ Ｆ－６（西から）

図版５８ 出土土器

土器

図版５９ 出土石器（１）

石鏃

図版６０ 出土石器（２）

石鏃・石槍

図版６１ 出土石器（３）

石槍・両面調整石器

図版６２ 出土石器（４）

両面調整石器

図版６３ 出土石器（５）

つまみ付きナイフ

図版６４ 出土石器（６）

つまみ付きナイフ・スクレイパー・掻器

図版６５ 出土石器（７）

二次加工ある剥片・楔形石器・石核・石斧

図版６６ 出土石器（８）

１ 母岩１・接合１

２ 母岩４・接合１６

中島遺跡の調査

図版６７ 空中写真（１）

中島遺跡（Ｈ１５撮影）

図版６８ 空中写真（２）

１ 中島遺跡と丸瀬布市街（西から、Ｈ１５撮影）

２ 中島遺跡（東から）

図版６９ 遺跡近景・調査状況

１ 遺跡近景（北から）

２ 調査状況（東から）

３ 調査状況（南東から）

４ 調査状況（南から）

図版７０ 調査終了・土層・Ｆc

１ 調査終了（東から）

２ 調査終了（北から）

３ Ｑ１８区北壁（北西から）

４ Ｔ１７区西壁（北から）

５ Ｊ～Ｍ１７区西壁（東から）

６ Ｆc－１（Ｎ１４区、北から）

図版７１ 出土土器

土器

図版７２ 出土石器

石鏃・スクレイパー・両面調整石器・石核
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� 調査の概要
１ 調査要項

事 業 名 一般国道４５０号白滝丸瀬布道路工事に伴う埋蔵文化財発掘調査（平成１３～１５年度）

委 託 者 国土交通省北海道開発局網走開発建設部

受 託 者 財団法人北海道埋蔵文化財センター

遺 跡 名・所 在 地・調査面積・調査期間

調査年度 遺跡名 道教委登載番号 所 在 地 調査面積m２ 小計m２ 調査期間（現地調査）

平成７年度 上白滝８ Ｉ―２０―９１ 紋別郡白滝村字上白滝１７９―１，１８１ ６，６００ ６，６００ 平成７年４月１７日～平成８年３月２５日

（平成７年５月８日～１０月２５日）

平成８年度 上白滝８ Ｉ―２０―９１ 紋別郡白滝村字上白滝１７９―１，１８１―２，１８１―３ １０，２１２ 平成８年４月１１日～平成９年３月３１日

上白滝２ Ｉ―２０―４８ 紋別郡白滝村字上白滝１７７―２，１７７―３ ２，９９５ １３，２０７ （平成８年５月８日～１０月３０日）

平成９年度 奥白滝１ Ｉ―２０―５０ 紋別郡白滝村字上白滝１８３―５ ５，３４０ 平成９年４月１１日～平成１０年３月３１日

上白滝８ Ｉ―２０―９１ 紋別郡白滝村字上白滝１８１―４，１８２―３ ３２０ （平成９年５月６日～１０月２５日）

上白滝２ Ｉ―２０―４８ 紋別郡白滝村字上白滝１７６―２，１７７―３ ３，９３０

上白滝５ Ｉ―２０―８８ 紋別郡白滝村字上白滝１２３―３ ３，７２８

上白滝７ Ｉ―２０―９０ 紋別郡白滝村字上白滝２１９―３ ７，４４３ ２０，７６１

平成１０年度 服部台２ Ｉ―２０―１３ 紋別郡白滝村字奥白滝１８―３ ３，８１２ 平成１０年４月１０日～平成１１年３月３１日

奥白滝１ Ｉ―２０―５０ 紋別郡白滝村字上白滝１８３―５ ２，０６７ （平成１０年５月６日～１０月２４日）

上白滝５ Ｉ―２０―８８ 紋別郡白滝村字上白滝１２３―３ ４，１３２

上白滝６ Ｉ―２０―８９ 紋別郡白滝村字上白滝１２３―３，１２２―３ ６，９５３

上白滝７ Ｉ―２０―９０ 紋別郡白滝村字上白滝１８１―４，１８２―３ ５，１５０

上白滝８ Ｉ―２０―９１ 紋別郡白滝村字上白滝１８１―４，１８２―３ ５６

北支湧別４ Ｉ―２０―６７ 紋別郡白滝村字北支湧別９７―１ ５，４７２ ２７，６４２

平成１１年度 奥白滝１１ Ｉ―２０―６５ 紋別郡白滝村字奥白滝５２―５ ５０５ 平成１１年４月１日～平成１２年３月３１日

服部台２ Ｉ―２０―１３ 紋別郡白滝村字奥白滝１８―３ ２，００２ ２，５０７ （平成１１年５月６日～７月４日）

平成１２年度 服部台２ Ｉ―２０―１３ 紋別郡白滝村字奥白滝１８―３ ８７７ 平成１２年４月３日～平成１３年３月３０日

奥白滝１ Ｉ―２０―５０ 紋別郡白滝村字上白滝１８３―２ ３４５ （平成１２年５月８日～１０月２７日）

上白滝８ Ｉ―２０―９１ 紋別郡白滝村字上白滝１８２―２ ６６１

白滝第３０地点 Ｉ―２０―６ 紋別郡白滝村字白滝３８２―４ ６３６

白滝８ Ｉ―２０―５８ 紋別郡白滝村字白滝１４６―１，１４６―２ ８３４

白滝１８ Ｉ―２０―９２ 紋別郡白滝村字白滝１４５，１３９―１ ２，６００ ５，９５３

平成１３年度 上白滝６ Ｉ―２０―８９ 紋別郡白滝村字上白滝１２３ ６７０ 平成１３年４月２日～平成１４年３月２９日

白滝３ Ｉ―２０―３６ 紋別郡白滝村字白滝１０６ほか ２，９００ （平成１３年７月１６日～９月１４日）

下白滝 Ｉ―２０―２３ 紋別郡白滝村字下白滝９９―１ ９０ ３，６６０

平成１４年度 旧白滝８ Ｉ―２０―３１ 紋別郡白滝村字旧白滝４４２ ２，６１０ 平成１４年４月１日～平成１５年３月３１日

旧白滝９ Ｉ―２０―３２ 紋別郡白滝村字旧白滝４３８ ３，３８０ （平成１４年６月３日～１０月２５日）

下白滝 Ｉ―２０―２３ 紋別郡白滝村字下白滝９９―１ ２，２５０ ８，２４０

平成１５年度 旧白滝５ Ｉ―２０―２８ 紋別郡白滝村字旧白滝４１７ ７，３４０ 平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日

旧白滝８ Ｉ―２０―３１ 紋別郡白滝村字旧白滝４１９，４２９，４４２，４４３ １，１６０ （平成１５年５月７日～１０月２４日）

中島 Ｉ―１９―３４ 紋別郡丸瀬布町南丸４８，５２ １，９００ １０，４００

合 計 ９８，９７０ ９８，９７０
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２ 調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター 理事長 伊藤一夫（平成１０年５月３１日まで）

大澤 満（平成１３年６月３０日まで）

森重楯一（平成１３年７月１日から）

専務理事 佐藤哲人（平成１１年５月３１日まで） 常務理事 柴田忠昭（平成１１年３月３１日まで）

宮崎 勝（平成１１年６月１日から） 木村尚俊（平成１３年７月１７日まで）

畑 宏明（平成１４年６月１日から）

業務部長 山内 清（平成９年３月３１日まで） 第１調査部長 畑 宏明（平成１１年８月１５日まで）

北條雅洋（平成１０年３月３１日まで） 木村尚俊（平成１３年７月１７日まで）

総務部長 中田 仁（平成１３年３月３１日まで） （兼務）

柳瀬茂樹（平成１４年３月３１日まで） 大沼忠春（平成１４年３月３１日まで）

下村一久（平成１４年４月１日から） （兼務）

畑 宏明（平成１４年４月１日から）

（兼務）

平成７年度 第１調査部第３調査課長 長沼 孝（発掘担当者）

同 文化財保護主事 宗像公司（発掘担当者）

平成８年度 第１調査部第３調査課長 長沼 孝（発掘担当者）

同 文化財保護主事 藤井 浩（発掘担当者）

同 文化財保護主事 宗像公司（発掘担当者）

同 文化財保護主事 坂本尚史

同 文化財保護主事 鈴木宏行

同 文化財保護主事 直江康雄

平成９年度 第１調査部第３調査課長 長沼 孝（発掘担当者）

同 主任 越田雅司（発掘担当者）

同 文化財保護主事 宗像公司（発掘担当者）

同 文化財保護主事 坂本尚史

同 文化財保護主事 鈴木宏行

同 文化財保護主事 直江康雄

平成１０年度 第１調査部第３調査課長 長沼 孝（発掘担当者）

同 主任 越田雅司（発掘担当者）

同 文化財保護主事 宗像公司（発掘担当者）

同 文化財保護主事 坂本尚史

同 文化財保護主事 鈴木宏行

同 文化財保護主事 直江康雄

平成１１年度 第１調査部第３調査課長 長沼 孝（発掘担当者）

同 主任 越田雅司（発掘担当者）

同 主任 鈴木宏行

２ 調査体制
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同 文化財保護主事 坂本尚史

同 文化財保護主事 佐藤 剛

同 文化財保護主事 直江康雄（発掘担当者）

同 文化財保護主事 福井淳一

平成１２年度 第１調査部第３調査課長 長沼 孝（発掘担当者）

同 主任 越田雅司（発掘担当者）

同 主任 鈴木宏行（発掘担当者）

同 文化財保護主事 直江康雄（発掘担当者）

平成１３年度 第１調査部第３調査課長 長沼 孝（発掘担当者）

同 主任 鈴木宏行（発掘担当者）

同 文化財保護主事 直江康雄

平成１４年度 第１調査部第３調査課長 長沼 孝（発掘担当者）

同 主任 鈴木宏行（発掘担当者）

同 主任 立田 理（発掘担当者）

同 文化財保護主事 直江康雄（発掘担当者）

平成１５年度 第１調査部第３調査課長 �橋和樹（発掘担当者）

同 主任 鈴木宏行（発掘担当者）

同 主任 愛場和人

同 主任 直江康雄（発掘担当者）

３ 調査に至る経過

旭川市を始点とし、比布町、愛別町、上川町、白滝村、丸瀬布町、遠軽町、上湧別町、湧別町を経

由して、紋別市に至る延長１３０kmの旭川・紋別自動車道の建設工事に伴う埋蔵文化財保護のための事

前協議や発掘調査の経過については、これまでに（財）北海道埋蔵文化財センターが刊行してきた発

掘調査報告書『白滝遺跡群Ⅰ～�』に詳述されている。ここではそれらの記載に基づいて、以下に経

過を重ねて繰り返す。

旭川・紋別自動車道のうち、上川町上越から白滝村に至る上越白滝道路については、平成４年７月

に埋蔵文化財保護のための事前協議書が、北海道開発局から北海道教育委員会あてに提出され、これ

を受けて北海道教育委員会は、同年８月に遺跡の所在確認調査を行い、１０月には範囲確認調査に着手

した。平成５年度には服部台、服部台２、白滝第４・３０地点の各遺跡や国指定史跡「白滝遺跡」の隣

接地などで範囲確認調査を実施。その結果、予定ルートにおいて２０haに及ぶ遺跡群の存在が確認さ

れ、工事計画と遺跡の保存について協議が進められた。その動向は、北海道考古学会や日本考古学協

会などから遺跡群の保存を求める要望書が提出されるなど、学界も注目するところとなった。

このような状況のもと、大規模かつ重要な遺跡が密集する八号沢川と湧別川の合流点付近について

は路線変更が図られ、奥白滝１１、奥白滝１２、服部台、服部台２、奥白滝１、上白滝８の６遺跡では、

主要部分が現状保存された。しかし、工事計画の変更が困難な区域では、事前の記録保存調査が必要

となり、平成７年度から（財）北海道埋蔵文化財センターと白滝村教育委員会が発掘調査を開始し、

大規模な遺跡が密集する奥白滝、上白滝地区の本線部分については、平成１１年度までに整理作業を

残す現場段階での調査が終了した。

� 調査の概要
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続く平成１２年度には、白滝ＩＣに至る本線部分の白滝８、白滝１８遺跡の調査を行い、合わせて防雪

柵設置のための服部台２、奥白滝１、上白滝８、白滝第３０地点遺跡の調査を実施した。平成１３年度に

は上白滝６遺跡の工事用道路部分と白滝３遺跡のインターチェンジに付帯する道路部分の調査が２か

月間行われ、小規模ながら、新たに白滝ＩＣ～丸瀬布ＩＣ間の白滝丸瀬布道路に係る下白滝遺跡の調

査も加わった。この上白滝６、白滝３遺跡の調査で、白滝ＩＣまでの発掘は終了し、年度末の平成１４

年３月３０日には、上川町上越（浮島ＩＣ）～白滝村（白滝ＩＣ）間１９．８kmが開通した。

平成１４年度には下白滝遺跡の継続調査のほか、幌加沢川右岸の旧白滝９遺跡や、左岸の旧白滝８遺

跡の調査に着手するなど、調査対象地は旧白滝地区・下白滝地区へと移行した。これらの遺跡は低位

の段丘面に立地するもので、これまでの高位段丘上の旧石器時代中心の遺跡群とは異なり、縄文時代

や続縄文時代など、より新しい時代に営まれたものである。平成１５年度には、丸瀬布ＩＣにかかる丸

瀬布町中島遺跡の調査や、旧白滝８遺跡の継続調査など縄文時代以降の遺跡を調査し、合わせて旧白

滝８遺跡の北に隣接する旧白滝５遺跡の調査を開始した。旧白滝５遺跡は高位・中位段丘上に立地す

る旧石器時代を主体とする遺跡であり、平成１５年度はその南西側半分ほどを調査した。

平成７～１５年度の９年間で、（財）北海道埋蔵文化財センターが調査したのは、白滝村奥白滝１１、服

部台２、奥白滝１、上白滝８、上白滝２、上白滝５、上白滝６、上白滝７、北支湧別４、白滝第３０地点、

白滝８、白滝１８、白滝３、旧白滝９、旧白滝８、旧白滝５、下白滝、丸瀬布町中島の１８遺跡で面積は９８，９７０

m２、白滝村教育委員会が平成７～１０年度の４年間で調査したのは、白滝第４地点、白滝第３０地点の

２遺跡で面積は２０，１２３m２である。現時点での白滝村における発掘調査面積は、計１１７，１９３m２となる。

現状保存された奥白滝１１、奥白滝１２、服部台、服部台２、奥白滝１、上白滝８遺跡の６か所につい

ては、旧路線および新路線との間の部分を加えた２０４，３５２．３３m２について、関係者の努力により平成

１０年に国指定史跡に追加され、既に指定済みの「白滝遺跡」（白滝第１３地点遺跡）と合わせて「白滝

遺跡群」（面積２２６，２５０．３３m２）として名称変更された。現在、白滝村による指定地の公有化の作業も

終了し、将来的な史跡の整備・活用の検討が進められている。 （�橋和樹）

４ 調査概要

（１） 発掘区の設定
発掘区設定の基本方針も、これまでに（財）北海道埋蔵文化財センターが『白滝遺跡群Ⅰ～�』に

報告してきた各遺跡と同一であり、道路工事の測点ＳＰを基準に、発掘区全体に４×４m規格のメッ

シュをかけ、個々の発掘区はアルファベットの大文字とアラビア数字の組み合わせで表示した。

具体的には、各遺跡においてルートの延びる東西方向（丸瀬布町へと向かうにつれ南西－北東方向

に遷移する）を見通して、発掘区全体をカバーするうえで好適な測点２点を基準点に選び、これを結

んで延長した線を基線とした。基線に平行する４m間隔の直線には、北側から順にアルファベットを

付し、通常は基線のＳＰラインをＭとした。基線に直交する南北方向（丸瀬布町へと向かうにつれ北

西－南東方向に遷移する）の４m毎の直線には、西側から順にアラビア数字を配した。発掘区の呼称

には、４mメッシュの北西隅の交点での表示を用い、例えば、Ｍラインと１０ラインの交点の南東側が

Ｍ１０区となる。

平成１３・１４年度調査の下白滝遺跡と平成１４年度調査の旧白滝９遺跡、平成１４・１５年度調査の旧白滝

８遺跡では、用地の境界杭を発掘区設定の基準とした。各遺跡の基準点と発掘区設定の状況は、各遺

跡の報告で、それぞれ詳しく説明する。 （�橋和樹）

４ 調査概要
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（国土地理院発行５万分の１地形図「白滝」「丸瀬布南部」を使用）

図�－１ 白滝遺跡群調査遺跡図
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（２） 調査の方法
調査の方法も、基本的にこれまでと異なるところはない。調査区域の現況は、大部分が白樺など

の雑木林や、松などが植林された山林で、下は一面の笹藪におおわれた所が多く、耕作の放棄された

畑地でも、茅などの雑草が繁茂する荒地と化しており、調査の開始に当たっては、立木の伐採や、重

機による抜根と笹根や雑草の除去を行った。その際、笹根や雑草を除去すると、黒曜石片が一面に顔を

出すような場合には、表土除去をできるだけ浅くとどめ、重機の導入を最小限に押さえるよう努めた。

発掘調査は、４×４mの発掘区単位で実施した。Ⅰ層（表土および耕作土）の遺物は一括して取り

上げ、遺物包含層である�層の遺物は、基本的に、出土位置を計測し、発掘区毎に遺物番号を付して

取り上げた。ただし、指先より小さい剥片類については、発掘区単位で一括して取り上げた。また、

砕片類が多い部分については、フレイク集中としてその範囲を記録のうえ、土ごと取り上げて水洗処

理した。出土地点の計測にはトータルステーションを使用した。現場で遺構・遺物データシステム（シ

ン技術コンサル）に蓄積したデータから、毎日、遺物一覧表とドットマップ（分布図）を作成し、デー

タのチェックと遺物の分布状況を把握しながら、調査を進めた。データは遺跡単位で管理しており、

平成１５年度現在でのデータ総数は５４９，９０４件、ちなみに平成１５年度調査の旧白滝５遺跡では４３，２２１件

の点取りを行った。今回報告の下白滝、旧白滝９、旧白滝８、中島の４遺跡については、耕作等によ

り包含層の残存状況が悪く、遺物出土地点計測は、旧白滝８遺跡の平成１４年度調査における９，０９７件

のみに留まった。

発掘調査は、多くの場合、調査区域を幾つかに分割して実施したが、それは、表土や排土を調査区

である工事用地の外へ搬出できるケースが少なく、表土や排土を調査区内に仮置きし、それを順次移

動させながら調査を展開するという、現場の事情によるところが大きかった。効率良く調査を進める

には、排土の運搬距離や傾斜を十分考慮しなければならず、また、台風などに伴う大雨によって、土

砂が工事区域外へ流出しないよう、工事関係者と連携して、排水溝を整備したり、排土山を整形・固

定してシート被覆するなど、防災的な方面にも十分な注意が必要であった。

調査の手順としては、基本的に、まず２５％調査を実施して、遺構や遺物の分布状況を調べ、遺物分

布の濃密な地区から調査に着手、展開するよう努めた。遺物の希薄な地区や急斜面、撹乱の著しい所

については、発掘区単位で、重機による掘り上げと、人手による遺物採取を進めた。２５％調査で殆ど

遺物が検出されなかった部分については、最終的に、重機を使用した駄目押し調査を行った。

焼土や炭化木片ブロックについては、現場で平面・断面図等の記録作成後、ブロックや層ごとにビ

ニール袋に土壌を採取し、自然乾燥させたのち、フローテーション法（浮遊物を０．４２５mmと２mmメッ

シュで、沈殿物を１mmメッシュの土壌分析用の篩で選別）によって炭化木片などを抽出した。炭化

木片のうち、大きく状態の良好なものは、年代測定や樹種同定用の試料として摘出した。（�橋和樹）

（３） 整理の方法
整理の方法もこれまでと同様だが、今回は旧石器以外の土器など、縄文～擦文時代の遺物の報告が

加わるため、それらの取り扱いについて、末尾に付け加える。

遺物の水洗作業は、基本的に、雨天日などを利用して現地で実施した。乾燥後、何回かまとまった

段階で、江別の整理作業所に運び、注記などの一次整理作業を済ませたのち、接合、実測等の二次整

理作業を開始した。

�）石器類や剥片は、出土位置を記録したもの（以下「点取り遺物」）と発掘区単位で一括して取り

上げたもの（以下「一括遺物」）の二つに分けられ、それぞれ次の流れで整理作業を進めた。

４ 調査概要
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点取り遺物

一次整理として、すべてについて注記作業を行い、次に器種分類、重量計測、石質、残存状況、打

点・自然面・被熱の有無などの属性観察をし、遺跡・遺物データシステムに入力した。

注記は、遺跡名の代わりに道教委の登載番号、発掘区、遺物番号の順で行った。例えば、旧白滝８

遺跡のＰ１２区の台帳番号１００は、「３１Ｐ１２・１００」となる。重量は小数点一桁までの計測である。

石材の大部分を占める黒曜石に関しては絶対的なものではないが、肉眼的な特徴から黒色の「黒曜

石１」、梨肌の「黒曜石２」、黒色に茶色の混じった（黒＞茶）「黒曜石３」、茶色に黒色の混じった（茶

＞黒））「黒曜石４」、黒色に紫がかった茶色の混じった（黒＞紫・茶）「黒曜石５」の５種類に分類し

た。ただし、梨肌で、黒色に茶色の混じった（黒＞茶）ものなどは「黒曜石２の３」という表現を使

うこともある。また、一つの原石においても部分的に異なる状況があるので、「黒曜石１・３」とい

うこともある。

残存状況は欠損または完形、打点・自然面・被熱などは「有」または「無」の簡単な観察だけであ

る。被熱は肉眼観察により、表面が光沢を失い、くもりガラスのような状態のものやウロコ状のひび

割れがみられるものなどを「有」とした。

二次整理はおもに実測・接合作業である。接合作業は、定形的な石器類においては、まず折れ面接

合を、次に同一母岩の石器類や剥片を探すようにした。剥片類は、先に分類した５種類の黒曜石毎に

同一の石器ブロックないし発掘区のものを集めて作業を進めた。接合作業の実際は、折れ面接合の場

合は瞬間接着剤を使用するが、剥離面接合の場合は、両面テープで仮止めしながら作業を進め、必要

に応じて瞬間接着剤を使用した。また、重量のあるものや欠落部分の多いものなどについては、ホッ

トボンドなどを使用して補強しながら作業を進めた。ある程度作業が進行した段階で、剥離工程を記

録したカードを作成し、接合番号を付けた。接合番号は遺跡毎に付けたが、折れ面接合は５０００１から、

剥離面接合は１からとした。したがって、剥離面接合資料に折れ面接合が含まれている場合は、１個

体の接合資料で接合番号を複数あることがある。さらにこれらの作業で得られた接合資料のうち特徴

的で同一母岩視できる資料を集め、母岩別資料として、遺跡毎に１から番号を付けた。資料の呼称は、

「母岩別資料」を略して「母岩」、「接合資料」を略して「接合」とし、母岩別資料の場合は「母岩５・

接合１００」、接合のみの場合は、「接合５５」、折れ面接合の場合は「接合５００１５」のように表示した。こ

れらの接合、母岩などの二次的な属性データを先のシステムに追加入力し、現場での出土位置、一次

整理の属性観察などのデータと共に遺跡単位で管理している。

石器の実測作業は、基本的に通常の方法で行っているが、大型の石器や接合資料などについては、

超望遠レンズ（８００～１，２００mm）を使用した９０°展開の写真（プロカメラマン小川忠博氏に依頼）を

使用して行っている。作業は、フジグラフプロジェクションペーパーに焼き付けた実大プリントを、

ライトボックス上で、セクショントレーシングペーパーで判断できる部分をなぞり、後は実物を見な

がら補足する形で進めている。石核や複雑な接合資料などは面合わせの手間が省けるので、効率よく

作業を進めることができる。また、大きな剥離面などでは、リングも十分読み取ることができる。さ

らに、この時撮影した写真を２分の１で通常の印画紙にプリントし、写真図版に接合資料として掲載

した。

一括遺物

基本的に現場において、定形的な石器類の抜き出し、点数のカウントなどを行い、その後の作業は

江別の整理作業所で進めた。抜き出した石器類は、一次整理として台帳を作成し、点取り遺物と同様

に注記、属性観察を行い、二次整理の実測・接合作業を行う。剥片類は一括して重量を計測した後、
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必要に応じて点取り遺物の接合作業の対象遺物に加え、接合したもののみ、注記・属性観察などを行っ

ている。その注記は、点取り遺物と区別するため、発掘区と台帳の整理番号の間に層位を記入した。

例えば、旧白滝８遺跡のＰ１２区、�層出土、台帳番号１０の石器は、「３１Ｐ１２・�・１０」となる。

�）土器は下白滝、旧白滝８、中島の３遺跡から出土したが数量は少ない。耕作土や撹乱層に含まれ

ていたものが多く、細かに砕け、摩耗や剥落の著しい破片が大多数を占める。とくに下白滝遺跡では、

損耗の進んだ破片が多く、バインダーの１０％溶液を塗布して、表面の補強を図った。また、旧白滝８

遺跡の平成１４年度調査区の旧河道に沿った傾斜面には、続縄文時代の包含層が残っており、土器片も

他に比して摩耗は少なかったが、水分が多い砂地という遺存状況のためか、全体に劣化が進んで脆く

なっており、やはりバインダーを塗布して補強した。

土器は、それぞれの遺跡ごとに分類、集計し、接合に努めたが、小さく、摩耗した破片が多く、実

測に耐えるほどの大きさに復元できた例はない。接合の欠損部はバイサムで補填した。摩耗のため文

様の判別が困難な土器片も少なくないが、この地域では貴重な資料であり、できるだけ多くの拓影図

や写真を掲載するよう配慮した。 （�橋和樹）

（４） 報告書の作成
報告書の作成に関わる事情等についても、これまでの報告書に詳述されているが、そのまま重複記

載のうえ、新たに必要な部分を付け加える。

平成７年度から始まった調査は、ある程度の出土遺物量を予想して整理計画を作成していたが、具

体的な計画は、遺物の状況が明らかになってから検討することとしていた。また、現地作業を優先し

た調査体制としていたため、夏期の整理作業においても調査員が常駐する体制が取れなかった。した

がって当初の整理作業は注記、属性観察、接合作業、集計などの基礎的な作業を中心に行った。

平成１０年度に本線部分の主要な調査がほぼ終了し、遺物量や接合状況が明らかになってきたので、

平成１１年度から報告書の作成を開始し、『白滝遺跡群Ⅰ』（平成１１年度）、『白滝遺跡群�』（平成１２年

度）、『白滝遺跡群�』（平成１３年度）、『白滝遺跡群�』（平成１５年度）を刊行し、本報告書『白滝遺跡

群�』が５冊目となる。

調査状況や出土遺物の概要については、調査年度単位で『（財）北海道埋蔵文化財センター調査年報

８～１６』（（財）北海道埋蔵文化財センター １９９６、１９９７、１９９８、１９９９a、２０００、２００１、２００２、２００３、２００４

a）で紹介している。また、委託者より調査内容が比較的容易に理解できる資料作成の要請を受け、写

真を中心とした調査概要として平成９年度に『白滝遺跡群を掘るⅠ（上白滝８遺跡の調査）』、平成１０

年度に『白滝遺跡群を掘る�（上白滝２遺跡の調査）』、『白滝遺跡群を掘る�（奥白滝１遺跡の調査）』

を作成したが、報告書の刊行を開始した平成１１年度以降、また他の遺跡については作成していない。

報告書は遺跡単位での作成を基本とし、年度単位で終了したものを１冊にまとめて刊行することと

している。ただし、平成１２年に行った防雪柵関連で調査した４か所の遺跡（服部台２・奥白滝１・上

白滝８・白滝第３０地点）のうち奥白滝１遺跡については、進行していた報告書作成作業に組み込むこ

とができず、別途報告することとした。また、平成１３年度に工事用道路建設に伴い実施した上白滝６

遺跡の追加調査分については、本線部分の報告が平成１２年度に刊行された関係で、分けて報告した。

また、上白滝８遺跡に関しては、出土量が多い関係で、２回に分けて報告することとし、東地区を「白

滝遺跡群�」で報告した。

出土遺物量は膨大であるが、報告は基本的にどのようなものが、どのような状態で、どのくらい出

たのかが理解できるよう作成している。したがって、遺物の集計にあたっては、器種、石質別の点数、
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重量を明確に示すことにしている。高位、中位の段丘上にある旧石器時代の遺物は層位的に分離でき

る状況ではない。そのため平面的にある程度のまとまりとして確認でき、それを「石器ブロック」

（Ｓb）と呼び、それを最低単位として、石器の組成、接合関係などから、単独または複数を「石器

群」という形で捉えた。低位段丘上にある、縄文～擦文時代の遺物は、平面的なある程度のまとまり

をフレイク集中（Ｆc）と呼称し、それを最低単位として出土層位毎にまとめた。したがって、報告

書では、石器群・出土層位単位で定形的な石器を、次にその石器群・出土層位を構成する石器ブロッ

ク・フレイク集中の分布図、接合状況図を、最後にその石器群・出土層位の接合資料を提示する形と

した。定形的な石器類は、破片を含めてその石器群・出土層位の器種組成が理解できるように配慮し

た。分布図は、まず全点の分布を示し、次に図を示した定形的な石器の出土位置が理解できる図を作

成した。接合状況図は石器群単位での折れ面接合や全接合を示した。接合資料は、全体実測図を示し、

その剥離過程が分かるように剥離模式図を作成し、また、可能なものについては、段階単位での実測

図を作成したものもある。さらに接合破片のうち先の定形的な石器で提示しているものを接合資料の

縮尺に合わせて再度示している。また、状況によっては剥片類でも実測図を作成して掲載したものも

ある。母岩別資料または接合資料においてもその接合破片、または母岩の分布状況を図で示した。

接合資料の中には、全体を写真のみで示し、剥離模式図や分布図のみ示したものもある。

実測図を示した石器、接合資料は基本的に写真図版に掲載し、掲載遺物一覧に表示した。

各種分析については、遺跡単位で結果を報告することとしているが、状況によっては同時に分析し

た他の遺跡のものも報告する場合もある。

さて、今回の報告書は、これまでの『白滝遺跡群Ⅰ～�』所載の、高位・中位の段丘上に立地する、

旧石器時代を主体とした遺跡群とは異なり、低位面に営まれた縄文時代から続縄文時代、擦文時代に

至る遺跡群の調査結果をまとめたものである。旧石器時代の資料は殆どなく、白滝村を外れた丸瀬布

町中島遺跡の報告も含まれるなど、白滝遺跡群というタイトルにはなじまないという見解もないでは

ないが、旭川・紋別自動車道建設という一連の事業に係るものであり、主体がまだ白滝村にあること

で、シリーズ名称を継承した。 （�橋和樹）

（５） 遺構・遺物の分類
遺構の分類

確認された遺構には、焼土とフレイク集中がある。これまでと同様に、土壌が赤褐色に変化し、火

を焚いた痕跡と考えられるものを焼土とし、Ｆで表記した。現場段階では明確な焼土を伴わない炭化

木片ブロック（Ｃb）も検出されたが、最終的に人為的な遺構と認定できる例はなかった。フレイク・

チップのまとまりがフレイク集中で、Ｆcと表記した。旧白滝８遺跡や中島遺跡で検出されたが、い

ずれも明確な掘り込みはみられない。

土器の分類

土器は（財）北海道埋蔵文化財センターの一般的な分類に準じ、縄文時代早期に属するものをⅠ群、

前期を�群、中期を�群、後期を�群、晩期を�群とし、続縄文時代のものは�群、擦文時代のもの

を�群とした。各群をさらに細分してａ・ｂ類に二分した場合は、ａ類が前半を、ｂ類が後半を意味

し、ａ～ｃに三分した場合は、ａ類が前葉を、ｂ類が中葉を、ｃ類が後葉を意味する。旧白滝８遺跡

ではⅠ群から�群まで検出され、下白滝遺跡では�・�群から�群まで、中島遺跡では�群土器が出

土した。Ⅰ～�群はａ・ｂ類に二分され、�～�群はａ～ｃ類に三分されるが、地域的な特性もあり、

詳細については各遺跡の報告のなかで触れたい。 （�橋和樹）
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石器の分類

石器類は、これまでの研究史の中で確立し、広く一般的に認識されてきた器種分類を踏襲して以下

のように分類した。なお、石器の計測方法については図�－２に示した。

石鏃 素材を細かい加工により薄身にして、端部に尖頭部を作り出した５cm未満の石器。

石槍 素材の両面を細かく加工して、端部に左右対称な、先端角が７５°以下の尖頭部を作り出した

５cm以上の石器。

ナイフ 素材の両面を細かく加工したもので、石槍以外の石器。端部の形態は、左右対称な先端角

が７５°以上の尖頭形、円形、もしくは斜刃の直線形などがみられる。

石槍またはナイフ 素材の両面を細かく加工した石器で、端部を欠損している破片。石槍とナイフ

の分類が困難なもの。

両面調整石器 素材の両面を粗く加工した石器で、石槍・ナイフ・石槍またはナイフ以外の石器。

つまみ付きナイフ 素材端部にノッチ状の加工でつまみ部を作り出した石器。

スクレイパー 素材の側縁を中心に連続的な二次加工を施した石器。

掻器 素材の端部に連続的な二次加工を施した石器。

錐形石器 素材の端部に錐状の尖頭部を作り出した石器。

楔形石器 素材の両端に両極剥離による対向する剥離がある石器。

二次加工ある剥片 素材に二次加工を施したもので、定形的石器に分類されない石器。

石刃 長さが幅の２倍以上で、両側縁が平行し、それに平行する稜がある石器。

縦長剥片 長さが幅の２倍以上で、石刃に該当しない石器。

剥片 石核・石器（トゥール）から剥離されたもので、石刃・縦長剥片以外の二次的な加工が施さ

れていない石器。

石核 目的剥片を剥離したと考えられるもので、石刃核以外の石器。

石斧 打ち欠き・敲打・研磨により、斧状の刃部を作り出した石器。

砥石 礫の片面もしくは両面に磨痕の観察される石器。

原石 石器の石材として利用される石で、人為的と考えられる剥離を受けていないもの。

礫 石器の石材として利用されない石で、剥離、敲打痕、潰打痕、磨痕などが観察されないもの。

（直江康雄）

図�－２ 計測の基準
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（６） 調査結果の概要
平成７～１５年の９年間で調査した遺跡は、湧別川の上流側から白滝村の奥白滝１１・服部台２・奥白

滝１・上白滝８・上白滝２・上白滝５・上白滝６・上白滝７・北支湧別４・白滝第３０地点・白滝８・

白滝１８・白滝３・旧白滝９・旧白滝８・旧白滝５・下白滝の１７か所と、丸瀬布町中島遺跡の計１８か所

（図�－１）で、その総面積は、９８，９７０m２である。年度・遺跡別の調査面積は、表�－１に掲載した

とおりである。

奥白滝１１遺跡から白滝３遺跡までの１３遺跡と、平成１５年度着手の旧白滝５遺跡を加えた１４遺跡は、

高位や中位の段丘上に立地する、旧石器時代を主体とする遺跡群だが、低位段丘や沖積面に分布する、

旧白滝９・旧白滝８・下白滝・中島の４遺跡では、縄文時代以降の、続縄文、擦文時代に至る時期の

遺構・遺物が検出されている。

時代幅はあるが、確認された遺構は、焼土（赤色土・Ｆ）と、火を焚いた痕跡の可能性がある炭化

木片の集中（炭化木片ブロック・Ｃb）、そしてフレイクやチップがまとまったフレイク集中（Ｆc）

ないし石器ブロック（Ｓb）の３種である。表�－２に示すように、焼土は、上白滝５・旧白滝８・

旧白滝５の３遺跡で計９か所が、炭化木片ブロックは、服部台２・奥白滝１・上白滝８・上白滝２・

上白滝５・上白滝７・白滝第３０地点・旧白滝５の８遺跡から計７０か所が、フレイク集中は、旧白滝

８・旧白滝５・中島の３遺跡で計３２か所が検出され、石器ブロックは整理作業が進んだ状態で現在

までに２０３か所設定している。黒曜石製の石器・石片の膨大な出土量に比して、焼土や炭化木片ブロッ

クなどの遺構は少ない。

遺物の大部分は石器類で、旧白滝８・下白滝・中島の３遺跡からは土器片が出土した。表�－２に

示すように、これまでの遺物総数は４，６２８，３０８点で、そのうち出土位置を記録したものが５４９，９２５点、

残りの４，０７８，３８３点が発掘区単位で一括して取り上げた遺物である。各遺跡の遺物組成や出土量、分

布密度はそれぞれ異なるが、単純に平均すると、１m２あたり４７点という数値が得られる。平成１４年

度までに調査がされた遺跡については、既刊の『白滝遺跡群 �』の中で、石器群を中心にそれぞれ

概要がかなり詳しく紹介されており、参照いただきたい。ここでは一部繰り返しになるが、本報告書

に掲載する４遺跡と平成１５年度に調査を開始した旧白滝５遺跡に限って、以下に概要を説明する。

旧白滝９遺跡（平成１４年）（図�－３）

遺跡は白滝村市街地から北東へ約３km離れた、幌加湧別川右岸の低位段丘上に位置し、標高は３３６

m内外。左岸には旧白滝８遺跡が所在し、幌加湧別川を３５０m程下ると湧別川本流との合流点に達す

る。地形は比較的平坦で、湧別川に向かって緩やかに傾斜している。背後は粘板岩製の基盤層が露出

した急峻な崖面となっており、調査区の北西端ではその崩落した多数の岩塊がみられた。

調査区は３，３８０m２だが、耕作による後世の撹乱が著しく、遺物包含層は残存していなかった。遺物

は耕作土中にのみ存在するため、調査は耕作土を重機によって掘り上げ、その後人力によって遺物を

採取する方法で行った。出土遺物は全て石器類で、定形的なものとしては石鏃、尖頭器（石槍・ナイ

フを含む）、スクレイパーなどが若干認められるくらいである。遺跡の時期は石器のパティナや器種

などから縄文時代と考えられるが、土器が出土していないので、詳細は不明である。

旧白滝８遺跡（平成１４・１５年）（図�－３）

遺跡は、旧白滝９遺跡に相対する幌加湧別川左岸の低位段丘上に位置し、調査区の標高は３３５m程。

調査前の地形は幌加湧別川に向かって緩やかに傾斜する斜面で、幌加湧別林道を挟んだ調査区北西の

沢からの崖錐堆積物でマウンド状の高まりがみられた。遺跡は耕作、宅地や庭の造成など後世の撹乱

が著しく、大分部の区域では遺物包含層は残存していなかったが、宅地に続く駐車場や道路部分の下
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遺跡名 調査年 １９９５ １９９６ １９９７ １９９８ １９９９ ２０００ ２００１ ２００２ ２００３ ２００４ 総面積 m２ 報告書
奥白滝１１ Ｈ１１ ５０５ ５０５ 白滝�
服部台２ Ｈ１０～１２ ３，８１２ ２，００２ ８７７ ６，６９１
奥白滝１ Ｈ９・１０・１２ ５，３４０ ２，０６７ ３４５ ７，７５２ 白滝�
上白滝８ Ｈ７～１０・１２ ６，６００ １０，２１２ ３２０ ５６ ６６１ １７，８４９ 白滝�
上白滝２ Ｈ８・９ ２，９９５ ３，９３０ ６，９２５ 白滝�
上白滝５ Ｈ９・１０ ３，７２８ ４，１３２ ７，８６０ 白滝�
上白滝６ Ｈ１０・１３ ６，９５３ ６７０ ７，６２３ 白滝�・�
上白滝７ Ｈ９・１０ ７，４４３ ５，１５０ １２，５９３ 白滝�
北支湧別４ Ｈ１０ ５，４７２ ５，４７２ 白滝�
白滝第３０地点 Ｈ１２ ６３６ ６３６ 白滝�
白滝８ Ｈ１２ ８３４ ８３４
白滝１８ Ｈ１２ ２，６００ ２，６００
白滝３ Ｈ１３ ２，９００ ２，９００
旧白滝９ Ｈ１４ ３，３８０ ３，３８０ 白滝�
旧白滝８ Ｈ１４・１５ ２，６１０ １，１６０ ３，７７０ 白滝�
旧白滝５ Ｈ１５ ７，３４０ ７，３４０
下白滝 Ｈ１３・１４ ９０ ２，２５０ ２，３４０ 白滝�
中島 Ｈ１５ １，９００ １，９００ 白滝�

計 Ｈ７～１５ ６，６００ １３，２０７ ２０，７６１ ２７，６４２ ２，５０７ ５，９５３ ３，６６０ ８，２４０ １０，４００ ９８，９７０

報告書刊行年度 白滝� 白滝� 白滝� 白滝� 白滝�

遺跡名 調査年 面積 m２ 遺 構 遺物総数 点 点／m２ 地点計測 点 一括 点 主な遺物
奥白滝１１ Ｈ１１ ５０５ ２，３９６ ５ １，１１６ １，２８０ 尖頭器・両面調整石器・削器・石刃核・石核

服部台２ Ｈ１０～１２ ６，６９１ Ｃb：８ ７９８，０３０ １１９ ６７，７７１ ７３０，２５９
細石刃・細石刃核・舟底形石器・尖頭器・両面調整石
器・彫器・掻器・削器・ナイフ形石器・斧形石器・石
刃・石刃核・石核

奥白滝１ Ｈ９・１０・１２ ７，７５２ Ｃb：１８ ８３１，９２８ １０７ ９９，２１６ ７３２，７１２
細石刃・細石刃核・舟底形石器・尖頭器・両面調整石
器・彫器・掻器・錐形石器・削器・「台形様石器」・斧形
石器・石刃・石刃核・石核

上白滝８ Ｈ７～１０・１２ １７，８４９ Ｃb：２８ １，３４９，７４８ ７５ ２１６，６０７ １，１３３，１４１
細石刃・細石刃核・舟底形石器・尖頭器・両面調整石
器・彫器・掻器・錐形石器・削器・「台形様石器」・ナイ
フ形石器・斧形石器・石刃・石刃核・石核

上白滝２ Ｈ８・９ ６，９２５ Ｃb：６ ４３２，４２９ ６２ ５０，０８５ ３８２，３４４ 細石刃・細石刃核・舟底形石器・尖頭器・両面調整石
器・彫器・掻器・錐形石器・削器・石刃・石刃核・石核

上白滝５ Ｈ９・１０ ７，８６０ Ｆ：２
Ｃb：１ ８６，０３４ １１ ２２，４４１ ６３，５９３ 舟底形石器・尖頭器・両面調整石器・彫器・掻器・錐

形石器・削器・斧形石器・石刃・石刃核・石核・石刃鏃

上白滝６ Ｈ１０・１３ ７，６２３ ６，６６２ １ ２，６７２ ３，９９０ 尖頭器・両面調整石器・彫器・掻器・錐形石器・削器・
石刃・石刃核・石核・石刃鏃・石鏃

上白滝７ Ｈ９・１０ １２，５９３ Ｃb：４ ２１，７０９ ２ ４，４４８ １７，２６１ 尖頭器・彫器・掻器・削器・ナイフ形石器・石刃・石刃
核・石核

北支湧別４ Ｈ１０ ５，４７２ ２４，１４０ ４ ６，７７６ １７，３６４ 尖頭器・両面調整石器・彫器・掻器・削器・石刃・石刃
核・石核

白滝第３０地点 Ｈ１２ ６３６ Ｃb：１ ４，６２７ ７ ３１４ ４，３１３ 細石刃・彫器・掻器・削器・石刃・石核

白滝８ Ｈ１２ ８３４ ４，０３６ ５ １，７２８ ２，３０８ 細石刃・舟底形石器・両面調整石器・彫器・石刃・石
刃核・石核

白滝１８ Ｈ１２ ２，６００ ４７，８２５ １８ ２３，４２３ ２４，４０２ 尖頭器・両面調整石器・舟底形石器・彫器・掻器・錐
形石器・削器・石刃・石核

白滝３ Ｈ１３ ２，９００ ４１，２８１ １４ １，０１０ ４０，２７１ 尖頭器・舟底形石器・彫器・掻器・削器・石刃・石刃
核・石核

旧白滝９ Ｈ１４ ３，３８０ ２８，３２０ ８ ０ ２８，３２０ 石鏃・尖頭器（石槍・ナイフを含む）・削器

旧白滝８ Ｈ１４・１５ ３，７７０ Ｆ：４
Ｆc：２９ ５２９，１５７ １４０ ９，０９７ ５２０，０６０ 土器（続縄文・擦文）・石鏃・両面加工ナイフ・両面調

整石器（ナイフ未成品）・掻器・削器・石核

旧白滝５ Ｈ１５ ７，３４０
Ｆ：３
Ｃb：４
Ｆc：２

２６１，６００ ３６ ４３，２２１ ２１８，３７９
細石刃・細石刃核・舟底形石器・尖頭器・両面調整石
器・彫器・掻器・錐形石器・削器・「台形様石器」・ナイ
フ形石器・斧形石器・石刃・石刃核・石核

下白滝 Ｈ１３・１４ ２，３４０ １５６，７００ ６７ ０ １５６，７００ 土器（縄文中期）・石鏃・尖頭器（石槍・ナイフを含
む）・つまみ付きナイフ・掻器・削器・石核

中島 Ｈ１５ １，９００ Ｆc：１ １，６８６ １ ０ １，６８６ 土器（縄文晩期）・石鏃・両面調整石器・掻器
計 Ｈ７～１５ ９８，９７０ ４，６２８，３０８ ４７ ５４９，９２５ ４，０７８，３８３ ※１９９３試掘ほかを含む

４ 調査概要

表�－１ 白滝遺跡群年次別調査面積一覧 ＊ゴシックは報告済

表�－２ 白滝遺跡群調査結果概要一覧
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に幌加湧別川の旧河道部が確認され、それにつながる斜面では遺物包含層が残存しており、焼土やフ

レイク集中、土器片などが発見された。また、撹乱された畑でも沢地形の部分や、木根などから大量

の剥片類が出土し、遺物の総数は５２万点以上を数えた。１m２当たりの遺物出土点数は１４０点で、これ

までの最高、剥片・砕片類の占める割合は、上白滝地区の旧石器時代よりはるかに多い状況である。

用地取得の関係で、平成１４年度は北側の２，６１０m２を、平成１５年度は南側の１，１６０m２を調査した。

土器は表土層から少量の擦文土器片が採集されたほか、旧河道に接した斜面及び焼土周辺などから、

２０点余の続縄文土器が検出された。後北Ｃ１式に相当するものが主体で、それより古い資料もみられる。

定形的な石器としては、石鏃、スクレイパー、両面加工ナイフ及びその製作途中の両面調整石器、石

核などがあるが、大部分は石器製作に関わる剥片・砕片類である。石器類の時期は、光沢の強いパティ

ナの状況や石器・剥片の特徴、剥離技術などから、大半は続縄文時代後北Ｃ１式の時期と考えられる。

石鏃には続縄文時代特有の薄身の三角形鏃があり、両面加工ナイフとしたものも、続縄文時代後北式

土器に伴う特徴的な石器である。全体の形状が分かるものは少ないが、尖頭器に近い形状で、太目の茎

部があり、その未成品が多い。また、製作初期段階とみられる両面調整石器も同時に多数出土している。

旧白滝５遺跡（平成１５年）（図�－３）

遺跡は、白滝村市街地の北東約３．５km、旧白滝８遺跡の東に隣接して所在し、湧別川との合流点か

ら約４００m遡った幌加湧別川左岸の段丘上に立地している。遺跡は地形的に大別して、段丘の高位部

（標高３９０m前後、湧別川との比高約７０m）と中位部（標高３６０～３７０m、比高約４０～５０m）、及びその

中間の斜面部の三者から成り、それぞれ土層の堆積状況、出土遺物等に違いがみられる。

高位部はほぼ平坦で、より古い時代の湧別川の河床に直接、砂礫や粘土が堆積して形成されており、

上白滝地区の天狗平面に相当する段丘面と考えられる。下層の礫が表土まで上昇するなど、周氷河現

象による土壌の擾乱が大きいが、部分的ながら包含層の下位には、約３万年前に降下したといわれる

大雪御鉢平軽石（Ds－Oh）の存在も認められる。遺構としては、焼土３か所、炭化木片集中２か所

が検出された。遺物としては、細石刃、細石刃核（峠下型中心）、削片、舟底形石器、尖頭器、両面

調整石器、彫器、削器、錐形石器、台形石器、石刃、石刃核、石核等が多数出土しており、細石刃関

連の資料が主体をなすが、サイコロ状の石核など後期旧石器時代前半期の石器群に比定できるものも

含まれている。全体に非常に濃密な分布状態で、細かな石器ブロックの判別が困難なほどである。

中位部は上白滝面に相当すると考えられる段丘面だが、上方ほど斜面堆積層に厚く覆われており、

調査区では約１０゚ の緩斜面をなしていた。遺構には、炭化木片集中２か所とフレイク集中２か所があ

り、遺物分布は、ブロック全体が傾斜方向に細長い形状で濃密に収斂する傾向がみられ、大きくは５０

m程離れた東西２筋のブロックが認められる。ともに出土遺物には、小型で精緻な柳葉形の尖頭器が

多く、舟底形石器や石刃核、掻器などがみられる。尖頭器は押圧剥離と鋸歯状の縁辺が特徴的な資料

で、石器組成の解明や石器群の時期的な位置付けが今後の課題である。

中間の斜面部は、とくに高位部から続く南側では約２５゚というきつい傾斜面で、基盤の粘板岩の角

礫を包含する粘土層に多数の遺物が混在していた。これらは高位部からの流れ込みが主体と思われる。

斜面部北側はやや傾斜が弱く、小沢寄りの地区では砂質粘土の厚い堆積がみられた。北側では、幾つ

かの大型の石刃核が発見されており、数か所で大型の石刃核を伴う石器の製作が行われたようだ。

下白滝遺跡（平成１３・１４年）（図�－４）

遺跡は、白滝村市街地の北東約９．５km、丸瀬布町市街地とのほぼ中間点に位置し、村名の由来となっ

た「白滝」のすぐ下流の、湧別川左岸の河岸段丘上に立地している。標高は２７０mで、湧別川との比

高は約７mである。遺跡は全体的に耕作による撹乱が著しく、段丘の末端に撹乱を免れた部分がわず

� 調査の概要
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かに残っていた。

平成１３年度は畑部分９０m２、平成１４年度は残りの２，２５０m２について調査を行った。調査区はすべて耕

作による撹乱を受けており、遺物量の少ない平成１３年度調査区およびその周辺の北東側半分は、重機

による掘り上げ後、人力による遺物採取を行った。南西側も撹乱されているが、遺物の出土量が多い

のと剥片・砕片類が小さいため人力で調査を行った。また、風倒木や木根部分から撹乱を免れた石器

類が多量に出土し、その中に土器類もみられた。土器は大部分が縄文時代中期の刺突文ないし無文の

土器とみられ、それより新しい時期の資料も若干含まれる。定形的な石器類は、石鏃、尖頭器（石槍・

ナイフを含む）、スクレイパー、つまみ付きナイフなどである。また、薄手の剥片に二次加工がみら

れる石鏃の未成品とみられるものもある。この遺跡は縄文時代の石器製作跡と考えられるが、出土し

ている剥片類が小型であることなどから、二次加工を主体とした作業が行われたものと推定される。

石鏃には有茎・無茎各種あり、また、薄手の剥片に二次加工が施された未成品とみられるものも多数

出土している。尖頭器には、幅広で、茎部も太い石銛状のものや左右が非対称のナイフ状のものがあ

り、つまみ付きナイフも未成品を含めて少量出土している。

中島遺跡（平成１５年）（図�－５）

中島遺跡は、平成６年８月に北海道教育委員会が実施した、高規格道路建設に伴う所在確認調査お

よび平成１３年１０月の試掘調査によって、その存在が初めて知られた小規模な遺跡である。丸瀬布町市

街地の南西約２．５kmに位置し、湧別川と武利川に挟まれた狭長な山地の北端部付近に形成された、湧

別川右岸の河岸段丘上に立地する。標高は２１０m前後で、湧別川との比高は約１５mである。調査区付

近の地形は比較的平坦だが、北西側の段丘縁には自然堤防とみられる礫層が堆積しており、やや高ま

りを呈する。耕作のため包含層は殆ど消失しており、遺構の痕跡を留めるフレイク集中１か所にも、

撹乱が及んでいた。耕作土中からは縄文時代晩期後葉の遺物が出土したが、採集された８４点の土器片

はいずれも小破片で、摩滅・損耗の著しいものが多かった。小波状口縁で縄線文の施された深鉢形土

器が主体と思われるが、沈線文を伴う２点には赤色顔料の付着が認められた。石器類の大部分は黒曜

石製の剥片で、石器は少量だが、三角形凹基の石鏃や、スクレイパー、両面調整石器、二次加工ある

剥片などがみられる。 （�橋和樹）

焼土 フレイク集中 木根・撹乱
表土 ― ― ２１
�a層 ― ５ ―
�b層 ３ １４ ―
�層 １ １０ ―
計 ４ ２９ ２１

点取り遺物 一括遺物 土器 石器
遺構 ８３０５ ３９７１２ １ ４８０１６
木根・撹乱 ３５２ ８４９０５ １ ８５２５６
�a層 ― ４６７８ １７ ４６６１
�b層 １９ ９６６２ ５ ９６７６
�a・�b層（台地部） ９ １２５８６７ ― １２５８７６
�層 ２８ １５５６ ― １５８４
�層 ３７３ ８２０６ ― ８５７９
砂礫層 １１ ７４３ ― ７５４
表土・その他 ― ２４４７３１ １８ ２４４７１３

小計 ９０９７ ５２００６０ ４２ ５２９１１５
合計 ５２９１５７ ５２９１５７

石器
表土 ２８３２０

焼土 木根 撹乱
表土 ７ １３ ２

フレイク集中 撹乱
表土 １ ２

土器 石器 その他
表土 ８４ １６０２ ―

合計 １６８６

土器 石器 その他
木根 ３２ ３６０５５ ―
焼土 ― １４８０３ ―
撹乱 １ ― ―
�層 ― ５ ―
�a層 ― １８０ ―
表土 １１ １０５６１２ １

小計 ４４ １５６６５５ １
合計 １５６７００

４ 調査概要

表�－３ 遺跡別遺構等一覧
������ �����

�	��

表�－４ 遺跡別出土遺物点数一覧
���
�� �����

������

�	��
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図�－３ 旧白滝５・８・９遺跡調査区域図
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４ 調査概要

図�－４ 下白滝遺跡調査区域図

図�－５ 中島遺跡調査区域図
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� 遺跡の位置と周辺の環境
１ 遺跡の位置と周辺の遺跡（図�－１～３、表�－１・２）

白滝村は北海道網走支庁管内中西部に位置し、北緯４３°４４′２０″から４３°５７′３０″、東経１４３°００′

４０″から１４３°１８′２０″の間にある。北は丸瀬布町・滝上町、東は丸瀬布町、西・南は上川支庁管内

上川町に接している。村の中央には湧別川と支湧別川に挟まれた台地状の三角地帯があり、周囲は山

地に囲まれている。北側には湧別川の左岸に急峻な山地が迫り、その中に黒曜石の産出地として知ら

れる赤石山がある。また、南西から南東にかけて大雪山系の天狗岳・武利岳・支湧別岳などの標高

１，６００～１，８００mの山々が連なっている。村内を東西に流れる湧別川は天狗岳に源流を発し、北側から

は赤石山周辺から流れ込む八号沢川、十勝石沢川、幌加湧別川を吸収し、南側からは本来本流である

支湧別川（アイヌ語で「シ・ユーペッ」、「大きい・湧別川」の意味）と白滝村市街地で合流し、丸瀬

布町、遠軽町、上湧別町、湧別町を経てオホーツク海に注いでいる。

赤石山を起点に、他の黒曜石原産地との位置関係をみると、南東方向４０kmに置戸町所山・置戸山、

南方向５０kmに上士幌町十勝三股が位置している。

村内では９２か所の遺跡が確認されている（図�－１・２、表�－１）。そのうち土器を伴った縄文

時代以降の遺跡は、平成１３～１５年度に調査を行った旧白滝８・旧白滝９・下白滝（北埋文 ２００３）と、

昭和４６年に調査された石井遺跡の４か所である。その他、遺跡の正確な位置は不詳だが、前田コレク

ションで知られる奥白滝地区の資料や、赤石山南斜面標高７００mの八号沢８０林班出土の資料などが紹

介されており（豊原ほか ２００３）、また幾つかの遺跡では、断片的に縄文時代と推定される石器が採集

されている。しかし、白滝村における遺跡の主体は、旧石器時代の遺跡であり、それらのほとんどは湧

別川沿いの河岸段丘上に所在し、「白滝遺跡群」と総称されている。これらは、大きく八号沢と湧別

川の合流点付近、十勝石沢川と湧別川の合流点付近、幌加湧別川と湧別川の合流点付近の３つの集中

地区に分けて捉えることができる。いずれも赤石山を源流とする沢と湧別川の合流点付近から下流に

広がる形で集中し、原石採取や、露頭へのルートとして沢を利用していたことが想定される。黒曜石

は赤石山山頂および露頭、八号沢川、十勝石沢川、幌加湧別川、湧別川などで採取でき、各遺跡では

その立地環境を反映して大量の黒曜石が利用されている。そのうち特に、八号沢川と湧別川の合流点

付近には白滝第１３地点遺跡をはじめ、服部台・服部台２・白滝第３２・３３地点遺跡など、学史的に有名

かつ大規模な遺跡が集中している。十勝石沢と湧別川の合流点付近では、昭和３０年代に調査された白

滝第２５地点遺跡や第２７地点遺跡などが知られており、近年の農地造成や高規格道路建設に伴う調査で

は、湧別川右岸の白滝第４地点遺跡（松谷 １９８７、松村・瀬下 ２００２）や第３０地点遺跡（松村・瀬下 ２００３）

から豊富な石器群が検出されている。幌加湧別川と湧別川の合流点付近にはホロカ沢�遺跡が所在し、

平成１５年度調査に着手した旧白滝５遺跡にも、多量で多様な石器群が残されていることが判明した。

沢の上流域では、赤石山の山麓で赤石山・幌加沢遠間地点・幌加林道遺跡の３遺跡が確認されている

のみだが、深い森林のために未だ発見されていない遺跡が、少なからず存在するものと予想される。

旧白滝９遺跡は、湧別川本流との合流点に近い、幌加湧別川の下流域右岸の低位段丘上に位置する。

標高は３３６m、幌加湧別川との比高は６m程で、赤石山との直線距離は約６．５kmである。耕作のため

包含層は破壊されており、遺構も検出されていない。土器の検出はなく、縄文時代と考えられる石器

類が出土している。

旧白滝８遺跡は、旧白滝９遺跡の対岸、幌加湧別川左岸の低位段丘上に所在する。標高は３３５m、

� 遺跡の位置と周辺の環境
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１ 遺跡の位置と周辺の遺跡

（国土地理院発行５万分の１地形図「白滝」「上湧別」「丸瀬布南部」「大和」を使用）

図�－１ 白滝村の位置と村内の遺跡
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登載番号 遺跡名 調査年度 報告関連
１９５５ 吉崎 １９６１

１ 白滝第１３地点
１９５６ 北大調査団 １９６０
１９５８ 吉崎 １９６１
１９８６ 松谷 １９８７b

２ 服部台 １９６１ 杉原・戸沢 １９７５
３ 白滝第２５地点 １９５６ 北大調査団 １９６０
４ 旧白滝２
５ 石井 １９７１ 豊原ほか ２００３

１９５７ 吉崎 １９５９
１９８５ 松谷 １９８７b

６ 白滝第３０地点 １９９４ 松村 １９９５
１９９６～９８ 松村・瀬下 ２００３
２０００ 鈴木ほか ２００４

７ 白滝第３３地点
１９５７ 吉崎 １９６１、白滝団体研究会 １９６３
１９８６ 松谷 １９８７b

８ 白滝第３１地点 １９５９ 吉崎 １９６１、白滝団体研究会 １９６３

９ 白滝第３２地点
１９５９ 白滝団体研究会 １９６３
１９８６ 松谷 １９８７b

幌加川遺跡
１９７２ 米村 １９７５・７７

１０
遠間地点

１９８７～９０・９２・９３ 札幌大学木村英明ゼミナール
９５・９９・０２・０３ １９８８・８９

１１ 近藤台 １９８１ 畑・千葉 １９８２
１２ 加藤農園

１９８１ 畑・千葉 １９８２
１３ 服部台２

１９９８・９９・２０００
北海道埋蔵文化財センター
１９９９a・２０００・２００１

１４ 近藤台２
１９５５ 吉崎 １９６１

１５ 白滝第４地点
１９８６ 松谷 １９８７a・b
１９９４ 松村 １９９５
１９９５・９６ 松村・瀬下 ２００２

１６ 白滝第１０地点
１７ 白滝第２７地点 １９５５ 吉崎 １９６１
１８ 白滝第２９地点
１９ 白滝第３７地点 １９６０ 白滝団体研究会 １９６３
２０ 白滝第３８地点 １９６０ 白滝団体研究会 １９６３
２１ 旧白滝４
２２ 平岡b
２３ 下白滝 ２００１・０２ 北海道埋蔵文化財センター ２００２・０３
２４ 旧白滝１
２５ 平岡a
２６ 旧白滝３
２７ ホロカ沢� １９６１ 白滝団体研究会 １９６３
２８ 旧白滝５ ２００３ 高橋ほか ２００３、北海道埋蔵文化財センター２００４a
２９ 旧白滝６
３０ 旧白滝７
３１ 旧白滝８ ２００２・２００３ 北海道埋蔵文化財センター ２００３・０４a

３２ 旧白滝９
１９８５ 松谷 １９８７b
２００２ 北海道埋蔵文化財センター ２００３

３３ 旧白滝１０ １９８５ 松谷 １９８７b
３４ 白滝１
３５ 白滝２
３６ 白滝３ ２００１ 北海道埋蔵文化財センター ２００２
３７ 白滝４
３８ 白滝５
３９ 白滝６

登載番号 遺跡名 調査年度 報告関連
４０ 白滝７
４１ 上白滝１
４２ 北支湧別１
４３ 東白滝１
４４ 北支湧別２
４５ 支湧別１
４６ 上支湧別１
４７ 上支湧別２
４８ 上白滝２ １９９６・９７ 鈴木ほか ２０００
４９ 東白滝２

５０ 奥白滝１
１９９７・９８ 直江ほか ２００２
２０００ 北海道埋蔵文化財センター ２００１

５１ 奥白滝２
５２ 奥白滝３
５３ 奥白滝４
５４ 奥白滝５
５５ 天狗平１
５６ 赤石山
５７ 奥白滝６
５８ 白滝８ ２０００ 北海道埋蔵文化財センター ２００１
５９ 幌加林道
６０ 上白滝３
６１ 奥白滝７
６２ 奥白滝８
６３ 奥白滝９
６４ 奥白滝１０
６５ 奥白滝１１ １９９９ 鈴木ほか ２００４
６６ 奥白滝１２
６７ 北支湧別４ １９９８ 鈴木ほか ２０００
６８ 白滝９
６９ 白滝１０
７０ 白滝１１
７１ 白滝１２
７２ 北支湧別３ １９８５ 松谷 １９８７b
７３ 旧白滝１１
７４ 白滝１３
７５ 白滝１４
７６ 白滝１５
７７ 上白滝４
７８ 奥白滝１３
７９ 東白滝３
８０ 旧白滝１４ １９８５ 松谷 １９８７b
８１ 東白滝４
８２ 白滝１６
８３ 旧白滝１２
８４ 旧白滝１３
８５ 白滝１７
８６ 上支湧別３ １９８６ 松谷 １９８７b
８７ 北支湧別５
８８ 上白滝５ １９９７・９８ 直江ほか ２００２

８９ 上白滝６
１９９８ 鈴木ほか ２０００
２００１ 鈴木ほか ２００４

９０ 上白滝７ １９９７・９８ 坂本ほか ２０００
９１ 上白滝８ １９９５～９８・２０００ 北海道埋蔵文化財センター １９９６・９７

９８・９９・２００１、鈴木ほか ２００４
９２ 白滝１８ ２０００ 北海道埋蔵文化財センター ２００１

（国土地理院発行２万５千分の１地形図「白滝」「上武利」を使用）

図�－２ 旧白滝５・８・９遺跡と周辺の遺跡
表�－１ 白滝村の遺跡一覧

� 遺跡の位置と周辺の環境
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１ 遺跡の位置と周辺の遺跡

（国土地理院発行２万５千分の１地形図「丸瀬布北部」「丸瀬布南部」「上武利」を使用）

図�－３ 下白滝・中島遺跡の位置と丸瀬布町内の遺跡２０



幌加湧別川との比高は５m程で、段丘上では耕作などによって包含層が殆ど消失しているが、川寄り

に下る斜面部では、幌加湧別川の旧河道部が確認され、その付近には包含層や焼土、フレイク集中な

どの遺構が残存していた。剥片・削片を主体とする大量の石器類は、出土の続縄文土器に伴うものと

思われるが、表土からは、３点の擦文土器片も採集されている。

旧白滝５遺跡は旧白滝８遺跡の東に隣接した、より高い段丘上に立地する。旧石器時代を主体とす

る大量の遺物が分布するが、地形的に、標高３９０m程の高位部と、３６０m前後の中位部、その中間の斜

面部の三つに分けられる。高位部では峠下型の細石刃核が、中位部では小型の尖頭器が、斜面部では

大型の石刃核が特徴的に認められるなど、それぞれ出土遺物には差がみられる。

下白滝遺跡は、幌加湧別川との合流点からさらに約６．５km下った湧別川の左岸段丘上に位置し、標

高は２７０m、湧別川との比高は約７mである。耕作による撹乱が著しいが、縄文時代中期を主体とす

る土器片や多量の石器類が出土しており、石器の二次加工などを行った遺跡と考えられる。

丸瀬布町は、白滝村から湧別川沿いに１５km程下った北東の隣接地で、北緯４３°４１′４０″から４４°

０４′０６″、東経１４３゚ ０５′４２″から１４３°２４′３１″の範囲内に位置する。粘板岩やそれを覆う熔結凝灰

岩などを基盤とする標高４００～１，８００mの山稜に囲まれた山間の地で、大半が山林に占められているが、

中心部を貫流する湧別川に、支流の武利川と丸瀬布川が合流しており、これらの河川流域に広がる低

平地を主体に、市街地や集落が形成されている。

丸瀬布町の遺跡は現在３４か所が登載されている（図�－３、表�－２）。その多くは、これら標高

２００～３００m前後の低平地の開墾や開発によって発見されており、その大部分は縄文時代以降の所産と

推定されるが、土器を伴った例は少なく、詳細な時期の判定が難しい。遺物には黒曜石の石鏃や石槍、

ナイフ、スクレイパー、剥片、片岩製の石斧などがある。国道改良に先だって調査された金山１遺跡

では、続縄文期初頭の土器が検出されており（米村 １９８６）、分布図からは外れるが、武利川上流標高

５５０mの丘陵地に位置する白雲山１遺跡では、縄文早期の土器が出土している。旧石器時代の資料と

しては、標高６６０mの丘陵平坦面に立地する太平２遺跡から、数種類の細石刃核やブランク、削片類、

削器、石刃核などが採集、報告されており（山原 ２００１）、白滝遺跡群との関係が注目される。標高

２７０～２８０m程の上丸瀬布１遺跡には石刃核が、金山８遺跡にはエンドスクレイパーや彫器などがあり、

標高２１０mの天神町２遺跡では、石鏃などのほか、有舌尖頭器も採集されている。

中島遺跡は、湧別川と武利川に挟まれた山地北端部に形成された、標高２１０m、湧別川との比高１５

m程の河岸段丘上に立地する。耕作のため包含層は殆ど消失していたが、縄文晩期後葉の土器片や、

石鏃、スクレイパー、両面調整石器、二次加工ある剥片などが出土した。 （鈴木宏行・�橋和樹）

登載番号 遺跡名 遺物・文献など
Ｉ―１９―１ 新町１ 砥石・石斧
Ｉ―１９―２ 金山１ 続縄文初頭、米村 １９８６
Ｉ―１９―３ 金山２ 頁岩掻器
Ｉ―１９―４ 金山３ 石鏃
Ｉ―１９―５ 金山４ ポイント・ナイフ・掻器
Ｉ―１９―６ 金山５ ナイフ・掻器
Ｉ―１９―７ 金山６ ポイント・ナイフ
Ｉ―１９―８ 新町２ ポイント
Ｉ―１９―９ 新町３ 剥片
Ｉ―１９―１０ 新町４ 剥片
Ｉ―１９―１１ 新町５ 剥片
Ｉ―１９―１２ 新町６ 剥片
Ｉ―１９―１３ 水谷町 ポイント・ナイフ・掻器
Ｉ―１９―１４ 西町 ポイント・ナイフ
Ｉ―１９―１５ 天神町１ ナイフ
Ｉ―１９―１６ 元町 ポイント
Ｉ―１９―１７ 天神町２ 有舌尖頭器・石鏃・ポイント

登載番号 遺跡名 遺物・文献など
Ｉ―１９―１８ 南丸瀬布１ 掻器
Ｉ―１９―１９ 南丸瀬布２ 石鏃・ポイント・ナイフ・石斧
Ｉ―１９―２０ 太平１ ポイント
Ｉ―１９―２１ 太平２ 細石刃核・削片・石刃核、山原 ２００１
Ｉ―１９―２２ 上武利１ 石器類
Ｉ―１９―２３ 上武利２ ポイント・ナイフ
Ｉ―１９―２４ 白雲山１ 縄文早期、ポイント・ナイフ・掻器
Ｉ―１９―２５ 白雲山２ 剥片
Ｉ―１９―２６ 白雲山３ 剥片
Ｉ―１９―２７ 上丸瀬布１ 石刃核・ポイント・剥片
Ｉ―１９―２８ 上丸瀬布２
Ｉ―１９―２９ 上丸瀬布３ 石鏃・ポイント・石斧
Ｉ―１９―３０ 金山７ 剥片
Ｉ―１９―３１ 金山８ 掻器・彫器・ポイント
Ｉ―１９―３２ 東町 石鏃・ナイフ・ポイント・掻器
Ｉ―１９―３３ 赤石山 石核・石刃
Ｉ―１９―３４ 中島 縄文晩期、北埋文 ２００４a

表�－２ 丸瀬布町の遺跡一覧
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２ 遺跡周辺の地形と地質

遺跡群のある白滝村は、北海道の屋根といわれる大雪山系北東山麓の小盆地に位置し、盆地内には

西から東に流れてオホーツク海に注ぐ湧別川と、南西から北東に流れて白滝市街で湧別川と合流する

支湧別川がある。村内の遺跡は湧別川と支湧別川に挟まれた通称「三角地帯」と呼ばれる一帯に多く

あり、特に湧別川右岸の河岸段丘上に集中している。三角地帯の南東側は、標高７００～１，７００mの日高

累層群による山系である。北側は日高累層群とこれを覆う幌加湧別層・幌加湧別凝灰岩による標高６００

～１，２００mの山地で、深い谷地形が発達している。南西側は大雪山系の北東延長部にあたり標高１，５００

～１，８００mの山々が連なっている。三角地帯は、南西側にある天狗岳（標高１，５５３m）から北東方向に

広がる緩斜面と数段の段丘地形から成り立っている（図�－４）

北側の山地は北西部と北東部で地形、地質の様相が異なる。北西部は、チトカニウシ山（標高１，４４５

m）を中心として、日高累層群の粘板岩で構成され、急峻な山々が広がる。北東部も同様に日高累層

群の基盤で構成されているが、稜線部に広く溶結凝灰岩が分布しているため山腹斜面が急峻で、山稜

部は全体的に平坦な地形となっている。溶結凝灰岩は、分布西限にあたる雄柏山から東へ向かうにし

たがい、山稜部の高さが徐々に低くなり丸瀬布町までみられる。遺跡群と関係の深い赤石山（標高１，１４７

m）もこの山塊に位置する。赤石山では黒曜石が産出し、国内でも最大級の埋蔵量を誇っている。山

腹には大規模な黒曜石の露頭がいくつもみられ、その下の沢では良質の黒曜石が採集できる。

段丘面は、湧別川と支湧別川に挟まれた三角地帯の台地上に少なくとも５段が発達している。形成

時期の古い段丘から奥白滝面、天狗平面、上白滝面、東白滝面、支湧別面に区分され、段丘形成史が

概観されている（中村・平川 １９９８）。上白滝地区でこれらの段丘面の基盤となっているのは、白滝

層と呼ばれる火砕流堆積物で、地点によって凝灰質砂層、溶結凝灰岩層、砂質粘土層、湖成堆積層な

どと様相が異なる。白滝層は盆地内の広い範囲でみられ、現在の斜面傾斜方向と同方向に三角地帯内

に流れ込んだと思われる。これに伴い古白滝湖が形成されたため、白滝層の大部分は二次堆積による

湖成堆積層として確認されている。また、三角地帯より下流の白滝・旧白滝地区では、前述の粘板岩

が段丘面の基盤である。

段丘面の中で最も高位の奥白滝面は、湧別川上流部の伊藤ノ山（標高６７８m）の北東に残っている

のみである。天狗平面は、斜面堆積によってできた大規模な扇状地地形で、天狗岳から北東方向、白

滝層の間を埋めるように分布している。特に伊藤ノ山東側、天狗沢川上流部、支湧別川左岸で良好に

発達し、この段丘面上には北支湧別４（当センター調査）・白滝第４地点・第３０地点遺跡（村教委・

当センター調査）などが立地している。平成１５年度に調査を開始した旧白滝５遺跡の高位部も天狗平

面に対応すると思われる。次の上白滝面（標高４７０～４００m）は、湧別川により形成された河岸段丘で、

三角地帯付近では湧別川の右岸に八号沢川合流地点付近から黒曜の沢合流地点付近まで分布する。遺

跡が数多く立地しているのはこの段丘面上で、白滝第１３地点遺跡、服部台遺跡など学史的にも有名な

遺跡が数多く分布している。当センターが調査した遺跡の多くもこの段丘面上に立地し、湧別川の上

流から奥白滝１１・服部台２・奥白滝１・上白滝８・上白滝２・上白滝５・上白滝６・上白滝７遺跡と

続き、それぞれ大小の谷地形によって区切られている。また、旧白滝地区では旧白滝５遺跡の中位面

やホロカ沢�・旧白滝３・平岡ａ遺跡などがこの上白滝面に対比されるものと思われる。旧白滝地区

の段丘形成については、現在、北海道大学の中村有吾氏による調査が進められているところである。

谷地形の中で最も大きなものは、上白滝地区で湧別川と合流する天狗沢川で、三角地帯を大きく東西

に二分し、その東側と西側では地形的な差異がみられる。天狗沢川より西側は扇状地状の緩斜面地形

２ 遺跡周辺の地形と地質
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１．奥白滝１１遺跡 ２．服部台２遺跡 ３．奥白滝１遺跡 ４．上白滝８遺跡 ５．上白滝２遺跡 ６．上白滝５遺跡 ７．上白滝６遺跡 ８．上白滝７遺跡 ９．北支湧別４遺跡 １０．白滝第３０地点遺跡 １１．白滝８遺跡 １２．白滝１８遺跡 １３．白滝３遺跡 １４．旧白滝９遺跡 １５．旧白滝８遺跡 １６．旧白滝５遺跡

図�－４ 段丘面区分図
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で、東側は開析の進んだ傾斜のやや強い台地状の地形である。また中村、平川により、段丘礫層のほ

ぼ直上に堆積する奥白滝軽石がトエトコ火山灰（ＴＴ）に比定され、このテフラの噴出年代が１５～２０

万年前頃と推定されることから上白滝面の離水時期もそれ以前と考えられている（中村ほか １９９９）。

次に形成される東白滝面（標高５００～３７０m）は、前出の天狗沢川の両岸と、湧別川と支湧別川との合

流地点より下流の右岸に広く発達し、最終氷期前半には離水していたと推定されている。天狗沢の左

岸には上白滝８遺跡（当センター調査）、合流地点下流の右岸には白滝１８・白滝８・白滝３遺跡（当

センター調査）が立地している。次の支湧別面（標高４５０m～）は、最終氷期極相期に離水した最も

新しい段丘面で、湧別川左岸と支湧別川左岸に広く分布する。縄文時代以降の遺跡がみられることが

多く、本報告中の旧白滝８・旧白滝９・下白滝遺跡が立地している。また、三角地帯付近の湧別川左

岸や旧白滝地区の湧別川右岸は、山地が間近に迫っているため段丘面が階段状に形成されず、八号沢

川と十勝石沢の間の山麓では所々に支湧別面を覆う崖錐堆積がみられる。丸瀬布町の中島遺跡は、湧

別川との比高が約１５mとやや高いが、地質的には日高累層群である粘板岩（Hsl）の上部に、礫混じ

りシルト質砂や砂礫などから成る低位段丘堆積物（tr２）が厚く堆積しており、第四紀完新世に形成さ

れた数段の段丘面のうち高いほうの平坦面にあたる（網走開発建設部 ２０００）。

次に白滝盆地内にみられるテフラについて説明する。中村、平川によると、１１枚のテフラ層が確認

され、広域対比が試みられている（中村ほか １９９９、平川ほか ２０００）。そのうち地形発達史を考える

上で重要なテフラは、新しいものから樽前a軽石（Ta－a）、大雪御鉢平軽石（Ds－Oh）、屈斜路庶路

火山灰（Kc－Sr）、支笏１軽石（Spfa－１）、トエトコ火山灰（ＴＴ）である。樽前a軽石（Ta－a）は、

細粒の軽石片からなるテフラで、服部台２遺跡の表土中で確認された。大雪御鉢平軽石（Ds－Oh）

は、三角地帯内では淘汰が悪く、多量の石質岩片を含有しているのが特徴で、直上の炭化木片の年代

測定値から、約３万年前に降下したものと考えられる。発掘された遺物はすべて同層かそれより上層

から出土しているため、遺跡の形成年代を考える上でも重要なテフラである。旧白滝地区では、部分

的ながら旧白滝５遺跡の高位部でも包含層の下位に認められた。岩片を含まなくなり、中～細粒の軽

石片となっている。屈斜路庶路火山灰（Kc－Sr）は、黄褐色の細粒ガラス質火山灰で、奥白滝１・

服部台２遺跡の大雪御鉢平軽石（Ds－Oh）と赤褐色古土壌の間にみられることから、最終間氷期か

ら最終氷期の間に降下したと考えられる。支笏１軽石（Spfa－１）は、約４万２千年前に降下したテ

フラである。黄褐色の細粒ガラス質火山灰で、湧別川との合流点付近の十勝石沢左岸で確認された。

屈斜路庶路火山灰（Kc－Sr）とは肉眼的に類似するが、支笏１軽石（Spfa－１）は屈折率が高い斜方

輝石を含む特徴がある。トエトコ火山灰（ＴＴ）は、普通角閃石を多量に含むのが特徴で、上白滝面

に立地する服部台２・奥白滝１遺跡では段丘礫層の直上から確認された。１５～２０万年前に降下したテ

フラと推定され、湧別川沿いの段丘形成史を考える上で重要なテフラである。

今回報告する４遺跡は、すべて三角地帯より下流域の湧別川沿いにあり、旧白滝９・旧白滝８・下

白滝遺跡は支湧別面、丸瀬布町中島遺跡もほぼ同時期に離水したと考えられる段丘面上に立地してい

る。

旧白滝９遺跡は、湧別川と幌加湧別川の合流点から約３００m西側の湧別川左岸に位置し、調査区域

の標高は約３５０mである。遺跡の立地する段丘面は南北方向に細長い台地で、背後は急峻な山地に隣

接している。台地内の地形は、中央に向かって緩やかに傾斜し、遺跡は、台地北側のやや標高の高い

部分を中心に広がっている。北側には幌加湧別川が流れているが、山地形の末端部があるため、遮ら

れる形となっている。幌加湧別川をはさんで、北側に旧白滝８遺跡がある。

旧白滝８遺跡は、湧別川と幌加湧別川の合流点から約３００m上流の幌加湧別川左岸に位置し、調査
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区域の標高は約３５０mである。遺跡の立地する段丘面は、幌加湧別川によって形成された東西方向に

細長い台地である。調査区内には小さな段丘崖があり、台地部と旧河道部と呼称した。調査区内の台

地部は南東に向かって緩やかに傾斜する地形で、旧河道部は、造成により平坦化していた。遺跡付近

は、オホーツク海からの北風、北見峠及び大雪山系からの南風が強いことが多い。しかし、遺跡内は、

南側には山地形、北側には旧白滝５遺跡が立地する中・高位の段丘が隣接しているため、強風の日で

も風が直接あたらず、周囲に比べて穏やかな状態であった。このような環境も当時の人々がこの場所

を選定した要因の一つであろう。

下白滝遺跡は、湧別川と幌加湧別川の合流点から約６，５００m下流の湧別川左岸に位置し、調査区域

の標高は約２７０mである。遺跡から３００m上流部には、白滝村の村名の由来となった「白滝」があった

地点で、周辺は急峻な山地が迫っている。そこから下流域１，０００m程は河川侵食が進み、左岸は下流

部が撥形に広がる平坦な台地となる。遺跡は段丘面上流側の南西－北東方向の細長い範囲にあり、調

査区の南西部の縁は段丘崖に接している。

丸瀬布町中島遺跡は、湧別川と武利川の合流点から約１，１００m上流の湧別川右岸に位置し、調査区

域の標高は約２１０mである。遺跡の立地する段丘面は、湧別川と武利川に挟まれた山地形の先端部付

近に僅かに張り出したテラス状の地形である。遺跡は僅かに標高が高い台地内の北東部にあり、調査

区内は北西方向に僅かに傾斜している。 （直江康雄）

３ 基本土層

本報告中の４遺跡は全て縄文時代以降の遺跡で、最終氷期極相期に離水した最も新しい段丘面であ

る支湧別面やそれに相当する段丘面上に立地している。各遺跡の土層は各章で詳細した。基本的に表

土から段丘礫層までの深度が浅く、ローム層が発達していない。旧白滝９・下白滝・中島遺跡は、大

まかに表土、遺物包含層、段丘礫層の順に堆積していたと考えられる。しかし、耕作が遺跡全域に深

く及んでいたため、この３遺跡では遺物包含層がほとんど残存せず、調査区内は基本的に表土、段丘

礫層のみの堆積であった。

旧白滝８遺跡の段丘面は、幌加湧別川の河川活動によってできたものである。地形的には小さな段

丘崖がある上下２段の段丘面からなり、上段を台地部、下段を旧河道部と呼称した。また、遺跡内に

は数回の小規模な氾濫跡が確認され、遺物包含層はそれらの砂礫層にパックされる形で３枚認された。

最も古い遺物包含層（�層）は、台地部のみに堆積し、主に縄文時代に帰属する。次の�b層、�a層

は、旧河道部の段丘崖沿いに帯状に堆積し、それぞれ続縄文時代前半、続縄文時代中頃から擦文文化

期の文化層である。台地部では他の遺跡と同様に、耕作が全域に深く及んでいたが、部分的に旧河道

部でみられた包含層に対比可能な土層が確認された。しかし、間層となる砂礫層がなく、肉眼的にも

分層が困難であるため、連続して堆積した遺物包含層（�a・�b層）と考えられる。

（直江康雄）

� 遺跡の位置と周辺の環境
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� 旧白滝９遺跡の調査
１ 調査の概要

（１） 調査要項
事 業 名 一般国道４５０号白滝村白滝丸瀬布道路工事に伴う埋蔵文化財発掘調査（平成１５年度）

委 託 者 国土交通省北海道開発局網走開発建設部

受 託 者 財団法人北海道埋蔵文化財センター

遺 跡 名 旧白滝９遺跡（Ｉ－２０－３２）

所 在 地 紋別郡白滝村字旧白滝４３８

調査面積 ３，３８０m２

調査期間 平成１４年６月３日～平成１５年３月３１日（現地調査平成１４年６月３日～１０月２５日）

平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日（整理作業のみ）

（２） 調査体制
財団法人北海道埋蔵文化財センター 理 事 長 大澤 満（平成１４年６月３０日まで）

森重楯一（平成１４年７月１日から）

専務理事 宮崎 勝

常務理事 畑 宏明

総務部長 下村一久

第１調査部長 畑 宏明（兼務）

平成１４年度 第１調査部第３調査課 課 長 長沼 孝（発掘担当者）

同 主 任 鈴木宏行（発掘担当者）

同 主 任 立田 理（発掘担当者）

同 文化財保護主事 直江康雄（発掘担当者）

平成１５年度 第１調査部第３調査課 課 長 �橋和樹

同 主 任 鈴木宏行

同 主 任 愛場和人

同 主 任 直江康雄

（３） 調査日誌抄

６月３日（月） 調査員白滝入り。

４日（火） 現場開始準備、環境整備。

５日（水） 開所式。（下白滝遺跡包含層・重機調

査開始）

７月１８日（木） （旧白滝８遺跡表土除去、杭打ち開始）

１９日（金） （旧白滝８遺跡トレンチ調査・２５％調

査開始）

２９日（月） （旧白滝８遺跡トレンチ調査終了）ユ

ネスコ東アジア文化研究センター藤井

和夫・大井剛、韓国忠南大学李京承、

道教委文化課田才雅彦氏来訪。

８月１９日（月） 慶応大学阿部祥人、札幌大学木村英明

氏来訪。

２８日（水） 白滝村元村長梶田孝一氏来訪。

� 旧白滝９遺跡の調査
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１ 調査の概要

調査範囲・周辺の地形図

発掘区設定図（１）

図�－１ 調査範囲・発掘区設定図（１）
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（４） 発掘区の設定
発掘区はアルファベットの大文字と数字の組み合わせで表示し、規格は４×４mとした。調査区の

設定基準は、工事測点のＲ７とＲ８を基準点とし、その２点を通る直線を南西－北東方向の基線とし、

北西－南東方向はＲ８の基準点を通り、南西－北東方向の基線に直交する直線とした。

ラインの設定は、南西－北東方向をアルファベットの大文字とし、基線をＴに設定後、南東側にＵ、

Ｖ、Ｗ・・・、北西側は逆にＳ、Ｒ、Ｑ・・・とした。北西－南東方向は数字で、Ｒ８を通る基線を

３２とし、南西側に３１、３０、２９・・・とした。調査区域は、アルファベットラインでは、Ｆ～Ｔ、数字

ラインでは７～３３の範囲で、基準点の測量成果は下記のとおりである。

２９日（木） 東海大学織笠昭・明子、遠軽考古学研

究会川口氏来訪。

３０日（金） 東京大学後藤直氏来訪。

９月４日（水） 進入路・駐車スペース設定。

６日（金） 南側表土除去開始。

９日（月） 杭打ち開始。

１２日（木） ２５％重機掘り上げ・人力採取調査開始。

１３日（金） 北側表土除去開始。

１７日（火） Ｓ２１・２７・２９区石鏃出土。

２５日（水） Ｓ３１区両面調整石器３点、Ｑ１３区石核

出土。

３０日（月） 重機排土移動。

１０月２日（水） 台風の影響のため、終日遺物・土壌水

洗。

４日（金） Ｎ２３区ナイフ４点出土。

９日（水） Ｒ２４区石鏃出土。道立理科教育センター

地学研究室桑井美彦・境智洋氏来訪。

１１日（金） Ｎ２２区ナイフ２点、石核出土。

１６日（水） 重機排土移動。

１８日（金） 人力調査終了。調査面積、３，３８０m２。

２１日（月） 平成１４年度の現場作業終了。調査面積

は３遺跡で８，２４０m２（下白滝遺跡２，２５０

m２、旧白滝８遺跡２，６１０m２、旧白滝９

遺跡３，３８０m２）。

２３日（水）～２８日（月） 遺物水洗、発掘機材整備

ほか。

２９日（火） 事務所設備・備品撤去。

３０日（水） 調査員引き上げ。

図�－２ 発掘区設定図（２）
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Ｒ７ Ｘ＝－１０７０４．７８４ Ｙ＝７７４９６．１８４

Ｒ８（Ｔ３２） Ｘ＝－１０６２２．４０６ Ｙ＝７７５２３．６６１ （平面直角座標系 第�系）

発掘区の呼称は、４m四方区画の西隅のライン交点で示した。例えば、Ｎラインと１２ラインの交点

の東側がＮ１２区ということになる。また、発掘区の方向は、公共座標の北方向に対して東側に２８８°

２６′４９″傾いている。 （直江康雄）

（５） 土層
遺跡内は、全面的に耕作を受けている状態で、発掘調査の前年までは小麦の栽培が行われていた。

耕作は、段丘砂礫層である�層まで及んでいるため、遺物包含層は残存していない。�層は、中央に

客土（白滝層）である�b層が薄く広がっていることから、下層（�c層）は土地改良事業時、上層（�a

層）は耕作時のものとみられる（図�－３）。�層中には黒曜石原石が多く含まれるため、撹乱に伴

い、耕作土中からも数多くの黒曜石原石が確認された（図版３－５）。

遺跡内の地形は、基本的に北西側が山地形のすそ野にあたり標高が高く、南東側に向って傾斜して

いるが、南東側のＳ２１～２４区も標高が高く、僅かなマウンド状の縁辺部となっている。遺物の出土状

況も標高の高さにほぼ対応して多くみられる。したがって、遺物分布の中心は、南東側の調査区外で

マウンド状地形の頂上部にあたるＴ・Ｕ２１～２４区付近にも広がっていると思われる。 （直江康雄）

（６） 調査の方法
調査区の現況は、畑地であった。まず重機によって表面の草を剥ぎ、杭打ち、地形測量を行った。

調査は、初めに表面の遺物散布状態を参考にして、２０ライン以東が、重機によって発掘区単位で表土

層を掘り上げ、人力で遺物を採取する２５％調査、２０ライン以西が、アルファベットラインを４mおき、

数字ラインを１２mおきに上記の調査を行い、遺物の包含状況を確認した。その結果、２０ライン以西の

大部分は、遺物の出土数が少ないことが判明し、重機による調査を行った。２０ライン以東とＲ・Ｓ１４

～１９区に関しては２５％調査と同様の方法を行い、それぞれ最終的に遺構確認、砂礫層上部の地形面測

量を行い（図�－４）、調査を終了した。 （直江康雄）

（７） 整理の方法
遺物の水洗作業は、基本的に現地で行い、定形的な石器類について抜き出しを行った。その後、江

別の整理作業所に運び、注記などの整理作業を開始した。

整理作業は、抜き出し遺物と一括剥片遺物に分けて進めた。抜き出し遺物は、調査区ごとに遺物番

号を付けた。注記後、器種分類、重量計測、石質、残存状況、打点・自然面・被熱の有無など一次属

性観察を行い、台帳を作成した。一括剥片遺物は、発掘区単位で取り上げた袋ごとに番号を付け、そ

れぞれ石質ごとに点数、重量を計測し、台帳を作成した。

遺物の注記は、道教委の登載番号、発掘区、出土層位、遺物番号の順としたので、旧白滝９遺跡、

Ｎ１５区、�層出土、台帳番号３０の場合は「３２Ｎ１５・�・３０」となる。

次に接合・実測などの二次整理作業を進めた。接合作業は、土器や層位などの時期を特定できる情

報が少ないため、定形的な抜き出し石器類についての折れ面接合のみを行った。最終的に石器類の折

れ面接合は８例（５０００１～５０００８）となった。

本報告で実測図などを掲載した石器類は３６個体、４６点（うち写真のみ掲載７個体、７点）で、石器

１ 調査の概要
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類の掲載割合は、総数２８，３２０点から剥片２８，０３８点を引いた石器２８２点に対し１６．３％である。

（直江康雄）

�a 暗褐色土 しまりやや有り、粘性なし。５０mm前後の円礫、�b層を含む。耕作土。

�b 黄白色砂質土 しまりやや有り、粘性なし。腐食した５mm前後の橙色スコリアと白色
軽石を少量含む火山灰土。客土。

�c 暗褐色土 しまり有り、粘性なし。５０mm前後の円礫を多く含む。旧耕作土。

� 赤～茶褐色砂礫 淘汰の悪い３０～１００mm程度の円礫で構成される。

基本土層図

２６ライン

１８ライン

１０ライン

Ｔライン

図�－３ 基本土層・断面図

� 旧白滝９遺跡の調査
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１ 調査の概要

重機＋人力調査範囲

重機調査範囲

人力及び重機調査範囲図

表土除去後の地形図

調査終了後の地形図

図�－４ 調査範囲・発掘区域地形図
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（８） 調査結果の概要
旧白滝９遺跡は、湧別川と幌加湧別川の合流点付近の河岸段丘上（支湧別面）に位置する。標高は

３３５m前後である。幌加湧別川の対岸には旧白滝８遺跡があり、両者はほぼ同一の段丘面上に営まれ

た遺跡である。

遺跡内は全域に耕作が深く及び、遺物包含層が残存していない状態であった。遺構も確認されてい

ない。遺物は、黒曜石製の石器類のみが２８，３２０点、１９４，７５５．６ｇ出土した。内訳は、石鏃、石槍、ナ

イフ、石槍またはナイフ、両面調整石器、スクレイパー、二次加工ある剥片、縦長剥片、剥片、石核

である。帰属時期に関しては、断定的に判断できる材料が少ないが、白滝村内で最も新しい支湧別面

上に立地している点、同一段丘面上にある旧白滝８遺跡では縄文・続縄文時代の石器類が多く出土し

ている点、石器類の表面に発達する黒曜石水和層が、村内の旧石器時代の石器に比べあまり発達して

いない点、などから縄文・続縄文時代の長い期間のものが混在していると考えられる。 （直江康雄）

２ 出土遺物と分布

遺跡内の全域が耕作による撹乱を深くまで受けているため、包含層はほぼ残存していない状態で

あった。遺構も確認されていないため、遺物類のまとまり、共伴性は遺跡全体で大まかにしか把握で

きない。遺物は全体で石器類のみ２８，３２０点、１９４，７５５．６ｇ出土している。

（１） 遺物
出土したのは石器類のみである。全体で石鏃３点、石槍９２点、ナイフ１２点、石槍またはナイフ３点、

両面調整石器１０５点、スクレイパー９点、二次加工ある剥片３１点、縦長剥片１点、剥片２８，０３８点、石

核２８点の計２８，３２０点、重量１９４，７５５．６ｇの石器類が出土した。石材はすべて黒曜石で、黒曜石１の比

率が最も高く、６９．９％を占めている。次いで黒曜石２（１４．８％）、黒曜石３（９．９％）、黒曜石５（４．７

％）、黒曜石４（０．７％）の順である。黒曜石２が他の白滝遺跡群の比率に比べて高い。石材の利用

頻度の傾向が下白滝遺跡と類似している。

石鏃（図�－５－１～３、図版４）

３点（３個体）を図示している。１が無茎で基部が内湾する凹基、２・３が有茎で、凸基である。

側縁は１・３が外湾し、２は直線状である。素材面は全てに残り、素材腹面のリングは器体長軸に対

して横方向（１）、同方向（２・３）である。茎部の両側縁は２が内湾、３が直線状で逆三角形であ

る。茎部の末端は、２が両側縁からの加工に切られた折れ面が残り、３は両側からの加工によってＵ

字形となっている。

石槍（図�－５－４～６、図版４）

４点（３個体）を図示している。４が僅かなかえしを持つもの、５が細身で基部欠損品、６が木葉

形である。４は器体中央にかえしがあり、右側がやや強く抉れている。茎部は両側縁がほぼ平行し、

末端は両側縁からの加工に切られた素材面が残っている。５は細身なことから、４と類似する形態で

あったと考えられる。６は両側縁から全面を覆う平坦剥離の後、周縁に急角度の剥離を施している。

ナイフ（図�－５－７～１２、図版４）

１１点（６個体）を図示している。７は末端が撥形に広がる形態、８～１２は末端側がすぼまる形態の

ものである。下端部の形態は斜刃（７・８・１１・１２）、長軸上に突出し左右がほぼ対称な（９）、丸み

を持つ（１０）がある。素材は全て剥片で、素材腹面のリングは器体長軸に対し横方向（８～１１）と同

� 旧白滝９遺跡の調査
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方向（１２）がみられる。７の下端は、素材面が残り、縁辺は急角度である。１０の正面にはヒンジによ

る大きな段がある。１２の裏面はヒンジが激しく、末端部には下端からの加工が特徴的に施されてい

る。全体的に粗い加工で、厚みがあり、未成品とみられる。

石槍またはナイフ（図�－６－１３・１４、図版４）

３点（２個体）を図示している。いずれも端部欠損品で、細身の形態である。両面に平坦剥離を施

し、縁辺には細かな剥離が施されている。側縁はほぼ左右対称に外湾するが、１４の右側縁には僅かな

突出部がある。末端部は下端からの加工により１３が内湾、１４が平らに形成されている。

両面調整石器（図�－６－１５～図�－７－１９、図版４・５）

８点（５個体）を図示している。形態によって木葉形（１５）、両側縁がほぼ平行（１６～１９）に分け

られる。全体的に粗い加工が多く、両端部の形成がやや雑である。素材腹面は１９のみに残り、ほぼ器

体の長軸に沿ったリングである。原石面は１６・１７の末端側の一部、１９の正面全体に残存し、すべて転

礫面である。１６は厚手で、断面が三角形を呈している。１７の右側縁は素材背面が加工しきれずに残り、

急角度の縁辺となっている。１９は平坦な裏面を中心に加工が施されるが、ヒンジとなる部分が多い。

スクレイパー（図�－７－２０～２３、図版５、図版６－３０・３１）

４点（４個体）を図示し（２０～２３）、２点（２個体）を写真のみ掲載（図版６―３０・３１）している。

いずれも縁辺付近のみに加工が施されるものである。背面側の加工は急角度の剥離が２０・２１・３０・３１、

平坦剥離は２２・２３にみられる。また、裏面側で平坦剥離によってバルブを除去するような加工が２０・

２１・３０・３１に施されている。素材は縦長剥片（２１・２２・３０・３１）と剥片（２２・２３）がみられる。形態

は斉一性があまりなく、端部は尖る（２０・３０）、丸みを持つ（２２）、撥形に開く（２１）ものがある。２０

は左右非対称で、右側縁には僅かな突出部がある。２２の正裏の素材面には平坦で湾曲度の高いリング

がみられる。２３は左側縁に集中的に加工が施され、右側縁には急角度の素材面が残っている。

二次加工ある剥片（図版６－３２・３３）

２点（２個体）を写真のみ掲載している。いずれも角礫の原石面が残る。３２の上端は正裏面での加

工により９０°近い角部を作出し、右側縁には鋸歯状の加工が施されている。３３は末端部が折損した後

の加工で、正面両側縁に急角度、裏面右側縁に平坦剥離が施される。両者の打点位置はほとんど重な

らず、裏面の加工は激しいヒンジを起こしている。

縦長剥片（図版６－３４）

１点（１個体）を写真のみ掲載している。背面の剥離面構成は腹面と同方向の連続的なものと、横

方向の石核調整痕からなる。断面はバランスの整った台形を呈する。上下端が折損しているため、正

確な大きさは不明である。

石核（図�－７－２４～図�－８－２９、図版５・６、図版６－３５・３６）

６点（６個体）を図示し（２４～２９）、２点（２個体）を写真のみ掲載（図版６－３５・３６）している。

２６以外は全てに原石面が残り、転礫面を持つものが５点（２４・２５・２８・３５・３６）、角礫面を持つもの

が２点（２７・２９）である。原石面は石核の裏面に残ることが多い。打面調整や頭部調整などの石核調

整はほとんどなく、頭部調整が２６に施されているのみである。素材は全て分割礫、もしくは礫とみら

れる。平坦な面を作業面とするものが多く、ヒンジを起こす割合も高い。打面は自然面及び平坦打面

（２４～２６・３５・３６）、切子打面（２７～２９）がみられる。

２４は打面と作業面を固定するもので、同方向に後退するように剥離を行っている。２５は作業面を固

定するもので、周辺から求心状の剥離がみられ、上方からの剥離がヒンジを起こしている。２６は打面

を固定するもので、石核を横長に用い、正面と側面で連続的な剥離が行われている。２７・３５は正面横

２ 出土遺物と分布
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図�－５ 出土石器（１） 石鏃・石槍・ナイフ
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２ 出土遺物と分布

図�－６ 出土石器（２） 石槍またはナイフ・両面調整石器
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図�－７ 出土石器（３） 両面調整石器・スクレイパー・石核

� 旧白滝９遺跡の調査
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２ 出土遺物と分布

図�－８ 出土石器（４） 石核
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方向の剥離の後、上方から大きな剥離を行い、どちらもウートラパッセを起こしている。２７の正面の

剥離は裏面との交互剥離となっている。２８は裏面をほぼ周回する剥離の後、正面で上方からの剥離が

行われている。２９・３６は７０°前後の剥離角で交互剥離を行うものである。２９は下面でも剥離がみられ

る。 （直江康雄）

（２） 分布
本遺跡では包含層が全面的に耕作による撹乱を受けている状態であった。そのため、個々の詳細な

出土位置についての言及は行わない。しかし、遺跡全体の分布傾向についてはある程度のまとまりを

保っていると思われるため、大まかに概観する。図�－９に表土出土の石鏃・石槍・ナイフ・石槍ま

たはナイフ・両面調整石器・スクレイパー・縦長剥片・二次加工ある剥片・剥片・石核について分布

状況を示した。

最も出土数の多い剥片の分布から全体を概観する。山際のＮ２３区付近からＱ２９区付近にかけて帯状

に多くの剥片が出土している。しかし、両端部分の出土数が多くなる傾向から、大きく前述の二つの

まとまりに分けられる。また、西側に傾斜するＲ２３区付近、南側に傾斜するＳ１７区付近に１グリッド

５００点前後の小さなまとまりがみられる。これらのことから本遺跡では大きく四つのフレイク集中が

あったとみられる。

石槍・両面調整石器はＮ２３区付近から多く出土し、他の石器類も少量ずつみられる。石鏃は散在し

た分布だが、Ｒ２３区付近にも分布する。二次加工ある剥片・石核はＳ１７区付近から多く出土している。

Ｑ２９区付近には突出して剥片の量が多いが、石槍・ナイフ・両面調整石器・スクレイパー・二次加工

ある剥片は少量ずつ分布している。 （直江康雄）

� 旧白滝９遺跡の調査
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２ 出土遺物と分布

石鏃 石槍

ナイフ／石槍またはナイフ 両面調整石器

スクレイパー／縦長剥片 二次加工ある剥片

剥片 石核

図�－９ 器種別分布状況
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層名 石質
石鏃 石槍 ナイフ 石槍またはナイフ 両面調整石器 スクレイパー 二次加工ある剥片 縦長剥片 剥片 石核

全体の点数 全体の重量（g）
点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g）

黒曜石１ ３ ３．４ ６７ ９２２．０ ９ １７７．３ ３ ２１．３ ７４ ４０３９．１ ６ ９６．９ ２４ １３３９．０ １９６０１ ９８２７０．４ １３ ２２８８．６ １９８００ １０７１５８．０
黒曜石２ ２ ３５．３ １ １３．７ １１ ８９２．８ １ １５．１ １ ２０．８ ４１７５ ５０６６５．２ ４ １０６６．４ ４１９５ ５２７０９．３

�
黒曜石３ ２０ ２７６．４ ２ ２６．６ １８ ８７２．２ ３ ７４．５ ５ ２４９．２ ２７６０ １８１３２．５ ７ ９９０．９ ２８１５ ２０６２２．３
黒曜石４ １ １８．６ １ ４１．７ １９０ １０６０．８ １９２ １１２１．１
黒曜石５ ２ ５１．０ １ ３７．６ １ ５８．９ １３１２ １２６３６．３ ２ ３６１．１ １３１８ １３１４４．９
合 計 ３ ３．４ ９２ １３０３．３ １２ ２１７．６ ３ ２１．３ １０５ ５８８３．４ ９ １７１．４ ３１ １６６２．２ １ ２０．８ ２８０３８ １８０７６５．２ ２６ ４７０７ ２８３２０ １９４７５５．６

表�－１ 旧白滝９遺跡出土石器 石質別・器種別点数・重量一覧
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挿図 図版 番号 器種名 発掘区 一括層位 遺物番号 長さ（mm） 幅（mm） 厚さ（mm） 重量（g） 石質 接合番号 折れ接番号 備考

�―５ ４ １ 石鏃 Ｒ２４ � ２ （２０） １１ ２ （０．４） 黒曜石１

�―５ ４ ２ 石鏃 Ｓ２１ � １ （２７） （１８） ４ （１．７） 黒曜石１

�―５ ４ ３ 石鏃 Ｓ２９ � １ ３３ １４ ４ １．３ 黒曜石１

�―５ ４ ４ 石槍 Ｓ９ � １ （５５） ２３ ９ （９．６） 黒曜石１

�―５ ４ ５ 石槍 Ｏ２０ � ２ （６０） （２５） ８ （１０．６） 黒曜石１ ５０００２ ５０００２

Ｏ２５ � ５

�―５ ４ ６ 石槍 Ｍ２３ � ５ ８４ ３８ ８ ２７．５ 黒曜石１

�―５ ４ ７ ナイフ Ｓ２５ � １ ７８ ２８ １０ １９．２ 黒曜石１ ５０００３ ５０００３

Ｓ２６ � １

�―５ ４ ８ ナイフ Ｏ２３ � ５ ８４ ４０ ８ ２６．１ 黒曜石１ ５０００５ ５０００５

Ｐ２５ � ５

�―５ ４ ９ ナイフ Ｎ２１ � ９ （９４） ３３ １０ （２６．６） 黒曜石３ ５０００４ ５０００４

Ｎ２０ � ３

�―５ ４ １０ ナイフ Ｎ２４ � ４ ９４ ５９ １４ ６３．７ 黒曜石１ ５０００１ ５０００１

Ｏ２６ � １

�―５ ４ １１ ナイフ Ｍ２３ � １ （６１） ２９ １１ （５１．１） 黒曜石１ ５０００６ ５０００６

Ｎ２２ � １０

�―５ ４ １２ ナイフ Ｑ２９ � １ １１９ ６１ ２２ １３．７ 黒曜石２

�―６ ４ １３ 石槍またはナイフ Ｐ２５ � ２ （３９） ２３ ７ （５．５） 黒曜石１

�―６ ４ １４ 石槍またはナイフ Ｓ２７ � ２ （６１） ２９ １０ （１５．８） 黒曜石１ ５０００８ ５０００８

Ｓ２７ � ３

�―６ ４ １５ 両面調整石器 Ｐ２５ � ４ （８１） ６７ １２ （７４．４） 黒曜石１ ５０００７ ５０００７

Ｐ２６ � ５

Ｐ２６ � ６

Ｑ２６ � ５

�―６ ４ １６ 両面調整石器 Ｒ２０ � ２ １１８ ３７ ２６ １０７．６ 黒曜石１

�―６ ４ １７ 両面調整石器 Ｎ２４ � ３ １１９ ４８ １６ ９１．８ 黒曜石３

�―６ ５ １８ 両面調整石器 Ｐ３０ � ４ （１０６） ９０ ２９ （２５１．４） 黒曜石２

�―７ ５ １９ 両面調整石器 Ｎ２４ � ２ （１１７） ５６ ２２ （１０８．３） 黒曜石１

�―７ ５ ２０ スクレイパー Ｓ２９ � ４ （６６） ３２ ８ （１６．３） 黒曜石１

�―７ ５ ２１ スクレイパー Ｏ２３ � ３ ７３ ４０ １４ ３８．１ 黒曜石３

�―７ ５ ２２ スクレイパー Ｍ２０ � ３ ５５ ４５ １０ ２４．０ 黒曜石１

�―７ ５ ２３ スクレイパー Ｏ２１ � ２ ６１ ４８ １２ ３０．０ 黒曜石１

�―７ ５ ２４ 石核 Ｒ１７ � ２ ５５ ５６ ４０ １２８．６ 黒曜石３

�―７ ５ ２５ 石核 Ｍ２０ � ４ ９０ １０８ ４９ ４２７．３ 黒曜石１

�―８ ５ ２６ 石核 Ｏ２８ � １ ７８ １３２ ４４ ４４６．８ 黒曜石２

�―８ ６ ２７ 石核 Ｎ２２ � ４ ５１ ５１ １７ ４４．９ 黒曜石１

�―８ ６ ２８ 石核 Ｓ２６ � ４ ６２ ５６ ２８ ８８．１ 黒曜石３

�―８ ６ ２９ 石核 Ｎ２２ � １２ ６５ １２２ ６０ ４６７．７ 黒曜石１

－ ６ ３０ スクレイパー Ｍ２３ � ３ （４０） ２４ ７ （７．４） 黒曜石１

－ ６ ３１ スクレイパー Ｓ３１ � ３ ５７ ４１ １１ ２３．５ 黒曜石３

－ ６ ３２ 二次加工ある剥片 Ｓ１６ � ３ ８４ ５６ ２０ ８６．７ 黒曜石１

－ ６ ３３ 二次加工ある剥片 Ｓ２５ � ５ ６５ ６２ １６ ７２．０ 黒曜石３

－ ６ ３４ 縦長剥片 Ｑ３０ � １ ６１ ３１ １２ ２０．８ 黒曜石２

－ ６ ３５ 石核 Ｓ１７ � １０ ５７ ５５ １８ ６０．０ 黒曜石３

－ ６ ３６ 石核 Ｎ２５ � ４ ５７ ５４ ３７ １１８．９ 黒曜石２

２ 出土遺物と分布

表�－２ 旧白滝９遺跡 掲載単品一覧表
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� 旧白滝８遺跡の調査
１ 調査の概要

（１） 調査要項
事 業 名 一般国道４５０号白滝村白滝丸瀬布道路工事に伴う埋蔵文化財発掘調査（平成１５年度）

委 託 者 国土交通省北海道開発局網走開発建設部

受 託 者 財団法人北海道埋蔵文化財センター

遺 跡 名 旧白滝８遺跡（Ｉ－２０－３１）

所 在 地 紋別郡白滝村字旧白滝４１９、４２９、４４２、４４３

調査面積 ３，７７０m２（平成１４年度：２，６１０m２、平成１５年度：１，１６０m２）

調査期間 平成１４年６月３日～平成１５年３月３１日（現地調査平成１４年６月３日～１０月２５日）

平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日（現地調査平成１５年８月２６日～１０月２４日）

（２） 調査体制
財団法人北海道埋蔵文化財センター 理 事 長 大澤 満（平成１４年６月３０日まで）

森重楯一（平成１４年７月１日から）

専務理事 宮崎 勝

常務理事 畑 宏明

総務部長 下村一久

第１調査部長 畑 宏明（兼務）

平成１４年度 第１調査部第３調査課 課 長 長沼 孝（発掘担当者）

同 主 任 鈴木宏行（発掘担当者）

同 主 任 立田 理（発掘担当者）

同 文化財保護主事 直江康雄（発掘担当者）

平成１５年度 第１調査部第３調査課 課 長 �橋和樹（発掘担当者）

同 主 任 鈴木宏行（発掘担当者）

同 主 任 愛場和人

同 主 任 直江康雄（発掘担当者）

（３） 調査日誌抄

平成１４年度

６月３日（月） 調査員白滝入り。

４日（火） 現場開始準備、環境整備。

５日（水） 開所式。（下白滝遺跡包含層・重機調

査開始）

７月９日（火） 白滝村元教育長太田実氏来訪。

１８日（木） 駐車スペースほか環境整備。表土除去、

杭打ち開始。

１９日（金） トレンチ調査・２５％調査開始。

２３日（火） Ｇ１２区続縄文土器片出土。

２４日（水） 南部の重機＋人力調査開始。

２５日（木） Ｐ１０区続縄文土器片・両面加工のナイ

フ出土。

� 旧白滝８遺跡の調査
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７月２９日（月） トレンチ調査終了。ユネスコ東アジア

文化研究センター藤井和夫・大井剛、

韓国忠南大学李京承、道教委文化課田

才雅彦氏来訪。

３０日（火） Ｋ１０区石鏃（二等辺三角形）出土。

８月６日（火） 幌加湧別川旧河道部で�b層を確認。

それに伴い、調査範囲を拡張。Ｐ１０区

Ｆc－１検出（�b層）。

１９日（月） 慶応大学阿部祥人、札幌大学木村英明

氏来訪。

２２日（木） Ｆc－６続縄文土器片３点（�b層）、

Ｈ５区スクレイパー、Ｋ２０区石核出土。

２３日（金） Ｆ－１・２検出。

２８日（水） 白滝村元村長梶田孝一氏来訪。

２９日（木） 東海大学織笠昭・明子、遠軽考古学研

究会川口氏来訪。

３０日（金） 東京大学後藤直氏来訪。

９月２日（月） Ｉ１１区石核２点・石槍２点出土。

４日（水） Ｍ１６区包含層調査開始。

９日（月） Ｋ１３区石鏃・土器片３点出土。重機排

土移動。

１７日（火） 調査一時中断。（旧白滝９遺跡の調査）

２０日（金） 調査再開。Ｍ１６区ナイフほか出土。

２５日（水） Ｇ１４区石鏃・スクレイパー・両面調整

石器出土。

２７日（金） Ｋ１４区続縄文土器片・石鏃３点、Ｌ１５

区ナイフ・めのう剥片、Ｒ１１区両面調

整石器出土。

３０日（月） 重機排土移動。

１０月２日（水） 台風の影響のため、終日遺物・土壌水

洗。

３日（木） 強風。Ｍ１６区調査終了。

９日（水） 道立理科教育センター地学研究室桑井

美彦・境智洋氏来訪。Ｒ１１区石核２点

出土。

１０日（木） 表土・続縄文包含層調査終了、�層の

調査を残すのみとなる。

１７日（木） Ｇ１０区石槍３点（１個体）出土。

１８日（金） Ｆ－３検出。�層調査終了。調査面積

２，６１０m２。

２１日（月） 平成１４年度の現場作業終了。調査面積

は３遺跡で８，２４０m２（下白滝遺跡２，２５０

m２、旧白滝８遺跡２，６１０m２、旧白滝９

遺跡３，３８０m２）。

２３日（水） 排土処理、境界養生、タワー解体、環

境整備ほか。

２３日（水）～２８日（月） 遺物水洗、発掘機材整備

ほか。

２９日（火） 事務所設備・備品撤去。

３０日（水） 調査員引き上げ。

平成１５年度

５月６日（火） 調査員白滝入り。

７日（水） 現場開始準備、環境整備。（中島遺跡

表土除去開始）

８日（木） 開所式。

９日（金） （中島遺跡杭打ち、調査開始）

２２日（木） 旭川市博物館向井正幸氏来訪。

２７日（火） （旧白滝５遺跡中位部より２５％調査開

始）

３０日（金） 室内温度３３℃、暑い。

６月１１日（水） しばらく降雨が無いため、土層が乾燥

し、非常に硬い。

１２日（木） （旧白滝５遺跡高位部２５％調査開始）

２０日（金） 岩宿文化資料館友の会１４名遺跡見学。

２５日（水） 白滝ふるさとＴＶ旧白滝５遺跡現場撮

影。

７月２日（水） 札幌国際大学長崎潤一氏来訪。

３０日（水） （旧白滝５遺跡、排水溝工事着手）

８月１８日（月） 東京大学佐藤宏之氏来訪。

２２日（金） サハリン郷土博物館シュービン夫妻来

訪。

２６日（火） 南側、表土除去開始。札幌大学川名広

文氏来訪。

２７日（水） 杭打ち開始。

２８日（木） ２５％調査開始。朝鮮大学博物館李起吉、

熊本大学小畑弘己、道教委文化課長沼

孝氏来訪。

２９日（金） Ｕ１１区擦文土器片出土。

９月５日（金） Ｆc－１２石核２点出土。

９日（火） Ｗ１６区めのう製ナイフ出土。

１７日（水） 南側、調査終了。

１８日（木）～２９日（月） 調査一時中断。（旧白滝

５遺跡の調査）

１ 調査の概要
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（４） 発掘区の設定
発掘区はアルファベットの大文字と数字の組み合わせで表示し、規格は４×４mとした。調査区の

設定基準は、工事測点のＬ１８とＬ１９を基準点とし、その２点を通る直線を南西－北東方向の基線と

し、北西－南東方向はＬ１８の基準点を通り、南西－北東方向の基線に直交する直線とした。

ラインの設定は、南西－北東方向をアルファベットの大文字とし、基線をＧに設定後、南東側にＨ、

２４日（水） 北側、表土除去開始。

３０日（火） 包含層調査開始。

１０月１日（水） Ｔ１１区擦文土器片、両面調整石器出土。

９日（木） Ｆc－１７検出。

１７日（金） Ｆc－１８検出。

２０日（月） 人力調査終了。平成１５年度の現場作業

終了。調査面積は３遺跡で１０，４００m２

（中島遺跡１，９００m２、旧白滝５遺跡

７，３４０m２、旧白滝８遺跡１，１６０m２）。

２０日（月）～２２日（水） 北海道大学地球環境科学

研究科中村有吾氏地形・地質調査。

２１日（火）～２２日（水） 遺物水洗、発掘機材整備

ほか。

２３日（木） 事務所設備・備品撤去。

２４日（金） 調査員引き上げ。

図�－１ 調査範囲・周辺の地形図

� 旧白滝８遺跡の調査
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１ 調査の概要

発掘区設定図（１）

発掘区設定図（２）
図�－２ 発掘区設定図
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Ｉ、Ｊ、Ｋ・・・、北西側は逆にＦ、Ｅとした。北西－南東方向は数字で、Ｌ１８を通る基線を０と

し、北東側に１、２、３・・・とした。調査区域は、アルファベットラインでは、Ｇ～Ｘ、数字ライ

ンでは３～２３の範囲で、基準点の測量成果は下記のとおりである。

Ｌ１８（Ｇ０） Ｘ＝－１０５３１．８２６ Ｙ＝７７５００．０１１

Ｌ１９（Ｇ１９） Ｘ＝－１０４６８．４６３ Ｙ＝７７５４１．７９６

（平面直角座標系 第�系）

発掘区の呼称は、４m四方区画の西隅のライン交点で示した。例えば、Ｎラインと１２ラインの交点

の東側がＮ１２区ということになる。また、発掘区の方向は、公共座標の北方向に対して東側に３０３°

２４′１１″傾いている。 （直江康雄）

（５） 土層
旧白滝８遺跡は、幌加湧別川によって形成された河岸段丘面上にあり、台地部（標高約３３５m）と

それより一段低い旧河道部（標高約３３２m）からなる。それぞれ土層の堆積に若干の違いがあるため、

遺跡内でみられる土層の状態と上下関係及び、堆積する位置を模式図に示した（図�－３）。以下に

地形発達史とともに各文化層の関係を述べる。

台地部の段丘礫層である砂礫�層の離水後には、最低４回洪水性の砂礫層の堆積が確認され、その

間の離水期に人為的な活動が行われていたとみられる。遺跡の中で最も古い遺物包含層である�層は、

台地部にのみ広い範囲で確認され、最大で約７０cm残存している。�層は、砂礫�層が離水して間も

なく堆積した砂質土で、中央に砂礫�層の洪水性堆積がみられる。その後、粘土質の�a～�c層が台

地部で堆積する。中央の�b層は、炭化物を多く含み、全体的に黒味を帯びた土層であった。放射性

炭素年代測定を行い、約２，４００y．B．Pの年代値が得られている（�章１）。このことから�層は主に縄

文時代の包含層と考えられる。砂礫�層は�a層中にみられる。�・砂礫�層とも、標高の高い調査

区の北部から放射状に分布し、遺物もほとんど包含せず、砂礫の淘汰も悪いため、土石流堆積の可能

性も考えられる。次に見られる砂礫	層は大規模で、その侵食によって旧河道部の地形が形成され、

旧河道部の段丘礫層となっている。離水後、旧河道部に遺物包含層である
b層の堆積が始まる。

b層は、焼土の放射性炭素年代測定の結果（�章１）から約２，１００y．B．P前後の短い期間に発達したも

のである。土器型式では、続縄文時代の前半にあたる。台地部に続く斜面部に近い地点ほど土層の堆

積が良好で、層厚は最大約３５cmであった。その後、旧河道部で砂礫�層が堆積する。Ｖ・Ｗライン

付近で砂礫	層を抉るように堆積しているが、台地部までは及んでいない。離水後、遺物包含層の
a

層が発達する。
b層と同様に、斜面部に近い地点ほど土層の堆積が良好で、層厚は最大で４５cmであ

る。斜面部の様相を示す１０ラインのＰ区付近では（図�－４）、
a層と
b層の間層の砂層がなくな

り、両層の分離が困難な状況となる。これは、砂層が及ばない台地部でも同様であったと思われる。

そのため、台地部のＭ１６区付近に僅かに残存する
a・
b層は、
b～
a層が連続的に堆積した層

と認識した。
a層はその後に洪水性の浸食を受けていないため、近年の耕作を受けるまで発達して

いたとみられる。後北Ｃ１式期の土器片が、旧河道部の
a層からまとまって出土した。その他に耕作

土から擦文土器片が出土している。耕作は台地・旧河道部とも広い範囲に深く及んでおり、大半の

a層、
a・
b層は、撹乱を受けている。したがって、表土から大量に出土した遺物は、本来的には

旧河道部が
a層、台地部が
a・
b層に包含されていたものとみられる。 （直江康雄）

� 旧白滝８遺跡の調査
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１ 調査の概要

台地部 旧河道部

表土� 黒褐色土（２．５Y３／１）
挙大以下の礫で構成される。�層が若干混じる。
現代整地層。

表土� オリーブ褐色砂質土（２．５Y４／６）
淘汰のよい粘土砂粒の縞状堆積。

�a・�b 黒褐色土（２．５Y３／１）
しまり有り、粘性有り。やや砂質で、炭化物が若干
混じる。遺物包含層。

１５ 褐色砂質土（１０YR４／４）
１０mm以上の小礫を含む。

�a 黄褐色粘土（２．５Y５／４）
しまり有り、粘性有り。粘土塊で構成される。

砂礫� 褐灰色砂礫（７．５YR４／１）
しまりなし、粘性なし。淘汰の悪い亜円礫～砂粒で
構成される。

�b 黄褐色粘土（２．５Y５／４）
しまりやや有り、粘性有り。やや砂質で、炭化物
が混じり、全体的に黒味を帯びる。

�c 黄褐色シルト質土（２．５Y５／４）
しまりやや有り、粘性やや有り。粘土塊が若干
混じる。

１８ 暗灰黄色土（２．５Ｙ５／２）
しまりなし、粘性なし。２１層に淘汰のよい５mm
程度の砂粒が混じる。

� 灰オリーブ砂質土（５Ｙ６／２）
しまり有り、粘性やや有り。遺物包含層。

�上 黄褐色土（２．５Ｙ５／３）
しまりやや有り、粘性なし。２０mm以下の茶色粒子
が若干混じる。ややシルト質。遺物包含層。

１９ 粗砂。

砂礫� 褐灰色砂礫（７．５YR４／１）
しまりなし、粘性なし。淘汰の悪い亜円礫～砂粒で
構成される。

�下 にぶい黄褐色土（１０YR５／３）
しまりなし、粘性有り。マンガン粒が多く混じる。
遺物包含層。

２０ 緑灰色粘土（５Ｇ５／１）
２１層相当の砂層に黒褐色土、黄褐色土が
層状に混じる。

２１ 緑灰色砂（５G５／１）
しまりなし、粘性なし。

２２ 黒褐色砂（１０YR３／１）
灰白色砂が混じる。

２３ 灰黄褐色砂（１０YR５／２）
小礫との互層となっている。

２４ 黒褐色砂（１０YR３／２）
しまりやや弱。下部はやや粗く、鉄分層が
みられる。

２５ 灰黄色粘土（２．５Y６／２）
しまり有り、粘性有り。

２６ 暗灰黄色粘土（２．５Y５／２）
しまり有り、粘性有り。

２７ 褐色粘土（７．５YＲ４／６）
鉄分による変色がみられる。

砂礫� 人頭大～５０mm程度の淘汰の悪い亜円礫で
構成される。

２８ 褐灰色礫混土
砂礫�に縞状の暗褐色土が混じる。

表土� 褐灰色土（１０YR４／１）
しまりなし、粘性なし。５０mm以下の亜円～
円礫が多量に混じる。近現代耕作土。

表土� 暗灰黄色土（２．５Ｙ４／２）
亜角礫が若干混じる。旧耕作土。

�a 黒褐色土（２．５Ｙ３／１）
しまり有り、粘性有り。やや砂質で、炭化物が
若干混じる。遺物包含層。

１ にぶい黄橙色砂質土（１０YR６／３）
しまりやや有り。

２ 黒色砂
しまりやや有り。粗砂。

砂礫� にぶい黄褐色砂礫（１０YR５／３）
３０～１００mm程度の円礫で構成されている。
礫の密度が高い。

３ 灰褐色シルト質土（１０YR３／３）
しまりやや有り、粘性有り。火山灰の二次堆積層。

４ 灰褐色砂
細砂。

５ 褐色砂質土（１０YR４／６）
しまりなし、粘性なし。上部に粘性のある黒褐色土が
帯状に入る。

６ 暗灰色砂
細砂。

７ 黄褐色砂
粗砂。

８ 灰黄褐色砂質土（１０YR４／２）
しまりやや有り、粘性やや有り。�b層がやや混じる。

９ 灰黄褐色砂質土（１０YR４／２）
しまりやや有り、粘性やや有り。砂質分の強い�b層。

�b 灰黄褐色土（１０YR４／２）
しまり有り、粘性やや有り。ややシルト質。遺物包含層。

１０ にぶい黄褐色砂（１０YR５／４）

１１ 黒色砂
しまりやや有り。粗砂。

１２ にぶい黄橙色砂（１０YR６／３）
しまりやや有り。

１３ 黒褐色砂
しまりやや弱い。粗砂。

１４ 暗灰色砂

砂礫� 円麿度の高い５～５０mm円礫で構成されている。
礫の密度が高い。

１６ 赤茶褐色砂

１７ 淡黄色砂

土層柱状模式図

１８ライン

図	－３ 土層柱状模式図・断面図（１）
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図�－４ 土層断面図（２）

Ｎライン

１０ライン
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１
調

査
の

概
要

図�－５ 土層断面図（３）

１４ライン
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（６） 調査の方法
平成１４年度の調査区の現況は、台地部ほぼ全域が畑地で、南東側が道路であった。一段低い旧河道

部は宅地・庭跡であった。初めに、重機によって表面の草を剥ぎ、杭打ち、地形測量を行った。調査

はまず、土層の堆積状況とその広がり、遺物包含層を確認するため、１５m間隔で数字ラインに沿った

３本のトレンチ調査を行った（図�－７）。トレンチは重機によって層位ごとに掘り上げ、人手で遺

物を採取した。その結果、台地部では大量の遺物が耕作土中から出土し、元の包含層がほとんど残存

していないこと、粘土層と礫層の間層である砂質土層（�層）からも遺物が出土すること、調査範囲

の南西側（１４ライン以西）により遺物の出土量が多いこと、旧河道部には良好な遺物包含層が２枚残

存していることが判明した。

トレンチ調査の結果、台地部の表土については１４ライン以西が人力による２５％調査、１４～１８ライン

までが重機によって発掘区単位で表土層を掘り上げ、人力で遺物を採取する２５％調査、１８ライン以東

が重機調査を行うこととした。２５％調査の結果、Ｌライン以北・１０ライン以東は遺物が希薄なことが

判明したため、重機によって発掘区単位で表土層を掘り上げ、人力で遺物を採取する方法を行った。

また、Ｋライン以北・１５ライン以東も遺物が希薄なことが判明したため、重機調査を行った。１８ライ

ン以東の重機調査中にＫ・Ｌ・Ｍ１９・２０、Ｎ２０・２１区の範囲に遺物がまとまって出土するのが判明し、

人手によって発掘区単位で遺物を採取した。表土除去後は地形測量を行い、包含層・遺構の有無と�
層の検出範囲を測量した（図�－６）。その結果、Ｋ・Ｌ７・８区とＭ・Ｎ・Ｏ１５・１６区に黒色の遺

物包含層（�a・�b層）が残存していた。砂質土層（�層）に関しては調査範囲の西側を中心とし

て確認された（図�－７）。出土位置の記録はそれぞれ、トータルステーションを使用し、さらに遺

構・遺物データシステム（シン技術コンサル）にデータを蓄積すると同時に毎日遺物一覧表とドット

マップ（分布図）を作成し、データのチェックと遺物の分布状況を把握しながら調査を進めた（Ｋ・

Ｌ７・８区は除く）。しかし、遺物包含層の遺物でも指先より小さい剥片類については、発掘区単位

で一括して取り上げた。現場終了時の旧白滝８遺跡のデータ数は９，０９７件である。最終的に砂礫層上

部の地形面の測量を行い（図�－８）、重機によって礫層の堆積状況を確認するトレンチ調査後、調

査を終了した。

旧河道部では、表土を重機によって発掘区単位で掘り上げ、人力で遺物を採取した。下部には間層

をはさんで２枚の遺物包含層があり、それぞれフレイクチップの集中範囲に遺構番号を付し、トータ

ルステーションで記録し、遺構ごとに一括して遺物の取り上げを行った。

平成１５年度の調査区の現況は北西側が道路、南西から北東側が休耕した草地であった。重機によっ

て表面の草を剥ぎ、杭打ち、地形測量の後、昨年の調査結果を参考に、表土については重機によって

発掘区単位で掘り上げ、人力で遺物を採取する２５％調査を行い遺物の広がりを確認した。その結果、

表土中の遺物は、希薄な部分がないことから、全面的に上記の調査方法を行った。遺物包含層は、�b

層が昨年に続いて広がり、Ｕライン付近で大きく北東側に屈曲すること、�層が北側の一部に残存す

ることが確認された（図�－７）。それぞれフレイクチップの集中範囲に遺構番号（昨年度からの継

続）を付し、トータルステーションで記録し、遺構ごとに一括して遺物の取り上げを行った。最終的

に砂礫層上部の地形面測量を行い（図�－８）、調査を終了した。 （直江康雄）

（７） 整理の方法
現地では遺物の水洗作業の他に、一括遺物に関して土器、定形的な石器類、黒曜石以外の剥片を抽

出した。その後、江別の整理作業所に運び、注記などの整理作業を開始した。

� 旧白滝８遺跡の調査
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１ 調査の概要

�b層分布図

�a層分布図

河川活動の痕跡をとどめる砂礫�層上部の分布図
（台地部）

図�－６ 土層分布図
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平成１４年度調査区

平成１５年度調査区

年度別調査範囲図

人力調査範囲

重機＋人力調査範囲

トレンチ調査範囲

重機調査範囲

人力及び重機調査範囲図

�層調査区

�層調査範囲図
図�－７ 調査範囲図

� 旧白滝８遺跡の調査
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１ 調査の概要

表土除去後の地形図

調査終了後の地形図
図�－８ 発掘区域地形図
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遺物の整理作業は、点取り遺物と一括遺物に分けて進めた。点取り遺物は注記後に、器種分類、重

量計測、石質、残存状況・打点・自然面・被熱の有無など一次の属性観察を行い、台帳を作成した。

遺物の注記は、道教委の登載番号、発掘区、遺物番号の順としたので、旧白滝８遺跡、Ｍ１６区出土、

台帳番号３０の石器の場合は「３１Ｍ１６・３０」となる。

また、一括遺物は、定形的なものや点取り遺物と接合したものを抽出し、調査区・遺構ごとに番号

を付し、一次属性を観察し、台帳を作成した。したがって、その注記は、点取り遺物と区別するため、

発掘区と台帳の整理番号の間に層位を記入した。例えば、Ｏ８区、�b層出土、台帳番号５の石器は，

「３１Ｏ８・�b・５」、またＦc－１４、台帳番号１２の石器は「３１Ｆc１４－１２」となる。一括剥片遺物は、

発掘区・遺構単位で取り上げた袋ごとに番号を付け、それぞれ石質ごとに点数、重量を計測し、台帳

を作成した。なお、点取り遺物の中で、遺物分布にまとまりがみられるものは、フレイク集中として

捉え、現地で認識したＦcと同列に扱うこととした。その結果、Ｆc－１９～３０を設定した。遺物は点取

り遺物のみで、注記も発掘区、遺物番号順の注記のままである。

土器の整理作業は、注記後、分類を行い、石器とは別に各調査区、遺構ごとに遺物番号を付し、台

帳を作成した。水洗後に精査し、地山に含まれる自然礫や黒曜石を除いた結果、最終的に点取り遺物

９，０９７点、一括遺物５２０，０６０点の計５２９，１５７点であった。

次に接合・実測・拓本などの二次整理作業を進めた。土器、定形的な石器類については折れ面接合

を行った。石器の剥離面接合については、大量の点取り遺物が出土し、石器製作技術の復元が可能と

みられたＦc－１９と、旧河道部で土器を伴った遺物分布が確認されたＦc－６、及びその上位に一部重

複して広がりをみせたＦc－２についてのみ行った。

最終的に石器類の折れ面接合は８３例（５０００１～５００８５・欠番２例）、剥離面接合は１７８例（１～１８３・

欠番５例）となった。遺跡全体について接合作業を行っていないため、母岩番号は付けていない。

本報告で実測図などを掲載した土器片は３３点である。石器類は１９３個体、２２１点（うち写真のみ掲載

２７個体・２７点）で、接合資料は１５個体（うち全体を模式図・写真で掲載したもの４個体、写真のみ

を掲載したもの９個体）である。石器類の掲載割合は、総数５２９，１５５点から剥片・原石・礫５２７，０８７

点を引いた石器５，０２８点に対し１０．９％である。 （直江康雄）

（８） 調査結果の概要
旧白滝８遺跡は、幌加湧別川の左岸にある河岸段丘上に立地する。段丘面は２面みられ、低位面の

旧河道部（標高約３３２m）とそれより一段高い台地部（標高約３３５m）からなる。遺物包含層は�a・

�b・�層の３枚が確認された。旧河道部では�a層、�b層が分離してみられ、台地部では連続的に

堆積した�a・�b層と�層が残存していた。遺構は焼土４基とフレイク集中２９か所のみで、掘り込

みを伴うものはない。遺構の出土位置と層位の内訳は、旧河道部の�b層からＦ－１・２・４、Ｆc

－１～４・６・９～１７、台地部の�a・�b層からＦc－７・８・１９～２１、�層からＦ－３、Ｆc－１８・

２２～３０が検出された。遺物は総数５２９，１５７点で、その内訳は土器片４２点、石器類５２９，１１５点、９０９，０３６．５

ｇである。その内、点取り遺物は９，０９７点、一括遺物は５２０，０６０点である。

出土した土器型式や石器の技術形態的な特徴と焼土、�b層の放射性炭素年代測定結果から、旧河

道部の�a層が後北Ｃ１式期～擦文文化期、�b層が続縄文期前半（Ｆ－１・２・４が２，１００y．B．P前後）、

台地部の�a・�b層が続縄文期前半～擦文文化期、�層が縄文時代（�b層が約２，４５０y．B．P）にあた

ると考えられる。特に旧河道部の�b層は、下層の砂礫�層と上層の砂礫�層にパックされる形で堆

積し、各焼土の１４Ｃ年代が近似した値であるため、遺物包含層の堆積が短期間で、同時性の高い一括

� 旧白滝８遺跡の調査
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資料であると思われる。続縄文期前半の石器製作活動を復元する上で非常に良好な資料である。

石器類は、石鏃、石槍、ナイフ、石槍またはナイフ、両面調整石器、つまみ付きナイフ、スクレイ

パー、錐形石器、二次加工ある剥片、縦長剥片、剥片、石核、原石、礫が出土した。いずれの層でも

大量の剥片・砕片類が出土し、その一部は、接合作業によってほぼ原石の状態まで復元された。原石

は角の取れた転礫のものが主体的で、各時代を通して遺跡の南側を流れる幌加湧別川の原石を採取し

て遺跡内で石器製作を行っていたとみられる。１m２あたりの遺物出土点数は１４０点で、これまで調査

を行った白滝遺跡群の中では最も多い数である。 （直江康雄）

１ 調査の概要

図�－９ 遺構位置図
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遺構名 発掘区 層位
規模（cm）

時期 備考
長径×短径×深さ

Ｆ―１ Ｏ・Ｐ８区 �b ３０×（１９）×７ 続縄文時代前半 Ｆc―６内から検出
Ｆ―２ Ｏ８区 �b ５０×（２６）×５ 続縄文時代前半
Ｆ―３ Ｇ１０区 � （５２）×２９×５ 縄文時代
Ｆ―４ Ｕ１１区 �b ４２×３０×６ 続縄文時代前半 Ｆc―１２内から検出
Ｆc―１ Ｐ・Ｑ９・１０区 �b ３３８×１２７×－ 続縄文時代前半
Ｆc―２ Ｏ８・９区 �b ２８５×１７１×－ 続縄文時代前半
Ｆc―３ Ｏ８区 �b １４９×１０７×－ 続縄文時代前半
Ｆc―４ Ｐ９区 �b １４２×１２１×－ 続縄文時代前半
Ｆc―５ Ｇ５区 � ４６×３８×－ 縄文時代 Ｆc―２２内のチップ集中範囲
Ｆc―６ Ｏ・Ｐ８区 �b １６７×１２２×－ 続縄文時代前半
Ｆc―７ Ｋ６・７、Ｌ７区 �a・�b ２１８×８１×－ 続縄文～擦文文化期
Ｆc―８ Ｋ・Ｌ７・８区 �a・�b １８７×（８３）×－ 続縄文～擦文文化期
Ｆc―９ Ｒ１１区 �b １４４×１１３×－ 続縄文時代前半
Ｆc―１０ Ｑ１１、Ｒ１０・１１区 �b １４６×１１８×－ 続縄文時代前半
Ｆc―１１ Ｒ１１区 �b １２１×６１×－ 続縄文時代前半
Ｆc―１２ Ｕ・Ｖ１１区 �b （２９７）×２７９×－ 続縄文時代前半
Ｆc―１３ Ｖ１５区 �b １１３×１０６×－ 続縄文時代前半
Ｆc―１４ Ｖ・Ｗ１６区 �b ８６×６５×－ 続縄文時代前半
Ｆc―１５ Ｔ１１区 �b ６２×３９×－ 続縄文時代前半
Ｆc―１６ Ｒ・Ｓ１１区 �b ３８０×２６５×－ 続縄文時代前半 ７か所の隣接した集中からなる
Ｆc―１７ Ｓ・Ｔ１１区 �b １０２×９５×－ 続縄文時代前半
Ｆc―１８ Ｔ２１区 � １４５×１２４×－ 縄文時代 ３か所の隣接した集中からなる
Ｆc―１９ Ｍ１６・１７、Ｎ１７区 �a・�b ５１５×４３９×６７ 続縄文～擦文文化期
Ｆc―２０ Ｍ・Ｎ１５・１６区 �a・�b ４９５×２５５×６３ 続縄文～擦文文化期
Ｆc―２１ Ｏ１５区 �a・�b ４３７×２９８×５０ 続縄文～擦文文化期
Ｆc―２２ Ｇ５区 � ２０８×１６９×２６ 縄文時代
Ｆc―２３ Ｇ９区 � １２２×５２×１６ 縄文時代
Ｆc―２４ Ｇ１０区 � ２１５×１９０×２３ 縄文時代
Ｆc―２５ Ｇ１１区 � ７３×（３８）×１０ 縄文時代
Ｆc―２６ Ｊ１２区 � １０８×５８×１９ 縄文時代
Ｆc―２７ Ｊ１４区 � １２５×６８×１６ 縄文時代
Ｆc―２８ Ｌ１３区 � １１１×６７×３０ 縄文時代
Ｆc―２９ Ｌ１４区 � １１０×８２×１２ 縄文時代
Ｆc―３０ Ｍ１３区 � １２１×９７×３０ 縄文時代

表�－１ 検出遺構一覧

� 旧白滝８遺跡の調査
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２ �層出土の遺構と遺物

確認された遺構は焼土（Ｆ）が１基と、フレイク集中（Ｆc）が１０か所である。全て台地部にみら

れ、フレイク集中は、平面的なまとまりから現場段階で１か所、整理作業中に点取り遺物に対して９

か所設定した。

出土した遺物は全て石器類である。石槍、ナイフ、両面調整石器、スクレイパー、二次加工ある剥

片、剥片、石核、原石が出土した。

土器片が出土していないため、�層の時期や時間幅は確定的ではないが、特徴的な石器類から縄文

時代の前半期が想定される。

（１） 焼土（Ｆ）
焼土は１か所検出された。土壌はフローテーション作業を行うために全て採取した。しかし、誤っ

てフレイク集中の土壌とともに水洗してしまったため、全て消失した。そのため堆積、重量などの基

礎データは得られていない。

Ｆ－３（図�－１０、表�－１）

位 置 Ｇ１０区の北側で検出されたが、調査区範囲外のＦ１０区にも若干広がるとみられる。

規 模 （５２）×２９×５cm

確 認 �層最下部を掘削、精査中に確認。

長軸方向 Ｎ－１０１°－Ｗ

遺 物 出土していない。

時 期 年代測定は行っていない。近接したほぼ同一面で出土しているＦc－２４の石槍の形態・製

作技術や上層の�b層の年代値（約２，４００y．B．P）から縄文時代の前半のものと思われる。

（２） フレイク集中（Ｆc）
フレイク集中は台地部のみで１０か所確認された。大きく四つの分布域があり、Ｇ５区のＦc－２２、

Ｇ１０区付近のＦc－２３～２５、Ｌ１３・１４区付近のＦc－２６～３０、Ｔ２１区のＦc－１８である。なお、Ｆc－

２３～２５に近接してＦ－３が検出されている。いずれも�層下部、砂礫�層直上から出土する傾向が

ある。遺物は石器類のみであった。

各Ｆcの時期については、層位的な状況から、続縄文時代以前と思われるが、年代を確定できる要

素が少ない。�層中の出土位置が同様であることから、それほどの時間幅はないとみられる。さらに

四つの大きなまとまりは、それぞれ同時期に残された可能性がある。特にＧ５区のＦc－２２、Ｇ１０区

付近のＦc－２３～２５は特徴的な石器類から、縄文時代の前半期が想定される。このような状況である

ことから、出土遺物は全体的な様相を把握するため、２（３）において、�層出土の遺物と共に掲載

した。なお、Ｆcから出土した遺物は、２（３）での掲載番号を付して分布を示している。

Ｆc－１８（図�－１１、表�－１、表�－５）

位 置 Ｔ２１区

規 模 １４５×１２４cm ３か所の集中部を確認し、（１）～（３）まで設定した。

遺 物 スクレイパー１点、二次加工ある剥片１点、剥片１，４８６点の計１，４８８点、総重量１，４４６．６ｇ

の石器類が出土した。

２ �層出土の遺構と遺物
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Ｆc－２２（図�－１１、表�－１、表�－５）

位 置 Ｇ５区

規 模 ２０８×１６９×２６cm この内、南西部にチップが多量に出土する地点があり、Ｆc－５として

範囲を計測した。規模は４６×３８cm。

遺 物 二次加工ある剥片２点、剥片４，４８１点（内Ｆc－５より３，６２２点）、石核３点、原石２点の

計５，１１０点、総重量８，６９１．０ｇ（内Ｆc－５より３，６２２点、重量４１１．０ｇ）の石器類が出土した。

図�－１０ �層の遺構位置図・焼土（Ｆ）

� 旧白滝８遺跡の調査
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２ �層出土の遺構と遺物

図�－１１ Ｆc－１８の範囲・Ｆc－２２・２３の分布図・遺物
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Ｆc－２３（図�－１１、表�－１、表�－５）

位 置 Ｇ９区

規 模 １２２×５２×１６cm

遺 物 剥片のみ３７点、総重量２１２．６ｇの石器類が出土した。

Ｆc－２４（図�－１２、表�－１、表�－５）

位 置 Ｇ１０区

規 模 ２１５×１９０×２３cm

遺 物 石槍３点、剥片２６２点の計２６５点、総重量４，６４５．３ｇの石器類が出土した。一つの母岩（接

合１６１、黒曜石２）を原石から消費したＦcである。

Ｆc－２５（図�－１２、表�－１、表�－５）

位 置 Ｇ１１区の北側で検出されたが、調査区範囲外のＦ１０区にも若干広がるとみられる。

規 模 ７３×（３８）×１０cm

遺 物 剥片のみ３６点、総重量３４９．６ｇの石器類が出土した。

Ｆc－２６（図�－１２、表�－１、表�－５）

位 置 Ｊ１２区

規 模 １０８×５８×１９cm

遺 物 剥片のみ１７０点、総重量１，３１８．３ｇの石器類が出土した。

Ｆc－２７（図�－１２、表�－１、表�－５）

位 置 Ｊ１４区

規 模 １２５×６８×１６cm

遺 物 剥片のみ１２４点、総重量１，５６３．７ｇの石器類が出土した。

Ｆc－２８（図�－１２、表�－１、表�－５）

位 置 Ｌ１３区

規 模 １１１×６７×３０cm

遺 物 剥片のみ３８点、総重量２５２．３ｇの石器類が出土した。

Ｆc－２９（図�－１３、表�－１、表�－５）

位 置 Ｌ１４区

規 模 １１０×８２×１２cm

遺 物 剥片のみ１１０点、総重量１，１８６．７ｇの石器類が出土した。

Ｆc－３０（図�－１３、表�－１、表�－５）

位 置 Ｍ１３区

規 模 １２１×９７×３０cm

遺 物 スクレイパー１点、剥片６２点の計６３点、総重量２１３．４ｇの石器類が出土した。（直江康雄）

� 旧白滝８遺跡の調査
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２ �層出土の遺構と遺物

図�－１２ Ｆc－２４～２８の分布図・遺物
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（３） �層出土の遺物
出土石器

石槍４点、ナイフ１点、両面調整石器１点、スクレイパー５点、二次加工ある剥片９点、剥片１５，３

６３点、石核９点、原石６点の計１５，３９８点、重量４２，１７９．１ｇの石器類が出土した（Ｆc出土も含む）。

石材は全て黒曜石製である。黒曜石１が６９．４％と半数以上を占め、次いで黒曜石２（１４．７％）、黒曜

図�－１３ Ｆc－２９・３０の分布図・遺物

� 旧白滝８遺跡の調査
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石５（１０．３％）、黒曜石３（５．０％）、黒曜石４（０．６％）の順である。

石槍（図�－１４－１、図版２２）

３点（１個体）を図示している。先端部を僅かに欠損する、ほぼ完形の柳葉形で、長幅比は４．３で

ある。全体的にやや粗い平坦剥離に覆われ、鋭い縁辺を作り出しているが、先端部右側縁は急角度で、

その下部は正面がステップフラクチャーとなり、厚みが除去しきれていない。また、基部には原石面

がみられ、その両側縁は急角度である。細かな加工が正面右側縁中央部に施されている。

スクレイパー（図�－１４－２、図版２２）

１点（１個体）を図示している。背面の剥離面構成が左右方向の剥片を素材とする。原石面打面で、

バルブ付近には横方向の擦痕が付着している。加工は両側縁に連続的に施され、右側縁は７mm前後

の急角度な剥離、左側縁は３mm前後の微細な剥離が主体的である。

石核（図�－１４－３・４、図版２２、図版２２－６～図版２３－８）

２点（２個体）を図示（３・４）、３点（３個体）を写真のみ掲載（図版２２－６～図版２３－８）し

ている。３・４・６～８は平坦打面のものである。いずれも打面を固定して連続的な剥離が行われて

いる。頭部調整が施され、裏面には原石面が残っている。特に３・６・７は、正・右側・左側面の境

が急角度で明瞭である。各面は平坦であり、やや幅広の剥片が剥離されている。３は正面の最終剥離

が激しいステップフラクチャーとなっている。４で得られる剥片は、比較的縦長剥片が多い。６では

上面横方向の剥離もみられる。

８は左右からの剥離を主とする大型のものである。上部は欠損している。原石面の状態から、やや

扁平な転礫を素材としている。粗い両面調整石器の可能性もある。

接合資料１６１（図�－１５～１８、図版２４・２５）

素材 ２３６点（１４３個体）が接合し、重量は４，６７１．４ｇ、大きさは２９．５×１４×１０．５cmである。細長く全

体的に摩滅した円礫を素材とし、原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 まず正面下部に平坦（１）、裏面上部に急角度の剥離（２）を行う。１の剥離は大型で、

下部形状のバランスが崩れてしまう。その修正は直ちに行われず、段階１５まで置かれたままとなる。

裏面上部を僅かに剥離した後（３）、右側縁を作り出す交互剥離が連続的に行われる（４～１３）。基部

側から先端部にかけて剥離が進行し、裏面側は大型で幅広の剥離が１回、正面側はその平坦面を打面

に利用して急角度な剥離が多数行われる傾向がある。このような側縁の作り出し方は、旧石器時代の

尖頭器製作にはほとんど見られない技術である。１４は正面上部の剥離で末端がウートラパッセを起こ

し、本体の上部右側縁が急角度となってしまう。この縁辺の角度は最後まで修正されず残る。１５は裏

面右側縁全体に渡る剥離である。これにより本体の平面形が半月形となっている。次の１６・１７は裏面、

１８～２４は正面、２５・２６は裏面、２７・２８は正面での対向状の剥離となる。縁辺全体に渡る剥離はあま

りみられず、部分的な剥離で打面を転移する傾向が高い。その中で、正面左側縁の２０・２２は比較的全

体に渡る剥離である。これらの剥離によって両側縁が直線状となり、平面形態が柳葉形となっている。

最終的に裏面右側縁からの２９の剥離の際、表面の小さな球顆が原因となり、折れが広がっている。

また、上部側の折れは、同面の折損部中央に力が加わったことが原因であり、剥離によって折れたも

のではない。

分布 Ｆc－２４がほぼ接合１６１の分布にあたる。密度の高い集中域が１か所あり、その近辺に散在す

る状態である。段階による分布の差はみられない。集中域から離れた地点から３点出土しているが、

内２点が集中域内と折れ面接合している。 （直江康雄）

２ �層出土の遺構と遺物

６４



図�－１４ �層の石器（１） 石槍・スクレイパー・石核

� 旧白滝８遺跡の調査
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２ �層出土の遺構と遺物

接合１６１

図�－１５ �層の石器（２） 接合１６１（１）
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図�－１６ �層の石器（３） 接合１６１（２）

� 旧白滝８遺跡の調査
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２ �層出土の遺構と遺物

図�－１７ �層の石器（４） 接合１６１（３）
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図�－１８ �層の石器（５） 接合１６１（４）

� 旧白滝８遺跡の調査
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３ �層出土の遺構と遺物

確認された遺構は焼土（Ｆ）が３基と、フレイク集中（Ｆc）が１９か所である。焼土は全て低位部

の�b層からみられ、フレイク集中に近接もしくは集中域内から検出されている。フレイク集中の出

土位置は、台地部の�a・�b層から５か所、低位部の�b層から１４か所であり、平面的なまとまりか

ら現場段階で１６か所、整理作業中に点取り遺物に対して３か所の集中を設定した。

出土した遺物は、土器片と石器類である。土器片は、低位部の�a層から後北Ｃ１式、�b層から続

縄文時代前半のものがそれぞれ出土している。点数が少なく、遺跡全体での傾向を提示するため、４

（１）項に表土出土のものを含めて図示した。石器類は低位部の�a層、�b層、台地部の�a・�b

層から、石鏃、石槍、ナイフ、石槍またはナイフ、両面調整石器、スクレイパー、二次加工ある剥片、

縦長剥片、剥片、石核、原石、礫が出土している。

時期は出土遺物や放射性炭素年代値から�b層が続縄文時代前半、�a層が続縄文時代中頃から擦

文文化期、台地部の�a・�b層が続縄文時代前半から擦文文化期にあたると思われる。

（１） 焼土（Ｆ）
焼土は低位部の�b層から３か所検出された。土壌は採集し、フローテーション作業を行った。同

定の結果、ブドウ科、アカザ属、冬芽などの炭化種子が出土している（�章３）。また、放射性炭素

年代測定を行い、３か所とも約２，１００y．B．P前後の年代値が得られている（�章１）。非常にまとまり

がある値で、旧河道部の�b層の形成期間が短いことを示している。

Ｆ－１（図�－１９、表�－１）

位 置 旧河道部のＯ・Ｐ８区でＦc－６の域内から検出された。

規 模 ３０×（１９）×７cm

確 認 �b層のＦc－６の下部を精査中に確認。

長軸方向 Ｎ－１８°－Ｅ

遺 物 出土していない。

時 期 得られた炭化木片のうち２点について放射性炭素年代測定を行い、２，０９０±５０y．B．P（Beta

－１７４４８９・SHIRA－９５）、２，１１０±４０y．B．P（Beta－１７４４９０・SHIRA－９６）の測定結果が得られた。

Ｆ－２（図�－１９、表�－１、表�－３）

位 置 旧河道部のＯ８区でＦc－３に近接して検出された。西隣のＯ７区にも若干分布が広がっ

ていたとみられる。

規 模 ５０×（２６）×５cm

確 認 �b層中、Ｆc－３の調査後、やや下がった位置を掘削、精査中に確認。

長軸方向 Ｎ－５６°－Ｗ

遺 物 両面調整石器１点、剥片１３点の計１４点、総重量６３．１ｇの石器類のみが出土している。

時 期 得られた炭化木片のうち２点について放射性炭素年代測定を行い、２，０６０±４０y．B．P（Beta－

１７４４９１・SHIRA－９７）、２，１００±４０y．B．P（Beta－１７４４９２・SHIRA－９８）の測定結果が得られた。

Ｆ－４（図�－１９、表�－１）

位 置 旧河道部のＵ１１区でＦc－１２の域内から検出された。

３ �層出土の遺構と遺物
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�層検出の遺構位置図

図�－１９ �層の遺構位置図・焼土（Ｆ）

� 旧白滝８遺跡の調査
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規 模 ４２×３０×６cm

確 認 �b層のＦc－１２を精査中に確認。

長軸方向 Ｎ－４５°－Ｗ

遺 物 出土していない。

時 期 得られた炭化木片のうち２点について放射性炭素年代測定を行い、２，１２０±４０y．B．P（Beta

－１８６１８６・SHIRA－１０１）、２，２００±４０y．B．P（Beta－１８６１８７・SHIRA－１０２）の測定結果が得られた。

（直江康雄）

（２） フレイク集中（Ｆc）
フレイク集中は低位部の�b層から１４か所、台地部の�a・�b層から５か所確認され、大きく四つ

の分布域がある。それぞれ低位部の�b層が、東西方向の旧河道部沿いに約３０m連なるＦc－１～４・

６・９～１２・１５～１７と、北東－南西方向の旧河道部沿いにあるＶ１５区付近のＦc－１３・１４。台地部の

�a・�b層が、Ｋ７区付近にあるＦc－７・８と、Ｎ１５区付近にあるＦc－１９～２１である。なお、Ｆc

－３に近接してＦ－２、Ｆc－６中からＦ－１、Ｆc－１２中からＦ－４が検出されている。

遺物は土器片と石器類が出土している。土器片はＦc－６に伴って出土した。全体的な様相を把握

するため、土器片は４（１）において表土・�層の遺物と共に、石器類は３（３）において、�a・

�b層出土の遺物と共に掲載した。なお、Ｆcから出土した遺物は、４（１）、３（３）での掲載番号

を付して分布を示している。

Ｆc－１（図�－２０、表�－１、表�－３）

位置・層位 Ｐ・Ｑ９・１０区 �b層

規 模 ３３８×１２７cm

遺 物 石槍１点、両面調整石器７点、二次加工ある剥片２点、剥片４，２６１点、石核１点の計４，２７２

点、総重量７，１０３．２ｇの石器類が出土した。

Ｆc－２（図�－２０、表�－１、表�－３）

位置・層位 Ｏ８・９区 �b層

規 模 ２８５×１７１cm

遺 物 石槍１点、両面調整石器８点、二次加工ある剥片１点、剥片１，５４９点、石核１点の計１，５６０

点、総重量６，８９６９．６ｇの石器類が出土した。

Ｆc－３（図�―２０、表�－１、表�－３）

位置・層位 Ｏ８区 �b層

規 模 １４９×１０７cm

遺 物 剥片のみ４１点、総重量４１２．３ｇの石器類が出土した。

Ｆc－４（図�―２０、表�－１、表�－３）

位置・層位 Ｐ９区 �b層

規 模 １４２×１２１cm

遺 物 両面調整石器１点、二次加工ある剥片２点、剥片１，３９８点、石核６点、原石６点の計１，４１０

点、総重量１９，５１０．７ｇの石器類が出土した。

３ �層出土の遺構と遺物
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図�－２０ Ｆc－１～４・６の範囲・遺物

� 旧白滝８遺跡の調査
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３ �層出土の遺構と遺物

図�－２１ Ｆc－７～１２の範囲・遺物
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Ｆc－６（図�－２０、表�－１、表�－３）

位置・層位 Ｏ・Ｐ８区 �b層

規 模 １６７×１２２cm

遺 物 土器片１点、両面調整石器９点、二次加工ある剥片１点、剥片４，４７０点、石核５点の計

４，４８６点、総重量３，５５８．３ｇの遺物（重量は石器類のみ）が出土した。

Ｆc－７（図�－２１、表�－１、表�－４）

位置・層位 Ｋ６・７、Ｌ７区 �a・�b層

規 模 ２１８×８１cm

遺 物 両面調整石器４点、スクレイパー１点、剥片７５２点の計７５７点、総重量２，３４３．６ｇの石器

類が出土した。

Ｆc－８（図�－２１、表�－１、表�－４）

位置・層位 Ｋ・Ｌ７・８区 �a・�b層

規 模 １８７×（８３）cm

遺 物 石鏃１点、両面調整石器４点、二次加工ある剥片２点、剥片３，０６８点の計３，０７５点、総重

量３，２９１．９ｇの石器類が出土した。

Ｆc－９（図�－２１、表�－１、表�－３）

位置・層位 Ｒ１１区 �b層

規 模 １４４×１１３cm

遺 物 石鏃３点、石槍１点、ナイフ１点、両面調整石器７点、二次加工ある剥片６点、剥片７，８２７

点の計７，８４５点、総重量８，９４７．３ｇの石器類が出土した。

Ｆc－１０（図�－２１、表�－１、表�－３）

位置・層位 Ｑ１１、Ｒ１０・１１区 �b層

規 模 １４６×１１８cm

遺 物 石鏃１点、両面調整石器１点、剥片７０点、石核２点の計７４点、総重量５４３．６ｇの石器類

が出土した。

Ｆc－１１（図�－２１、表�－１、表�－３）

位置・層位 Ｒ１１区 �b層

規 模 １２１×６１cm

遺 物 剥片１，７７１点、原石１点の計１，７７２点、総重量３，４２８．７ｇの石器類が出土した。

Ｆc－１２（図�－２１、表�－１、表�－４）

位置・層位 Ｕ・Ｖ１１区 �b層

規 模 （２９７）×２７９cm

遺 物 石鏃１点、剥片１，２８９点、石核２点の計１，２９２点、総重量５，６７４．６ｇの石器類が出土した。

� 旧白滝８遺跡の調査
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Ｆc－１３（図�－２２、表�－１、表�－４）

位置・層位 Ｖ１５区 �b層

規 模 １１３×１０６cm

遺 物 剥片のみ７２点、総重量６４９．１ｇの石器類が出土した。

Ｆc－１４（図�－２２、表�－１、表�－４）

位置・層位 Ｖ・Ｗ１６区 �b層

規 模 ８６×６５cm

遺 物 両面調整石器２点、剥片６，４５８点、石核７点の計６，４６７点、総重量３，９４５．６ｇの石器類が

出土した。

Ｆc－１５（図�－２２、表�－１、表�－４）

位置・層位 Ｔ１１区 �b層

規 模 ６２×３９cm

遺 物 剥片のみ７５８点、総重量６６８．７ｇの石器類が出土した。

Ｆc－１６（図�－２２、表�－１、表�－４）

位置・層位 Ｒ・Ｓ１１区 �b層

規 模 ３８０×２６５cm ７か所の集中部を確認し、（１）～（７）まで設定した。

遺 物 スクレイパー１点、剥片６１９点、石核７点の計６２７点、総重量３，５４３．０ｇの石器類が出土

した。

Ｆc－１７（図�－２２、表�－１、表�－４）

位置・層位 Ｓ・Ｔ１１区 �b層

規 模 １０２×９５cm

遺 物 剥片のみ８０点、総重量３８９．０ｇの石器類が出土した。

Ｆc－１９（図�－２３・２４、表�－１、表�－４）

位置・層位 Ｍ１６・１７、Ｎ１７区 �a・�b層

規 模 ５１５×４３９×６７cm

遺 物 石鏃１点、ナイフ２５点、石槍またはナイフ１点、両面調整石器３３点、スクレイパー２点、

二次加工ある剥片２点、縦長剥片１点、剥片５，４９７点、石核２５点、礫１点の計５，５８８点、総重量５６，８５４．１

ｇの石器類が出土した。

Ｆc－２０（図�－２５、表�－１、表�－４）

位置・層位 Ｍ・Ｎ１５・１６区 �a・�b層

規 模 ４９５×２５５×６３cm

遺 物 石鏃１点、剥片１４２点の計１４３点、総重量４５５．７ｇの石器類が出土した。

Ｆc－２１（図�－２５、表�－１、表�－４）

３ �層出土の遺構と遺物
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図�－２２ Ｆc－１３～１７の範囲・遺物

� 旧白滝８遺跡の調査
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３ �層出土の遺構と遺物

図�－２３ Ｆc－１９の分布図・遺物（１）
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図�－２４ Ｆc－１９の遺物（２）

� 旧白滝８遺跡の調査
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３ �層出土の遺構と遺物

図�－２５ Ｆc－２０・２１の分布図・遺物
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位置・層位 Ｏ１５区 �a・�b層

規 模 ４３７×２９８×５０cm

遺 物 両面調整石器４点、縦長剥片２点、剥片８５９点の計８６５点、総重量６，１８７．６ｇの石器類が

出土した。 （直江康雄）

（３） �層出土の遺物と分布
出土石器

石鏃１０点、石槍４点、ナイフ３１点、石槍またはナイフ１点、両面調整石器１１１点、スクレイパー１０

点、二次加工ある剥片４９点、縦長剥片３点、剥片１８１，０８３点、石核９３点、原石１４点、礫１点の計１８１，４１０

点、重量２２７，３７８．６ｇの石器類が出土した（Ｆc出土も含む）。各層位ごとの特徴を概観すると、低位

部の�a層は全体で４，６６１点出土した。剥片が多く、加工を施した石器が少ない。低位部の�b層は全

体で４０，４４５点出土した。石鏃、両面調整石器、二次加工ある剥片、石核の比率が高い。台地部の�a・

�b層は全体で１３６，３０４点出土し、三つの包含層の中で最も点数が多い。特にナイフの割合が高く、

３１点中２５点を占め、全てＦc－１９から出土している。

石材は黒曜石の他にめのうが１点、低位部の�b層でみられる。黒曜石１の比率が最も高く、９１．６

％を占めている。次いで、黒曜石２（６．６％）、黒曜石３（１．２％）、黒曜石５（０．５％）、黒曜石４（０．

１％）の順である。この中で黒曜石２は、地点によって利用頻度が異なる。低位部の�b層が２２．８％

であるのに対して、台地部の�a・�b層では１．９％となる。現在の幌加湧別川の河床にみられる黒曜

石も大多数が梨肌の黒曜石２であり、低位部の�b層では近傍の河原の黒曜石を頻繁に利用していた

ものとみられる。

石鏃（図�－２７－１～５、図版２６、図版３２－５９）

５点（５個体）を図示（１～５）、１点（１個体）を写真のみ掲載（図版３２－５９）している。１・

２・５９は三角形で先端部欠損、３～５は末端部欠損で、その内５が有茎である。１・２は縁辺のみに

細かな加工が施され、表裏面とも素材面を大きく残す。基部は１が平基で、２は加工が施されず素材

面のままで、凹基である。２点とも水和層厚の測定を行い、１は赤石山産で４，１０８±３５y．B．P（Ｈ１５９）、

２は赤石山産で２，７１６±９９y．B．P（Ｈ１６０）と測定されている。３・４は全面に加工が及ばず、素材面

を大きく残している。３は細身である。４の加工は１・２と類似しているため、同タイプの石鏃であっ

たと思われる。５は、全面に加工が及ぶ細身のもので、側縁は外湾し、基部は凸基である。５９はほぼ

全面に加工が及ぶ二等辺三角形で、平基である。水和層厚の測定を行い、所山産で２，０３１±１０５y．B．P

（Ｈ１５６）と測定されている。

ナイフ（図�－２７－６～図�－２９－１９、図版２６～２８、図版３２－６０・６１）

２６点（１４個体）を図示（６～１９）、２点（２個体）を写真のみ掲載（図版３２－６０・６１）している。

６～１６・６０・６１は、末端部がすぼまる形態のものである。さらに末端部の形態が、長軸上に突出し左

右がほぼ対称な６～８、図版３２－６１、直線状もしくは丸みを持つ９～１６、欠損のため不明の図版３２－

６０に分けられる。素材は５点が剥片素材で（８・１１・１２・１５・１６）、その他は不明である。比較的大

形の縦長の剥片が利用されている。６は全体の中でも細身で、長幅比が３．７と高い。裏面には大きく

平滑な原石面を残す。７は正面の両側縁に５mm前後の細かな調整が連続して施されている。８の素

材は、横長剥片である。９は水和層厚の測定を行い、あじさい滝産で２，５７７±１４５y．B．P（Ｈ１５８）と

測定されている。１０は先端が尖り、末端の幅が広く直線的な形態である。末端部の調整がより細かく、

意図的であるため刃部とした。１５は正面に平滑な角礫面を残している。
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３ �層出土の遺構と遺物

図�－２６ Ｆc外の分布図・遺物
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１７・１８は、末端が撥形に広がる形態のものである。２点とも末端部がやや斜刃で、素材は剥片であ

る。１７は先端部と右側縁上部が急角度のままである。裏面左からの大きな剥離によって器体が斜め

に折損している。１８は急角度な側縁を打面として、主に正面に剥離が施されている。

１９は、末端部欠損で、形態が不明なものである。乳白色のめのう製で、裏面に窪んだ原石面がある。

両側縁には、７と類似する５mm前後の細かな調整が連続して施されている。

両面調整石器（図�－２９－２０～図�－３０－２６、図版２８、図版３２－６２～６４）

７点（７個体）を図示（２０～２６）、３点（３個体）を写真のみ掲載（図版３２－６２～６４）している。

全体的に加工が粗く、鋭い縁辺が作り出されていないものが多い。素材は７点が剥片素材で（２０・２２

～２５・６２・６３）、その他は不明である。２０は平坦剥離の他に、末端の小口面が剥離され、素材の打面

が除去されている。２１は裏面を中心に大きく粗い加工が施されている。２２は正面上からの剥離がウー

トラパッセとなっている。２３は正面に大きく転礫の原石面が残り、側面が湾曲している。２４は急角度

な側縁を打面として、錯向状の粗い剥離がみられる。２５は正面に大きなリングを持つ素材面がある。

加工は先端側まで及ばず、急角度のままである。２６は末端部のみの資料で、末端に僅かに原石面が残

る。６２は裏面を中心に平坦な加工が施され、末端部が丸みを持つ形態である。６３は末端部欠損で、２３

と同様の特徴がある。水和層厚の測定を行い、あじさい滝産で２，６１５±２４５y．B．P（Ｈ１５４）と測定さ

れている。６４は先端部欠損で、両面に平坦剥離が施されるが、正面右側縁には急角度でノッチ状の剥

離が２か所みられる。

スクレイパー（図�－３０－２７～２９、図版２９）

３点（３個体）を図示している。素材は全て縦長剥片である。２７は完形で、上部から中央部までは

左側縁に急角度の加工がやや内湾してみられ、下部は右側縁に平坦な加工が施されている。２８は両

端欠損品で、両側縁に急角度の加工がみられる。２９は先端部欠損で、末端が尖るように正面の右側

縁と裏面の両側縁に部分的に平坦剥離が施されている。加工と器体の厚さから石鏃の未成品の可能性

もある。

二次加工ある剥片（図�－３０－３０、図版２９、図版３２－６５）

１点（１個体）を図示（３０）、１点（１個体）を写真のみ掲載（図版３２－６５）している。いずれも

剥片素材である。３０は厚手で左側縁に急角度の加工が粗く施される。６５は裏面の上部に平坦な剥離

が施されている。素材と加工の特徴が両面調整石器２３・６３と類似する。

石核（図�－３１－３１～図�－３４－４９、図版２９～３１、図版３２－６６～図版３３－７４）

２０点（１９個体）を図示（３１～４９）、９点（９個体）を写真のみ掲載（図版３２－６６～図版３３－７４）し

ている。ほぼ全てに原石面が残り、転礫（円礫・亜円礫・亜角礫）面を持つものが２４点（３１～４３・４５

～４９・６６・６７・６９～７１）、角礫面を持つものが２点（７２・７４）、不明が１点（７３）、原石面が残ってい

ないものが１点（４４）である。角礫面のある石核は２点とも台地部のＦc－１９から出土している。ま

た、原石面は石核の裏面に残ることが多い。

３１～３５・６９は剥片素材である。いずれも打面調整や頭部調整などの石核調整はみられない。打面は

自然面（３１～３３・３５）及び平坦打面（３４・６９）の２種がみられる。３１・３４・６９は正面上から、３２は正

面上下から、３３は正面上と横方向から、３５は正面が上、裏面が上下からの剥離が行われている。６９は

素材腹面を打面に設定し、小口面側で作業が行われるが、それ以外は素材腹面が作業面に選択されて

いる。

３６～４９・６６～６８・７０～７４は礫もしくは分割礫素材のものである。いずれも打面調整や頭部調整など

の石核調整はみられない。打面形状と作業面の位置によっていくつかに分けられる。３６～４１・６６～６８
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３ �層出土の遺構と遺物

図�－２７ �層の石器（１） 石鏃・ナイフ
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図�－２８ �層の石器（２） ナイフ
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３ �層出土の遺構と遺物

図�－２９ �層の石器（３） ナイフ・両面調整石器
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図�－３０ �層の石器（４） 両面調整石器・スクレイパー・二次加工ある剥片
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３ �層出土の遺構と遺物

図�－３１ �層の石器（５） 石核
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図�－３２ �層の石器（６） 石核

� 旧白滝８遺跡の調査
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３ �層出土の遺構と遺物

図�－３３ �層の石器（７） 石核
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図�－３４ �層の石器（８） 石核

� 旧白滝８遺跡の調査
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は自然面（３７・４１のみ）及び平坦打面のものである。打面を固定して同方向の剥離のみを行う３６～３９・

６６と、前段階の剥離面が裏面側に残る４０・４１・６７・６８がみられる。４２・４３・４７・７０～７４は切子打面で、

主に正面と裏面側で交互剥離が行われるものである。７０・７１は縦横比が１．０に近い原石を素材として

いるが、７２は石核を縦長に、それ以外は横長に設定して剥離作業が行われている。４３・７３・７４はその

他に裏面側に横方向の剥離がみられ、特に７４は縦長剥片が剥離されている。７０は下面と裏面でも交互

剥離が行われている。また、４７は左右の側面と下面にも剥離面があり、角柱状である。４４～４６は切子

打面で、上面が大きく下部がすぼまる形態の石核である。４４・４６は正面側でやや縦長の剥片が剥離さ

れている。４６の正面と上面はヒンジが激しく、裏面には横方向の剥離がみられる。４８・４９は１０cm以

上の大型のもので、平坦な広い面を作業面に設定し、主に正面で剥離作業が行われている。打面は自

然面を利用する部分が多い。

接合資料１（図�－３５～３７、図版３４）

素材 ５５点（３７個体）が接合し、重量は１，９３２．４ｇ、大きさは２１．５×２０×１２．５cmである。全体的に摩

滅し、部分的に平滑な面が残る亜円礫を素材とする。正面が大きく剥離された状態で遺跡内に搬入さ

れている。

剥離工程 初期段階（１～９）は正面の左側縁を中心とした平坦な剥離である。左側縁（２・４・６・

８）は裏面（欠落）との交互剥離によって幅を大きく減じている。なお、段階８で剥離された縦長の

剥片が石核の素材となっている（個体Ａ・Ｂ）。段階１０～１６は右側縁の剥離が中心となる。裏面側の

剥離（１０・１３）は、平坦な正面を打面として、急角度の剥離が行われる。段階１７・１８は裏面側の剥離

で、中央の稜を越える剥片が多くみられ、厚さが大きく減じている。最終的に粗い加工の両面調整石

器が作製され、遺跡外に搬出された可能性が高い。

個体Ａは素材の背面側で１回剥離が行われているが、大きくウートラパッセとなり（Ａ－１）、石

核図�－５３－１０４が遺棄される。個体Ｂは両側縁で連続的な剥離が行われた後（Ｂ－１）、個体Ａと同

様に上からの剥離が大きくウートラパッセとなり（Ｂ－２）、両面調整石器２２が遺棄される。

分布 �b層中のＦc－２からほとんどが出土し、周辺のＯ８区にもまばらに分布する。

接合資料１８（図�－３７～３８、図版３６）

素材 ４２点（３６個体）が接合し、重量は５９６．６ｇ、大きさは９．５×１２×１２．５cmである。全体的に摩滅

した円礫を素材とし、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 原石をほぼ半割し、それぞれ剥片剥離を行っている（個体Ａ・Ｂ）。個体Ａはまず、分割

面を打面として、左側面から裏面にかけて連続的な剥離が行われる（Ａ－１）（個体Ｂ模式図の白抜

き部分も含む）。裏面側の厚手の剥片は石器の素材となっている（個体Ａ－a）。その後、上面を平坦

に剥離し（Ａ－２）、再び正面と裏面で連続的な剥離が行われる（Ａ－３）。最終的に石核４４が遺棄さ

れる。個体Ａ－aは、素材の小口面を作業面として連続的な剥離が行われ（a－１）、最終的に石核３２

が遺棄される。

個体Ｂは扁平な形態で、裏面で全体に及ぶ大きな剥離を行う（Ｂ－１）。段階Ｂ－１は石核の素材

となっている（個体Ｂ－a）。次に正面で連続した剥離がみられる（Ｂ－２）。段階Ｂ－２は進行に伴

い上からの剥離が横方向に転移する。最終的に粗い小型の両面調整石器が作製され、遺跡外に搬出さ

れた可能性が高い。個体Ｂ－aは素材腹面で大きくウートラパッセを起こした剥離を行い（b－１）、

石核３１が遺棄される。さらに段階b－１が石器の素材となり（個体Ｂ－a－ア）、素材の原石面を除去

する平坦な剥離を行い（ア－１）、打面側の球顆を除去する小口面側からの剥離が行われる。球顆の
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接合１

図�－３５ �層の石器（９） 接合１（１）
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図�－３６ �層の石器（１０） 接合１（２）
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接合１８

図�－３７ �層の石器（１１） 接合１（３） 接合１８（１）・
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図�－３８ �層の石器（１２） 接合１８（２）
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除去には成功するが、最終的に両面調整石器２０が遺棄される。

分布 �b層中のＦc－６から出土する。

接合資料１９（図�－３９、図版３７）

素材 ２６点（２０個体）が接合し、重量は５８７．６ｇ、大きさは１５×１０×８．５cmである。全体的に摩滅し、

部分的に平滑な面が残る亜円礫を素材とする。ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 原石を斜断するように分割し、それぞれ剥片剥離を行っている（個体Ａ・Ｂ）。個体Ａは、

裏面の分割面（Ａ－１）→正面右側面の連続的な急角度の剥離（Ａ－２）と続いている。段階Ａ－２

は中央の稜を越える剥離が多く、器体の厚みを大きく減じている。節理面が残る正面左側縁には加工

が施されず、最終的に裏面を上下から剥離し（Ａ－３・４）、両面調整石器２１が遺棄される。

個体Ｂは分割面を打面に設定し、正面で連続的な剥離が行われる（Ｂ－１）。途中打面側にも剥離

がみられるが欠落している。段階Ｂ－１の厚手の剥片が二次加工ある剥片３０の素材となっている。

最終的に石核４５が遺棄される。

分布 �b層中のＦc－６から出土する。

接合資料３８（図�－３９～４２、図版３８・３９－１）

素材 １７１点（１１８個体）が接合し、重量は１，２１２．０ｇ、大きさは１６×１２×１２cmである。全体的に摩滅

した円礫を素材とし、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 原石を長軸に沿って半割し、それぞれ剥片剥離を行っている（個体Ａ・Ｂ）。個体Ａは、

平坦な分割面を裏面とし、断面がカマボコ形の形態である。裏面左側縁の剥離の後（Ａ－１）、正面

で集中的な剥離が行われる（Ａ－２～４）。各段階の間には裏面側の剥離が行われるが、全て欠落し

ている。先端は尖らず、幅広で丸みを持つように加工される。それぞれ中央の稜を越える剥離が多く、

この段階で厚さが１．８cm程減じている。段階Ａ－５・６は裏面の対向状の剥離である。裏面側は平坦

であるため、ヒンジとなる割合が高いが、反対側縁近くまで届く剥離も数枚みられ、厚さを約９mm

減じている。最終的に正面両側縁の剥離でさらに厚みを１．１mm程減じ（Ａ－７・８）、両面調整石器

２６が遺棄される。２６は大部分が欠損しているが、接合資料から反対端部が広がる撥形のナイフであっ

たとみられる。

個体Ｂは、平坦な分割面を裏面とし、断面が三角形の形態である。個体Ａと同様、正面で集中的に

剥離が行われ（Ｂ－１・３～５・７・９）、裏面は部分的な剥離にとどまっている（Ｂ－２・６・８）。

特に段階Ｂ－５によって厚さが約２．５cm減じている。また、側縁から末端側まで加工が連続的に及ぶ

ことが多く、丸みを持った幅広の端部となっている。この時点で、器体が半分に折損し、末端側のナ

イフ１６が遺棄される。上半部は再加工され（Ｂ－１０・１１）、最終的にナイフが作製され、遺跡外に搬

出された可能性が高い。

分布 �a・�b層中のＦc－１９から集中して出土する。段階や個体による違いが僅かにみられる。集

中域の北西側に１．３m離れた地点から段階Ａ－３の剥片１点、北側に１m離れて個体Ｂの再加工後の

段階Ｂ－１０・１１が分布している。

接合資料４２（図�－４２～４５、図版３９－２・４０－１）

素材 ８７点（６６個体）が接合し、重量は２，４２３．１ｇ、大きさは１７×１４×１４．５cmである。全体的に平滑

で、角がやや摩滅した亜円礫を素材とする。ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 剥離の初期段階（１～３）では作業面を固定し、長軸に沿って上下から剥離を行っている。

上面は原石の端部の平坦な自然面が打面に設定されている。いずれも大型の剥片が剥離され、段階２・

３の剥片がそれぞれ石核の素材となっている（個体Ａ・Ｂ）。次に段階３でできた平坦面を作業面に
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接合１９

接合３８

図�－３９ �層の石器（１３） 接合１９・接合３８（１）
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図�－４０ �層の石器（１４） 接合３８（２）
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３ �層出土の遺構と遺物

図�－４１ �層の石器（１５） 接合３８（３）

１００



接合４２

図�－４２ �層の石器（１６） 接合３８（４） 接合４２（１）・
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図�－４３ �層の石器（１７） 接合４２（２）
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図�－４４ �層の石器（１８） 接合４２（３）
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図�－４５ �層の石器（１９） 接合４２（４）
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設定して求心状に剥離が行われる（４）。これにより作業面の中央部が、激しいヒンジによって島状

に残存してしまう。良好な作業面がなくなったため、次にこの面を打面に固定して、周辺をほぼ周回

する連続的な剥離を行う（５）。このうち縦長剥片がスクレイパー２７に加工されている。これらの剥

離も激しいヒンジが起こっており、再び打面を転移し、段階２の作業面であった左側面で、裏面から

の数回の剥離がみられる。最終的に良好な作業面がなくなったため石核４６が遺棄される。

個体Ａは剥片を半割し、分厚い下半部で剥片剥離を行っている。剥離は素材腹面側の下端周辺にみ

られ（Ａ－１）、最終的に石核３３が遺棄される。

個体Ｂも同様に半割され、それぞれ剥片剥離が行われている（個体Ｂ－a・Ｂ－b）。個体Ｂ－aは、

折れ面から側縁の小口面で剥離が行われ（a－１）、最終的に石核３４が遺棄される。個体Ｂ－bは、石

核を横長に設定して剥離作業が行われている。正面の上下からの作業の後（b－１～３）、裏面でも

同様に剥離が行われ（b－４・５）、最終的に石核３５が遺棄される。

分布 �a・�b層中のＦc－１９から集中して出土する。中央がやや空白で両側に集中したまとまりが

ある。スクレイパー２７が集中域から西側に約１．５m離れて分布している。

写真のみ掲載の接合資料（図版３５、図版４０－２～４２）

図版３５－１～３は両面調整石器を製作した接合資料である。接合４４（図版３５－１）は、コブシ大の

亜円礫の両面に粗い加工が施されている。中央の稜を越える剥離が多く、器体の厚さを大きく減じる

ことに成功している。最終的な両面調整石器は出土しておらず、遺跡外に搬出された可能性が高い。

Ｆc－１９から出土している。接合５３（図版３５－２）は平坦な裏面を中心に加工が施される。最終的に

両面調整石器７８が遺棄される。主にＦc－１９から出土している。接合５１（図版３５－３）は片側の調整

剥片が接合した資料である。両側から中央の稜を越える剥離が多くみられる。主にＦc－１９から出土

している。

図版４０－２～図版４２－２は石核に関連する接合資料である。分布は接合４５・５２・４３・４６・５０がＦc

－１９、接合５が主にＦc－２から出土している。いずれも剥片剥離に先立ち打面調整や頭部調整など

の石核調整は行われていない。接合４５（図版４０－２）は、舟形の角礫を素材とし、主に正裏面で、末

端が幅広でやや湾曲した剥片が剥離されている。途中、石核は折損し、小型の部分（石核８６）が遺棄

される。接合５（図版４１－１）は、正面・上面・裏面での剥離作業が行われている。上面の剥離面を

打面として、正面では大型の剥片が剥離されている。接合５２（図版４１－２）は、薄手の角礫を素材と

し、正裏面での交互剥離がみられる。主に縦長の剥片が剥離され、最終的に石核８９が遺棄される。接

合４３（図版４１－３）の初期段階は、主に下端での交互剥離によって進行する。最終的に上面の平坦面

を打面として、正裏面で剥離が行われるが、ほとんどヒンジを起こし、石核９１が遺棄される。接合４６

（図版４２－１）の初期段階は、主に上端での交互剥離によって進行する。その後、打面転移が激しく

なり、石核９３が遺棄される。接合５０（図版４２－２）は、上端から左側縁に渡って交互剥離が行われ、

最終的に石核９５が遺棄される。 （直江康雄）

４ �層・表土出土の土器

出土した土器は全部で４２点である。時期別の内訳は縄文時代早期に属するとみられるものが１点、

晩期の可能性が高いものが２点、続縄文時代とみられる土器が３６点、また擦文文化期の土器が３点で

ある。内２５点を図�－４６に示したが、図示していない土器は、以下に示した土器と同一個体とみられ

る破片か、摩滅して文様の不明な土器片である。各時期の分布は明瞭ではないが、大まかには縄文早
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期、晩期は台地部で、続縄文時代また擦文文化期に相当する土器は旧河道部に出土している。なお表、

文中の胎土の観察は立田が×２０のルーペを用いて土器表面を肉眼観察したものである。

縄文時代早期とみられるもの（図�－４６－１、図版４３－１）

１は摩滅により判然としないが、口縁部とみられ、口縁下には２条の貼付帯がつき、２条目の貼付

帯には垂下する１組の貼付帯がつけられる。貼付帯間には縄端圧痕もしくは半截竹管状工具によると

みられる刺突がつけられている。胎土は緻密で１mm程度の石英粒子を多く含んでいる。縄文時代早

期後半のものとみられる。

縄文時代晩期とみられるもの（図�－４６－２・３、図版４３－２・３）

２は原体ＬＲの斜行縄文が施文され、３は原体ＲＬによる縦走ぎみの縄文が施されている。ともに

縄文時代晩期に属するとみられる。

続縄文時代のもの（図�－４６－４～２２、図版４３－４～２２）

４～７は続縄文時代前半に属するとみられる。胎土は同一で２mm以下の石英粒子を多く含んでい

る。４～６は同一個体。ＲＬ斜行縄文が施されたのち、口唇に平行に箆状工具による沈線が数条施文

される。口唇角には同一原体による刻みが施され、口唇裏面にもＲＬ斜行縄文が施文されている。７

は表面の施文方法は４～６と同じであるが、裏面に縄線による圧痕文がつけられている。

８～２２は後北Ｃ１式土器である。８～１５は厚さ、胎土また文様構成が同じであることから、同一個

体の可能性が高い。８は条が横走するＲＬ斜行縄文と横位の爪型文が施文された後、微隆起線がつく。

隆起線は２本を単位とし口唇直下、それに接して弧状、弧状の頂部から３本垂下させ、またその下に

楕円形、菱形につけられている。微隆起線の間はなでつけられ無文となっている。９～１２は隆起線が

楕円形を描く部分、地文は条が縦走するＲＬ斜行縄文が間隔をおいて施される、いわゆる帯状縄文。

１３～１５は隆起線が菱形を描く部分。１６は山形突起部分である。隆起線による文様が突起頂部から垂下

する１条、口唇に沿って３条つけられ、斜行する直線状のものがつけられている。１７は厚さから判断

して小型の土器とみられる。微隆起線が楕円を描く部分。１８～２０、２２は台地部で出土したもの。一対

の山形突起が付き、突起部分はやや膨らんでいる。口縁に沿って２条の隆起線がつけられ、突起の直

下から斜方向に１条つけられている。その隆起線に条が平行になるよう縦、横、斜めにＲＬ斜行縄文

が施文される。１９、２０は微隆起線が口縁と平行に３条施されるものである。１９は上から２条目と３条

目の間に斜めに微隆起線がつけられ、その頂部に明瞭ではないが鋭い工具による刻みがみられる。２０

の口縁は頂部に狭い平坦面がある。２１、２２は帯状縄文の施文される胴部片である。ともにＲＬ斜行縄

文が施文される。２２には縄文の間に三角形の列点文が施文されている。

擦文文化期のもの（図�－４６－２３～２５、図版４３－２３～２５）

２３～２５は同一個体とみられる擦文土器である。２３は外反する口縁部。太い棒状工具による沈線が口

縁に沿ってつけられ、数条単位の鋭い箆状工具による斜行する沈線が施されている。２４、２５は胴部片、

いずれも細かいハケメが縦走している。２５は底部付近である。口縁部の調整方法から１０世紀頃のもの

とみられる。

土器と旧河道部層位の関係について

出土した土器のうち、時期が明確であり、旧河道部で検出された遺構、層位と関連のあるものは続

縄文時代前半、後北Ｃ１式、そして擦文文化期のものである。これらの土器と層位、遺構との関係を

以下に簡単に述べておく。

旧河道部における遺物包含層は前章で述べたように、�a層と�b層の２枚に分かれている。この

４ �層・表土出土の土器
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図�－４６ 土層・表土の土器

� 旧白滝８遺跡の調査
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うち�b層では、焼土３か所の他、フレイク集中１４か所の遺構が検出されている。この�b層は幌加

湧別川の上流、白土の沢起源とみられる淘汰のよい細粒砂の堆積に覆われており、その堆積の上位に

は黒色を呈する�a層が堆積している。

２枚の包含層からはフレイク等の石器が多く出土しているが、時期を決定することができ、出土状

況を確実に確認できた土器は�b層におけるＦc－６から出土した、続縄文時代前半の土器（図�－

４６－５）のみである。また同一層から検出された焼土Ｆ－１、２、４から出土した炭化木片による

放射性炭素年代測定結果は補正炭素年代で２，０６０～２，２００±４０y．B．Pの範囲におさまり、続縄文時代前

半の数値（北埋文 ２００４b）を示している。このことは出土した土器型式とも合致するが、出土した

土器の中では後続する後北Ｃ１式の年代としてはやや古過ぎるものである。加えて�b層からは後北Ｃ１

式土器が出土してないこと、また石器においても後北Ｃ１式に伴う三角形の石鏃が出土していないこ

となどから考え、�b層が続縄文時代前半の短期間に形成され、後北Ｃ１式の時期には河川堆積物に覆

われていたものと推測できる。 （立田 理）

５ 表土出土の石器と分布

（１） 石器
石鏃１５９点、石槍９９点、ナイフ１２４点、石槍またはナイフ４０点、両面調整石器３９８点、つまみ付きナ

イフ１１点、スクレイパー１１９点、錐形石器２点、二次加工ある剥片６０６点、剥片３２８，２７５点、石核１２８点、

原石８点の計３２９，９６９点、重量６３２，９７８．４ｇの石器類が出土した。石材はほぼ黒曜石で、他に頁岩３点、

めのう１点が出土している。黒曜石１の比率が最も高く、８３．９％を占めている。次いで、黒曜石２（８．４

掲載番号 出土グリッド・遺構 遺物番号 出土層位 接合点数 分 類 胎土・備考
図�―４６―１ Ｊ―１３ １ � ×１ 早期 １mm程度の石英粒子が多く混じる
図�―４６―２ Ｑ―１１ １ � ×１ 縄文晩期？ 細粒の砂を若干混じる
図�―４６―３ 撹乱６ １ � ×１ 縄文晩期？ １mm程度の石英粒子が多く混じる
図�―４６―４ Ｏ―８ ２ �b ×１ ２mm以下の石英、長石、不明岩片が若干混じる

Ｏ―８ ３ �b ×１ 続縄文時代前半
Ｏ―８ ４ �b ×１

図�―４６―５ Ｆc―６ １ ×１ 続縄文時代前半 ２mm以下の石英、長石、白色岩片が若干混じる
図�―４６―６ Ｏ―８ ５ �b ×１ 続縄文時代前半 ２mm以下の石英、長石、白色岩片が若干混じる
図�―４６―７ Ｏ―８ １ �b ×１ 続縄文時代前半 ２mm以下の石英、長石、白色岩片が若干混じる
図�―４６―８ Ｐ―１０ １ �a ×２ ２mm以下の石英、長石、白色岩片、雲母が若干混じる

Ｐ―１０ ２ �a ×２ 後北Ｃ１式
Ｐ―１０ ３ �a ×１

図�―４６―９ Ｐ―１０ １ �a ×１ 後北Ｃ１式 ２mm以下の石英、長石、白色岩片、雲母が若干混じる
図�―４６―１０ Ｐ―１０ １ �a ×１ 後北Ｃ１式 ２mm以下の石英、長石、白色岩片、雲母が若干混じる
図�―４６―１１ Ｐ―１０ １ �a ×１ 後北Ｃ１式 ２mm以下の石英、長石、白色岩片、雲母が若干混じる
図�―４６―１２ Ｐ―１０ １ �a ×２ 後北Ｃ１式 ２mm以下の石英、長石、白色岩片、雲母が若干混じる
図�―４６―１３ Ｐ―１０ １ �a ×１ 後北Ｃ１式 ２mm以下の石英、長石、白色岩片、雲母が若干混じる
図�―４６―１４ Ｐ―１０ ２ �a ×１ 後北Ｃ１式 ２mm以下の石英、長石、白色岩片、雲母が若干混じる
図�―４６―１５ Ｐ―１０ ２ �a ×１ 後北Ｃ１式 ２mm以下の石英、長石、白色岩片、雲母が若干混じる
図�―４６―１６ Ｐ―１０ １ �a ×１ 後北Ｃ１式 ２mm以下の石英、白色岩片が多く混じる
図�―４６―１７ Ｐ―１０ １ �a ×１ 後北Ｃ１式 ２mm以下の石英、白色岩片が多く混じる
図�―４６―１８ Ｇ―１２ １ � ×１ 後北Ｃ１式 ２mm以下の石英、白色岩片が多く混じる
図�―４６―１９ Ｋ―１３ ５ � ×１ 後北Ｃ１式 石英の細粒をごく少量混じる
図�―４６―２０ Ｋ―１３ ３ � ×１ 後北Ｃ１式 石英の細粒をごく少量混じる
図�―４６―２１ Ｐ―１０ ３ �a ×１ 後北Ｃ１式 ２mm以下の石英が若干混じる
図�―４６―２２ Ｋ―１３ １ � ×１ 後北Ｃ１式 石英の細粒をごく少量混じる

Ｋ―１３ ２ � ×１
図�―４６―２３ Ｕ―１１ ４ � ×１ 擦文 石英、角閃石の細粒が少量混じる
図�―４６―２４ Ｔ―１１ ５ � ×１ 擦文 石英、角閃石の細粒が少量混じる
図�―４６―２５ Ｔ―１２ １ � ×１ 擦文 石英、角閃石の細粒が少量混じる

５ 表土出土の石器と分布

表�－２ 旧白滝８遺跡 掲載土器一覧
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％）、黒曜石３（４．９％）、黒曜石５（１．７％）、黒曜石４（１．０％）の順である。黒曜石２の比率が高い。

石鏃（図�－４７－１～４３、図版４４）

４５点（４３個体）を図示している。１～３８は三角形のもので、特に１～１６は長さが幅の倍以上の二等

辺三角形を呈している。基部の形態は１～３１・３５～３８が平基、３２～３４が凹基である。この内３２・３３は

基部の抉りが斜めであり、左右非対称の形態となっている。ほとんどが薄手の剥片を素材とし、表裏

どちらかに素材面を残しているものが多い。特に４は、両面に大きく素材面が残り、縁辺に僅かな加

工が施されるのみである。１～３４は素材の縁辺と細かく連続した加工によって全体の形状が整ってい

るが、３５～３８は加工がやや粗く、形状が整っておらず未成品の可能性がある。

３９・４０は有茎のものである。いずれも凸基で、茎部の幅が広い。４０の身部の縁辺は、基部側が内湾

し、先端側が外湾する形態である。

４１・４２は柳葉形のものである。２点とも厚みがある。４２は縁辺周辺の僅かな加工のみが施され、裏

面右側縁の基部側は、素材を断ち切るような急角度の加工である。

４３は形態の分類が不明のものである。ウートラパッセを起こした剥片の末端部を素材とし、縁辺

部のみの加工が施されている。未成品の可能性が高い。

石槍（図�－４７－４４～４８、図版４４）

６点（５個体）を図示している。４４～４６は有茎で、凸基のものである。基部は４４・４５が不明瞭、４６

が明瞭で内湾する。加工は４４・４５が縁辺部周辺、４６が全面に施される。素材は４４・４５が縦長剥片で、

４６は不明である。

４７・４８は末端がＵ字状の柳葉形である。４７は末端が欠損しているが、上半の形態から４８と同様の形

態と判断した。先端が鋭く尖り、両側縁はやや外湾している。

ナイフ（図�－４７－４９～図�－５０－７０、図版４４～４６、図版５１－１１４～１２１）

３１点（２２個体）を図示（４９～７０）、８点（８個体）を写真のみ掲載（図版５１－１１４～１２１）している。

４９～６０・１１７～１２０は、末端側がすぼまる形態のものである。下端部の形態によって長軸上に突出し左

右がほぼ対称（４９～５５・１１９）、丸みを持つ（５６～６０）、斜刃（１１８・１２０）に分けられる。

剥片素材と分かるものは４９・５１・１１８のみで、他は全面が加工に覆われている。同様に原石面が残

存するものも少なく、５６の末端部に僅かにみられる。４９・５０・５６～５８は完形もしくはほぼ完形、５１～

５５・５９・６０・１１８～１２０は先端部欠損品である。４９は縁辺部周辺のみに加工が施されている。５０は全面

を覆う平坦剥離の後、縁辺に急角度の細かい加工が施されている。５２は再加工品で、裏面に折れ面か

らの剥離がみられる。５３はヒンジにより器体中央部が厚手である。５４の尖端部の作りは錯向状の平坦

剥離によって形成されている。側面観が僅かに湾曲している。５６の上端側の両側縁には、左右非対称

で急角度なノッチ状の加工が裏面から施されている。５７は裏面側末端部の加工はヒンジを起こし、大

きな段が残る。また、上端からの剥離がウートラパッセを起こしたため器体が破損している。５８は整っ

た形態であるが全体的に厚みがある。裏面右からの剥離がウートラパッセを起こしたため、器体が破

損している。５９は折損後、下半部の折れ面と右側縁が再加工され、角部分が突出するような形態とな

る。６０は正面の左側縁、裏面の末端部に細かな加工が施されている。１１９の先端左側縁には急角度な

素材面が残る。１２０は全体的に粗い加工で、厚みがある。下端は正面側のみに急角度の剥離が施され

る。

６１～６９・１１４・１１５は両側縁が平行、もしくは撥形に広がる形態のものである。下端部の形態によっ

て直線状（６１・６３・６７～６９・１１４・１１５）、丸みを持つ（６２・６４・６５）、斜刃（６６）に分けられる。剥片

素材と分かるものは６１・６２・６５・６８・６９である。６１～６９は完形もしくはほぼ完形品、１１４・１１５が先端

� 旧白滝８遺跡の調査
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５ 表土出土の石器と分布

図�－４７ 表土の石器（１） 石鏃・石槍・ナイフ
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図�－４８ 表土の石器（２） ナイフ

� 旧白滝８遺跡の調査
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５ 表土出土の石器と分布

図�－４９ 表土の石器（３） ナイフ
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図�－５０ 表土の石器（４） ナイフ・両面調整石器
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５ 表土出土の石器と分布

図�－５１ 表土の石器（５） 両面調整石器・つまみ付きナイフ・スクレイパー
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部欠損品である。６１の裏面は周辺のみの加工である。６２の加工は全体的に粗いが、末端部のみ両面に

細かな加工が施されている。６３は両側縁の広がりが大きく、右側縁全体が急角度である。６４の末端部

は折れ面からの再加工で、折れ面が完全に除去しきれずに残存している。６５はヒンジによって正面中

央に大きく厚みが残り、左側面からの剥離が原因で折損している。下端部は細かい剥離もみられるが、

下端の稜がジグザグ状で不安定である。６７の下端の加工は粗く、急角度である。６８は下端部が段にな

る横からの剥離の後、裏面左側縁と下端部に細かな加工が施されている。６９は急角度の加工が右側縁

から下端部にかけてみられる。掻器の刃部加工と類似する。１１４・１１５は下端からの加工が顕著に施さ

れている。

７０・１１６・１２１は末端部が欠損し、全体的な形状が不明なものである。７０は平坦剥離が全面に施され、

断面は薄い凸レンズ状となっている。両側縁には細かい加工がみられる。

両面調整石器（図�－５０－７１～図�－５１－７７、図版４６・４７）

８点（７個体）を図示している。ほぼ全面に加工が及んでいるが、粗い剥離が多く、両端部の形成

も雑である。裏面が平坦で、断面がカマボコ形のものが比較的多い（７１～７４・７６）。素材は不明のも

のが多いが、７７は扁平な角礫である。７１・７２は両側縁がほぼ平行する細長い形態のものである。７３・

７４は左右がほぼ対称で、両側縁が大きく外湾するものである。７３の先端部両側には急角度の面が残っ

ている。７５・７６は先端部の角度が広いものである。７５は中央から末端部が厚く、先端部に向かって薄

くなる。７６は裏面の先端左側縁の加工が潰れている。７７は再加工品である。加工の初期段階で折損し、

上半部のみ両側縁を中心に再加工している。その結果、幅が折損前の半分近くまで減じている。折れ

面からの加工はほとんど施されず、末端部は急角度で平坦なままである。

つまみ付きナイフ（図�－５１－７８～８３、図版４７）

６点（６個体）を図示している。いずれも縦長の剥片を素材とし、縁辺周辺の加工が主体である。

両側縁が鋭いもの（７８・８０・８３）と、片側縁が急角度のもの（７９・８１・８２）がみられる。つまみ部の

作出部位は素材の打面側が７８・８１・８２で、末端側が７９・８０・８３である。また、つまみ部の加工は腹面

側が７８・８０・８２で、背面側が７９・８１・８３に施されている。７８はつまみ部のみに加工がみられる。７９の

右側縁は折れ面への加工であり、急角度な縁辺が残る。８０・８１は先端部に折れ面が充てられている。

８２はめのう製である。８３の右側縁は両面に８mm前後の平坦剥離が施されている。つまみ部には角礫

の原石面が残っている。

スクレイパー（図�－５１－８４～図�－５３－１０３、図版４７・４８）

２０点（２０個体）を図示している。主な二次加工の位置が側縁（８４～９６）と末端（９７～１０３）に分け

られる。前者の加工は、平坦剥離（８４～８９・９２）と、急角度の剥離（９０・９１・９３・９５）、及び上記２

種（９４・９６）があり、素材は縦長剥片（８４～９０・９２～９５）が多い。加工位置が後者のものは、平坦剥

離が９７のみで急角度の剥離が多く（９８～１０３）、素材は三角形の末端幅広剥片（９７～９９）と末端が厚手

ですぼまるもの（１０１～１０３）がみられる。特徴的な加工として８４・８５・８７・８８は上部両側縁に僅かな

くびれがある。また、８５・８９・９２・１００・１０１は素材のバルブ部を除去する平坦剥離がみられる。８４は

被熱しており、表面がくもりザラついている。８７は末端が尖るよう両面に加工が施されている。８９は

両側縁が撥形に広がる形態で、末端辺は斜めに作り出されている。形態的にはナイフと類似する。９５・

９７は背面全体が転礫の原石面に覆われている。１０１の素材面は水和の発達が激しく、加工部とパティ

ナが異なる。１０３の上端は折れ面からの再加工で、両面が潰れている。

石核（図�－５３－１０４～図�－５５－１１３、図版４９・５０）

１０点（１０個体）を図示している。全てに原石面が残り、転礫面を持つものが９点（１０４～１１０・１１２・

� 旧白滝８遺跡の調査
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５ 表土出土の石器と分布

図�－５２ 表土の石器（６） スクレイパー
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図�－５３ 表土の石器（７） スクレイパー・石核

� 旧白滝８遺跡の調査
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５ 表土出土の石器と分布

図�－５４ 表土の石器（８） 石核
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図�－５５ 表土の石器（９） 石核

� 旧白滝８遺跡の調査
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１１３）、角礫面を持つものが１点（１１１）である。原石面は石核の裏面に残ることが多い。打面調整や

頭部調整などの石核調整はほとんどなく、頭部調整が１０８・１０９に施されるのみである。素材は１０４～

１０６・１０８が剥片、それ以外は分割礫、もしくは礫とみられる。平坦な面を作業面とするものが多く、

ヒンジを起こす割合も高い。打面は自然面及び平坦打面（１０４～１１０・１１３）、切子打面（１１１・１１２）が

みられる。

１０４～１０８は広い平坦面で剥離作業を行っているものである。１０４は著しいウートラパッセにより作

業面の大半を損なっている。１０５の正面の剥離は、平坦で湾曲度の高いリングがみられ、石核を分割

したような剥片が取られている。１０６の末端からの剥離はヒンジを起こし、裏面では横からの剥離が

行われている。１０７は上面・左側面・下面から求心状の剥離がみられる。１０８は石核を横長に設定して

上からの連続的な剥離が行われている。１０９は石核を縦長に設定するものである。横方向の剥離の後

に、上から縦長の剥片が連続的に剥離されている。１１０～１１２は７０°前後の剥離角で交互剥離を行うも

のである。１１０は左側面と裏面との交互剥離の後、正面に作業面を転移している。１１１・１１２は石核を

横長に設定し、正面と裏面との交互剥離が行われている。いずれも幅広の平坦な剥片が多く取られて

いる。１１３は１０cm以上の大型の石核で、上面が大きく下部がすぼまる形態である。初期段階では下端

からの剥離もみられ、その後正面・左側面・裏面で大型の幅広剥片が剥離されている。

（直江康雄）

（２） 分布
図�－５６・５７に表土出土の土器片・石鏃・石槍・ナイフ・石槍またはナイフ・両面調整石器・つま

み付きナイフ・スクレイパー・錐形石器・二次加工ある剥片・剥片・石核について分布状況を示した。

耕作による撹乱を受けているため、個々の詳細な出土位置については言及は行わない。しかし、表土

出土の遺物は、木根、撹乱を含めて全体の６２％を占める状態であり、遺跡全体の大きな分布傾向につ

いてはある程度のまとまりを保っていると思われるため、各包含層の分布を踏まえて大まかに概観す

る。

石器類は全体で大きく六つのまとまり（Ｇ１０区付近、Ｊ・Ｋ１３区付近、Ｋ１８区付近、Ｍ～Ｑ１０区付

近、Ｐ１３区付近、Ｔ１９区付近）がみられる。Ｇ１０区付近では両面調整石器や二次加工ある剥片が多く

みられる。Ｊ・Ｋ１３区付近では石鏃や剥片が多い。Ｋ１８区付近では、剥片の割に石器類が多い分布状

況である。石槍・ナイフ・スクレイパー・二次加工ある剥片・石核が目立つ。Ｍ～Ｑ１０区付近は広い

範囲で、ナイフ・両面調整石器・スクレイパー・二次加工ある剥片・剥片など多くの石器が分布して

いる。Ｐ１３区付近は、ナイフ・剥片が多く出土している。Ｔ１９区付近ではスクレイパーと剥片が多く

出土している。その他に器種ごとの目立った分布として、石鏃がＭ１１区付近、石槍がＭ１６区付近に比

較的多く分布している。

この内Ｇ１０区付近とＪ・Ｋ１３区付近のまとまりは、それぞれＦc－２３～２５、２６・２７と平面分布が重

なる。しかし、各Ｆcは�層下部のから検出であるため、関連性は薄いとみられる。また、Ｍ～Ｑ１０

区付近とＰ１３区付近のまとまりは、下層に�層が良好に堆積している。これらのことから以上の表

土の石器は�a・�b層中のＦcが撹乱された可能性がある。Ｋ１８区付近のまとまりは、付近に包含層

が分布していないため、�層若しくは�a・�b層中のＦcであったとみられる。Ｔ１９区付近のまとま

りは、�層が表土の直下にあり、薄い堆積状態であったことから、�層のＦcであった可能性が高い。

（直江康雄）

５ 表土出土の石器と分布
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土器 石鏃

ナイフ石槍

石槍またはナイフ 両面調整石器

図�－５６ 表土一括遺物の器種別分布状況（１）

� 旧白滝８遺跡の調査
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５ 表土出土の石器と分布

つまみ付きナイフ スクレイパー

二次加工ある剥片錐形石器

剥片 石核

図�－５７ 表土一括遺物の器種別分布状況（２）

１２２



層名 遺構名 石質
土器 石鏃 石槍 ナイフ 石槍またはナイフ 両面調整石器 つまみ付きナイフ スクレイパー 錐形石器 二次加工ある剥片 縦長剥片 剥片 石核 原石 礫

全体の点数 全体の重量（g）
点数 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g）

黒曜石１ １ ８．５ １ ７．７ ３０３ ５５８．５ ３０５ ５７４．７
黒曜石２ １４ ５６．７ １４ ５６．７

撹乱 黒曜石３ １ ２７．５ ４０ １３４．５ ４１ １６２．０
黒曜石５ ７ ３５．４ ７ ３５．４
小計 １ １ ８．５ ２ ３５．２ ３６４ ７８５．１ ３６８ ８２８．８

黒曜石１ ９ １．９ ６ ７０．４ ４ １２０．３ ４４ ４３３５．９ １ ３．６ ８ ９５３．１ ７４１８４ ２９３６５．２ ４ ８４１．９ ７４２６０ ３５６９２．３
黒曜石２ １ ２５．４ １ ４１３．１ ９２２３ ４５４０．９ ２ ８４４．６ ９２２７ ５８２４．０

木根
黒曜石３ ３ ３４１．２ １ ５０．０ １３４１ １７４６．３ １３４５ ２１３７．５
黒曜石４ １４ ２０．６ １４ ２０．６

表土
黒曜石５ １ １１１．５ １ １６６．８ ４１ ７０．３ ４３ ３４８．６
小計 ９ １．９ ７ ９５．８ ４ １２０．３ ４９ ５２０１．７ １ ３．６ １０ １１６９．９ ８４８０３ ３５７４３．３ ６ １６８６．５ ８４８８９ ４４０２３．０

黒曜石１ １４６ １３１．０ ７０ ８０３．６ ９０ ２５３８．４ ３０ ３０３．１ ２６５ １５４９７．０ ９ ７８．０ ９３ １９８６．７ ２ ３．２ ４８２ ２２２４３．７ ２０１１４４ ３４２１３６．７ ９７ １６２９５．６ ２ ８２８．１ ２０２４３０ ４０２８４５．１
黒曜石２ ４ ７１．１ １１ ３８３．１ ３ ４０．３ ２２ ２４２１．７ １１ １０１２．０ ２３ １７８８．５ １８３２４ ７００１７．７ １６ １７９０５．１ ４ １１７０．０ １８４１８ ９４８０９．５
黒曜石３ ２ ８．６ １３ ２５０．３ １６ ３３７．０ ４ ２４．７ ４４ ３３８８．６ １ １．８ １１ ４９３．６ ６６ ３４５３．４ １４６４１ ４３３７７．６ ８ １８８４．８ ２ ６９３．０ １４８０８ ５３９１３．４

表土一括
黒曜石４ ２ １０．６ １ １６．６ ２ １５．２ ６ ６０４．１ ２ ３１．５ ９ ３４４．７ ３４０１ ８６５８．９ １ ２１９．４ ３４２４ ９９０１．０
黒曜石５ ２ ３．７ ３ ３３．９ ２ １８．７ １ ３０．２ １１ ６２１．３ １ ５６．７ １４ ５１０．２ ５５９５ ２５３６１．７ ５６２９ ２６６３６．４
頁岩 １ ８．３ ２ ８．７ ３ １７．０

めのう １ ４．２ １ ４．２
小計 １８ １５０ １４３．３ ９２ １１６９．５ １２０ ３２９３．８ ４０ ４１３．５ ３４８ ２２５３２．７ １１ ８８．１ １１８ ３５８０．５ ２ ３．２ ５９４ ２８３４０．５ ２４３１０８ ４８９５６５．５ １２２ ３６３０４．９ ８ ２６９１．１ ２４４７３１ ５８８１２６．６

表土 計 １９ １５９ １４５．２ ９９ １２６５．３ １２４ ３４１４．１ ４０ ４１３．５ ３９８ ２７７４２．９ １１ ８８．１ １１９ ３５８４．１ ２ ３．２ ６０６ ２９５４５．６ ３２８２７５ ５２６０９３．９ １２８ ３７９９１．４ ８ ２６９１．１ ３２９９８８ ６３２９７８．４
黒曜石１ １ ３．６ ２ １２９．１ ９ ５８２．９ １ ３５．９ ４ ３２６．０ ３８４６ １１２４４．０ ３ ６７９．７ ３８６６ １３００１．２
黒曜石２ ２５３ １９５６．５ ２５３ １９５６．５

�a層一括
黒曜石３ １ ２．９ ３４１ １５９１．１ ２ ４６２．６ ３４４ ２０５６．６

�a 黒曜石４ ２ ５４．５ ３０ ６７．２ ３２ １２１．７
黒曜石５ １ １００．７ １６５ １１２１．９ １６６ １２２２．６
小計 １７ １ ３．６ ２ １２９．１ ９ ５８２．９ １ ３５．９ ８ ４８４．１ ４６３５ １５９８０．７ ５ １１４２．３ ４６７８ １８３５８．６

�a 計 １７ １ ３．６ ２ １２９．１ ９ ５８２．９ １ ３５．９ ８ ４８４．１ ４６３５ １５９８０．７ ５ １１４２．３ ４６７８ １８３５８．６
黒曜石１ １２ ２４．６ １２ ２４．６

Ｆ―２ 黒曜石３ １ ３８．４ １ ０．１ ２ ３８．５
小計 １ ３８．４ １３ ２４．７ １４ ６３．１

黒曜石１ １ ４．２ ３ １６６．０ １ ７８．０ １６５２ ５５１．５ １６５７ ７９９．７
黒曜石２ ４ ５４３．７ １ ８７．２ ２６０２ ５４５８．７ １ ２１２．９ ２６０８ ６３０２．５

Ｆc―１ 黒曜石３ ５ ０．９ ５ ０．９
黒曜石４ ２ ０．１ ２ ０．１
小計 １ ４．２ ７ ７０９．７ ２ １６５．２ ４２６１ ６０１１．２ １ ２１２．９ ４２７２ ７１０３．２

黒曜石１ １ ７．８ ６ ６６２．９ １ ４５．５ １２０２ ３３７８．８ １２１０ ４０９５．０
黒曜石２ １ ６１８．５ ５８ ５３１．６ ５９ １１５０．１

Ｆc―２ 黒曜石３ １５７ ５０．８ １ ６７．０ １５８ １１７．８
黒曜石５ １ ８９．４ １３２ １４１７．３ １３３ １５０６．７
小計 １ ７．８ ８ １３７０．８ １ ４５．５ １５４９ ５３７８．５ １ ６７．０ １５６０ ６８６９．６

黒曜石１ １８ １５２．６ １８ １５２．６

Ｆc―３
黒曜石３ １０ １５６．３ １０ １５６．３
黒曜石４ １３ １０３．４ １３ １０３．４
小計 ４１ ４１２．３ ４１ ４１２．３

黒曜石１ １ ８０．８ ２ １０２．９ １０７９ ９９９．６ ２ ７８６．１ ２ １４４３．５ １０８６ ３４１２．９
� �b

Ｆc―４
黒曜石２ ２７５ １０１１．１ ３ １３４６４．７ １ １４９６．２ ２７９ １５９７２．０
黒曜石３ ４４ ７２．３ １ ５３．５ ４５ １２５．８
小計 １ ８０．８ ２ １０２．９ １３９８ ２０８３．０ ６ １４３０４．３ ３ ２９３９．７ １４１０ １９５１０．７

黒曜石１ ９ ４３７．９ １ ５７．２ ４４５６ ２４６９．０ ５ ４４９．９ ４４７１ ３４１４．０

Ｆc―６
黒曜石２ １３ １４３．８ １３ １４３．８
黒曜石５ １ ０．５ １ ０．５
小計 １ ９ ４３７．９ １ ５７．２ ４４７０ ２６１３．３ ５ ４４９．９ ４４８６ ３５５８．３

黒曜石１ ２ １．５ １ ４．８ １ ２９．２ ４ １６２．０ ２ ９４．３ ３２５９ １３６８．１ ３２６９ １６５９．９

Ｆc―９
黒曜石２ １ ０．５ ２ ３８２．２ ４ ３５８．２ ４５６８ ６５００．３ ４５７５ ７２４１．２
黒曜石３ １ ４６．２ １ ４６．２
小計 ３ ２．０ １ ４．８ １ ２９．２ ７ ５９０．４ ６ ４５２．５ ７８２７ ７８６８．４ ７８４５ ８９４７．３

黒曜石１ １ １．２ １ ３６．２ １３ ２０．１ ２ ２９６．７ １７ ３５４．２
黒曜石２ ５４ １７９．６ ５４ １７９．６

Ｆc―１０ 黒曜石３ ２ ８．７ ２ ８．７
黒曜石４ １ １．１ １ １．１
小計 １ １．２ １ ３６．２ ７０ ２０９．５ ２ ２９６．７ ７４ ５４３．６

黒曜石１ １５９８ １７１８．１ １５９８ １７１８．１
Ｆc―１１ 黒曜石２ １７３ ５６３．６ １ １１４７．０ １７４ １７１０．６

小計 １７７１ ２２８１．７ １ １１４７．０ １７７２ ３４２８．７

表�－３ 出土遺物層位・遺構・石質別一覧（１）
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層名 遺構名 石質
土器 石鏃 石槍 ナイフ 石槍またはナイフ 両面調整石器 つまみ付きナイフ スクレイパー 錐形石器 二次加工ある剥片 縦長剥片 剥片 石核 原石 礫

全体の点数 全体の重量（g）
点数 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g）

．０

点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g）
黒曜石１ １ １．０ ９７９ ３４１７．４ １ １０７．０ ９８１ ３５２５．４
黒曜石２ ２５ １７４．３ ２５ １７４．３

Ｆc―１２ 黒曜石３ ２３２ １５４１．４ １ １０６．１ ２３３ １６４７．５
黒曜石５ ５３ ３２７．４ ５３ ３２７．４
小計 １ １．０ １２８９ ５４６０．５ ２ ２１３．１ １２９２ ５６７４．６

Ｆc―１３
黒曜石１ ７２ ６４９．１ ７２ ６４９．１
小計 ７２ ６４９．１ ７２ ６４９．１

黒曜石１ ２ １８５．８ ６２２５ １９０６．３ ４ １０６７．４ ６２３１ ３１５９．５

Ｆc―１４
黒曜石３ ２１５ ４９９．６ ３ ２８６．１ ２１８ ７８５．７
黒曜石４ １８ ０．４ １８ ０．４
小計 ２ １８５．８ ６４５８ ２４０６．３ ７ １３５３．５ ６４６７ ３９４５．６

黒曜石１ ７２１ ３２２．５ ７２１ ３２２．５
Ｆc―１５ 黒曜石３ ３７ ３４６．２ ３７ ３４６．２

小計 ７５８ ６６８．７ ７５８ ６６８．７
黒曜石１ １ ９５．０ ４６７ １２３８．０ ７ ６３１．１ ４７５ １９６４．１
黒曜石２ １４０ １２１１．４ １４０ １２１１．４

Ｆc―１６ 黒曜石３ ２ １２７．４ ２ １２７．４
黒曜石５ １０ ２４０．１ １０ ２４０．１
小計 １ ９５．０ ６１９ ２８１６．９ ７ ６３１．１ ６２７ ３５４３．０

黒曜石１ ７９ ３８４．９ ７９ ３８４．９
Ｆc―１７ 黒曜石２ １ ４．１ １ ４．１

小計 ８０ ３８９．０ ８０ ３８９．０
黒曜石１ １ ０．２ １ ５．８ １２ １０９７．２ ４ １２９．９ １２ ５６６．２ ７５３０ １５２９７．３ １３ ３９２８．１ ３ ６８４．０ ７５７６ ２１７０８．７
黒曜石２ １ ３．４ １ １５７．８ １０ ９２６．２ １２６８ ９１４４．２ １２ １２７５９．０ ７ ５４９８．８ １２９９ ２８４８９．４
黒曜石３ ６ １１５５．８ １ １１３．３ １ ３７．６ ５９７ ３０６４．３ ２ １７６．１ ６０７ ４５４７．１

�b層一括 黒曜石４ １ ３６．５ ４７ ３９５．４ ２ ６９８．４ ５０ １１３０．３
黒曜石５ １４０ ９８４．９ ３ ４９０．９ １４３ １４７５．８
めのう １ １．９ １ １．９
小計 ５ １ ０．２ ３ １１．１ １９ ２４１０．８ ５ ２４３．２ ２４ １５６６．５ ９５８２ ２８８８６．１ ３２ １８０５２．５ １０ ６１８２．８ ９６８１ ５７３５３．２

�b 計 ６ ６ ４．４ ３ １６．８ ４ ４０．３ ５５ ５８６０．８ ６ ３３８．２ ３６ ２３８９．８ ４０２５８ ６８１５９．２ ６３ ３５５８１．０ １４ １０２６９．５ ４０４５１ １２２６６０．０
黒曜石１ ２ ３１６．４ １ １１．２ ４８８ １０２２．３ ４９１ １３４９．９

� Ｆc―７
黒曜石３ ２ １９８．１ １２ ７５．５ １４ ２７３．６
黒曜石５ ２５２ ７２０．１ ２５２ ７２０．１
小計 ４ ５１４．５ １ １１．２ ７５２ １８１７．９ ７５７ ２３４３．６

黒曜石１ １ ０．２ ４ １６４．４ ２ １０．８ ３０２０ ２８８７．２ ３０２７ ３０６２．６
黒曜石２ ６ ８．０ ６ ８．０

Ｆc―８
黒曜石３ ９ ３．０ ９ ３．０
黒曜石４ ２ １５．４ ２ １５．４
黒曜石５ ３１ ２０２．９ ３１ ２０２．９
小計 １ ０．２ ４ １６４．４ ２ １０．８ ３０６８ ３１１６．５ ３０７５ ３２９１．９

黒曜石１ １ １．１ ２５ １１１７．０ １ １０．１ ３２ ３２０３．８ ２ ２３．８ ２ ２６４．０ １ ５８．０ ５４２０ ４５４３５．３ ２５ ５７４８．８ １ ２８０．７ ５５１０ ５６１４２．６
黒曜石２ １６ １５８．０ １６ １５８．０

Ｆc―１９
黒曜石３ ９ ９４．４ ９ ９４．４
黒曜石４ １ １．３ １ １．３
黒曜石５ １ ２３５．７ ５１ ２２２．１ ５２ ４５７．８
小計 １ １．１ ２５ １１１７．０ １ １０．１ ３３ ３４３９．５ ２ ２３．８ ２ ２６４．０ １ ５８．０ ５４９７ ４５９１１．１ ２５ ５７４８．８ １ ２８０．７ ５５８８ ５６８５４．１

�a・�b
黒曜石１ １ ０．６ １０４ ３３９．０ １０５ ３３９．６
黒曜石２ ２５ ７４．８ ２５ ７４．８

Ｆc―２０ 黒曜石３ ２ １２．８ ２ １２．８
黒曜石４ １１ ２８．５ １１ ２８．５
小計 １ ０．６ １４２ ４５５．１ １４３ ４５５．７

黒曜石１ １ １６．２ １４８ ４９０．２ １４９ ５０６．４
黒曜石２ ２ ４２７．８ ２ １９９．６ ７０３ ４８９３．６ ７０７ ５５２１．０

Ｆc―２１
黒曜石３ １ １５２．３ ４ ４．６ ５ １５６．９
黒曜石４ １ ０．６ １ ０．６
黒曜石５ ３ ２．７ ３ ２．７
小計 ４ ５９６．３ ２ １９９．６ ８５９ ５３９１．７ ８６５ ６１８７．６

黒曜石１ １ ０．５ ２ １２２．７ １ ７．０ １２３５７９ １５９１６．２ １２３５８３ １６０４６．４
黒曜石２ １８２０ ７０９．９ １８２０ ７０９．９

�a・�b層一括
黒曜石３ ３８７ ２７１．６ ３８７ ２７１．６
黒曜石４ １６ １９．５ １６ １９．５
黒曜石５ ７０ １７９．７ ７０ １７９．７
小計 １ ０．５ ２ １２２．７ １ ７．０ １２５８７２ １７０９６．９ １２５８７６ １７２２７．１

�a・�b 計 ４ ２．４ ２５ １１１７．０ １ １０．１ ４７ ４８３７．４ ３ ３５．０ ５ ２８１．８ ３ ２５７．６ １３６１９０ ７３７８９．２ ２５ ５７４８．８ １ ２８０．７ １３６３０４ ８６３６０．０
�計 ２３ １０ ６．８ ４ ２０．４ ３１ １２８６．４ １ １０．１ １１１ １１２８１ １０ ４０９．１ ４９ ３１５５．７ ３ ２５７．６ １８１０８３ １５７９２９ ９３ ４２４７２ １４ １０２７０ １ ２８０．７ １８１４３３ ２２７３７８．６
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表�－４ 出土遺物層位・遺構・石質別一覧（２）
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層名 遺構名 石質
土器 石鏃 石槍 ナイフ 石槍またはナイフ 両面調整石器 つまみ付きナイフ スクレイパー 錐形石器 二次加工ある剥片 縦長剥片 剥片 石核 原石 礫

全体の点数 全体の重量（g）
点数 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g）

黒曜石１ １４２１ ８３９．０ １４２１ ８３９．０
黒曜石２ １ ４１．８ １１６ ７２４．４ １ ４３．１ １１８ ８０９．３

�
�層一括 黒曜石３ ２６ ３６．３ ２６ ３６．３

黒曜石４ ８ ９．２ ８ ９．２
黒曜石５ １１ ５３．０ １１ ５３．０

�計 １ ４１．８ １５８２ １６６１．９ １ ４３．１ １５８４ １７４６．８
黒曜石１ ３５８２ ３９６．３ ３５８２ ３９６．３
黒曜石２ ３５ １２．７ ３５ １２．７

Ｆc―５ 黒曜石３ ２ ０．３ ２ ０．３
黒曜石５ ３ １．７ ３ １．７
小計 ３６２２ ４１１．０ ３６２２ ４１１．０

黒曜石１ １ １０．６ １５４ １５１．５ １５５ １６２．１
Ｆc―１８ 黒曜石３ １ ９５．０ ４ ２８．９ ５ １２３．９

黒曜石５ １３２８ １１６０．６ １３２８ １１６０．６
小計 １ １０．６ １ ９５．０ １４８６ １３４１．０ １４８８ １４４６．６

黒曜石１ ２ ２４７．８ ７１０ ４３４６．８ ３ １０７０．７ １ ６．１ ７１６ ５６７１．４
黒曜石２ ４８ １２６１．８ １ １８．２ ４９ １２８０．０

Ｆc―２２ 黒曜石３ ９ ２４６．２ ９ ２４６．２
黒曜石５ ９２ １０８２．４ ９２ １０８２．４
小計 ２ ２４７．８ ８５９ ６９３７．２ ３ １０７０．７ ２ ２４．３ ８６６ ８２８０．０

黒曜石１ ３６ ２１０．５ ３６ ２１０．５
Ｆc―２３ 黒曜石３ １ ２．１ １ ２．１

小計 ３７ ２１２．６ ３７ ２１２．６
黒曜石１ ９ ５５．９ ９ ５５．９

Ｆc―２４ 黒曜石２ ３ ２９１．７ ２５３ ４２９７．７ ２５６ ４５８９．４
小計 ３ ２９１．７ ２６２ ４３５３．６ ２６５ ４６４５．３

黒曜石１ ３４ ３４２．５ ３４ ３４２．５
Ｆc―２５ 黒曜石３ ２ ７．１ ２ ７．１

小計 ３６ ３４９．６ ３６ ３４９．６
� 黒曜石１ １６５ １３０３．１ １６５ １３０３．１

Ｆc―２６
黒曜石３ ４ １４．４ ４ １４．４
黒曜石５ １ ０．８ １ ０．８
小計 １７０ １３１８．３ １７０ １３１８．３

黒曜石１ ４ ２５５．９ ４ ２５５．９

Ｆc―２７
黒曜石３ １０６ １１７２．６ １０６ １１７２．６
黒曜石５ １４ １３５．２ １４ １３５．２
小計 １２４ １５６３．７ １２４ １５６３．７

黒曜石１ １ ０．６ １ ０．６
Ｆc―２８ 黒曜石２ ３７ ２５１．７ ３７ ２５１．７

小計 ３８ ２５２．３ ３８ ２５２．３

Ｆc―２９
黒曜石２ １１０ １１８６．７ １１０ １１８６．７
小計 １１０ １１８６．７ １１０ １１８６．７

黒曜石１ １ ２５．５ ６０ １６５．３ ６１ １９０．８

Ｆc―３０
黒曜石３ １ ８．５ １ ８．５
黒曜石４ １ １４．１ １ １４．１
小計 １ ２５．５ ６２ １８７．９ ６３ ２１３．４

黒曜石１ １ ３．２ １ １３．２ ２ １２．７ ４ １８６．９ ５９０９ ７６６５．３ ４ １３３４．６ １ ３３．６ ５９２２ ９２４９．５
黒曜石２ １ １８９５．０ １ ２３２．２ １７７３ ４０５１．３ １ ２０９０．０ ３ ２４０１．１ １７７９ １０６６９．６

�層一括
黒曜石３ ２ ４４．１ ６３２ １２３９．１ １ １５０．０ ６３５ １４３３．２
黒曜石４ ９２ ２７３．５ ９２ ２７３．５
黒曜石５ １５１ ６７３．８ １５１ ６７３．８
小計 １ ３．２ １ １３．２ １ １８９５．０ ３ ２４４．９ ６ ２３１．０ ８５５７ １３９０３．０ ６ ３５７４．６ ４ ２４３４．７ ８５７９ ２２２９９．６

� 計 ４ ２９４．９ １ １３．２ １ １８９５．０ ５ ２８１．０ ９ ５７３．８ １５３６３ ３２０１６．９ ９ ４６４５．３ ６ ２４５９．０ １５３９８ ４２１７９．１
黒曜石１ ３９６ １５３０．３ ３９６ １５３０．３
黒曜石２ ３１９ ２９３３．７ ３１９ ２９３３．７

砂礫
砂礫層一括 黒曜石３ ３６ ２８４．３ ３６ ２８４．３

黒曜石４ １ ０．８ １ ０．８
黒曜石５ ２ ４．５ ２ ４．５

砂礫 計 ７５４ ４７５３．６ ７５４ ４７５３．６
合計 ４２ １６９ １５２．０ １０７ １５８０．６ １５６ ４７１３．７ ４１ ４２３．６ ５１０ ４０９１９．０ １１ ８８．１ １３４ ４２７４．２ ２ ３．２ ６６５ ３３３１６．９ ３ ２５７．６ ５２７０５７ ７２２４５５．４ ２３０ ８５１０８．８ ２９ １５４６２．７ １ ２８０．７ ５２９１５７ ９０９０３６．５

表�－５ 出土遺物層位・遺構・石質別一覧（３）
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挿図 図版 番号 器種名 遺構名 発掘区 一括層位 遺物番号 長さ（mm） 幅（mm） 厚さ（mm） 重量（g） 石質 接合番号 折れ接番合 備考
�―１４ ２２ １ 石槍 Ｆc―２４ Ｇ１０ １ （２６） ６ ２１ （２９１．７） 黒曜石２ １６１ ５０３５１

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２
Ｆc―２４ Ｇ１０ ３

�―１４ ２２ ２ スクレイパー Ｆc―３０ Ｍ１３ ２ ７８ ３８ １１ ２５．５ 黒曜石１
�―１４ ２２ ３ 石核 Ｆc―２２ Ｇ５ ８２５ ７０ ６３ ４９ ２３８．０ 黒曜石１ 水和層Ｈ１６３
�―１４ ２２ ４ 石核 Ｆc―２２ Ｇ５ ２７８ ９３ ７３ ６１ ３８０．２ 黒曜石１ １８３

― ２２ ６ 石核 Ｇ５ � ６ ９２ ８８ ５９ ４６８．１ 黒曜石１
― ２３ ７ 石核 Ｆc―２２ Ｇ５ ２８０ １０１ ９８ ６１ ４５２．５ 黒曜石１ １７１
― ２３ ８ 石核 Ｌ１８ � ４ １８２ １９６ ８１ ２０９０．０ 黒曜石２
�―２７ ２６ １ 石鏃 Ｆc―１９ Ｍ１６ ５４１ （２６） １７ ３ （１．１） 黒曜石１ 水和層Ｈ１５９
�―２７ ２６ ２ 石鏃 Ｆc―１０ �b ３ （２８） ２０ ３ （１．２） 黒曜石１ 水和層Ｈ１６０
�―２７ ２６ ３ 石鏃 Ｗ１６ �b ２ （１８） （７） ２ （０．２） 黒曜石１
�―２７ ２６ ４ 石鏃 Ｆc―２０ Ｎ１５ １２９ （２３） （１５） ２ （０．６） 黒曜石１
�―２７ ２６ ５ 石鏃 Ｆc―１２ �b ３ （２９） １１ ４ （１．０） 黒曜石１
�―２７ ２６ ６ ナイフ Ｆc―１９ Ｍ１６ １７５２ １４１ ３８ １２ ５３．０ 黒曜石１ ５００７６ ５００７６

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４２６６
Ｆc―１９ Ｍ１６ ４３４０

�―２７ ２６ ７ ナイフ Ｆc―１９ Ｍ１６ ５５５２ （３６） ３５ ６ （７．３） 黒曜石１
�―２７ ２６ ８ ナイフ Ｑ１１ �a ２９ （８８） ４４ １２ （４０．７） 黒曜石１
�―２７ ２６ ９ ナイフ Ｆc―１９ Ｍ１６ １６９４ ９６ ５２ １１ ５３．４ 黒曜石１ ５００６８ ５００６８

Ｆc―１９ Ｍ１６ ３５０５ 水和層Ｈ１５８
�―２７ ２６ １０ ナイフ Ｆc―１９ Ｍ１６ ３４０ １０６ ６８ １３ ８４．９ 黒曜石１ ５００８１ ５００８１

Ｆc―１９ Ｍ１６ ２５８８
�―２７ ２６ １１ ナイフ Ｆc―１９ Ｍ１６ ５７ １２０ ５３ １２ ７３．８ 黒曜石１ ５００７５ ５００７５

Ｆc―１９ Ｍ１６ ２６００
�―２７ ２６ １２ ナイフ Ｆc―１９ Ｍ１６ ２２６８ １３５ ６９ １８ １３７．６ 黒曜石１ ５００７９ ５００７９

Ｆc―１９ Ｍ１６ ３５０１
�―２８ ２７ １３ ナイフ Ｆc―１９ Ｍ１６ ２９１９ １２６ ４９ １２ ７２．１ 黒曜石１ ５００８０ ５００８０

Ｆc―１９ Ｍ１６ ３００３
�―２８ ２７ １４ ナイフ Ｆc―１９ Ｍ１６ １５２１ １３８ ６１ １３ １１４．８ 黒曜石１ ５００６９ ５００６９

Ｆc―１９ Ｍ１６ ３０６８
�―２８ ２７ １５ ナイフ Ｑ１１ �a ６ １６８ ９４ １６ ２０４．７ 黒曜石１ ５００７７ ５００７７

Ｑ１１ � ２５
�―２８ ２７ １６ ナイフ Ｆc―１９ Ｍ１６ １７４８ （５３） （６６） １２ （４３．２） 黒曜石１ ３８
�―２９ ２７ １７ ナイフ Ｆc―１９ Ｍ１６ ４２５２ １４８ ７４ １５ １５７．０ 黒曜石１ １８２ ５０２９６

Ｆc―１９ Ｍ１６ ５０２４
Ｍ１６ � ７

�―２９ ２８ １８ ナイフ Ｆc―１９ Ｍ１６ ２１２４ １６６ ７３ ２２ ２７３．３ 黒曜石１ ５００７８ ５００７８
Ｆc―１９ Ｍ１６ ４２５３

�―２９ ２８ １９ ナイフ Ｗ１６ �b ３ （１７） （２２） ５ （１．９） めのう
�―２９ ２８ ２０ 両面調整石器 Ｆc―６ �b ８ ６３ ５５ １４ ３６．５ 黒曜石１ １８
�―２９ ２８ ２１ 両面調整石器 Ｆc―６ �b ９ ６５ ５６ ２２ ６４．８ 黒曜石１ １９
�―３０ ２８ ２２ 両面調整石器 Ｆc―２ �b ４ ６９ ７１ １８ ８９．４ 黒曜石５ １
�―３０ ２８ ２３ 両面調整石器 Ｎ５ �b ２ １１４ ５０ ２０ ９５．８ 黒曜石１
�―３０ ２８ ２４ 両面調整石器 Ｆc―１９ Ｍ１６ １５２２ １２０ ５１ ３０ １７７．２ 黒曜石１
�―３０ ２８ ２５ 両面調整石器 Ｑ１１ �b ２２ （１１６） ６０ １８ （１２１．６） 黒曜石１
�―３０ ２８ ２６ 両面調整石器 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４７２１ （４０） （４０） １６ （１２．７） 黒曜石１ ３８
�―３０ ２９ ２７ スクレイパー Ｆc―１９ Ｍ１６ ５１３ ８６ ３３ ７ １７．６ 黒曜石１ ４２
�―３０ ２９ ２８ スクレイパー Ｆc―１９ Ｍ１６ １０ （４０） （２４） ５ （６．２） 黒曜石１
�―３０ ２９ ２９ スクレイパー Ｏ８ �b ４９ （３８） （２６） ３ （２．８） 黒曜石１
�―３０ ２９ ３０ 二次加工ある剥片 Ｆc―６ �b １１ ６３ ６７ ２１ ５７．２ 黒曜石１ １９
�―３１ ２９ ３１ 石核 Ｆc―６ �b ６ ５４ ６２ ２２ ６７．４ 黒曜石１ １８
�―３１ ２９ ３２ 石核 Ｆc―６ �b ５ ５３ ６０ ２６ ６２．６ 黒曜石１ １８
�―３１ ２９ ３３ 石核 Ｆc―１９ Ｍ１６ １４３０ ９２ ８９ ２６ １８０．５ 黒曜石１ ４２
�―３１ ２９ ３４ 石核 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２１９５ ６７ １０８ ４９ ２４０．９ 黒曜石１ ４２
�―３１ ２９ ３５ 石核 Ｆc―１９ Ｍ１６ １６５０ ６９ １２６ ２９ ２２９．６ 黒曜石１ ４２
�―３１ ２９ ３６ 石核 Ｆc―１２ �b ２ ５７ ６６ ３２ １０６．１ 黒曜石３
�―３１ ２９ ３７ 石核 Ｆc―１６ �b ４ ５９ ７７ ３９ １３６．７ 黒曜石１
�―３２ ３０ ３８ 石核 Ｆc―１４ �b ２ ６９ ７０ ５８ ２４０．７ 黒曜石１
�―３２ ３０ ３９ 石核 Ｆc―１２ �b １ ５１ ５７ ３７ １０７．０ 黒曜石１
�―３２ ３０ ４０ 石核 Ｆc―１６ �b ６ ５４ ５２ ３５ ９１．５ 黒曜石１
�―３２ ３０ ４１ 石核 Ｆc―１４ �b ８ ７５ ６６ ２６ １２０．８ 黒曜石１
�―３２ ３０ ４２ 石核 Ｆc―１６ �b ５ ４６ ７４ ３５ ９９．８ 黒曜石１
�―３２ ３０ ４３ 石核 Ｆc―１４ �b ６ ５２ ７４ ３２ １１０．６ 黒曜石１
�―３２ ３０ ４４ 石核 Ｆc―６ �b ２ ４７ ５６ ３９ ８４．３ 黒曜石１ １８
�―３３ ３０ ４５ 石核 Ｆc―６ �b １５ ６７ １０７ ５５ ２４８．９ 黒曜石１ １９ ５０３５２

Ｆc―６ �b １７
�―３３ ３０ ４６ 石核 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２２３０ ９５ １０５ ４５ ３８３．５ 黒曜石１ ４２
�―３３ ３０ ４７ 石核 Ｆc―０１ �b ４ ５０ ８３ ４２ ２１２．９ 黒曜石２
�―３４ ３１ ４８ 石核 Ｐ９ �b ２５ １２４ １２４ ４１ ６８６．８ 黒曜石２
�―３４ ３１ ４９ 石核 Ｏ７ ５ １２４ ２２０ ７９ ２１４６．８ 黒曜石２

― ３２ ５９ 石鏃 Ｏ１５ �a ３ （１６） １０ ３ （０．５） 黒曜石１ 水和層Ｈ１５６
― ３２ ６０ ナイフ Ｆc―１９ Ｍ１６ １８０３ （９４） ４７ １１ （４２．６） 黒曜石１
― ３２ ６１ ナイフ Ｆc―１９ Ｍ１６ １５２３ （５５） （５５） １１ （２７．２） 黒曜石１
― ３２ ６２ 両面調整石器 Ｑ１１ �a ３ ９２ ６４ ２０ ８７．８ 黒曜石１ 水和層Ｈ１５４
― ３２ ６３ 両面調整石器 Ｆc―２１ Ｏ１５ １５１ （１１９） ５３ ２４ （１５２．３） 黒曜石３
― ３２ ６４ 両面調整石器 Ｆc―２１ Ｏ１５ １１０ （１２０） ９５ ３１ （２６９．５） 黒曜石２
― ３２ ６５ 二次加工ある剥片 Ｏ９ �b ６１ ７０ ５７ １８ ７２．１ 黒曜石１
― ３２ ６６ 石核 Ｏ９ �b ６３ ５６ ５４ ４０ ９２．４ 黒曜石５
― ３２ ６７ 石核 Ｆc―１０ �b ２ ６０ ６７ ４４ ２０６．７ 黒曜石１
― ３３ ６８ 石核 Ｆc―１９ Ｍ１６ １９５０ ７０ ８５ ３８ ２０６．０ 黒曜石１
― ３３ ６９ 石核 Ｔ１０ �b １ ６９ ９８ ４５ ２８１．９ 黒曜石２
― ３３ ７０ 石核 Ｑ１０ �b ３５ １１６ １０３ ８５ ９１８．８ 黒曜石１
― ３３ ７１ 石核 Ｐ１０ �a ２１ ４４ ５０ ３７ ７６．１ 黒曜石１
― ３３ ７２ 石核 Ｆc―１９ Ｍ１６ １４４３ ６６ ４７ ３４ １０６．９ 黒曜石１
― ３３ ７３ 石核 Ｑ１０ �b ３０ ７０ ９０ ４６ ２５５．７ 黒曜石１
― ３３ ７４ 石核 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３９０２ ６５ １０５ ６０ ３２８．０ 黒曜石１
�―４７ ４４ １ 石鏃 Ｋ１２ � ２２ １６ ８ ２ ０．２ 黒曜石１
�―４７ ４４ ２ 石鏃 Ｍ１１ � １０ （１６） ９ ２ （０．２） 黒曜石１
�―４７ ４４ ３ 石鏃 木根―１ 木根―１ ２６ （１６） １０ ２ （０．２） 黒曜石１
�―４７ ４４ ４ 石鏃 Ｑ１５ � ２ （１７） ７ １ （０．８） 黒曜石１
�―４７ ４４ ５ 石鏃 Ｍ１０ � １９ （１８） ８ ２ （０．３） 黒曜石１
�―４７ ４４ ６ 石鏃 Ｊ１１ � １０ （１５） １０ ２ （０．４） 黒曜石１
�―４７ ４４ ７ 石鏃 Ｎ１２ � １５ （１７） ９ ２ （０．４） 黒曜石１
�―４７ ４４ ８ 石鏃 Ｌ１１ � ３ １９ １２ ２ ０．５ 黒曜石１
�―４７ ４４ ９ 石鏃 Ｎ１１ � ２ ２０ ９ ２ ０．４ 黒曜石１
�―４７ ４４ １０ 石鏃 Ｋ１２ � １ ２１ （７） ２ （０．３） 黒曜石１
�―４７ ４４ １１ 石鏃 木根―１ 木根―１ ６２ ２２ （８） ２ （０．２） 黒曜石１
�―４７ ４４ １２ 石鏃 Ｍ１３ � ２ （２５） １１ ３ （０．５） 黒曜石１
�―４７ ４４ １３ 石鏃 Ｎ１３ � ４ （２３） １１ ２ （０．３） 黒曜石１
�―４７ ４４ １４ 石鏃 Ｋ１２ � １４ （２２） １２ ３ （０．５） 黒曜石１
�―４７ ４４ １５ 石鏃 Ｈ９ � ４ ２５ １１ ３ ０．５ 黒曜石１
�―４７ ４４ １６ 石鏃 Ｎ１２ � ２ （２７） １１ ２ （０．５） 黒曜石１ ５００７３ ５００７３

Ｐ１２ � ２
�―４７ ４４ １７ 石鏃 Ｉ１３ � ４ １６ １０ ２ ０．３ 黒曜石３
�―４７ ４４ １８ 石鏃 Ｊ１１ � １８ １７ １６ ３ ０．５ 黒曜石１
�―４７ ４４ １９ 石鏃 Ｍ１２ � ２ １７ （１１） ３ （０．３） 黒曜石１
�―４７ ４４ ２０ 石鏃 Ｋ８ � ５ （１７） １４ ３ （０．４） 黒曜石１
�―４７ ４４ ２１ 石鏃 Ｊ１４ � ８ （１６） １４ ３ （０．４） 黒曜石１
�―４７ ４４ ２２ 石鏃 Ｏ９ � １ （１８） １４ ３ （０．４） 黒曜石１
�―４７ ４４ ２３ 石鏃 Ｋ１０ � ２５ ２０ （１３） ３ （０．４） 黒曜石１

５ 表土出土の石器と分布

表�－６ 旧白滝８遺跡 掲載単品一覧表（１）

１２６



挿図 図版 番号 器種名 遺構名 発掘区 一括層位 遺物番号 長さ（mm） 幅（mm） 厚さ（mm） 重量（g） 石質 接合番号 折れ接番合 備考
�―４７ ４４ ２４ 石鏃 Ｊ１０ � １６ １９ １５ ３ ０．５ 黒曜石１
�―４７ ４４ ２５ 石鏃 Ｊ１１ � ５ （２０） （１２） ２ （０．３） 黒曜石１ 水和層Ｈ１５５
�―４７ ４４ ２６ 石鏃 Ｊ１２ � １３ （２２） （１６） ３ （０．８） 黒曜石１
�―４７ ４４ ２７ 石鏃 Ｍ１５ � ５ ２４ （１５） ２ （０．６） 黒曜石１
�―４７ ４４ ２８ 石鏃 Ｋ１０ � ３ ２５ １５ ３ ０．６ 黒曜石１
�―４７ ４４ ２９ 石鏃 Ｊ１２ � １０ ２６ １６ ３ ０．７ 黒曜石１ ５００７４ ５００７４

Ｊ１２ � ２６
�―４７ ４４ ３０ 石鏃 Ｊ１１ � ２ （２５） １５ ３ （０．５） 黒曜石１
�―４７ ４４ ３１ 石鏃 Ｍ１３ � １ （２８） （２０） ４ （１．８） 黒曜石１
�―４７ ４４ ３２ 石鏃 Ｊ８ � ５ （２０） １４ ３ （０．６） 黒曜石１
�―４７ ４４ ３３ 石鏃 Ｉ１１ � １１ １８ １３ ３ ０．４ 黒曜石１
�―４７ ４４ ３４ 石鏃 Ｐ１３ � ２５ （２６） １４ ３ （０．８） 黒曜石１
�―４７ ４４ ３５ 石鏃 Ｏ１２ � ３ ２２ １６ ２ ０．６ 黒曜石１
�―４７ ４４ ３６ 石鏃 Ｐ１８ � １ ２５ １４ ３ ０．８ 黒曜石１
�―４７ ４４ ３７ 石鏃 Ｇ１３ � １ （２７） １５ ２ （０．８） 黒曜石１
�―４７ ４４ ３８ 石鏃 Ｊ１１ � ８ ３４ １７ ４ １．４ 黒曜石１
�―４７ ４４ ３９ 石鏃 Ｌ１１ � ２５ （３３） １８ ４ （１．５） 黒曜石１
�―４７ ４４ ４０ 石鏃 Ｌ１４ � ３ （３６） １６ ４ （１．７） 黒曜石１
�―４７ ４４ ４１ 石鏃 Ｋ１４ � １７ ３８ １５ ６ ２．６ 黒曜石１
�―４７ ４４ ４２ 石鏃 Ｊ１２ � １４ ４０ ２０ ５ ３．１ 黒曜石１
�―４７ ４４ ４３ 石鏃 Ｏ１０ � １ ２６ １８ ４ １．５ 黒曜石１
�―４７ ４４ ４４ 石槍 Ｏ９ � ５ ６４ ２８ ８ １２．０ 黒曜石１
�―４７ ４４ ４５ 石槍 Ｎ１０ � ３ （４３） （２８） ８ （６．８） 黒曜石３
�―４７ ４４ ４６ 石槍 Ｌ１１ � １２ （３２） ２６ ７ （４．０） 黒曜石１
�―４７ ４４ ４７ 石槍 Ｒ１５ � １ （４５） （１９） ４ （３．５） 黒曜石３
�―４７ ４４ ４８ 石槍 Ｊ１１ � ４ （７３） ２１ ８ （１０．５） 黒曜石１ ５００８４ ５００８４

Ｊ１２ � １２
�―４７ ４４ ４９ ナイフ Ｒ１１ � １５ ７３ ４５ １１ ２６．７ 黒曜石３
�―４７ ４４ ５０ ナイフ Ｐ１３ � １３ １１１ ６５ ９ ６３．４ 黒曜石１
�―４８ ４４ ５１ ナイフ Ｗ１５ � ３ （５１） （２９） ６ （６．０） 黒曜石５
�―４８ ４４ ５２ ナイフ Ｏ９ � ７ （６９） ４３ ７ （１９．９） 黒曜石１
�―４８ ４４ ５３ ナイフ Ｑ１０ � ９ （７６） ５２ ８ （３１．２） 黒曜石１
�―４８ ４５ ５４ ナイフ Ｉ１２ � ２２ （８０） （５８） １０ （３３．１） 黒曜石１
�―４８ ４５ ５５ ナイフ Ｎ１０ � ６ （９４） ６７ １４ （８４．６） 黒曜石２
�―４８ ４５ ５６ ナイフ Ｎ１０ � ７ ８８ ４０ １４ ３６．３ 黒曜石１
�―４８ ４５ ５７ ナイフ Ｐ１３ � ２４ ９８ ６２ １２ ７８．５ 黒曜石１ １８０

Ｐ１３ � ３０
�―４８ ４５ ５８ ナイフ Ｐ１３ � ２９ １３３ ７３ １７ １６９．０ 黒曜石１ １８１ ５０２９７

Ｑ１３ � ６
Ｑ１３ � ７

�―４９ ４５ ５９ ナイフ Ｊ１１ � ２２ （９８） ６１ １３ （７２．８） 黒曜石２ ５００８５ ５００８５
Ｋ１９ � ６５
Ｋ１９ � ７４

�―４９ ４５ ６０ ナイフ Ｔ１９ � ５ （７１） ６６ １２ （４７．１） 黒曜石１
�―４９ ４５ ６１ ナイフ Ｉ１４ � ５ ６３ ３０ ７ １１．３ 黒曜石１ ５００８３ ５００８３

Ｉ１４ � ６
�―４９ ４５ ６２ ナイフ Ｏ１５ � ７ ７２ ３５ ８ ２２．３ 黒曜石１
�―４９ ４６ ６３ ナイフ Ｍ９ � ３９ ７３ ５４ １２ ３７．１ 黒曜石１ ５００７１ ５００７１

Ｍ９ � ５３
�―４９ ４６ ６４ ナイフ Ｋ１９ � ２０ ８８ ５２ １２ ６３．２ 黒曜石１
�―４９ ４６ ６５ ナイフ Ｎ８ � １ ９７ ６１ １４ ６２．２ 黒曜石３ ５００７０ ５００７０

Ｎ８ � ３
�―４９ ４６ ６６ ナイフ Ｑ１１ � １９ （１３３） ６３ １３ （１２４．０） 黒曜石１
�―５０ ４６ ６７ ナイフ Ｋ１９ � ５１ ８２ ６７ １３ ７５．９ 黒曜石２ ５００７２ ５００７２

Ｋ１９ � ８２
�―５０ ４６ ６８ ナイフ Ｋ２０ � ５９ ６０ ５４ ８ ３０．０ 黒曜石１
�―５０ ４６ ６９ ナイフ 木根―１ 木根―１ １５ ６１ ５７ １３ ４８．２ 黒曜石１
�―５０ ４６ ７０ ナイフ Ｓ１１ � ２０ （７９） （７０） １１ （６５．４） 黒曜石１
�―５０ ４６ ７１ 両面調整石器 Ｗ１９ � ２ ７４ ２８ １３ ３３．６ 黒曜石１
�―５０ ４６ ７２ 両面調整石器 Ｏ１５ � １２ １００ ３７ ２３ ７４．９ 黒曜石１
�―５０ ４７ ７３ 両面調整石器 Ｗ１９ � １ ７２ ４３ １８ ４８．６ 黒曜石１
�―５０ ４７ ７４ 両面調整石器 Ｗ２０ � １ ９５ ５５ ２８ １３６．８ 黒曜石１
�―５０ ４７ ７５ 両面調整石器 Ｔ１１ � ２ ９７ ６０ ２８ １１８．３ 黒曜石１
�―５１ ４７ ７６ 両面調整石器 木根―１ 木根―１ ３５ ９４ ６７ ２５ １６５．２ 黒曜石１
�―５１ ４７ ７７ 両面調整石器 Ｐ１３ � ５ １４２ ８１ １８ １６７．２ 黒曜石４ ５００８２ ５００８２

Ｐ１３ � ２０
�―５１ ４７ ７８ つまみ付きナイフ Ｋ１３ � ４ ３８ １９ ３ １．８ 黒曜石３
�―５１ ４７ ７９ つまみ付きナイフ Ｋ１５ � ３ ４１ １８ ５ ３．６ 黒曜石１
�―５１ ４７ ８０ つまみ付きナイフ Ｊ１２ � ３ ４２ ２４ ６ ５．８ 黒曜石１
�―５１ ４７ ８１ つまみ付きナイフ Ｋ１９ � １０ ７１ ２７ １１ １９．４ 黒曜石１
�―５１ ４７ ８２ つまみ付きナイフ Ｍ１３ � ８ （４２） ３３ ６ （８．３） めのう
�―５１ ４７ ８３ つまみ付きナイフ Ｊ１４ � ４ （４９） ２８ ６ （６．２） 黒曜石１
�―５１ ４７ ８４ スクレイパー Ｍ１２ � ７ ３７ １７ ６ ３．０ 黒曜石１
�―５１ ４７ ８５ スクレイパー Ｑ１３ � ４ （３７） １８ ４ （２．１） 黒曜石１
�―５１ ４７ ８６ スクレイパー Ｋ１９ � ３０ ４９ １９ ６ ６．１ 黒曜石１
�―５１ ４７ ８７ スクレイパー Ｇ１４ � ６ （４９） １９ ４ （２．９） 黒曜石１
�―５１ ４７ ８８ スクレイパー 木根―２ 木根―２ １ （４７） ２４ ４ （３．６） 黒曜石１
�―５２ ４７ ８９ スクレイパー Ｑ１４ � １０ ５２ ２８ ６ ７．１ 黒曜石１
�―５２ ４８ ９０ スクレイパー Ｐ１７ � ４ （５３） ３５ ６ （１１．１） 黒曜石１
�―５２ ４８ ９１ スクレイパー Ｗ１４ � ３ （５５） （４４） １１ （２７．１） 黒曜石１
�―５２ ４８ ９２ スクレイパー Ｌ１１ � ２３ ６５ ２３ ９ ９．０ 黒曜石１
�―５２ ４８ ９３ スクレイパー Ｍ９ � ６１ （６１） ３８ ７ （１７．０） 黒曜石１
�―５２ ４８ ９４ スクレイパー Ｍ９ � ５４ ７９ ３６ １０ ２１．８ 黒曜石１
�―５２ ４８ ９５ スクレイパー Ｋ１４ � ２４ （８５） ５０ １５ （６６．９） 黒曜石１
�―５２ ４８ ９６ スクレイパー Ｏ８ � ２１ （９４） （７１） １４ （８０．７） 黒曜石１
�―５２ ４８ ９７ スクレイパー Ｌ１４ � １１ ２９ （３６） １０ （８．２） 黒曜石１
�―５２ ４８ ９８ スクレイパー Ｇ６ � ２ ４２ （５２） ８ （１６．８） 黒曜石３
�―５２ ４８ ９９ スクレイパー Ｔ１１ � １ ６１ ７２ ２２ ５７．７ 黒曜石１
�―５２ ４８ １００ スクレイパー Ｌ１０ � ７ ４６ ３４ ９ １２．７ 黒曜石１
�―５２ ４８ １０１ スクレイパー Ｉ１２ � ８ ５８ ５３ １４ ３５．１ 黒曜石１
�―５３ ４８ １０２ スクレイパー Ｍ９ � ６２ ６７ ４６ １４ ３２．６ 黒曜石１
�―５３ ４８ １０３ スクレイパー Ｓ１１ � １９ （９６） ７２ １８ （１２７．３） 黒曜石２
�―５３ ４９ １０４ 石核 Ｏ９ � ７２ ２５ ４７ １８ １５．３ 黒曜石５ １
�―５３ ４９ １０５ 石核 Ｇ９ � ５ ７２ ７１ ２８ １６９．９ 黒曜石１
�―５３ ４９ １０６ 石核 Ｍ２０ � ９ ６９ ６６ ２２ １０１．５ 黒曜石１
�―５３ ４９ １０７ 石核 Ｏ９ � ５８ ８０ ８３ ５８ ３５１．４ 黒曜石１
�―５３ ４９ １０８ 石核 Ｗ１５ � ４ ５６ ８６ ２１ ９３．４ 黒曜石１
�―５４ ４９ １０９ 石核 Ｍ９ � １５ ６７ ５４ ３７ １２５．４ 黒曜石１
�―５４ ４９ １１０ 石核 Ｕ１２ � １ ６７ ７６ ４３ ２０９．１ 黒曜石１
�―５４ ４９ １１１ 石核 木根―９ Ｋ１７ １７４ ６４ ９１ ４４ ３０１．２ 黒曜石１
�―５４ ５０ １１２ 石核 Ｏ１５ � １５ ６１ １０１ ５６ ２６２．２ 黒曜石１
�―５５ ５０ １１３ 石核 Ｍ１０ � ６２ １６８ １９０ ９０ ２７３５．０ 黒曜石２

― ５１ １１４ ナイフ Ｑ１１ � １８ （７０） ７０ １４ （６９．８） 黒曜石１
― ５１ １１５ ナイフ Ｍ９ � ４２ （６７） ４８ １０ （２７．０） 黒曜石１
― ５１ １１６ ナイフ Ｑ１０ � ２３ （４９） ３７ ９ （２０．２） 黒曜石１
― ５１ １１７ ナイフ Ｉ１１ � ６ （８０） ７５ １３ （９３．０） 黒曜石２
― ５１ １１８ ナイフ Ｍ２０ � ４ （７４） ４７ １０ （３４．０） 黒曜石１
― ５１ １１９ ナイフ 木根―９ 木根―９ ２ （８６） ６０ １１ （５１．１） 黒曜石１
― ５１ １２０ ナイフ Ｋ１９ � ７５ （１０７） ６７ ２２ （１１８．３） 黒曜石１
― ５１ １２１ ナイフ Ｍ１０ � ２６ （６０） （５４） １３ （４４．９） 黒曜石１

表�－７ 旧白滝８遺跡 掲載単品一覧表（２）

� 旧白滝８遺跡の調査
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挿図 図版 番号 器種等 遺構名 発掘区 一括層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 接合NO

�―１５ ２４ ５ 接合資料 ４６７１．４ ２３６ ２ １６１

�―１４ ２２ １ 尖頭器 Ｆc―２４ Ｇ１０ １ ５０．９ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２ １０９．１ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ３ １３１．７ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ６ ３６．０ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ １５ ９２．８ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ７ ７．２ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ８ ２４．９ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ９ ２．０ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １０ １５．８ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ６８ １．７ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ １１１ ３．６ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １１ ８．０ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １２ ２．２ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １３ ２８２．２ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １４ ４８．５ ２

Ｇ１０ ２７２ １３．２ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １６ １２７．４ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ １２１ ４．４ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ １８１ ２．５ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １７ １０．６ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２１４ ２．７ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １８ ２．２ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １９ ２．０ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２３ ２．５ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ７４ ２．８ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２１３ １．３ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２６４ １．０ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２６７ ２．４ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ２０ ８．５ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２１ ３２．９ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２２ １．０ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ９６ １．５ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２５７ １．６ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ２４ １４４．１ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ２５ １８３．１ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ３１ ９．８ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ３２ ２８．３ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ８２ ２．６ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ２６ ２６２．４ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ２７ ２１１．２ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ２８ ２４１．９ ２

Ｇ１０ � ６６ ４．７ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ２９ ２４．０ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ３３ ６．０ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ７８ ８．１ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ３４ ２．８ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ３６ ７３９．８ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ３７ １５３．０ ２

Ｇ１０ ２７１ ９５．６ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ３９ ０．６ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ４０ ３．３ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ４１ １１．０ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ４２ ６．５ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ４３ １８．６ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ４５ １３．４ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ４６ ３３．３ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ６９ ４．３ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ４７ ４．９ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ １８６ ４．３ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ４８ １９．０ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ １７９ ５．１ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２１１ ２．５ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ４９ ４．９ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ５０ ３．９ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ５１ ７．３ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ １２５ ２．０ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ５２ ２．４ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２３３ １．４ ２

挿図 図版 番号 器種等 遺構名 発掘区 一括層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 接合NO

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ５３ ２１．５ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２５８ １．６ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ５４ ０．８ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ １０８ ４．５ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ５６ １．２ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ５７ ６．７ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２２４ １１．５ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ５８ １２０．３ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ９３ ３３．６ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ６２ １．４ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ １８９ １５．０ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ６３ １．０ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ６４ ３．１ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ６５ １．８ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ １０３ １．９ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ６６ ４．７ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ６７ ２．５ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ９１ ６．１ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ １００ １．７ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ １０４ ５．６ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ７２ ９．５ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ７５ １６．３ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ １０２ ２．４ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ １４８ ２．８ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ １８８ １１．８ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ １９２ ６．７ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ １９４ ２．２ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ７６ １１．７ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ７７ １．７ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ １５７ ６．２ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ １５８ ５．８ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ １６７ ４．４ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ７９ ６４．０ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ８０ １２．５ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ １０５ １０．４ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ８１ ２１．９ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ９９ ５．９ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ １０６ ３．４ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ８３ ２．２ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ８４ ２６．１ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２１６ １．６ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ８５ ３０．７ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ８６ １．４ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ８７ ４．２ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ９７ １．２ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ １９３ １．４ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ８８ １４．５ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ８９ １．７ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ９４ １０．６ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ９２ ２．４ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ９５ ３．３ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ９８ ４．５ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １０１ １６７．２ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ １６２ １９．６ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２６２ ５．７ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １０７ ２．６ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １０９ １２．０ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ １１８ １．６ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ １４２ １．８ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １１０ ２．１ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２２９ １．５ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １１２ ２．８ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ １３１ ２．８ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ １４４ ７．６ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２０９ ２．４ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １１４ ４．１ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２０５ １．１ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２３２ ２．３ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １１５ ２．５ ２

５ 表土出土の石器と分布

表�－８ 旧白滝８遺跡 掲載接合一覧表（１）

１２８



挿図 図版 番号 器種等 遺構名 発掘区 一括層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 接合NO

Ｆc―２４ Ｇ１０ １３２ ３．５ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ １３５ １．４ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １１６ ４．１ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １１７ ２．６ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １１９ ４．０ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １２０ ９．９ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １２４ １９．９ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ １７６ ３．０ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２１２ ４．８ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １２６ １．０ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １２７ ０．７ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １２８ ２．３ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２２５ １．２ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １２９ ３．６ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ １５１ ６．０ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １３０ ２．５ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２２６ ４．７ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １３３ ４．１ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １３４ ４．２ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２４４ １．１ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １３６ １．８ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １３８ １６．６ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １３９ ４．８ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２０８ ３．５ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １４０ ４．６ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １４３ １３．４ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １４５ ７．０ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １４６ ５．２ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １４９ ４．３ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２４０ ６．３ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２４９ １６．３ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １５０ ４．４ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １５２ １．９ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ １７８ ３．２ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １５３ １．８ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １５４ １．６ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １５５ ８６．７ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １５６ ３．３ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １６０ １４．３ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ １６６ ４．３ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ １６９ ８．７ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １６１ ４８．８ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ １６４ ２４．８ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １６３ １２．９ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ２６３ １．９ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １６５ ９．９ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １６８ ３．０ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １７３ ６．４ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ １７４ ２．９ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １７５ ０．８ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １７７ ４．１ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １８０ ３．２ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １８２ ０．８ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １８３ １．４ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １８５ １．０ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １８７ １．９ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １９０ ４．２ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １９１ ２．６ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １９５ １．６ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １９６ ５．２ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １９７ ８．８ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ １９８ １．６ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ２００ １．６ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２０１ ８．５ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２０４ ２．５ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２０６ ３．６ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２１７ ３．４ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ２０２ ５．４ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ２０３ ９．７ ２

挿図 図版 番号 器種等 遺構名 発掘区 一括層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 接合NO

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ２０７ １．２ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ２１０ ３．８ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ２１８ ０．９ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ２２０ ６．１ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ２２１ ２．０ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ２２３ １．６ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ２２７ ２．２ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２３０ ５．３ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ２３１ ２．１ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ２３４ ４．１ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ２３７ ９．８ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ２３９ １．３ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２５５ １．３ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ２４２ １．５ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ２４３ １．５ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２５６ ５．４ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２６５ １８．３ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２６８ ３．４ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ２４５ １．０ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２４６ １．０ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ２４８ ２．７ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ２５０ ４．２ ２

Ｆc―２４ Ｇ１０ ２５４ １．３ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ２５１ ６．１ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ２５３ １．２ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ２６０ １．２ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ２６６ ０．９ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ２６９ １．３ ２

剥片 Ｆc―２４ Ｇ１０ ２７０ １．９ ２

剥片 Ｇ１０ １７２ ０．９ ２

― ３４ ７５ 接合資料 １９３２．４ ５５ ５ １

�―３０ ２８ ２２ 両面調整石器 Ｆc―２ �b ４ ８９．４ ５

剥片 Ｆc―２ �b ９２ １６８．０ ５

Ｆc―２ �b ９３ ５１．２ ５

剥片 Ｆc―２ �b ９４ １０８．６ ５

Ｆc―２ �b ９５ ２５．３ ５

剥片 Ｆc―２ �b ９６ ７７．０ ５

剥片 Ｆc―２ �b ９７ １４．７ ５

剥片 Ｆc―２ �b ９８ ７１．０ ５

Ｆc―２ �b １１３ ３．７ ５

Ｆc―２ �b １２０ １．４ ５

剥片 Ｆc―２ �b ９９ ９．８ ５

Ｆc―２ �b １０２ １６０．１ ５

剥片 Ｆc―２ �b １００ １７．１ ５

Ｆc―２ �b １０１ ９．６ ５

Ｆc―２ �b １０７ １４．７ ５

Ｏ８ �b ８５ ４８．３ ５

Ｏ９ � ７０ ２６．１ ５

剥片 Ｆc―２ �b １０３ １７２．０ ５

剥片 Ｆc―２ �b １０４ ５２．７ ５

Ｆc―２ �b １１１ ９．０ ５

剥片 Ｆc―２ �b １０５ ３７．８ ５

剥片 Ｆc―２ �b １０６ ６０．０ ５

Ｆc―２ �b １１２ ２．２ ５

剥片 Ｆc―２ �b １０８ １５．５ ５

Ｆc―２ �b １０９ ６．６ ５

Ｏ８ �b ８９ ７．７ ５

Ｏ９ � ６８ ８．２ ５

Ｏ９ � ７４ １２．９ ５

剥片 Ｆc―２ �b １１０ ８．８ ５

剥片 Ｆc―２ �b １１４ ４．８ ５

剥片 Ｆc―２ �b １１５ ２．４ ５

Ｏ９ � ７１ ２３．６ ５

剥片 Ｆc―２ �b １１６ ９．７ ５

剥片 Ｆc―２ �b １１９ ３６．９ ５

剥片 Ｆc―２ �b １２１ ４．７ ５

剥片 Ｆc―２ �b １２２ １４．６ ５

剥片 Ｆc―２ �b １２３ ３．５ ５

剥片 Ｆc―２ �b １２４ ２．４ ５

表�－９ 旧白滝８遺跡 掲載接合一覧表（２）

� 旧白滝８遺跡の調査
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挿図 図版 番号 器種等 遺構名 発掘区 一括層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 接合NO

剥片 Ｆc―２ �b １２５ ４．０ ５

Ｏ８ �b ８６ ４４．７ ５

剥片 Ｆc―２ �b １２６ ５．９ ５

剥片 Ｏ８ �b ８３ １１６．３ ５

剥片 Ｏ８ �b ８４ ５０．０ ５

剥片 Ｏ８ �b ８７ ５９．０ ５

Ｏ８ �b ９０ ６．１ ５

剥片 Ｏ８ �b ８８ ２６．４ ５

剥片 Ｏ８ �b ９２ ２１．２ ５

剥片 Ｏ８ �b ９３ ２６．７ ５

剥片 Ｏ９ � ６７ ３６．４ ５

剥片 Ｏ９ � ６９ ７４．４ ５

�―５３ ４９ １０４ 石核 Ｏ９ � ７２ １５．３ ５

剥片 Ｏ９ � ７３ ８．７ ５

剥片 Ｏ９ � ７５ ２５．５ ５

剥片 Ｏ９ � ７７ ９．２ ５

剥片 Ｏ９ � ７８ １０．６ ５

― ３６ ８０ 接合資料 ５９６．６ ４２ １ １８

�―３２ ３０ ４４ 石核 Ｆc―６ �b ２ ８４．３ １

�―３１ ２９ ３２ 石核 Ｆc―６ �b ５ ６２．６ １

�―３１ ２９ ３１ 石核 Ｆc―６ �b ６ ６７．４ １

�―２９ ２８ ２０ 両面調整石器 Ｆc―６ �b ８ ３６．５ １

剥片 Ｆc―６ �b １９ １７．９ １

剥片 Ｆc―６ �b ２４ ６．９ １

Ｆc―６ �b ２５ ６．１ １

Ｆc―６ �b １１２ ６．４ １

剥片 Ｆc―６ �b ２６ ２．８ １

Ｆc―６ �b １６４ ２．１ １

剥片 Ｆc―６ �b ２７ ７．０ １

剥片 Ｆc―６ �b ２８ １．２ １

剥片 Ｆc―６ �b ３８ ２３．１ １

剥片 Ｆc―６ �b ３９ ７．８ １

剥片 Ｆc―６ �b ４０ ３．９ １

剥片 Ｆc―６ �b ４３ １２．５ １

剥片 Ｆc―６ �b ４４ １０．８ １

剥片 Ｆc―６ �b ４５ １．８ １

剥片 Ｆc―６ �b ５４ ５．１ １

剥片 Ｆc―６ �b ５５ ４０．０ １

剥片 Ｆc―６ �b ５６ １３．９ １

剥片 Ｆc―６ �b ５７ ２７．６ １

剥片 Ｆc―６ �b ５８ １４．１ １

剥片 Ｆc―６ �b ５９ ９．２ １

Ｆc―６ �b ６０ ２．４ １

Ｆc―６ �b ６２ １２．１ １

剥片 Ｆc―６ �b ６１ １．５ １

剥片 Ｆc―６ �b ６８ ８．０ １

剥片 Ｆc―６ �b ７０ ６．９ １

剥片 Ｆc―６ �b ７１ ４．１ １

剥片 Ｆc―６ �b ７２ ３．１ １

剥片 Ｆc―６ �b ７３ １７．１ １

剥片 Ｆc―６ �b ８７ ５．６ １

剥片 Ｆc―６ �b ９０ １７．１ １

Ｆc―６ �b ９１ ６．７ １

剥片 Ｆc―６ �b １００ ７．０ １

剥片 Ｆc―６ �b １２９ １．４ １

剥片 Ｆc―６ �b １３０ １２．３ １

剥片 Ｆc―６ �b １３３ ２．１ １

剥片 Ｆc―６ �b １３４ １２．４ １

剥片 Ｆc―６ �b １３５ ３．５ １

剥片 Ｆc―６ �b １３６ ２．３ １

ー ３７ ８１ 接合資料 ５８７．６ ２６ １ １９

�―２９ ２８ ２１ 両面調整石器 Ｆc―６ �b ９ ６４．８ １

�―３０ ２９ ３０ 二次加工ある剥片 Ｆc―６ �b １１ ５７．２ １

�―３３ ３０ ４５ 石核 Ｆc―６ �b １５ １８２．５ １

Ｆc―６ �b １７ ６６．４ １

剥片 Ｆc―６ �b １８ ５．４ １

Ｆc―６ �b ７９ ６．８ １

剥片 Ｆc―６ �b ２９ ２４．７ １

剥片 Ｆc―６ �b ３０ １１．６ １

挿図 図版 番号 器種等 遺構名 発掘区 一括層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 接合NO

Ｆc―６ �b ４６ １５．９ １

剥片 Ｆc―６ �b ３１ ６．４ １

剥片 Ｆc―６ �b ３２ ９．２ １

剥片 Ｆc―６ �b ７４ １１．８ １

剥片 Ｆc―６ �b ７５ １５．７ １

剥片 Ｆc―６ �b ７６ ２１．４ １

剥片 Ｆc―６ �b ７７ ５．３ １

Ｆc―６ �b ７８ ６．５ １

剥片 Ｆc―６ �b ８４ ４．２ １

Ｆc―６ �b ８５ ４．８ １

剥片 Ｆc―６ �b ８６ １５．７ １

剥片 Ｆc―６ �b １２５ １０．１ １

剥片 Ｆc―６ �b １２６ ４．３ １

剥片 Ｆc―６ �b １２７ １５．２ １

Ｆc―６ �b １２８ ９．５ １

剥片 Ｆc―６ �b １３１ ７．２ １

剥片 Ｆc―６ �b １５２ １．１ １

剥片 Ｆc―６ �b １５３ ３．９ １

― ３８ ８４ 接合資料 １２１２．０ １７１ １ ３８

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３１１ ５．９ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ５１６ ２．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １２３９ １．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １２５１ １．９ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １７１３ ２０．５ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １７４４ １６．６ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ２２５１ ２．８ １

�―２８ ２７ １６ ナイフ Ｆc―１９ Ｍ１６ １７４８ ４３．２ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １７５３ ７．１ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ２２２８ ３．１ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ２２３６ ４．０ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４３０６ １．４ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １７５８ ８．５ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４６０８ ３．８ １

Ｍ１６ �a ３７ ０．５ １

Ｍ１６ �a ５０ １．９ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １７７７ ４．８ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ １７８３ ２４．２ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １９０７ ５．６ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ３７１５ ６．１ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４７０８ ８．９ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ５３７６ ２．３ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １９１０ ２７．１ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ５２１７ １．８ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２１５２ ３．７ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ３７０６ ２．６ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２１６９ ２６．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２１７０ ３５．８ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２１７９ ６．０ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２１９１ １１．９ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２１９９ ３．８ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ３６３５ ２０．３ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２２１４ ２．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２２１５ ４．３ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２２１６ ３０．３ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２２１８ １４．７ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２２２０ ６．９ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２２３３ ４．０ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２２２５ ２．３ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ３７５６ ３．１ １

Ｍ１６ �a ２０ ０．９ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２２３７ １９．４ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４９９０ １．９ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２３９６ １７．７ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２４１４ １６．８ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４５７９ ４．２ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３２８８ １．６ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３４９１ ３．５ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３６３９ ２４．５ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４６２９ １．７ １

５ 表土出土の石器と分布

表�－１０ 旧白滝８遺跡 掲載接合一覧表（３）
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挿図 図版 番号 器種等 遺構名 発掘区 一括層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 接合NO

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３６５６ ２．３ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４２１０ ８．８ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４６９０ １０．５ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３７２３ ３．１ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４４６４ ５．６ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ５２５１ １１．４ １

Ｍ１６ �a ２１ ２．９ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３７２４ ４．６ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３７２５ ８．５ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４４６５ ２．６ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３７３３ ５．５ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ３９７９ ２．５ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４５６５ ６．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３７４２ ０．７ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３７４５ ０．７ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３７４６ １２．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３７６０ ２．８ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３７９５ ５．８ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ３９９２ ２．１ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ５２４８ ２．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３８０２ １２．８ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３８１０ １７．９ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ３８２２ ４．５ １

Ｍ１６ �a ３９ ２．４ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３８２０ ６．４ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３８２４ ７．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３９３６ ２．８ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３９５６ １８．７ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３９６８ ４．２ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３９７０ ８．０ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３９７５ １．８ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３９７８ １４．７ １

Ｍ１６ �a ５１ １．５ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４３０４ ５．６ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４３０８ ３．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４３１０ １１．３ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４６２６ １０．５ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４３１５ ７．５ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４４０９ ６．３ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４４１８ ３３．１ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４５４０ ３．２ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４４３３ ２２．９ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４４４３ ２．３ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４４４７ ８．９ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４４７１ ３．５ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４４７７ １１．９ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ５２０７ ２．９ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４４８９ １．７ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４５３２ ３．８ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４５３６ ５．８ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４５３９ ３８．５ １

Ｍ１６ �a ３８ １．８ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４５６３ ４．５ １

Ｍ１６ �a ３３ ０．７ １

Ｍ１６ �a ３５ ０．６ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４５６７ ５．４ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４６２８ ４．３ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４５６９ ４．６ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４５７０ ３．７ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４５８２ ０．９ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４６０３ １０．８ １

Ｍ１６ �a ４８ ２．７ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４６０４ ６．７ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ５０８５ １３．９ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４６１３ １．８ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４８４５ ２．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４６３３ ２．５ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４６３６ １．８ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４６３９ １．２ １

挿図 図版 番号 器種等 遺構名 発掘区 一括層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 接合NO

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４６９８ ２．９ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４７００ ４．４ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４７１１ ５．３ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４７１４ ３１．８ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４７１８ ７．６ １

�―３０ ２８ ２６ 両面調整石器 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４７２１ １２．７ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４７２２ ９．３ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４７２６ ２０．０ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４７２７ ２１．８ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４７３１ １０．１ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ５１８５ １４．０ １

Ｍ１６ �a ４９ ２．９ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４７３４ １６．０ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４７４６ １．２ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４７５４ ６．４ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４７５８ ２．２ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４５７８ ２．２ １

Ｍ１６ �a ４４ ０．６ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ５１９３ ４．７ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ５２１４ ５．３ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ５２１５ ３．２ １

Ｍ１６ �a ２３ １．６ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ５２１９ ５．８ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ５２３６ ５．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ５２６１ ２．０ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ５３５５ ２．７ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ５３７０ ３．９ １

Ｍ１６ �a １９ １．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ５３７３ ３．５ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ５３７４ ０．７ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ５３７５ ２．８ １

剥片 Ｍ１６ � １５ ３０．６ １

剥片 Ｍ１６ � １６ ９．６ １

剥片 Ｍ１６ �a １７ ２．５ １

剥片 Ｍ１６ �a １８ １．３ １

剥片 Ｍ１６ �a ２４ １．５ １

Ｍ１６ �a ２５ １．２ １

Ｍ１６ �a ５４ ４．１ １

剥片 Ｍ１６ �a ２６ １．３ １

剥片 Ｍ１６ �a ２７ １．２ １

剥片 Ｍ１６ �a ２８ １．２ １

Ｍ１６ �a ３１ ０．８ １

剥片 Ｍ１６ �a ２９ １．１ １

Ｍ１６ �a ３６ １．０ １

剥片 Ｍ１６ �a ３０ ０．９ １

剥片 Ｍ１６ �a ３２ ２．２ １

Ｍ１６ �a ５３ １．６ １

Ｍ１６ �a ５５ １．５ １

剥片 Ｍ１６ �a ３４ ０．４ １

剥片 Ｍ１６ �a ４３ ０．７ １

剥片 Ｍ１６ �a ４５ ０．８ １

剥片 Ｍ１６ �a ５２ １．１ １

�―４２ ３９ ５６ 接合資料 ２４２３．１ ８７ １ ４２

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４４６ １９．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４４７ １６２．５ １

�―３０ ２９ ２７ スクレイパー Ｆc―１９ Ｍ１６ ５１３ １７．６ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １２４４ ４．２ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １２４６ ２．７ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ １７３７ ５．４ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４３０２ ４．９ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １２４８ １８．２ １

�―３１ ２９ ３３ 石核 Ｆc―１９ Ｍ１６ １４３０ １８０．５ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １４３９ ４５．６ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １６２７ １２．９ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １６２８ ２１．０ １

�―３１ ２９ ３５ 石核 Ｆc―１９ Ｍ１６ １６５０ ２２９．６ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １７０９ １３．６ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４７６０ １１．８ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １７１６ ６．６ １

表�－１１ 旧白滝８遺跡 掲載接合一覧表（４）

� 旧白滝８遺跡の調査
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挿図 図版 番号 器種等 遺構名 発掘区 一括層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 接合NO

Ｆc―１９ Ｍ１６ ３７６４ １２．４ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １７２２ ３．９ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １７２４ ３．０ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４３０５ １１．０ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １７３２ ４２．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １９１１ ７．２ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ３７５８ ４．０ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２１５８ １８．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２１７４ ８．３ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２１８１ ２１１．６ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４７０９ ８０．５ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４７１９ １３．８ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ５２４６ １４．６ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２１８３ ６．６ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４４５８ ２４．７ １

�―３１ ２９ ３４ 石核 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２１９５ ２４０．９ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２２１２ １３．３ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４３１１ ７．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２２１７ ４．１ １

�―３３ ３０ ４６ 石核 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２２３０ ３８３．５ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２２３５ ２．２ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ３８５２ ２．８ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２２３８ １７．８ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２２４８ １３．９ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２９９４ ８．４ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ３３００ ７．３ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２９９５ １３．４ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２９９７ ３．６ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ３０１０ １２．０ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ３３９３ １５．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３００２ １８．４ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３００５ １３．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３００６ ４．９ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３３１９ ９．６ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３３４１ ７．８ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３５９７ ４４．７ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４４６９ ３．５ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３５９８ １４．０ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３６６６ ２３．５ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３６８８ ２０．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３７１３ ３．４ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４５７２ ３．５ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３７２２ １．９ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４７０１ ３．５ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３７４０ １１．８ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４７５７ １．５ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３７４３ ２４．３ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３７８２ ３．０ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３８０６ ２１．３ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３８２７ ２３．４ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３８３７ ９．８ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３９６１ ９．２ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３９６４ ２０．５ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３９７６ １２．２ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４５８８ ２．４ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４１９６ ９．２ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４３０１ ９．４ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４３０９ １４．５ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４４８０ ３．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４３１６ １７．６ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４３１９ ４．４ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４５１１ １６．２ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４５３０ ４．７ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４５７３ ２．０ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４５８３ ２．６ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４５９５ １４．８ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４６１９ ２．５ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４７３９ １５．８ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ５０１５ １１．４ １

挿図 図版 番号 器種等 遺構名 発掘区 一括層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 接合NO

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ５１９６ ３．２ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ５２２６ １７．０ １

― ３５ ７６ 接合資料 ６７４．５ ２８ １ ４４

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １２４９ ７５．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １７５７ ３２．０ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １９０５ ７．２ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２２０４ ４３．２ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２２０９ １４．３ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２２１３ ４．７ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２２２７ ７５．５ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３３７６ １３３．４ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３７２７ ２０．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３７５２ ２８．８ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３７８７ ２．３ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３８０８ １１．８ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４５９６ ５．９ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ５１８４ ５．４ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３８１８ １３．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３８２８ ８．０ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３９１０ １４．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３９５９ ２３．２ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４０１２ ５．５ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４３０７ １１．０ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４４２６ １５．９ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４４３７ １７．２ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４４３９ １６．２ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４５３８ ５４．４ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４６０９ ３．３ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４７１７ ７．６ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４７０２ １２．３ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ５３６６ １３．０ １

― ３５ ７７ 接合資料 ４９５．８ ５０ ５ ５３

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ７０ ２２．２ ５

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４７２ ８．５ ５

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４７３ ２０．４ ５

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ７１ ５．９ ５

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４８１ ３．９ ５

Ｆc―１９ Ｍ１６ １１７８ ３．８ ５

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４７４７ ４．８ ５

Ｆc―１９ Ｍ１６ ５４９１ １．７ ５

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ７５ ８．４ ５

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４７９ １ ５

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４８５ １．７ ５

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４７５９ ２ ５

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ８１ １．１ ５

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４７５ ５．９ ５

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４８０ ４．３ ５

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ７４０ ２６．６ ５

Ｆc―１９ Ｍ１６ ２７３４ ２ ５

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ７４６ １．２ ５

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ７４９ １．４ ５

Ｆc―１９ Ｍ１６ ７５７ ６．３ ５

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ７５２ ０．７ ５

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ７７２ １．２ ５

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ７７７ １０．３ ５

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ７８０ １．８ ５

Ｆc―１９ Ｍ１６ ２８６７ １．２ ５

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ７８３ ７．３ ５

Ｆc―１９ Ｍ１６ １１１５ ３．６ ５

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４９３２ ３．７ ５

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ８０７ ２．２ ５

Ｍ１６ � １３ ４３．１ ５

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ８１０ １．８ ５

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ８１１ ４．３ ５

Ｆc―１９ Ｍ１６ ２７４４ ３．３ ５

Ｆc―１９ Ｍ１６ ２８０９ ２．５ ５

Ｍ１６ �a １４ １．５ ５

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ８３６ ７．６ ５

Ｆc―１９ Ｍ１６ ２９０６ ２．３ ５

５ 表土出土の石器と分布

表�－１２ 旧白滝８遺跡 掲載接合一覧表（５）
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挿図 図版 番号 器種等 遺構名 発掘区 一括層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 接合NO

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４３８０ ３．３ ５

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ８４３ １．７ ５

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １１７２ １．９ ５

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １１８０ １．８ ５

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２７０３ ３ ５

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２７２５ １．１ ５

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２７４３ １．３ ５

Ｆc―１９ Ｍ１６ ５５００ ０．６ ５

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２７４８ ０．９ ５

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２７９９ ５．８ ５

Ｆc―１９ Ｍ１６ ３８３８ ２．６ ５

― ３５ ７８ 両面調整石器 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２８６０ ２３５．７ ５

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ５５５０ ４．６ ５

― ３５ ７９ 接合資料 ４５６．２ ２４ １ ５１

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １０１ ２７．４ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４６５７ ６．７ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １６４９ ３０．６ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １７１１ ２５．３ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １７２５ ９．８ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４５５０ ２８．８ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２２４１ ４．９ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ３７６８ １２．３ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２３６４ ２５．５ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３３８２ ５８．２ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３７３７ １２．４ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ５２３４ １７．３ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ５２３８ ３．８ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３７６５ ６３．４ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３７７０ １５．１ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４５４２ １３．８ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３８０１ ２１．３ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ３８１３ ４．３ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３９６３ １５．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４４３４ ４．３ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４４３８ ５０．８ １

Ｍ１６ �a ４１ １．２ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ５２３９ ２．６ １

剥片 Ｍ１６ �a ４２ １．３ １

― ４０ ８５ 接合資料 ７６６．５ ２８ １ ４５

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ９０ ３０．９ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ １５６９ ２５．０ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ２９６４ ６．６ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ５２６ １３．３ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ １５０６ １１２．７ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４０６１ ３．３ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ５３２ ５．３ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １７８４ ４１．３ １

― ４０ ８６ 石核 Ｆc―１９ Ｍ１６ １８００ １７４．９ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １８１８ １９．６ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １８４７ ４９．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １８４８ ３．７ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ３２７１ ６．２ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １８５４ １０．３ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １８７０ １３．７ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １８８４ ８．０ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ３０９２ １９．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２０２５ １３．６ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２０４１ ２１．７ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２０７２ ６０．４ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ３３５９ ３．６ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２２７７ ４４．７ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２３０２ １０．２ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３０７４ ２３．８ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ３２８５ １２．９ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３２７６ ２３．９ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３２８２ ４．４ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３４１６ ４．３ １

― ４１ ８７ 接合資料 １６３３．８ ４８ １ ５

剥片 Ｆc―２ Ｏ８ �b １２ ９１．２ １

挿図 図版 番号 器種等 遺構名 発掘区 一括層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 接合NO

Ｆc―２ Ｏ８ �b ３４ ７．１ １

Ｆc―２ Ｏ８ �b ３５ ７．６ １

Ｆc―２ Ｏ８ �b ４４ ４．６ １

Ｏ８ �b ７８ ２．２ １

剥片 Ｆc―２ Ｏ８ �b １３ １５４．８ １

Ｆc―２ Ｏ８ �b ５７ ０．７ １

剥片 Ｆc―２ Ｏ８ �b １４ １５１．２ １

Ｆc―２ Ｏ８ �b ２１ ２０．３ １

剥片 Ｆc―２ Ｏ８ �b １５ １５７．７ １

剥片 Ｆc―２ Ｏ８ �b １６ ８０．２ １

Ｆc―２ Ｏ８ �b １７ ９６．５ １

剥片 Ｆc―２ Ｏ８ �b １８ ３０．９ １

Ｏ８ �b ６４ １５７．５ １

剥片 Ｆc―２ Ｏ８ �b １９ ９９．４ １

剥片 Ｆc―２ Ｏ８ �b ２０ １０８．８ １

剥片 Ｆc―２ Ｏ８ �b ２６ ２１．８ １

剥片 Ｆc―２ Ｏ８ �b ２７ １５．５ １

Ｆc―２ Ｏ８ �b ５９ ２１．５ １

Ｆc―２ Ｏ８ �b ６１ ６．８ １

Ｆc―２ Ｏ８ �b ６２ １０．８ １

Ｆc―２ Ｏ８ �b ８２ ２．０ １

Ｆc―２ Ｏ８ �b １３１ ３．３ １

Ｆc―２ Ｏ８ �b １３２ ４．２ １

Ｆc―２ Ｏ８ �b １３３ ６．８ １

Ｏ８ �b ６６ ８２．６ １

Ｏ８ �b ６９ ２１．４ １

Ｏ８ �b ７９ ７．６ １

Ｏ９ � ８１ １３．７ １

剥片 Ｆc―２ Ｏ８ �b ２８ ７９．２ １

Ｆc―２ Ｏ８ �b ５５ ８．９ １

剥片 Ｆc―２ Ｏ８ �b ３６ ６．０ １

剥片 Ｆc―２ Ｏ８ �b ３７ １０．６ １

剥片 Ｆc―２ Ｏ８ �b ４７ ７．１ １

剥片 Ｆc―２ Ｏ８ �b ６５ ３．７ １

Ｏ８ �b ７１ １４．７ １

剥片 Ｆc―２ Ｏ８ �b ６６ ９．７ １

Ｏ８ �b ６７ １５．１ １

剥片 Ｆc―２ Ｏ８ �b ６９ ４．５ １

剥片 Ｆc―２ Ｏ８ �b ７２ ５．１ １

剥片 Ｆc―２ Ｏ８ �b ７７ ４．８ １

剥片 Ｆc―２ Ｏ８ �b ９０ ５．５ １

Ｆc―２ Ｏ８ �b ９１ １．３ １

剥片 Ｏ８ �b ７２ ８．７ １

Ｏ９ � ７９ ２６．７ １

剥片 Ｏ８ �b ７４ ２６．０ １

剥片 Ｏ８ �b ７５ １．９ １

剥片 Ｏ９ � ８０ ５．６ １

― ４１ ８８ 接合資料 ２５９．５ ５ １ ５２

― ４１ ８９ 石核 Ｆc―１９ Ｍ１６ １８７９ １８３．７ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １８８０ ４１．８ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３１８２ １４．８ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４０７４ ６．９ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３９９９ １２．３ １

― ４１ ９０ 接合資料 ７２６．３ ４０ １ ４３

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４５２ ２０．９ １

― ４１ ９１ 石核 Ｆc―１９ Ｍ１６ １２２６ １５９．７ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １２５４ １３．４ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １７０８ ４６．５ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １７１５ ９．７ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １７２０ １２．０ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １７７６ ５．５ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２１２５ ６．９ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ３７３４ １３．３ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２１６８ ４．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２１８５ ４３．７ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２１９２ ２．３ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２２０３ ７．２ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３７１７ １１．７ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３７４９ １７．８ １

表�－１３ 旧白滝８遺跡 掲載接合一覧表（６）

� 旧白滝８遺跡の調査
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挿図 図版 番号 器種等 遺構名 発掘区 一括層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 接合NO

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３７７７ １７．１ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４７０３ ４．４ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３８０４ ３．５ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３８０９ ３８．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３８１９ ６．２ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４２０８ ３．６ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ５３６８ １７．４ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４３７５ ７．７ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ５４１０ ６．３ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４３７６ ５．７ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ５４６９ １１．５ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４４３２ １７．０ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４４９１ ３．７ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４５７４ １２．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４７５０ １８．２ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４７７４ ６７．３ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４８０３ ２８．７ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４９４１ ４．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ５０７３ ９．０ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ５１０８ ４．７ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ５２１２ ２６．０ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ５２３５ １６．０ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ５３１９ １０．５ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ５４６６ １０．８ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ５５３９ ２．０ １

― ４２ ９２ 接合資料 ９４７．７ ２１ １ ４６

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２５ ９．２ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ６３ ５．９ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ３５０ １４０．８ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２７５ ８．０ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３８２ ４４．５ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４１０ ９．０ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ６１１ ３．８ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ６１７ ３．４ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ６１９ １０．３ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ６７４ ８．６ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ８９８ １３．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ６９４ ３６．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ８４９ ３０．８ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ８８３ ３．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ９３３ ７６．３ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １０１６ ２２．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １１０４ ３３．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １８６２ ４１．５ １

― ４２ ９３ 石核 Ｆc―１９ Ｍ１６ １９４０ ３９２．５ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２３２７ ２８．５ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２４９８ ２７．１ １

― ４２ ９４ 接合資料 ９１３．６ ３７ １ ５０

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １２４ ５．８ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １９２０ １９．４ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １９２７ １５．２ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １９３６ １６．８ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １９４３ ５４．９ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ３３３８ １５．４ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １９６８ ２．０ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １９８９ １４．５ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ １９９３ ７．９ １

― ４２ ９５ 石核 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２０００ ４４８．５ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２０２７ ３３．１ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２０４２ ６．８ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２０５８ ３７．１ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ３４２９ ４．６ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４１６２ ４．８ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２０６１ １０．１ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ２３０９ １３．７ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４１５４ ５．３ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２０７１ ２８．４ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ３２５２ ３．５ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ３４８４ ８．４ １

挿図 図版 番号 器種等 遺構名 発掘区 一括層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 接合NO

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４１６４ ３．０ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２０７４ ５．７ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ２０７５ １．７ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２０８３ １．７ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２２７１ ２２．４ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２３０７ ４．０ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３２４０ ３．６ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３４５７ ２．３ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３４６４ ５．９ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３４７５ ２３．６ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３５２１ ２．９ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ３６１０ ９．８ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３５４３ ５．４ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３５５０ ４９．１ １

Ｆc―１９ Ｍ１６ ４２９０ ３．０ １

剥片 Ｆc―１９ Ｍ１６ ４１６７ １３．３ １

５ 表土出土の石器と分布

表�－１４ 旧白滝８遺跡 掲載接合一覧表（７）
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� 下白滝遺跡の調査
１ 調査の概要

（１） 調査要項
事 業 名 一般国道４５０号白滝村白滝丸瀬布道路工事に伴う埋蔵文化財発掘調査（平成１５年度）

委 託 者 国土交通省北海道開発局網走開発建設部

受 託 者 財団法人北海道埋蔵文化財センター

遺 跡 名 下白滝遺跡（�－２０－２３）

所 在 地 紋別郡白滝村字旧下白滝９９－１

調査面積 ２，３４０m２（平成１３年度：９０m２、平成１４年度：２，２５０m２）

調査期間 平成１３年７月１６日～平成１４年３月２９日（現地調査平成１３年７月１６日～９月１４日）

平成１４年４月１日～平成１５年３月３１日（現地調査平成１４年６月３日～１０月２５日）

平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日（整理作業のみ）

（２） 調査体制
財団法人北海道埋蔵文化財センター 理 事 長 大澤 満（平成１４年６月３０日まで）

森重楯一（平成１４年７月１日から）

専務理事 宮崎 勝

常務理事 木村尚俊（平成１３年７月１７日まで）

畑 宏明（平成１４年６月１日から）

総務部長 柳瀬茂樹（平成１４年３月３１日まで）

下村一久（平成１４年４月１日から）

第１調査部長 木村尚俊（平成１３年７月１７日まで）（兼務）

大沼忠春（平成１４年３月３１日まで）（兼務）

畑 宏明（平成１４年４月１日から）（兼務）

平成１３年度 第１調査部第３調査課 課 長 長沼 孝（発掘担当者）

同 主 任 鈴木宏行（発掘担当者）

同 文化財保護主事 直江康雄

平成１４年度 第１調査部第３調査課 課 長 長沼 孝（発掘担当者）

同 主 任 鈴木宏行（発掘担当者）

同 主 任 立田 理（発掘担当者）

同 文化財保護主事 直江康雄（発掘担当者）

平成１５年度 第１調査部第３調査課 課 長 高橋和樹

同 主 任 鈴木宏行

同 主 任 愛場和人

同 主 任 直江康雄

� 下白滝遺跡の調査
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（３） 調査日誌抄

（４） 発掘区の設定
発掘区はアルファベットの大文字と数字の組み合わせで表示し、規格は４×４mとした。調査区の

設定基準は、工事測点のＫ５５９とＫ５４２を基準点とし、その２点を通る直線を南西－北東方向の基線

とし、北西－南東方向はＫ５５９の基準点を通り、南西－北東方向の基線に直交する直線とした。

ラインの設定は、南西－北東方向をアルファベットの大文字とし、基線をＫに設定後、南東側にＬ、

平成１３年度

７月１６日（月） 調査員白滝入り。

１７日（火） 開所式ほか。

１８日（水） （白滝３遺跡表土除去、杭打ち）

１９日（木） （白滝３遺跡２５％・包含層調査）

８月２２日（水） （上白滝６遺跡北側表土除去終了）

２３日（木） （上白滝６遺跡包含層・重機調査開始）

２４日（金） 明治大学杉原重夫氏来訪。

９月７日（金） 下白滝遺跡表土除去、杭打ち。

９月１０日（月） 調査区ごとに重機によって掘り上げ、

人力による遺物採集調査開始、終了。

Ｋ２２区石鏃出土。

１４日（金） 事務所備品・レンタカーなど返却、調

査員引き上げ。

平成１３年度の現場作業終了。

調査面積は３遺跡で３，６６０m２（上白滝

６遺跡６７０m２、白滝３遺跡２，９００m２、

下白滝遺跡９０m２）。

平成１４年度

６月３日（月） 調査員白滝入り。

４日（火） 現場開始準備、環境整備、付け替え道

路部分の表土除去開始。

５日（水） 開所式、杭打ち開始。遺跡北東部は、

耕作土が厚く、硬いため調査区ごと重

機によって掘り上げ、人力で遺物採集

調査の後、遺構確認調査を行うことと

した。

７日（金） 上川小学校６年生３５名、教員２名遺跡

見学。

１１日（火） 南西部２５％調査開始。Ｋ１１区有茎石鏃

出土。

１２日（水） 付け替え道路部分調査終了。

１４日（金） 付け替え道路工事のため１６：３０で調査

終了。

１９日（水） Ｋ８区石鏃出土。北東部重機＋人力調

査開始。

２６日（水） Ｋ１４区つまみ付きナイフ出土。

７月３日（水） Ｌ８区木根跡より土器片２点出土。

２３ライン以東調査終了。

８日（月） Ｎ１１区土器片・石鏃・石斧出土。

１５日（月） Ｍ２０区石槍出土。

１６日（火） 調査終了。調査面積、２，２５０m２。

２９日（月） ユネスコ東アジア文化研究センター藤

井和夫・大井剛、韓国忠南大学李京承、

道教委文化課田才雅彦氏来訪。

８月１９日（月） 慶応大学阿部祥人、札幌大学木村英明

氏来訪。

２９日（木） 東海大学織笠昭・明子、遠軽考古学研

究会川口氏来訪。

３０日（金） 東京大学後藤直氏来訪。

１０月２日（水） 台風の影響のため、終日遺物・土壌水

洗。

９日（水） 道立理科教育センター地学研究室桑井

美彦・境智洋氏来訪。

２１日（月） 平成１４年度の現場作業終了。調査面積

は３遺跡で８，２４０m２（下白滝遺跡２，２５０

m２、旧白滝８遺跡２，６１０m２、旧白滝９

遺跡３，３８０m２）。

２３日（水）～２８日（月） 遺物水洗、発掘機材整備

ほか。

２９日（火） 事務所設備・備品撤去。

３０日（水） 調査員引き上げ。

１ 調査の概要
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調査範囲・周辺の地形図

発掘区設定図（１）

発掘区設定図（２）

図�－１ 調査範囲・発掘区設定図

� 下白滝遺跡の調査
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Ｍ、Ｎ、Ｏ・・・、北西側は逆にＪ、Ｉとした。北西－南東方向は数字で、Ｋ５５９を通る基線を５と

し、北東側に６、７、８・・・とした。調査区域は、アルファベットラインでは、Ｊ～Ｐ、数字ライ

ンでは５～３７の範囲で、基準点の測量成果は下記のとおりである。

Ｋ５５９（Ｋ５） Ｘ＝－６２３１．８５０ Ｙ＝８２２４５．９９３

Ｋ５４２ Ｘ＝－６１６４．５４２ Ｙ＝８２３４４．５２９

（平面直角座標系 第�系）

発掘区の呼称は、４m四方区画の西隅のライン交点で示した。例えば、Ｎラインと１２ラインの交点

の東側がＮ１２区ということになる。また、発掘区の方向は、公共座標の北方向に対して東側に３２５°

３９′５０″傾いている。 （直江康雄）

（５） 土層
遺跡内は包含層が全面的に耕作を受けていた状態であり、遺物包含層（�層）は３１ラインのＮ区で

僅かに確認されたのみである。ほとんどの表土の直下には礫を多く含む段丘堆積層とみられる�層が

堆積している（図�－２・３）。その他に、主に調査区の南西側で、風倒木や木根などの自然撹乱（木

根と総称）が１３か所点在してみられた（図�－５）。

調査区内の地形はほぼ平坦であるが、南西側からの緩やかな斜面となっている。また、１３～２５ライ

ン付近は段丘崖側が僅かな自然堤防状になっている（図�－４）。遺物の出土状況もこれにほぼ対応

し、自然堤防内の２１ライン以西での出土数が多い。 （直江康雄）

（６） 調査の方法
平成１３年度の調査区は、高規格道路のＪＲ石北本線を跨ぐ高架橋基礎部分建設に伴うもので、区域

も幅１４m、長さ約７m程度の狭い範囲である。まず、重機によって表面の草を剥ぎ、杭打ち、地形測

量を行った。調査は、耕作土が深くて硬い状況で、包含層が残存していなかったため、重機によって

発掘区単位で表土層を掘り上げ、人力で遺物を採取する方法を採った。表土除去後は人手によってグ

リット内を精査し、遺構確認後、最終面地形の測量を行った。

平成１４年度の調査区は、平成１３年度調査区から連続した部分で、南西―北東方向に長い範囲である。

１ 調査の概要

� 黒褐色 （１０YR３／１）

� 黒褐色 （１０YR３／２）

�a 黄褐色 （１０YR５／６）

�b にぶい黄褐色（１０YR５／４）

�c 灰黄褐色 （１０YR６／２）

�d 灰黄褐色 （１０YR６／２）

�e にぶい黄橙色（１０YR６／４）

�f 灰黄褐色 （１０YR６／２）

しまり有り、固い。１０mm～人頭大の円陣が多く混じる。

しまり有り、固い。５mm以下の砂粒が若干混じる。

しまり有り、固い。部分的に５～１００mm程度の砂礫が混じる。

しまり有り、固い。砂質粘土。

しまりなし、もろい。シルト質。

１０mm～人頭大程度の円礫で構成されている。

�e層以上の大きな円礫で構成されている。

図�－２ 基本土層図
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図�－３ 土層断面図

１１ライン

２１ライン

３１ライン
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１ 調査の概要

年度別調査範囲図

平成１３年度調査区 平成１４年度調査区

人力及び重機調査範囲図
人力調査範囲 重機＋人力調査範囲

表土除去後の地形図

調査終了後の地形図

図�－４ 調査範囲・発掘区域地形図
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現況は北東側が休耕した草地、南西側は近年まで使用していた畑で、一部にツツジ・オンコの木が繁

茂していた。調査はまず、調査範囲の北西側を通る道路を調査範囲内に切り替える工事のため、北側

のＪ～Ｌ２３～３６区を優先的に行った。昨年と同様に調査は、耕作土が深くて硬い状況で、包含層が残

存していなかったため、重機によって発掘区単位で表土層を掘り上げ、人力で遺物を採取する方法を

採った。その間に南西側の調査準備を開始し、ツツジ・オンコの木の移植作業、表層部分の除去を行っ

た。この結果、表面の遺物散布状況から遺物の出土が多く見込まれ、耕作土も北東側ほど硬くないた

め、２１ライン以西は重機を使わずに全て人力によって調査を行う方法を採用した。表土の遺物は発

掘区単位で一括して取り上げ、表土最下部に見られた近現代の焼土、包含層が撹乱された木根跡は範

囲を測量し、遺構ごとに遺物を取り上げた。調査範囲の南東側は、道路切り替え工事の後に調査を行っ

た。表層除去時の状態が北側と同様であったため、重機と人手による調査を行った。最終的に人手に

よってグリット内を精査し、遺構確認後、最終面地形の測量を行った（図�－４）。

（直江康雄）

（７） 整理の方法
現地では遺物の水洗作業の他に、土器、定形的な石器類、黒曜石以外の剥片を抽出した。その後、

江別の整理作業所に運び、注記などの整理作業を開始した。

石器の整理作業は、抜き出し遺物と一括剥片遺物に分けて進めた。抜き出し遺物は各調査区・遺構

ごとに遺物番号を付けた。注記後、器種分類、重量計測、石質、残存状況・打点・自然面・被熱の有

無など一次の属性観察を行い、台帳を作成した。ただし下白滝遺跡では灰色の黒曜石製石器が一定量

みられたため、石質項目を新たに設け、それらを黒曜石１Ａとした。一括剥片遺物は、発掘区・遺構

単位で取り上げた袋ごとに番号を付け、それぞれ石質ごとに点数、重量を計測し、台帳を作成した。

土器の整理作業は、注記後、分類を行い、石器とは別に各調査区、遺構ごとに遺物番号を付し、台帳

を作成した。

遺物の注記は、道教委の登載番号、発掘区、出土層位、遺物番号の順としたので、下白滝遺跡、Ｎ

１５区、�層出土、台帳番号３０の場合は「２８Ｎ１５・�・３０」となる。また、木根３出土、遺物番号２４の

場合は「２８木３・２４」とした。

次に接合・実測・拓本などの二次整理作業を進めた。接合作業は、土器、定形的な石器類について

は折れ面接合を行った。石器の剥離面接合については、ある程度の一括性を保持していると思われ、

なおかつ土器と共伴している木根出土の資料とその近辺の表土一括の発掘区を中心に行った。しかし、

調査区の全域に耕作が深くまで及んでいる状況から、あまり進展しなかった。

最終的に石器類の折れ面接合は８２例（５０００１～５００７５・５０１１１～５０１２１、欠番４）、剥離面接合は５１例

（１～５１）となった。接合した資料についてのみ母岩分類を行い１９母岩（１～１９）を抽出した。

本報告で実測図などを掲載した土器片は２２点である。石器類は１５８個体、１７０点で、母岩・接合資料

は２個体である。石器類の掲載割合は、総数１５６，６５５点から剥片１５５，７３９点を引いた石器９１６点に対し

１８．６％である。 （直江康雄）

（８） 調査結果の概要
下白滝遺跡は、湧別川の左岸にある標高約２７２mの河岸段丘上に位置する。遺跡内は耕作が全域に

深く及んでいたため、遺物包含層が残存していない状態であった。遺構も確認されていない。しかし、

風倒木や木根などの自然撹乱（木根と総称）が１３か所点在してみられた。これらは埋没時の状態をあ
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る程度反映するもので、下白滝遺跡では貴重な情報である。また、焼土は全て表土最下部に確認され

る近現代の耕作時のものである。遺物は全体で１５６，７００点出土した。内訳は土器片４４点、石器１５６，６５５

点、１３１，０９４．９ｇ、その他１点である。土器片は縄文時代前期末～中期の押型押引文土器に伴うとみ

られる無文土器がやや多く、他には後・晩期とみられるものがある。石器類は石鏃、石槍、ナイフ、

両面調整石器、つまみ付きナイフ、スクレイパー、掻器、錐形石器、二次加工ある剥片、楔形石器、

剥片、石核、石斧、砥石が出土している。石鏃には柳葉形、五角形、二等辺三角形、三角形、有茎の

各種がある。また、剥片が大半であるため、遺跡内では主に石器製作活動を行っていたことを示して

いる。遺物の帰属時期は、土器型式や石鏃の形態がバラエティーに富んでいることから、縄文時代の

全般に渡るものが混在している可能性が高い。遺跡の立地環境や石器類が非常に多いという出土遺物

の偏りから、縄文時代の各時期を通じて赤石山への湧別川沿いのルート上のキャンプ地と、近傍での

黒曜石採取後の石器製作場としての二つの機能が想定される。 （直江康雄）

１ 調査の概要

図�－５ 遺構位置図

１４２



２ 出土遺物と分布

遺跡内は全域に耕作による撹乱を深くまで受けているため、包含層はほぼ残存していない状態で

あった。遺構も確認されていないため、遺物類のまとまり、共伴性は遺跡全体で大まかにしか把握で

きない。その中で風倒木や木根などの自然撹乱（木根と総称）が１３か所点在してみられた（図�－５）。

これらも大きくは撹乱の部類に入るが、耕作土中の遺物よりも当時の一括性を保持しているものと思

われる。特に木根１・４・８からは土器片も出土しており、付近の遺物の時代性を考える上である程

度の参考となる。遺物は全体で土器片が４４点、石器類が１５６，６５５点、１３１，０９４．９ｇ出土している。土

器・石器類は、全体的な様相を把握するため、木根出土の遺物も含めて提示した。 （直江康雄）

（１） 土器
出土した土器は全部で４４点である。�章５節でも述べたように、後世の耕作により包含層は失われ

ていた。遺物はこの耕作土から出土する場合がほとんどであるが、土器については、風倒木や木の根

の黒色土中から出土する例が多く、４４点中３３点で７５％を占めている。風倒木が形成された時期は不明

であるが、これらの遺物は�層（耕作土）から出土した遺物に比して資料の一括性が幾分認めること

ができる。また、図示していない土器は図示した土器と同一個体とみられる細片である。なお表、文

中の胎土の観察は立田が×２０のルーペを用いて土器表面を肉眼観察したものである。

土器はほぼ全て摩滅しており、文様などの特徴を観察できるものはわずかである。そのため胎土の

特徴、また比較的大きな破片は器形から、大まかに分類を行った。

縄文時代前期末～中期とみられるもの（図�－６－１～９、図版５８－１～９）

１～３は同一個体とみられるもの。１は口縁部とみられる破片である。胎土に７mm程度の砂粒を

多く混じる。表裏面ともに摩滅が激しく文様は不明である。２は胴部片。棒状の工具によるとみられ

る刺突がつけられる。３は底部付近。表面はなでられ無文である。４～７は同一個体とみられる。４、

５は胴部片。６は底部付近、７は底部である。摩滅が激しく判然としないが、全面にわたる縦位のハ

ケメ状の調整の後、なで消されているものとみられる。無文であること、また底部の形状から縄文時

代前期末～中期、押型・押引文土器にともなう無文土器の可能性がある。８、９は同一個体。胎土は

１～３によく似るが若干砂粒が少ない。８は胴部片、９は底部。表面は無文である。

縄文時代中期もしくは後期とみられるもの（図�－６－１０～１３、図版５８－１０～１３）

１０、１１は同一個体。胎土に大粒の砂粒が少なく、石英、雲母の細粒を多く含んでいる。いずれも胴

部片とみられるが１１には棒状の工具による浅い刺突が施されている。

時期不明のもの（図�－６－１４、図版５８－１４・１５～２２）

１４は口縁部、山形突起部とみられる口縁下には棒状工具による突瘤状の刺突文がつけられている。

木根８よりまとまって出土している中期に属する可能性もあるが、円形を呈する刺突文の位置などか

ら続縄文時代末期の北大式の可能性もある。

１５～２２は小片のため、写真のみ図示した。１５は茶褐色を呈する。石英粒子が多く混じる。１６、１７は

同一個体の可能性が高い。焼成の状態は１４によく似る。内側が黒く、表面は褐色に焼けている。１８は

胎土は１０、１１に似るが、焼成の状態は１４、１６、１７に似ており、内面に近い部分は黒く、表面は褐色で

ある。１９、２０は同一個体とみられ、平板で全面が黒く焼けている。胎土は石英の細粒、雲母が目立つ。

２１、２２は同一個体。２１の一部にはＲＬ斜行縄文がつけられる。胎土、厚さ、焼成の状況から判断して

１５が中期～後期、１６から２０が後期から晩期、２１、２２が晩期とみなされる。
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２ 出土遺物と分布

図�－６ 出土土器
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縄文時代前期末～中期に相当する無文土器について

木根１と木根８から出土した３２点の土器のうち、木根８の２２点、木根１の８点は胎土の特徴から３

個体分の土器とみなされるものである。これらの土器は表面の文様がわかるものは無文とわずかな刺

突文のみで、胎土に岩片を多量に含むものであった。これらを検討した結果、縄文時代前期末～中期

に相当する押型・押引文土器に最も近いものであろうとの結論に達した。以下に検討の内容について

記す。

この押型・押引文土器は、近年常呂町常呂川河口のＴＫ７３遺跡において、まとまった資料が得られ

ている。調査者である武田氏は、押型・押引文土器は２枚の包含層に分かれて出土しており、上位の

黒色砂、�層から出土した土器を�群、下位の黒色土、�層から出土した土器を�群として区分でき

るものであるとしている。さらに器形、文様などの特徴から前者を円筒上層cからd式、後者を円筒

下層dから上層a式に相当するものと考察している（武田 １９９８）。この�、�群に分けられた押型・

押引文土器のうち、器形に関する特徴は以下のとおりである。

�群＝器形は底部からほぼ垂直に立ち上がり、大型の土器がほとんどである。山形の小突起がつく例

が多く、口唇断面形が切り出し状を呈し、隆帯がつくものが多い。

�群＝器形が大型、中型、小型の３種類があり、底部から口縁部にかけて開くものが多く、口縁部が

わずかに外反するものもある。これらの口縁部断面形は角形を呈し、切り出し状を呈する�群とは異

なっている。

本遺跡出土例は�群の要素として、底部から垂直に立ち上がる器形（７）。�群の要素としては、

器形が大型、小型の別があること。口縁部が角形を呈すること（１）等が類似点としてあげられる。

また平成９年、当センターの行った芦別市滝里２９遺跡の調査に於いて、この押型・押引文土器が

出土している。報告は平成１０年度に行った（北埋文 １９９９b）が、報告書作成の資料収集の際、常呂

川河口遺跡出土資料を実見したことがある。当時の観察記録を参考にすると、さらに共通する点とし

て１cmを超える器壁、砂粒を多く混じる胎土などがあげられる。これらの共通点から本遺跡出土資

料は�、�群にわたる特徴をもつものとすることができると思われる。

ただ本遺跡出土資料はわずかな刺突文のほかは無文であり、決め手となる押型、押引の文様を確認

できるものがない。これについては常呂川河口遺跡の資料中には器種構成に無文土器を伴っており、

さらに押型・押引文土器は櫛歯状の工具を用いない限りにおいて、器壁に対してごく浅くにしか調整

されないため、摩滅し失われてしまったことも充分ありうることを付記しておく。 （立田 理）

（２） 石器
全体で石鏃２４７点、石槍２５６点、ナイフ８点、両面調整石器５０点、つまみ付きナイフ３８点、スクレイ

パー５７点、掻器９点、錐形石器４点、二次加工ある剥片２１８点、楔形石器１点、剥片１５５，７３９点、石核

２５点、石斧２点、砥石１点の計１５６，６５５点、重量１３１，０４９．９ｇの石器類が出土した。石材はほぼ黒曜石

で、他に頁岩６点、めのう２点、珪岩１点、砂岩１点、泥岩１点、片岩１点が出土している。黒曜石

１の比率が最も高く、７２．０％を占めている。次いで黒曜石２（１４．３％）、黒曜石３（７．０％）、黒曜石

１Ａ（３．４％）、黒曜石４（２．０％）、黒曜石５（１．２％）の順である。黒曜石２が他の白滝遺跡群の比

率に比べて高い。また、１Ａとした灰色の黒曜石も一定量みられることが分かった。これらは２点産

地分析を行い、いずれも赤石山産と判定されている（�章２）。

石鏃（図�－７－１～図�－８－６８、図版５９・６０）

７１点（６８個体）を図示している。形態によっていくつかに分かれる。１～６が柳葉形もしくは木葉
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形のものである。基部側は尖らず、丸みを持つもの（１・２・６）が多い。素材面は４・６に残って

いる。全体的に薄手の１・２・４・５と、厚く粗い加工が目立つ３・６がある。５の背面は加工があ

まり施されず、角礫の原石面が大きく残っている。６は未成品とみられ、素材や初期段階の加工を良

く示している。

７～２０は三角形のいわゆる無茎のものである。基部の形態から平基（７～１２・２０）、凹基（１３～１６）、

基部欠損（１７～１９）がみられる。凹基のものは長身で二等辺三角形のものが多い。素材面は７～１０・

１２～１４・１６・１７・２０に残っている。両側縁は直線状のものが多いが、９・１２・１５は外湾している。１２

の裏面は縁辺部のみの加工である。１３は両側縁の長さが異なり、基部が左上がりとなっている。基部

欠損の１７～１９はいずれも長身で、柳葉形であった可能性もある。１９の裏面には連続した斜平行剥離

が施されている。２０は加工が乏しく、形態が整わない未成品で、縁辺部に急角度の剥離がみられる。

２１～６０は有茎のものである。茎部の長さが器体の半分以上を占めるもの（２１～３２）、半分以下のも

の（３３～５２・５９・６０）がみられ、５３～５８は基部欠損品である。基部の形態は平基が３３～３７のみで、凸

基が多い。また、左右で基部の形態が異なり、平基と凸基の組み合せからなるものが３８～４２で、一定

量みられる。素材面は２４・２７・３０～３３・４１・４３・４４・４６・４７・４９～５１・５５・５８・６０に残り、素材腹面

は、ほぼ器体の長軸に沿ったリングである。茎部の形態は、両側縁がほぼ平行するもの（２１～３２・４２・

４４・４６・４９）が多くみられ、茎部の長さが器体の半分以上を占めるものは全て含まれている。その他

は全て逆三角形・逆台形状にすぼまっている。身部の両側縁は直線状のものが多く、２１が内湾、２８・

３２・４５は外湾している。通常先端部は先鋭な形態だが、２８・３２は丸みがあり、製作途中もしくは再

加工品とみられる。茎部の末端は、両側縁からの加工に切られた折れ面が残るもの（２２・２７・２９・３２・

３５・３６・３８・４０・４４・４５・５０・５１・６０）、両側からの加工によって尖るもの（２１・３１・３３・３４・３７・

３９・４３・４６）、両側からの加工によってＵ字形もしくは丸みを持つもの（４７）、下端からの加工により

平らに形成されているもの（２４～２６・２８・３０・４２・４８・４９・５２・５９）がみられる。前者が多く、各形

態の石鏃に観察される。３０は身部の長軸と茎部の長軸が大きくずれている。４１は左右の側縁に樋状剥

離があり、裏面には先端側からの剥離がみられる。これらは使用した際の衝撃剥離の可能性がある。

４３は片側しかかえしがない特異な形態である。

６１～６８はかえしが不明瞭な菱形のものである。返しの位置が中央部付近にくるものが多い。大きさ

から石鏃に分類したが、６２～６６など基部側が太い形態のものは、次項で述べる石槍（８０～９５）と同様

の形態的特徴がある。素材面は６３・６５・６８に残り、６５は転礫の原石面である。基部は、両側からの加

工によって尖るもの（６１）、下端からの加工により平らに形成されているもの（６７・６８）、両側縁から

の加工に切られた折れ面が残るもの（６３）、主に両側からの加工によってＵ字形もしくは丸みを持つ

もの（６２・６４～６６）がある。６２・６３・６５・６６・６８は身部が薄く、基部がやや厚手に加工され、特に６２・

６５は身部に錯向状に斜平行剥離がみられる。６６の裏面にはヒンジによる段が残っている。６８は形態が

整わない未成品とみられる。

石槍（図�－８－６９～図�－１０－９６、図版６０・６１）

３３点（２８個体）を図示している。形態によっていくつかに分かれる。６９～７９は有茎のものである。

茎部は基本的に凸基であるが、片側縁のみ平基（７０・７２）と不明瞭なもの（７１・７９）があり、左右で

かえしの形態が異なるものがある。素材面は６９・７０に残り、素材腹面は、ほぼ器体の長軸に沿ったリ

ングである。また、７７・７９は側面観が湾曲しており、素材が剥片であったとみられる。茎部の形態は、

両側縁がほぼ平行するものが多く、７５のみ逆三角形状にすぼまっている。特に７６～７９は茎部が太く、

器体最大幅の約３分の２を占める。身部の両側縁は直線状のものが多く、７６が内湾、７５は外湾である。
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図�－７ 出土石器（１） 石鏃
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２ 出土遺物と分布

図�－８ 出土石器（２） 石鏃・石槍
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図�－９ 出土石器（３） 石槍
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２ 出土遺物と分布

図�－１０ 出土石器（４） 石槍・両面調整石器
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茎部の末端は、両側からの加工によってＵ字形もしくは丸みを持つもの（６９～７１・７３～７５・７７・７８）、

下端からの加工により平らに形成されているもの（７２・７９）がみられる。７１は被熱しており、表面が

くもりザラついている。７２は正面の中央部にヒンジによる段が残っている。７３は身部側が厚手で、両

側縁がやや急角度である。７５は先端右側縁が急角度のまま残っている。７６は身部両側縁の長さが異な

り、左右の返しの位置がずれている。

８０～９５ははかえしが不明瞭な菱形のものである。返しの位置が器体の中央部付近にくるものが多い

が、８５・８６は上半、９１・９３・９５は下半にある。また、９１の右側縁はかえしがない外湾形で、左右で形

態が異なっている。素材面は８０・８１・８３・８４・８７・９４に残り、素材腹面は、ほぼ器体の長軸に沿った

リングで、８３のみ横方向である。基部は、下端からの加工により平らに形成されているもの（８３・８５・

８８・９４・９５）、両側縁からの加工に切られた折れ面が残るもの（８１・９２）、主に両側からの加工によっ

てＵ字形もしくは丸みを持つもの（８０・８２・８４・８６・８９～９１・９３）がある。８２・９３は身部が斜平行剥

離によって加工されている。９０・９１のかえし部には折れ面が除去しきれずに残っている。９４の身部左

側縁は僅かな加工しかみられず素材面が残り、やや急角度である。

９６は柳葉形のものである。先端部が欠損し、正面に僅かに原石面が残っている。基部は末端からの

加工によって平らである。

両面調整石器（図�－１０－９７～図�－１２－１１０、図版６１・６２）

１８点（１４個体）を図示している。形態によって両側縁がほぼ平行（９７・１１０）、末端部が広がる撥

形（９８）、木葉形（９９～１０６・１０９）、不明瞭なかえしがあるもの（１０７・１０８）に分けられる。全体的

に粗い剥離が多く、両端部の形成も雑である。素材面は９７・１００・１０２・１０７に残っている。素材腹面

は、ほぼ器体の長軸に沿ったリングで、９７のみ横方向である。原石面は１００・１０３の末端部に円礫面、

１１０の表裏面に角礫面が残っている。また、古い折れ面・素材背面が除去しきれずに残り、急角度の

縁辺となっているのは、９９・１０６・１０７の末端、１０２・１０４の側縁、１０５の先端にみられる。９７の加工は

左側縁でのみ行われている。９８は裏面上からの剥離によって破損している。１０１は裏面の加工は、器

体を大きく抉るように施され、湾曲した側面観となる。１０６の裏面と１０７の両面には細かな剥離が施

され、特に１０７は加工の状態から完成形に近いナイフまたは石槍とみられる。１０９は裏面横からの剥

離によって破損している。１１０は断面四角形の棒状の角礫が素材で、裏面は全体に平坦、正面は急角

度の剥離が一部に施されている。

つまみ付きナイフ（図�－１２－１１１～図�－１３－１２７、図版６３・６４）

１７点（１７個体）を図示している。いずれも縦長の形態である。施される加工によって、平坦な剥離

（１１１～１１６）、縁辺周辺の急角度の剥離（１１７～１２３）、つまみ部以外はほとんど加工が施されない（１２４

～１２６）、石槍からの転用（１２７）に分けられる。また、裏面に平坦剥離が施されるものは、１１１・１１４・

１１６である。つまみ部が素材の打面部側に作られるのは１１１・１１２・１１５～１２６で、１１３・１１４は末端側で

ある。末端部の形状は、尖るように加工（１１２・１１７・１２０）、素材のまま（１１１・１１３・１２１・１２２）の

２種がみられる。１１１はめのう製である。１１２は背面全体が加工に覆われている。１１３は珪岩製である。

１１４の素材背面は水和がやや発達し、傷が多く、加工面とはパティナが異なる。１１７はは加工が乏しく、

形態が整わないため未成品とみられる。１２１は転礫の原石面が残存している。１２４の左側縁はつまみ部

のノッチに連なる抉りがみられる。１２７は細身で、かえしが不明瞭な菱形の石槍を素材としている。

スクレイパー（図�－１３－１２８～１３６、図版６４）

９点（９個体）を図示している。背面全体を覆う加工がみられる１２８～１３０、縁辺付近の加工のみの

１３１～１３６に分かれる。また、裏面側のバルブ付近に平坦剥離が施されるもの（１２９・１３３～１３６）があ

� 下白滝遺跡の調査
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２ 出土遺物と分布

図�－１１ 出土石器（５） 両面調整石器
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図�－１２ 出土石器（６） 両面調整石器・つまみ付きナイフ

� 下白滝遺跡の調査
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２ 出土遺物と分布

図�－１３ 出土石器（７） つまみ付きナイフ・スクレイパー
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る。素材は縦長剥片（１２８～１３０）と剥片（１３１～１３６）がみられる。末端部が尖る形態は１２８・１３０・１３

２・１３３・１３５である。１２８は厚みがあり断面三角形である。１２９は角礫の原石面が残存している。１３０

は平坦剥離の後、最終的に急角度の加工を施している。１３４は転礫の原石面が大きく残る。１３５の縁辺

は押圧剥離による薄く細長い加工が等間隔で連続的に施されている。

掻器（図�－１４－１３７～１４４、図版６４）

８点（８個体）を図示している。１３７～１４２は末端部を中心に加工が施されるものである。１３７～１４０

は寸詰まり、１４１・１４２は縦長の形態である。残存する打面はいずれも平坦打面である。両側縁の加工

は１３７・１４０・１４１が低い頻度で、１３８・１３９・１４２は素材の変形度が高い。刃部の形態は１３７・１３８が直線

的で、１３９～１４２が丸い。

１４３・１４４は縁辺全周に加工が及ぶものである。形態は１４３が円形、１４４がやや開く撥形である。加工

は１４３が縁辺付近、１４４が裏面も含めて全体を覆うものである。

二次加工ある剥片（図�－１４－１４５～１４９、図版６５）

５点（５個体）を図示している。１４５・１４６は腹面を中心に平坦剥離が全周し、器体を円く成形する

ものである。素材の打面、バルブは除去されている。１４７は両側縁に錯向状の剥離がみられるもので

ある。細かい急角度の加工が連続的に施されている。１４８は頁岩製で、腹面に連続的な加工が施され

るものである。加工の状態は１４７と類似する。１４９は末端辺を中心に剥離が施されるものである。ヒン

ジを起こした素材の末端を鋭角にする加工である。

楔形石器（図�－１４－１５０、図版６５）

１点（１個体）を図示している。上下端の両側に打面部が潰れた剥離と側縁に樋状剥離がみられる。

特に正面の下端は激しいヒンジを起こしている。縦断面は両端が尖る菱形である。裏面には転礫の原

石面が残っている。

石核（図�－１５－１５１～１５６、図版６５）

６点（６個体）を図示している。いずれも転礫の原石面が残り、想定される原石の大きさはコブシ

大前後である。素材は１５１～１５５が分割礫の可能性があるもの、１５６が礫素材である。１５１は平坦面を打

面に固定するもので、打面が大きい３cm前後の剥片が剥離されたとみられる。１５２～１５６は平坦な広

い面で作業を行うものである。１５２・１５３は作業面を固定、１５４・１５５は裏面に急角度の求心状の剥離が

みられ、１５６は正面と裏面との交互剥離がみられる。主に薄手の横長剥片が剥離されている。

石斧（図�－１５－１５７・１５８、図版６５）

２点（２個体）を図示している。いずれも全面が研磨され、両刃である。１５７は小型で薄手のもの

である。石材は変成を受けた泥岩で緑色を呈する。１５８は欠損品であるが、大型の石斧であったこと

が想定される。片岩製である。

母岩別資料１・接合資料１（図�－１５、図版６６－１）

素材 １０点（６個体）が接合し、重量は２０３．４ｇ、大きさは１５×８×３cmである。両面の剥離が進ん

だ状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 正裏面で平坦剥離が施され（１～３）、正面左からの剥離（欠落）時に内在する割れが原

因で器体が破損する。下半部の両面調整石器１０８は遺棄されるが、上半部は折れ面に急角度の剥離が

施され（４）、最終的に粗い加工の両面調整石器が製作されているが、遺跡内からは出土していない。

分布 ほとんどが木根４から出土し、その他に周辺のＫ・Ｌ８区の表土、木根１に僅かに分布してい

る。

� 下白滝遺跡の調査
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２ 出土遺物と分布

図�－１４ 出土石器（８） 掻器・二次加工ある剥片・楔形石器
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母岩１・接合１

図�－１５ 出土石器（９） 石核・石斧、母岩１・接合１

� 下白滝遺跡の調査
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２ 出土遺物と分布

母岩４・接合１６

図�－１６ 出土石器（１０） 母岩４・接合１６
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母岩別資料４・接合資料１６（図�－１６、図版６６－２）

素材 ３７点（２３個体）が接合し、重量は１，４４６．７ｇ、大きさは１６×１３×１１cmである。全体的に摩滅し

た円礫を素材とし、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 山形の裏面を急角度に剥離した後（１）、正面で対向状の剥離が施される（２・３）。段階

３により正面の原石面と厚みが除去されている。同様に裏面でも段階４・５が行われ、段階４では中

央の稜を越える剥離がみられ、厚みを大きく除去している。しかし、左右の剥離のバランスが悪く、

段階５終了時の裏面の形態は、中央の稜が側縁に寄り、片側が平坦で、反対側縁が急角度となってい

る。次に正面側の段階６・７、裏面の段階８の平坦剥離で器体がより薄手となっていく。前段の裏面

急角度の縁辺は段階７の打面となり、高さの３分の１ほど消費されるが、最後の段階９が再び急角度

の剥離となるため、器体の断面形はあまり修正されていない。最終的に粗く、前述の特徴がある両面

調整石器が製作されているが、遺跡内からは出土していない。

分布 ほとんどが木根４から出土し、その他に約１５m離れた木根８とその周辺のＭ１０・１１区の表土中

に僅かに分布している。 （直江康雄）

（３） 分布
図�－１７・１８に表土出土の土器片・石鏃・石槍・ナイフ・両面調整石器・つまみ付きナイフ・スク

レイパー・掻器・錐形石器・二次加工ある剥片・剥片・石核・石斧・砥石について分布状況を示した。

耕作による撹乱を受けているため、個々の詳細な出土位置についての言及は行わない。しかし、遺跡

全体における石器類の分布傾向については、ある程度のまとまりを保っていると思われるため、大ま

かな概観を記す。

石器類は剥片の分布から全体を概観する。２４ライン以東では出土数が少なく、Ｎ２１付近に１グリッ

ド５００点前後の小さなまとまりがみられる。１７ライン以西からは急激に出土数が増加する。その中で

Ｎ１３区付近には、１グリッド３，０００点前後のまとまりがあり、南西部の段丘崖付近の帯状に続くＫ７、

Ｌ８、Ｍ９・１０区では、１グリッド５，０００点前後、最大約１２，８００点の濃密な分布がみられる。このこ

とから本遺跡では大きく三つのフレイク集中があったとみられる。しかし、南西部の段丘崖付近は、

遺物出土数からさらに何か所かの集中があったとみてよいだろう。石鏃・石槍・両面調整石器・つま

み付きナイフ・スクレイパー・二次加工ある剥片もこの付近から非常に多く出土している。Ｎ１３区付

近では、石鏃・石槍・スクレイパー・二次加工ある剥片がやや目立つ。Ｎ２１付近には石器類があまり

みられず、石斧と砥石が出土している。 （直江康雄）

� 下白滝遺跡の調査
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２ 出土遺物と分布

土器

石鏃

石槍

ナイフ／両面調整石器

つまみ付きナイフ／スクレイパー

図�－１７ 表土一括遺物の器種別分布状況（１）
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掻器／錐形石器

二次加工ある剥片

剥片

石核

石斧／砥石

図�－１８ 表土一括遺物の器種別分布状況（２）

� 下白滝遺跡の調査
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層名 遺構名 石質
土器 石鏃 石槍 ナイフ 両面調整石器 つまみ付きナイフ スクレイパー 掻器 錐形石器 二次加工ある剥片 楔形石器 剥片 石核 石斧 砥石

全体の点数 全体の重量（g）
点数 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g）

黒曜石１ １ １４．４ ８ ４７．３ １ ３８．０ ６ ９６．７ １３０３１ ３２０１．３ １ ８７．４ １３０４８ ３４８５．１

黒曜石２ ８０３ １７９．６ ８０３ １７９．６

Ｆ―１
黒曜石３ ５１３ ６８．４ ５１３ ６８．４

黒曜石４ ２１１ ２３．２ ２１１ ２３．２

黒曜石５ ２０９ ７１．３ ２０９ ７１．３

小計 １ １４．４ ８ ４７．３ １ ３８．０ ６ ９６．７ １４７６７ ３５４３．８ １ ８７．４ １４７８４ ３８２７．６

黒曜石１ １１ ４３．５ １１ ４３．５

Ｆ―２
黒曜石２ ４ ２０．６ ４ ２０．６

黒曜石３ １ ０．９ １ ０．９

小計 １６ ６５．０ １６ ６５．０

Ｆ―３ 黒曜石１ ３ ０．９ ３ ０．９

黒曜石１ ３ ６０．８ １ １４．２ ２ １５．８ １ ８．２ ２ １８．６ ４０８ ３５４．７ ４１７ ４７２．３

黒曜石２ １ １．０ ２０５ ４６３．５ ２０６ ４６４．５

木根―１
黒曜石３ １ １５．７ ２９ ２４．２ ３０ ３９．９

黒曜石５ １ ０．１ １ １３．８ １５ ４０．４ １７ ５４．３

黒曜石１Ａ ２６０ １９６．６ ２６０ １９６．６

小計 ９ ２ １．１ ４ ７６．５ １ １３．８ １ １４．２ ２ １５．８ １ ８．２ ２ １８．６ ９１７ １０７９．４ ９３９ １２２７．６

黒曜石１ ３ １０．１ ３ ５０．５ ２ ４９．２ １１６６９ ２５８０．２ １ １４３．１ １１６７８ ２８３３．１

黒曜石２ ２ ７９．０ ５２４ １８３．２ ５２６ ２６２．２

木根―２
黒曜石３ １０７ ７４．７ １０７ ７４．７

黒曜石４ ８９ １３．２ ８９ １３．２

黒曜石５ ３０６ ５６．２ ３０６ ５６．２

小計 ３ １０．１ ３ ５０．５ ４ １２８．２ １２６９５ ２９０７．５ １ １４３．１ １２７０６ ３２３９．４

黒曜石１ １ １５．６ ２ ６０．１ １ １０．８ １ １１．３ ７８８ ６４２．９ ７９３ ７４０．７

Ⅰ 黒曜石２ ４４ ８３．８ ４４ ８３．８

木根―３
黒曜石３ １０４ ５８．５ １０４ ５８．５

黒曜石４ １ １６．１ １０ １．７ １１ １７．８

黒曜石５ １４ ２５．２ １４ ２５．２

小計 １ １５．６ ２ ６０．１ １ １０．８ ２ ２７．４ ９６０ ８１２．１ ９６６ ９２６．０

黒曜石１ ３ ３０．５ １ １４．４ ３ １８．３ ６７６１ １５０９．９ ６７６８ １５７３．１

黒曜石２ ７１３１ ２９６２．０ ７１３１ ２９６２．０

黒曜石３ １ ４８．０ １ １４７．９ １ ７．１ １０８７ ２９０．１ １０９０ ４９３．１

木根―４ 黒曜石４ ３８ ８．０ ３８ ８．０

黒曜石５ １５６ １１３．０ １５６ １１３．０

黒曜石１Ａ １ １２７．３ １ ２８．３ ２７６１ ２２８５．９ ２７６３ ２４４１．５

小計 ３ ４ ７８．５ ２ ２７５．２ ２ ２１．５ ４ ４６．６ １７９３４ ７１６８．９ １７９４９ ７５９０．７

黒曜石１ １７ ５９．４ １７ ５９．４

木根―７
黒曜石３ １ ２．６ １ ２．６

黒曜石５ １ ２．２ １ ２．２

小計 １９ ６４．２ １９ ６４．２

黒曜石１ １ ４．６ ４ ４４．０ １ ４６．８ １ １９．３ ３３７ ２０６．６ ３４４ ３２１．３

黒曜石２ ２ ４３．０ ２ ２５８．５ ２１６８ １０２４．４ ２１７２ １３２５．９

木根―８
黒曜石３ ３４ ４２．３ ３４ ４２．３

黒曜石４ ２１ １．６ ２１ １．６

黒曜石５ ６ ２２．７ ６ ２２．７

小計 ２０ １ ４．６ ６ ８７．０ ３ ３０５．３ １ １９．３ ２５６６ １２９７．６ ２５９７ １７１３．８

黒曜石１ ６ ０．６ ６ ０．６

木根―９ 黒曜石３ １ ０．１ １ ０．１

小計 ７ ０．７ ７ ０．７
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表Ⅴ－１ 出土遺物層位・遺構・石質別一覧（１）
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層名 遺構名 石質
土器 石鏃 石槍 ナイフ 両面調整石器 つまみ付きナイフ スクレイパー 掻器 錐形石器 二次加工ある剥片 楔形石器 剥片 石核 石斧 砥石

全体の点数 全体の重量（g）
点数 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g） 点数 重量（g）

木根―１０ 黒曜石３ １ ０．３ １ ０．３

黒曜石１ １ ２３．４ １ ３０．０ ５１ １２．５ ５３ ６５．９

黒曜石２ １ ０．１ １ ０．１

木根―１１ 黒曜石３ ５ ５．０ ５ ５．０

黒曜石１Ａ １ ０．１ １ ０．１

小計 １ ２３．４ １ ３０．０ ５８ １７．７ ６０ ７１．１

黒曜石１ １５ ７．０ １５ ７．０

黒曜石２ ２ ４．０ ２ ４．０

黒曜石３ ５ ４．２ ５ ４．２

木根―１２ 黒曜石４ １ ０．４ １ ０．４

黒曜石５ １ ０．１ １ ０．１

黒曜石１Ａ ７５ ９３．３ ７５ ９３．３

小計 ９９ １０９．０ ９９ １０９．０

黒曜石１ ５６ ４０．３ ５６ ４０．３

黒曜石２ ５２０ ３１９．４ ５２０ ３１９．４

木根―１３ 黒曜石３ １６２ １０７．１ １６２ １０７．１

Ⅰ 黒曜石４ ６ ２．１ ６ ２．１

小計 ７４４ ４６８．９ ７４４ ４６８．９

撹乱―２ １ １ ―

黒曜石１ ２１１ ４４８．５ １７９ １２５２．６ ５ １０４．２ ３２ ８４８．５ ２６ ２２３．７ ３５ ５４４．６ ６ １３８．２ ２ １．９ １３２ ２３１６．４ １ ２２．１ ７８８６８ ６２３０５ １４ １３３５．３ ７９５１１ ６９５４１．３

黒曜石２ ９ ２１．１ １５ １６１．１ １ １５．５ ５ ３０３．３ ２ ４７．６ １１ ２３８．４ ２ １１３．６ ２３ ８５７．９ １０９４０ １６９５３．２ ７ １１１６．３ １１０１５ １９８２８．０

黒曜石３ １１ ２２．０ ２６ １７６．５ １ ３１．７ ４ ２５４．０ ３ ５６．０ ５ ６５．６ １ ０．６ １７ ４５４．１ ８８４２ ９９９４．３ １ ２２５．８ ８９１１ １１２８０．６

黒曜石４ ３ ３．７ １ ３．１ ６ ９１．８ ２６７４ ２９７８．１ ２６８４ ３０７６．７

黒曜石５ ５ ８．５ ５ ７９．９ １ １０．３ ２ ４８．９ １ ９．５ ６ １６１．９ １１６０ ４０１８．９ １１８０ ４３３７．９

頁岩 １ １．４ ５ ３．８ ６ ５．２

Ⅰ層一括 珪岩 １ １１．０ １ １１．０

めのう １ ６．６ １ ２．３ ２ ８．９

泥岩 １ ５５．１ １ ５５．１

砂岩 １ ６７．０ １ ６７．０

片岩 １ ４３．７ １ ４３．７

黒曜石１Ａ ３ １２．７ ２ ７８．９ ２ ２２．４ １１ １６０．４ ２２８０ ３０１３．５ １ １２５．８ ２２９９ ３４１３．７

小計 １１ ２３９ ５０３．８ ２２９ １６８５．９ ７ １５１．４ ４３ １４８４．７ ３４ ３５５．２ ５５ ９１９．９ ８ ２５１．８ ４ １２．０ １９６ ４０４３．９ １ ２２．１ １０４７７０ ９９２６９．４ ２３ ２８０３．２ ２ ９８．８ １ ６７．０ １０５６２３ １１１６６９．１

Ⅰ層計 ４４ ２４７ ５４９．６ ２５６ ２０８５．８ ８ １６５．２ ５０ ２１１７．４ ３８ ３９２．５ ５７ ９５４．１ ９ ２６０．０ ４ １２．０ ２１６ ４４１０．７ １ ２２．１ １５５５５６ １１６８０５．４ ２５ ３０３３．７ ２ ９８．８ １ ６７．０ １５６５１４ １３０９７４．３

Ⅱ Ⅱ層一括 黒曜石１ ５ １．１ ５ １．１

黒曜石１ ２ １１．８ １２６ ５３．９ １２８ ６５．７

黒曜石２ １５ ４．８ １５ ４．８

Ⅲa層一括
黒曜石３ １８ ６．２ １８ ６．２

Ⅲa 黒曜石４ ８ ９．６ ８ ９．６

黒曜石５ ５ ２０．９ ５ ２０．９

黒曜石１Ａ ６ １２．３ ６ １２．３

Ⅲa層一括計 ２ １１．８ １７８ １０７．７ １８０ １１９．５

合計 ４４ ２４７ ５４９．６ ２５６ ２０８５．８ ８ １６５．２ ５０ ２１１７．４ ３８ ３９２．５ ５７ ９５４．１ ９ ２６０ ４ １２．０ ２１８ ４４２２．５ １ ２２．１ １５５７３９ １１６９１４．２ ２５ ３０３３．７ ２ ９８．８ １ ６７．０ １５６６９９ １３１０９４．９

表Ⅴ－２ 出土遺物層位・遺構・石質別一覧（２）
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掲載番号 出土グリッド・遺構 遺物番号 出土層位 接合点数 分 類 胎土・備考
図�―６―１ 木根―１ ３ ×１ 前期末～中期 ７mm以下の岩片が多量に混じる
図�―６―２ 木根―１ ２ ×１ 前期末～中期 ７mm以下の岩片が多量に混じる
図�―６―３ 木根―１ ２ ×１ 前期末～中期 ７mm以下の岩片が多量に混じる
図�―６―４ 木根―８ １ ×１ 前期末～中期 ５mm以下の白色岩片、石英粒子が多く混じる
図�―６―５ 木根―８ １ ×１ 前期末～中期 ５mm以下の白色岩片、石英粒子が多く混じる
図�―６―６ 木根―８ １ ×１ 前期末～中期 ５mm以下の白色岩片、石英粒子が多く混じる
図�―６―７ 木根―８ １ ×３ 前期末～中期 ５mm以下の白色岩片、石英粒子が多く混じる
図�―６―８ 木根―１ ２ ×１ 前期末～中期 ７mm以下の岩片が多く混じる
図�―６―９ 木根―１ １ ×１ 前期末～中期 ７mm以下の岩片が多く混じる
図�―６―１０ Ｎ―１３ １ � ×１ 中期～後期 石英の細粒、雲母が多く混じる
図�―６―１１ Ｎ―１３ １ � ×１ 中期～後期 石英の細粒、雲母が多く混じる
図�―６―１２ Ｎ―１４ １ � ×１ 縄文後期～晩期 石英、雲母が若干混じる
図�―６―１３ Ｌ―８ １ � ×１ 中期～後期 ７mm以下の岩片が混じる
図�―６―１４ 木根―８ １ ×１ ？ ２mm以下の石英が多く混じる
図�―６―１５ 撹乱―２ １ ×１ 中期～後期 石英の細粒が多く混じる
図�―６―１６ Ｎ―１１ ２ � ×１ 後期～晩期 石英の細粒が若干混じる
図�―６―１７ Ｎ―１１ ３ � ×１ 後期～晩期 石英の細粒が若干混じる
図�―６―１８ Ｎ―１３ １ � ×１ 後期～晩期 石英、雲母が若干混じる
図�―６―１９ Ｎ―１４ ２ � ×１ 後期～晩期 石英の細粒、雲母が若干混じる
図�―６―２０ Ｎ―１１ １ � ×１ 後期～晩期 石英の細粒、雲母が若干混じる
図�―６―２１ 木根―４ １ ×１ 晩期 砂粒を若干混じる
図�―６―２２ 木根―４ ２ ×１ 晩期 砂粒を若干混じる

挿図 図版 番号 器種名 遺構名 発掘区 一括層位 遺物番号 長さ（mm） 幅（mm） 厚さ（mm） 重量（g） 石質 母岩番号 接合番号 折れ接番号 備考
�―７ ５９ １ 石鏃 Ｌ２３ � １ ３２ １３ ３ １．２ 黒曜石１
�―７ ５９ ２ 石鏃 Ｋ２２ � ３ ３６ １１ ３ １．１ 黒曜石２
�―７ ５９ ３ 石鏃 Ｎ１５ � ５ ４０ １７ ６ ４．０ 黒曜石１
�―７ ５９ ４ 石鏃 Ｍ１８ � １ （４７） １７ ４ （２．７） 黒曜石１ ５０１１４ ５０１１４

Ｍ１８ � ２
�―７ ５９ ５ 石鏃 Ｏ２２ � １ （２７） １０ ３ （０．８） 黒曜石１
�―７ ５９ ６ 石鏃 Ｍ１０ � １９ ３８ １９ ６ ３．７ 黒曜石１
�―７ ５９ ７ 石鏃 Ｋ９ � ９ １６ ９ ２ ０．３ 黒曜石１
�―７ ５９ ８ 石鏃 Ｋ１６ � ６ １９ １１ ２ ０．２ 黒曜石１
�―７ ５９ ９ 石鏃 Ｏ１６ � １ （２０） ９ ３ （０．５） 黒曜石１
�―７ ５９ １０ 石鏃 Ｌ１１ � ３ ２１ １０ ２ ０．１ 黒曜石１
�―７ ５９ １１ 石鏃 Ｎ１２ � １ （２１） １６ ４ （１．０） 黒曜石１
�―７ ５９ １２ 石鏃 Ｍ１５ � １ ２７ １５ ３ １．２ 黒曜石１
�―７ ５９ １３ 石鏃 Ｏ１８ � ６ １６ １０ ３ ０．３ 黒曜石３
�―７ ５９ １４ 石鏃 Ｎ２０ � １ ２２ １２ ３ ０．７ 黒曜石３
�―７ ５９ １５ 石鏃 Ｌ１８ � ２ （２４） １５ ５ （１．５） 黒曜石１
�―７ ５９ １６ 石鏃 Ｌ２２ � １ （２６） （１２） ４ （１．１） 黒曜石１
�―７ ５９ １７ 石鏃 Ｋ８ � ３２ （２３） （８） ２ （０．４） 黒曜石１
�―７ ５９ １８ 石鏃 Ｍ２６ � １ （２３） １０ ３ （０．６） 黒曜石１
�―７ ５９ １９ 石鏃 Ｋ７ � ２２ （２８） １０ ３ （０．７） 黒曜石１
�―７ ５９ ２０ 石鏃 Ｌ９ � １８ ２８ １４ ４ １．７ 黒曜石１
�―７ ５９ ２１ 石鏃 Ｍ８ � ３ ２５ １４ ３ ０．５ 黒曜石１
�―７ ５９ ２２ 石鏃 Ｌ１０ � ２ ２３ （１５） ４ （１．２） 黒曜石２
�―７ ５９ ２３ 石鏃 Ｌ９ � １７ （２２） １４ ４ （０．９） 黒曜石１
�―７ ５９ ２４ 石鏃 Ｍ１２ � ３ （２２） １３ ３ （０．８） 黒曜石１
�―７ ５９ ２５ 石鏃 Ｌ１４ � １ ２６ １４ ４ １．０ 黒曜石１
�―７ ５９ ２６ 石鏃 Ｌ８ � １ ３０ １３ ４ １．０ 黒曜石１
�―７ ５９ ２７ 石鏃 Ｂ調 � １ （２９） １８ ５ （２．１） 黒曜石１
�―７ ５９ ２８ 石鏃 Ｎ１３ � ３ ３１ １７ ５ １．８ 黒曜石１
�―７ ５９ ２９ 石鏃 Ｋ１０ � ２ ３５ １７ ５ １．９ 黒曜石１
�―７ ５９ ３０ 石鏃 Ｋ８ � ３３ ３６ １９ ５ ２．４ 黒曜石１
�―７ ５９ ３１ 石鏃 Ｋ８ � ３６ ３７ １７ ５ ２．０ 黒曜石５
�―７ ５９ ３２ 石鏃 Ｋ８ � ２３ ４１ ２６ ５ ５．１ 黒曜石１ ５０１１２ ５０１１２

Ｌ１０ � １
�―７ ５９ ３３ 石鏃 Ｋ８ � ５６ １８ １２ ２ ０．２ 黒曜石２
�―７ ５９ ３４ 石鏃 Ｍ１５ � ２ ２５ １８ ５ １．５ 黒曜石１
�―７ ５９ ３５ 石鏃 Ｎ１３ � ２ （２９） １６ ５ （１．６） 黒曜石１
�―７ ５９ ３６ 石鏃 Ｎ１０ � １ ３４ １６ ５ １．８ 黒曜石４
�―７ ５９ ３７ 石鏃 Ｏ１３ � １ ４９ １５ ４ ２．４ 黒曜石１
�―７ ５９ ３８ 石鏃 Ｌ８ � ２５ （２１） １２ ４ （０．８） 黒曜石１
�―７ ５９ ３９ 石鏃 Ｌ９ � ３ （２２） １２ ４ （０．９） 黒曜石１
�―７ ５９ ４０ 石鏃 Ｍ１５ � ３ ２４ １４ ４ １．１ 黒曜石１
�―７ ５９ ４１ 石鏃 Ｎ１３ � １２ （２９） １５ ５ （１．８） 黒曜石１
�―７ ５９ ４２ 石鏃 Ｋ７ � １１ （４７） １９ ７ （３．８） 黒曜石１

２ 出土遺物と分布

表�－３ 下白滝遺跡 掲載土器一覧

表�－４ 下白滝遺跡 掲載単品一覧表（１）
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挿図 図版 番号 器種名 遺構名 発掘区 一括層位 遺物番号 長さ（mm） 幅（mm） 厚さ（mm） 重量（g） 石質 母岩番号 接合番号 折れ接番号 備考
�―７ ５９ ４３ 石鏃 Ｌ３１ � １ （１８） ７ ２ （０．２） 黒曜石１
�―７ ５９ ４４ 石鏃 Ｍ８ � ２ ２３ １０ ３ ０．６ 黒曜石３
�―７ ５９ ４５ 石鏃 Ｍ１４ � １０ ２５ １３ ４ １．０ 黒曜石１
�―７ ５９ ４６ 石鏃 Ｌ８ � ２２ ３１ １２ ３ ０．７ 黒曜石１
�―７ ５９ ４７ 石鏃 Ｋ８ � ３５ ２９ （１６） ３ （０．９） 黒曜石４
�―７ ５９ ４８ 石鏃 木根―２ 木根―２ １ （３０） １８ ４ （１．６） 黒曜石１
�―８ ５９ ４９ 石鏃 Ｍ８ � １ （２９） １５ ４ （１．３） 黒曜石１
�―８ ５９ ５０ 石鏃 Ｍ１６ � １ （３１） １６ ４ （１．９） 黒曜石１
�―８ ５９ ５１ 石鏃 Ｍ１１ � ９ ３５ １３ ４ １．５ 黒曜石１
�―８ ５９ ５２ 石鏃 Ｏ１２ � ３ （３９） ２４ ６ （４．７） 黒曜石１
�―８ ５９ ５３ 石鏃 Ｍ１０ � １ （２４） １２ ４ （１．０） 黒曜石１
�―８ ５９ ５４ 石鏃 Ｌ８ � ２４ （２５） １７ ４ （１．５） 黒曜石１
�―８ ５９ ５５ 石鏃 Ｎ１４ � ３ （２８） （１４） ４ （１．５） 黒曜石１
�―８ ５９ ５６ 石鏃 Ｍ８ � １２ （３５） ２２ ５ （３．２） 黒曜石１
�―８ ５９ ５７ 石鏃 Ｋ１１ � １ （３８） ２２ ６ （３．３） 黒曜石１
�―８ ６０ ５８ 石鏃 Ｍ１２ � ２ （２３） １７ ３ （０．９） 黒曜石１
�―８ ６０ ５９ 石鏃 Ｍ９ � １ ２９ ２２ ５ ２．４ 黒曜石１
�―８ ６０ ６０ 石鏃 Ｋ７ � ３ ２６ １４ ３ １．０ 黒曜石１
�―８ ６０ ６１ 石鏃 Ｍ９ � ４ ３９ １５ ５ ２．０ 黒曜石１ ５０１１３ ５０１１３

Ｎ１４ � １０
�―８ ６０ ６２ 石鏃 Ｋ８ � ４ （３７） ２０ ５ （２．９） 黒曜石１
�―８ ６０ ６３ 石鏃 Ｍ１０ � １１ ４０ ２５ ７ ４．８ 黒曜石１
�―８ ６０ ６４ 石鏃 Ｊ６ � １ ４３ ２５ ５ ４．５ 黒曜石１
�―８ ６０ ６５ 石鏃 木根―８ 木根―８ １０ （４４） ２２ ６ （４．６） 黒曜石１
�―８ ６０ ６６ 石鏃 木根―２ 木根―２ ２ （４６） ２５ ７ （５．８） 黒曜石１
�―８ ６０ ６７ 石鏃 Ｂ調 � ６ ４９ ２０ ６ ４．２ 黒曜石１
�―８ ６０ ６８ 石鏃 Ｎ１１ � ５ （４６） ２２ ６ （４．４） 黒曜石１
�―８ ６０ ６９ 石槍 Ｎ１５ � ４ （４６） ２８ ５ （５．４） 黒曜石１
�―８ ６０ ７０ 石槍 Ｏ１３ � ６ （５１） ２７ ５ （５．２） 黒曜石１
�―８ ６０ ７１ 石槍 Ｌ７ � １２ （５３） ２４ ６ （６．７） 黒曜石１
�―８ ６０ ７２ 石槍 Ｍ１２ � ２０ （５３） ２８ ９ （７．１） 黒曜石１
�―８ ６０ ７３ 石槍 Ｌ８ � ６ ５４ ２５ ９ ９．３ 黒曜石１Ａ
�―８ ６０ ７４ 石槍 Ｍ９ � ２１ ６６ （３０） ７ （９．１） 黒曜石１
�―８ ６０ ７５ 石槍 木根―１ 木根―１ ６ ８２ ５６ １１ ３９．６ 黒曜石１
�―９ ６０ ７６ 石槍 Ｋ６ � ７ （５６） ３１ ８ （９．１） 黒曜石１ ５０１１６ ５０１１６

Ｋ６ � ９
�―９ ６０ ７７ 石槍 Ｍ１１ � １ ７９ ２７ ７ １０．９ 黒曜石１ ５０１１１ ５０１１１

Ｍ１２ � ５
�―９ ６０ ７８ 石槍 木根―４ 木根―４ １１ （７２） ２９ ８ （１１．６） 黒曜石１
�―９ ６０ ７９ 石槍 木根―１ 木根―１ １４ （７０） ３３ ８ （１５．７） 黒曜石３
�―９ ６０ ８０ 石槍 Ｍ１０ � ２０ （４７） ２５ ８ （７．２） 黒曜石３
�―９ ６０ ８１ 石槍 Ｎ１１ � １１ ４９ （２４） ７ （３．８） 黒曜石１
�―９ ６０ ８２ 石槍 木根―８ 木根―８ ９ ５１ ２７ ８ ６．８ 黒曜石１
�―９ ６０ ８３ 石槍 Ｆ―１ Ｆ―１ １１ （５２） ３０ ５ （６．９） 黒曜石１
�―９ ６０ ８４ 石槍 Ｍ１０ � ４ ４９ ２９ ６ ６．０ 黒曜石１
�―９ ６０ ８５ 石槍 Ｍ９ � １２ （５０） （３６） ６ （８．７） 黒曜石１
�―９ ６０ ８６ 石槍 木根―２ 木根―２ ３ （５３） ２７ ７ （８．３） 黒曜石１
�―９ ６１ ８７ 石槍 Ｆ―１ Ｆ―１ １３ （５４） ３３ ６ （７．９） 黒曜石１
�―９ ６１ ８８ 石槍 Ｌ７ � １５ ５５ ２７ ７ ８．７ 黒曜石１ ５０１１７ ５０１１７

Ｍ７ � １
�―９ ６１ ８９ 石槍 Ｎ９ � １ ６０ ２９ ７ ８．１ 黒曜石１
�―９ ６１ ９０ 石槍 木根―８ 木根―８ ３ ６１ ２９ ７ １０．５ 黒曜石１
�―９ ６１ ９１ 石槍 Ｎ１１ � ７ ６５ ２９ ９ １４．２ 黒曜石１ ５０１１５ ５０１１５

Ｎ１７ � ２
�―９ ６１ ９２ 石槍 Ｎ１３ � １８ ７３ （３３） ７ （１５．６） 黒曜石３
�―１０ ６１ ９３ 石槍 木根―１ 木根―１ １６ ７８ ３８ ９ １７．９ 黒曜石１
�―１０ ６１ ９４ 石槍 木根―４ 木根―４ １０ ８１ ３８ ８ ２１．７ 黒曜石１ ５０１１９ ５０１１９

Ｋ８ � １５
�―１０ ６１ ９５ 石槍 木根―８ 木根―８ ４ （７６） ３７ １０ （１７．１） 黒曜石１
�―１０ ６１ ９６ 石槍 Ｌ１２ � ４ （５４） １８ ７ （６．５） 黒曜石１
�―１０ ６１ ９７ 両面調整石器 木根―１ 木根―１ ９ ４９ ２９ １０ １４．２ 黒曜石１
�―１０ ６１ ９８ 両面調整石器 Ｌ１４ � ３ （５３） ４４ １１ （２４．１） 黒曜石１ ５０１２１ ５０１２１

Ｌ１４ � ６
�―１０ ６１ ９９ 両面調整石器 Ｏ１１ � ４ ５５ （４３） １２ （２５．１） 黒曜石１
�―１０ ６１ １００ 両面調整石器 Ｍ１０ � ２１ ５７ ３７ ７ １３．０ 黒曜石１
�―１０ ６１ １０１ 両面調整石器 Ｍ１５ � ７ ６９ ４２ １２ ３３．０ 黒曜石３
�―１０ ６１ １０２ 両面調整石器 Ｋ１２ � ５ ７６ ４５ １７ ４９．８ 黒曜石１
�―１０ ６１ １０３ 両面調整石器 Ｆ―１ Ｆ―１ １０ ７２ ５１ １０ ３８．０ 黒曜石１
�―１０ ６１ １０４ 両面調整石器 木根―８ 木根―８ ８ ８０ ５１ １２ ４６．８ 黒曜石１
�―１０ ６２ １０５ 両面調整石器 Ｍ１６ � ５ ８５ ５４ １５ ６５．８ 黒曜石３
�―１１ ６２ １０６ 両面調整石器 木根―８ 木根―８ １１ （１２０） ７０ １７ （１３２．５） 黒曜石２
�―１１ ６２ １０７ 両面調整石器 木根―８ 木根―８ ２ （１１９） （７７） １４ （１２６．０） 黒曜石２
�―１１ ６２ １０８ 両面調整石器 木根―４ 木根―４ ３ （１４３） （８０） ２１ （１８２．０） 黒曜石１Ａ １ １ ５００７７

木根―４ 木根―４ ５４
Ｋ８ � ４１

�―１１ ６２ １０９ 両面調整石器 木根―４ 木根―４ ６ １４３ ８４ ２３ ２５１．５ 黒曜石３ ５０１２０ ５０１２０
Ｋ８ � ３９

�―１２ ６２ １１０ 両面調整石器 Ｐ１３ � ３ （１５３） ５８ ２９ （３４１．１） 黒曜石１
�―１２ ６３ １１１ つまみ付きナイフ Ｋ１８ � １ ５０ ２２ ６ ６．６ めのう
�―１２ ６３ １１２ つまみ付きナイフ Ｌ８ � ３０ （５６） ２７ ６ （６．９） 黒曜石１
�―１２ ６３ １１３ つまみ付きナイフ Ｍ９ � ６ ５９ ２５ ７ １１．０ 珪岩
�―１２ ６３ １１４ つまみ付きナイフ Ｌ８ � ２ （６７） ２０ ９ （１０．９） 黒曜石１
�―１２ ６３ １１５ つまみ付きナイフ Ｋ６ � １０ （９１） ５９ １１ （４０．６） 黒曜石１
�―１２ ６３ １１６ つまみ付きナイフ Ｌ１７ � １ （４７） ２０ ６ （５．１） 黒曜石１
�―１２ ６３ １１７ つまみ付きナイフ 木根―４ 木根―４ ５ ５２ ２４ ６ ７．１ 黒曜石３
�―１２ ６３ １１８ つまみ付きナイフ Ｊ１３ � １ （６４） ３２ １２ （１５．９） 黒曜石２

表�－５ 下白滝遺跡 掲載単品一覧表（２）

� 下白滝遺跡の調査
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挿図 図版 番号 器種名 遺構名 発掘区 一括層位 遺物番号 長さ（mm） 幅（mm） 厚さ（mm） 重量（g） 石質 母岩番号 接合番号 折れ接番号 備考
�―１２ ６３ １１９ つまみ付きナイフ Ｌ８ � ５７ （６４） （２９） ７ （１１．３） 黒曜石１
�―１２ ６３ １２０ つまみ付きナイフ Ｊ１２ � １ ７３ ３５ ７ １５．２ 黒曜石１
�―１２ ６３ １２１ つまみ付きナイフ Ｍ９ � ７ ７３ （３５） ７ （１２．８） 黒曜石１
�―１２ ６３ １２２ つまみ付きナイフ 木根―４ 木根―４ １３ （７９） （３４） ８ （１４．４） 黒曜石１
�―１３ ６３ １２３ つまみ付きナイフ Ｌ８ � ３６ （８４） ５６ ９ （３１．７） 黒曜石２
�―１３ ６３ １２４ つまみ付きナイフ Ｌ９ � ８ （５７） （２９） ６ （８．１） 黒曜石１
�―１３ ６３ １２５ つまみ付きナイフ Ｋ６ � １４ （７２） （２９） ５ （１０．６） 黒曜石１
�―１３ ６３ １２６ つまみ付きナイフ 木根―１ 木根―１ １２ （６３） （４７） ５ （１３．５） 黒曜石１
�―１３ ６４ １２７ つまみ付きナイフ Ｋ６ � １２ （８９） ４２ １２ （３７．４） 黒曜石３
�―１３ ６４ １２８ スクレイパー 木根―３ 木根―３ ４ ５１ ２３ １３ １０．８ 黒曜石１
�―１３ ６４ １２９ スクレイパー 木根―１１ 木根―１１ １ ７５ ２９ １１ ２３．４ 黒曜石１
�―１３ ６４ １３０ スクレイパー Ｏ１４ � ５ （５８） （２７） １０ （１５．２） 黒曜石１
�―１３ ６４ １３１ スクレイパー Ｍ１３ � １７ （６６） （４１） １３ （２４．５） 黒曜石２
�―１３ ６４ １３２ スクレイパー Ｍ８ � ９ （４０） （３３） ６ （６．９） 黒曜石５
�―１３ ６４ １３３ スクレイパー Ｌ９ � ９ ５４ ３３ ７ １２．０ 黒曜石１
�―１３ ６４ １３４ スクレイパー Ｍ９ � ８ ７８ ３７ １２ ３０．７ 黒曜石１
�―１３ ６４ １３５ スクレイパー Ｍ１３ � １０ （８２） ４２ ７ （２９．３） 黒曜石１
�―１３ ６４ １３６ スクレイパー Ｎ１６ � １ ７３ ８２ １１ ６０．１ 黒曜石２
�―１４ ６４ １３７ 掻器 Ｏ１３ � ４ ４３ ３４ １０ １２．５ 黒曜石１
�―１４ ６４ １３８ 掻器 Ｂ調 � ８ ３９ ３９ １２ ２０．７ 黒曜石１
�―１４ ６４ １３９ 掻器 Ｌ２５ � １ ４６ ４７ １３ ２２．８ 黒曜石２
�―１４ ６４ １４０ 掻器 Ｍ１１ � １２ ４７ ４２ １６ ２７．７ 黒曜石１
�―１４ ６４ １４１ 掻器 木根―１ 木根―１ １５ （５０） ２８ ７ （８．２） 黒曜石１
�―１４ ６４ １４２ 掻器 Ｎ１３ � １ ９３ ５９ １８ ９０．８ 黒曜石２
�―１４ ６４ １４３ 掻器 Ｋ９ � ６ （４３） ４３ ７ （１４．８） 黒曜石１
�―１４ ６４ １４４ 掻器 Ｌ８ � １６ ５４ ２９ １５ ２４．２ 黒曜石１
�―１４ ６５ １４５ 二次加工ある剥片 Ｎ１５ � ３ ３１ ２４ ４ ３．７ 黒曜石１
�―１４ ６５ １４６ 二次加工ある剥片 木根―１ 木根―１ ８ ３５ ３０ ９ ８．１ 黒曜石１
�―１４ ６５ １４７ 二次加工ある剥片 Ｍ２７ � １ ３５ ２１ ７ ４．５ 黒曜石１
�―１４ ６５ １４８ 二次加工ある剥片 Ｌ１６ � ２ （２０） （１９） ３ （１．４） 頁岩
�―１４ ６５ １４９ 二次加工ある剥片 Ｍ１５ � １３ ５３ （５２） １２ （３０．１） 黒曜石４
�―１４ ６５ １５０ 楔形石器 Ｂ調 � ９ ５４ ２８ １８ ２２．１ 黒曜石１
�―１５ ６５ １５１ 石核 Ｋ２６ � １ ３７ ５４ ４２ ８１．７ 黒曜石２
�―１５ ６５ １５２ 石核 Ｎ１４ � ８ ５４ ６７ ３８ １４６．９ 黒曜石１
�―１５ ６５ １５３ 石核 Ｊ８ � ３ ５８ ５５ ３２ １００．３ 黒曜石１
�―１５ ６５ １５４ 石核 Ｎ９ � ４ ６８ ５２ ２１ ７６．６ 黒曜石１
�―１５ ６５ １５５ 石核 木根―２ 木根―２ ５ ６７ ６２ ３３ １４３．１ 黒曜石１
�―１５ ６５ １５６ 石核 Ｐ１２ � ２ ６０ ８９ ３９ ２４９．４ 黒曜石２
�―１５ ６５ １５７ 石斧 Ｎ２１ � ６ ７０ ３４ １１ ４３．６ 泥岩
�―１５ ６５ １５８ 石斧 Ｎ２１ � ４ （６５） （３１） ２０ （５５．１） 片岩

挿図 図版 番号 器種等 遺構名 発掘区 一括層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩NO 接合NO

�―１５ ６６ １６０ 接合資料 ２０３．４ １０ １Ａ １ １

剥片 木根―１ 木根―１ ２４ ３．６ １Ａ

木根―４ 木根―４ ５５ ６．５ １Ａ

木根―４ 木根―４ ６２ ２．７ １Ａ

�―１１ ６２ １０８ 両面調整石器 木根―４ 木根―４ ３ １２７．３ １Ａ

木根―４ 木根―４ ５４ ４．４ １Ａ

Ｋ８ � ４１ ５０．３ １Ａ

剥片 木根―４ 木根―４ ５２ ２．３ １Ａ

剥片 木根―４ 木根―４ ５３ １．３ １Ａ

剥片 Ｌ８ � ６７ ２．２ １Ａ

剥片 Ｌ８ � ６８ ２．８ １Ａ

�―１６ ６６ １５９ 接合資料 １４４６．７ ３７ ２ ４ １６

剥片 木根―４ 木根―４ ６３ ４８．８ ２

木根―４ 木根―４ ６４ ３５．８ ２

木根―４ 木根―４ ７２ ８．５ ２

剥片 木根―４ 木根―４ ６５ ４７．４ ２

剥片 木根―４ 木根―４ ６６ ２１２．０ ２

剥片 木根―４ 木根―４ ６７ ９．６ ２

木根―４ 木根―４ ６９ ９３．９ ２

木根―４ 木根―４ ７０ ２４１．２ ２

木根―４ 木根―４ ７１ ３３．７ ２

剥片 木根―４ 木根―４ ６８ ５０．２ ２

剥片 木根―４ 木根―４ ７３ ６５．９ ２

剥片 木根―４ 木根―４ ７４ ２６．３ ２

剥片 木根―４ 木根―４ ７５ １３．０ ２

木根―４ 木根―４ ７６ ２１．４ ２

挿図 図版 番号 器種等 遺構名 発掘区 一括層位 遺物番号 重量 接合点数 石質 母岩NO 接合NO

剥片 木根―４ 木根―４ ７７ １３．０ ２

木根―４ 木根―４ ７８ ４５．５ ２

剥片 木根―４ 木根―４ ７９ ３５．０ ２

木根―８ 木根―８ ２０ ４．４ ２

剥片 木根―４ 木根―４ ８０ ４．２ ２

木根―４ 木根―４ ８１ １０．５ ２

剥片 木根―４ 木根―４ ８８ ８．８ ２

木根―８ 木根―８ ４８ １５．８ ２

剥片 木根―４ 木根―４ ８９ ９．８ ２

木根―４ 木根―４ ９３ ６．７ ２

剥片 木根―４ 木根―４ ９０ ７．４ ２

木根―４ 木根―４ ９１ ３．４ ２

剥片 木根―４ 木根―４ ９２ １７．３ ２

剥片 木根―４ 木根―４ ９６ ４．９ ２

剥片 木根―８ 木根―８ ２４ ４０．０ ２

木根―８ 木根―８ ２５ ４３．４ ２

剥片 木根―８ 木根―８ ２８ １０９．４ ２

剥片 木根―８ 木根―８ ２９ １４．２ ２

剥片 木根―８ 木根―８ ４３ １．６ ２

剥片 木根―８ 木根―８ ４４ １７．１ ２

剥片 Ｍ１０ � ３２ ９９．１ ２

Ｍ１１ � １９ ２４．９ ２

剥片 Ｍ１１ � ２６ ２．６ ２

２ 出土遺物と分布

表�－６ 下白滝遺跡 掲載単品一覧表（３）

表�－７ 下白滝遺跡 掲載接合一覧表
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� 丸瀬布町中島遺跡の調査
１ 調査の概要

（１） 調査要項
事 業 名 一般国道４５０号白滝丸瀬布道路工事に伴う埋蔵文化財発掘調査（平成１５年度）

委 託 者 国土交通省北海道開発局網走開発建設部

受 託 者 財団法人北海道埋蔵文化財センター

遺 跡 名 中島遺跡（Ｉ－１９－３４）

所 在 地 紋別郡丸瀬布町南丸４８、５２

調査面積 １，９００m２

調査期間 平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日（現地調査平成１５年５月７日～６月２日）

（２） 調査体制
財団法人北海道埋蔵文化財センター 理 事 長 森重楯一

専 務 理 事 宮崎 勝

常 務 理 事 畑 宏明

総 務 部 長 下村一久

第１調査部長 畑 宏明（兼務）

第１調査部第３調査課 課 長 �橋和樹（発掘担当者）

主 任 鈴木宏行（発掘担当者）

主 任 直江康雄（発掘担当者）

（３） 調査日誌抄

５月６日（火） 調査員白滝入り。

表土除去打ち合わせ。

５月７日（水） 現場開始準備・環境整備ほか。

高圧線下のため北電の指導を受けつつ

表土除去（重機）開始。測量開始、基

準線設定。

５月８日（木） 現場開所式。雨のため現場作業はでき

ず。

５月９日（金） 表土除去。調査区設定・杭打ち・単点

測量。

２５％調査開始。

５月１２日（月） ２５％調査続行。

Ｔライン調査開始。

５月１３日（火） ２５％調査、Ｔライン調査。遠景撮影。

５月１４日（水） 雨のため現場調査中止。

（旧白滝９遺跡工事立会）

５月１５日（木） ２５％調査、Ｒライン調査。

１７ライントレンチ調査（重機利用）開

始。

５月１６日（金） Ｐ、Ｒライン調査。Ｐ１４、Ｒ１２区で土

器出土。

５月１９日（月） Ｎ、Ｐ、Ｑ、Ｓライン調査。

Ｐ１１・１３、Ｑ１５、Ｓ１２区で土器出土。

５月２０日（火） Ｎ、Ｑライン調査。

Ｑ１３区で土器多数出土。

５月２１日（水） Ｏ１４、Ｑ１２・１４区で土器、Ｏ１４区でス

クレイパー、Ｏ１５区で石核出土。

５月２２日（木） Ｍライン調査。Ｍ１９区で両面調整石器

出土。

５月２３日（金） Ｍ、Ｑ、Ｓライン調査。

� 丸瀬布町中島遺跡の調査
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（４） 発掘区の設定
発掘区には、工事測点のＳＰ８２８００とＳＰ８２９００を結んだ直線を基線とする方眼を想定したうえで、

４×４mに分割したグリッドを設定した。グリッド北（ＧＮ）を上にしたときの、南北軸には北から

南へと大文字のアルファベットを配し、東西軸には西から東へとアラビア数字を付してグリッドを表

示し、北西交点における表をもって各グリッドの呼称とした。真北（ＴＮ）方向を基準としたグリッ

ド北（ＧＮ）の方向角は３０９°１１′５３″（右回り）であり、グリッド北（ＧＮ）は真北（ＴＮ）に対

し５０°４８′０７″西偏している。下記に基線上の２点と調査区外の２点の座標値を例示する。

Ｍ １４ Ｘ＝－１１９６．４９０３ Ｙ＝８６５１５．２９４６

Ｍ １９ Ｘ＝－１１８１．０７６９ Ｙ＝８６５２８．０３９３

Ｉ ７ Ｘ＝－１２１１．１７７５ Ｙ＝８６４８２．６７１

Ｏ ７ Ｘ＝－１２２６．３４５５ Ｙ＝８６５０１．２７０

（平面直角座標系 第�系）

（５） 土層
中島遺跡の土層堆積状況については、調査区内平坦面のほぼ中央部で直交するＱラインと１７ライン

を対象にメインセクションラインを設定して観察し、断面実測を行った。また、北西側の礫の高まり

が広がる地区については、１５ライン及び２０ラインにそれぞれ８mのトレンチを延ばし、包含層の有無

を確認した。土層には、図�－２に示すように、�・�・�・�a・�bの基本的な５層と、�・�
層間に部分的に介在する１～４層とが認められる。

�層は、耕作土や表土で、層厚２０～４０cmくらい。�層には遺物が点在していたが、本来的な包含

層は耕作や植林のため破壊され、既に消失していた。開拓期以降の耕作は平坦面を中心に行われ、繰

り返された耕起のため、出土土器は細片に破砕され、摩耗の進んだものが多かった。北西側の礫の高

まりが分布する区域における�層は、礫層の上部に形成された腐植土主体だが、多量の礫を含む、礫

がちな土層に変化している。この付近に育った広葉樹の根は、下の礫層を貫下できず、横へ横へと這っ

ていた。平坦面と礫の高まりの境目あたりを中心にやや多くの黒曜石片の散在や小規模なフレイク集

中がみられたが、耕作が及んだり、礫間を流下する雨水などに二次的に動かされて、プライマリーな

遺存状況は認められなかった。�・�層は、下の緩やかに波打つ�a・�b礫層のくぼみを埋めて堆

積する土層で、ともに遺物を含まず、境界は不明瞭。�層はシルト質の土層で、層厚は２０cm内外。

�層は砂質がちな土層で、一部しか掘り下げていないが、層厚は１０～３０cm以上。�a・�bの礫層は、

径２０～３０cm、厚さ１０cmほどのやや扁平な多量の円礫と、その間を埋める径１０cm以下の砂利がぎっし

り詰まった層で、古い河床礫と思われる。境界は漸移的で不分明。上述した北西側の礫の高まりは、

�a・�b礫層が押し出された自然堤防と考えられる。いずれも第四紀完新世に形成された低位段丘

Ｑ１４・１８区で土器、Ｍ１８区で石鏃出土。

５月２６日（月） １５・２０ラインにトレンチ調査。先の１７

ラインのトレンチ調査と合わせて、自

然堤防の礫層には包含層がないことを

確認する。

５月２７日（火） 調査終了全景写真撮影。

（旧白滝５遺跡２５％調査開始）

５月２８日（水） 北電に調査終了報告。

５月２９日（木） 最終面測量。

５月３０日（金） 現場終了最終確認。

６月２日（月） 埋蔵文化財発見届・発掘調査変更届提

出。

１ 調査の概要
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調査範囲・周辺の地形図

発掘区設定図（１）

発掘区設定図（２）
図�－１ 調査範囲・発掘区設定図

� 丸瀬布町中島遺跡の調査
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堆積物とされる（網走開発建設部 ２０００）。�・�層間に介在する１～３層は、水成作用によって分

離されたと思われるシルト質土で、層厚はそれぞれ１０cmほど、遺物は含まない。４層は、南東丘陵

部から流れ込んで厚く堆積した崖錐堆積物と判断される。 （�橋和樹）

（６） 調査の方法
調査前の中島遺跡には、南東の丘陵裾部を主体に松が植林されており、北西側の礫堤縁辺部には広

葉樹が繁茂、その間には一面に笹が丈高く密生していた。調査区域内の立木伐採がすんだ後、発掘調

査を開始、最初に重機を導入して笹根を除去した。笹根除去では、遺物を点在させる�層を削りすぎ

ないよう、できるだけ薄く剥ぐよう努め、同時に必要な抜根も行った。図�－６に示すように、調査

区の北東部には２本の高圧鉄塔がたち、北東―南西方向に電線が延びていたため、高圧線付近での重

機導入に際しては、北海道電力�の立会、指導を得た。笹根除去を主体とする表土除去が終わり次第、

測量作業に入り、４項に前述したように基線を設定のうえ、４×４mメッシュの杭打ちを行って発掘

区を設定するとともに、単点測量を実施して、表土除去後の地形面を記録した（図�－５）。

掘開は、図�－５に示すように、調査区の大半を占める平坦面では人力主体で行った。手順として、

基本的に２５％調査を実施して遺構や遺物の分布状況を確認したのち、排土の搬出ルートや、Ｑライン

と１７ラインに設定したメインセクションラインでの断面実測の順番などを考慮して、４×４mのグ

リッド単位で、順次、全面的に調査を進めた。２５％調査の段階で、耕作等により包含層が破壊され、

遺物は撹乱された�層以外には殆ど見出されないことが判明したため、基本的には、遺物の出土地点

計測は行わず、遺物はグリッド単位で取り上げることにした。山裾で遺物分布が殆どないことが予想

された南端部では、省力化のため、重機による掘り上げ土を人手で調べて、遺物の有無を確認した。

掘開はほぼ�層までとし、単点測量によって、終了面の地形を記録したほか、古い川の流路に沿った

礫の分布や自然堤防（礫堤部）の範囲などを図示した（図�－６）。

北西に広がる礫堤部については、重機による表土除去ののち、１５・１７・２０ラインを対象に重機で３

本のトレンチを延ばし、包含層の有無を確かめた。�層と下の礫層に分け置いた掘り上げ土を、それ

ぞれ人手で調べて遺物を探したが、遺物は殆ど検出されず、礫堤部にはもともと包含層が存在しな

かったことを確認した。従って、礫堤部については、それ以上の掘開調査は要しないものと判断した

が、南西側のＮ１３～１５区あたりでは、笹根除去後の表層土に黒曜石片の点在がみられたため、ここ

では人手による調査を行うとともに、�層中に遺構の痕跡を留めたフレイク集中１か所（Ｆc－１）

１ 調査の概要

� 黒褐色土 （１０YR３／１）
� オリーブ褐色シルト質土 （２．５YR４／３）
� オリーブ褐色砂質土 （２．５YR４／４）

�a 灰黄褐色砂礫 （１０YR４／２）

�b 褐色砂礫 （７．５YR４／４）

１ 暗オリーブ褐色シルト質土（２．５YR３／３）

２ 灰オリーブシルト質土 （５Y５／２）
３ オリーブ褐色シルト質土 （２．５Y４／３）
４ 褐色砂質土 （７．５YR４／３）

笹の根が混入する。耕作土。
しまり弱、粘性弱。
しまりやや有り、粘性やや有り。水成堆積とみられ、
粘土層との互層となっている。
幼児頭大の円礫が主体。�層の成分が浸下して、
大半の礫の間に混じる。
幼児頭大の円礫が主体。段丘礫層。

しまり弱、粘性なし。�層より砂質分が弱く、�層をまだら状に
若干含む。漸移層。
しまりやや有り、粘性なし。�層がブロック状に混じる。
しまり強。粘性なし。５mm前後の小円礫をやや含む。
しまりやや有り。粘性弱。１mm前後の砂、２０～１００mm程度の腐
食した礫を多く含む。斜面からの流れ込みの層と思われる。

図�－２ 基本土層図
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１５ライン

１７ライン

図�－３ 土層断面図（１）
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１ 調査の概要

２０ライン

Ｑライン

図�－４ 土層断面図（２）
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人力調査範囲

重機＋人力調査範囲

トレンチ調査範囲

重機調査範囲

人力及び重機調査範囲図

表土除去後の地形図

調査終了後の地形図

図�－５ 調査範囲・発掘区域地形図
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について、図面や写真による記録を残した。

調査区の東縁部では、２本の高圧鉄塔周辺や、鉄塔を支える控えのワイヤーと結ばれたアンカー埋

設箇所など、掘開不能な所があり、また、崖際で危険なため、重機による笹根除去以上には掘開せず

にクリアランスを設けた部分があるが、遺物分布のごく希薄な地区であり、遺構や遺物が残る可能性

は殆どないものと判断した。 （�橋和樹）

（７） 整理の方法
土器、石器など遺物の水洗作業や注記、定形的な石器類の抜き出しや、カウント、計量、台帳作成

の一部などを現地で実施したのち、江別の整理作業所において、遺物の属性観察等を行い、接合、実

測等の二次整理作業を進めた。

土器は、耕作土からの出土で、いずれも小片に割れて、損耗の進んだものが多く、接合に努めたが、

器形を復元できた例はない。数が少ないため、口縁部などに文様の施された資料や、地文の縄文が判

別できるもののほか、かなり摩耗した破片についても拓本をとり、できるだけ多くの拓影図や写真を

掲載するよう心掛けた。赤色顔料の付着が痕跡的に認められた２点の資料については、蛍光Ｘ線によ

る顔料の化学組成分析を試みた。

石器類は大部分が黒曜石製のフレイク・チップであり、属性観察や分類ののち、定形的な石器を主

体に計測や図化作業等を進めたが、掲載可能な資料数はごく僅かであった。フレイク集中（Ｆc－１）

出土の資料はじめ、フレイク・チップについては、数や重量を測るとともに、とくに石器製作・加工

のどのような工程における残片なのか、観察した。 （�橋和樹）

１ 調査の概要

河川活動の痕跡をとどめる礫の高まり

図�－６ 遺構位置・礫層上部の分布図
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（８） 調査結果の概要
中島遺跡は、丸瀬布町市街地の南西約２．５kmに所在する。地形的には、湧別川と武利川に挟まれた

狭長な山地の北端部付近に形成された、湧別川右岸の河岸低位段丘上に立地する。標高は２１０m程で、

湧別川との比高は約１５mである。地質的には、一帯の山地は粘板岩主体の中生代白亜紀の日高累層群

や新第三紀鮮新世の熔結凝灰岩などから成り、湧別川や武利川沿いに第四紀の段丘堆積物が断続的に

据え付くという構成がみられる。遺跡の北、現在の丸瀬布町市街地が広がるあたりには、１５，０００年前

頃、氷河湖があったと想定されている（丸瀬布町史編集委員会 １９９４）。

丸瀬布町の大部分は山林で、南丸・中島地区の低位面における伐採、開墾は、明治４５（１９１２）年の

宮城団体の入植によって開始された。翌大正２（１９１３）年には私設中島渡し場が設けられ、丸木舟に

よる往来が図られたとのことであり（丸瀬布町史編集委員会 １９７４）、古くから交通の要路に位置した

ことが窺われる。調査によって採集された昭和１５年鋳造の１０銭白銅貨（図�－８－３３）は、開拓以

降の農作業に従事した人々を偲ぶよすがといえようか。直径２．２cm、厚さ１．７mm、重さは１．４９ｇ。

５項に説明したように、調査区付近の地形面は平坦だが、北西側の段丘縁には自然堤防と考えられ

る礫堤が高まりをみせていた。遺跡は平坦面を中心に営まれたものと判断されるが、耕作のため包含

層は既に消失しており、礫堤縁辺に遺構の痕跡を留めたフレイク集中（Ｆc－１）にも撹乱が及んで

いた。土器や石器など遺物はすべて、耕作土など�層からの出土で、その量も多くはなかった。

出土した土器片は８４点で、摩耗・損耗の進んだ小破片が多く、器形を復元できた例はない。いずれ

も縄文時代晩期後葉の�群c類土器で、口縁部に数条の縄線文が施された、小波状口縁の資料が特徴

的である。沈線文を伴う小片２点には、赤色顔料の付着が痕跡的に認められ、赤色顔料は蛍光Ｘ線分

析の結果、酸化第二鉄の可能性が高いことが分かった。また、胎土に黒曜石の微細な粒を吸着させた

破片もあり、土器製作時の様子に興味が持たれた。

出土の石器類は約１，６００点で、大部分が黒曜石製のフレイク・チップである。定形的な石器は少量

で、基部がやや凹む三角形の石鏃、側縁や基部などに刃部がつくられたスクレイパー、やや小形で厚

手の両面調整石器、転石を利用した石核などが検出された。フレイク集中（Ｆc－１）は、今回の調

査における唯一の遺構関連資料で、径４０～５０cm程の範囲に黒曜石片がまとまっていた。位置的には、

礫堤部にかかっており、生活の場から少し離れた、石器刃部の再調整などに伴う石屑を廃棄した場で

あった可能性があろう。中島遺跡では、転石を利用した石核や素材とも考えられる両面調整石器が残

されており、必要に応じて、いわば日用的な石器づくりが行われていたものと思われる。

（�橋和樹）

遺構名 発掘区 層位
規模（cm）

時期 備考
長径×短径

Ｆc－１ Ｎ１４区 � ５０×３６ 縄文時代晩期後葉

表�－１ 検出遺構一覧
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２ 出土遺物と分布

（１） 土器（図�―８、図版７１）

検出された土器は８４点で、すべて�層からの出土である。開墾や耕作等により、土器は小破片に砕

かれ、剥落・摩耗の進んだ資料が多い（表�－１）。耕作による拡散はあるが、分布的には、Ｑ－１１

～１３区あたりを中心に土器片のまとまりが認められ（図�－７）、かつては、この低位段丘の西縁付

近に活動の拠点があったものと想定される。数量的には、深鉢形など数個体分の破片があるものと思

われ、接合に努めたが、器形を復元できた例はない。いずれも縄文時代晩期後葉の�群c類土器に比

定される。色調は茶褐色～褐色で、黒褐色がちな破片も少なからずみられる。胎土には径２mm程度

の小さな砂礫を含み、１mm内外の石英や角閃石の小粒が目につく例が多い。裏面は、横位を主体に、

比較的丁寧に調整されているが、とくに滑沢というほどではない。器厚は５～６mm程度だが、剥落

や摩耗のため、より薄くなった例も少なくない。

図�－８－１は、口唇直下に１条の縄線文が施された口縁片で、縄線文施文後、口唇部に丸棒状工

具を利用したと思われる、やや深い押圧が連続して加えられ、小波状口縁が作出されている。縄線文

及び縄文は、単節ＬＲ原体による。２～４は同一個体と思われる口縁片で、黒褐色がちな色調を呈す

る。口唇には垂直に近い角度で押圧が加えられ、緩やかな小波状口縁を呈する。口縁部には平行する

縄線文が押捺されており、摩耗のため判然としないが、３・４には、痕跡的ながら３条の縄線文が残

されているようだ。縄線文及び縄文の原体は単節ＬＲ。５も２～４と同一個体の可能性があるが、よ

り摩耗が著しく、現存２条の縄線文や地文の原体は観察できない。

６・７は、沈線文を有する口頸部付近の小片で、剥落・損耗が進んでいるが、ともに赤色塗彩の痕

跡を留めている。胎土の砂粒も、縄線文の施された土器に比べ、きめ細かいようだ。６には、２本の

平行沈線文の一部が残り、沈線文の溝や裏面には、付着した赤色顔料が僅かに付着している。７は、

より薄手の破片で、器面には単節ＲＬ縄文が横走し、赤色顔料の残存がみられる。裏面は丁寧に調整

され、やや幅広の、横位の沈線文がみられる。浅鉢～鉢形土器の頸部片であろうか。裏面には赤色顔

料の付着は認められない。

赤色顔料については、蛍光Ｘ線分析により化学組成を調べた。６・７ともに、表面の赤色顔料の残

存が比較的よい部分と、裏面の赤色顔料の付着が殆どみられない部分を対象に、それぞれＸ線を照射

２ 出土遺物と分布

図�－７ 土器分布図
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図�－８ 出土土器・銭貨
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� 調査区 層位 分類 部位 文様・特徴等 器面（表） 内面（裏） 接合 挿図
１ Ｏ１４ � �c 胴部 ＬＲ縄文痕跡的 一部剥落・摩耗 黒褐色、一部剥落 �―８―２２
２ Ｐ１１ � �c 胴部 ＬＲ縄文 一部剥落 剥落 �―８―１１
３ Ｐ１１ � �c 胴部 摩耗 摩耗
４ Ｐ１３ � �c 胴部 ＬＲ縄文 やや摩耗 一部黒褐色 �―８―８
５ Ｐ１３ � �c 胴部 ＬＲ縄文 一部剥落 黒褐色、一部剥落 �―８―１２
６ Ｐ１４ � �c 胴部 剥落 剥落 ７と接合
７ Ｐ１４ � �c 胴部 剥落 剥落 ６と接合
８ Ｑ１０ � �c 胴部 摩耗 剥落
９ Ｑ１０ � �c 胴部 縄文痕跡的 摩耗・剥落 剥落 �―８―２５
１０ Ｑ１１ � �c 口縁部 縄線文２条痕跡的 摩耗 摩耗 �―８―５
１１ Ｑ１１ � �c 胴部 縄文痕跡的 一部剥落・摩耗 丁寧な調整 �―８―２９
１２ Ｑ１１ � �c 胴部 縄文痕跡的 摩耗・剥落 剥落 �―８―２４
１３ Ｑ１１ � �c 胴部 剥落 剥落
１４ Ｑ１１ � �c 胴部 剥落 剥落
１５ Ｑ１１ � �c 胴部 剥落 剥落
１６ Ｑ１１ � �c 胴部 剥落 剥落
１７ Ｑ１１ � �c 胴部 剥落 剥落
１８ Ｑ１２ � �c 口縁部 口唇に押圧、ＬＲ縄線文・縄文 やや摩耗 比較的丁寧な調整 �―８―１
１９ Ｑ１２ � �c 口縁部 縄線文３条？痕跡的 剥落・摩耗 剥落 ２０と接合 �―８―３
２０ Ｑ１２ � �c 口縁部 ＬＲ縄線文・縄文 やや摩耗 剥落 １９と接合 �―８―３
２１ Ｑ１２ � �c 口縁部 縄線文３条？痕跡的 剥落・摩耗 剥落 �―８―４
２２ Ｑ１２ � �c 口縁部 沈線文２条、表裏に赤色塗彩 一部剥落・やや摩耗 一部剥落 �―８―６
２３ Ｑ１２ � �c 胴部 剥落 黒褐色 ２４と接合
２４ Ｑ１２ � �c 胴部 剥落 黒褐色 ２３と接合
２５ Ｑ１２ � �c 胴部 剥落 剥落
２６ Ｑ１２ � �c 胴部 剥落 剥落
２７ Ｑ１２ � �c 胴部 剥落 剥落
２８ Ｑ１２ � �c 胴部 摩耗 黒褐色
２９ Ｑ１２ � �c 胴部 摩耗 剥落 ３０と接合
３０ Ｑ１２ � �c 胴部 摩耗 剥落 ２９と接合
３１ Ｑ１２ � �c 胴部 摩耗 摩耗 ５８と接合
３２ Ｑ１２ � �c 胴部 剥落 黒褐色
３３ Ｑ１２ � �c 胴部 剥落 摩耗 ４１と接合
３４ Ｑ１２ � �c 胴部 摩耗 摩耗 ３６と接合？
３５ Ｑ１２ � �c 胴部 剥落 摩耗
３６ Ｑ１２ � �c 胴部 摩耗 摩耗 ３４と接合？
３７ Ｑ１２ � �c 胴部 剥落 一部剥落
３８ Ｑ１２ � �c 胴部 摩耗 摩耗
３９ Ｑ１２ � �c 胴部 摩耗 剥落
４０ Ｑ１２ � �c 胴部 摩耗 剥落
４１ Ｑ１２ � �c 胴部 剥落 摩耗 ３３と接合
４２ Ｑ１３ � �c 口頸部 ＲＬ縄文、赤色塗彩、裏に沈線 一部剥落・やや摩耗 一部剥落 �―８―７
４３ Ｑ１３ � �c 口縁部 口唇に押圧 一部剥落・やや摩耗 剥落 ４４と接合 �―８―２
４４ Ｑ１３ � �c 口縁部 縄線文２条？痕跡的 摩耗 剥落 ４３と接合 �―８―２
４５ Ｑ１３ � �c 胴部 ＬＲ縄文 一部剥落・やや摩耗 一部黒褐色、やや摩耗 �―８―１０
４６ Ｑ１３ � �c 胴部 ＬＲ縄文 やや摩耗 やや摩耗 �―８―９
４７ Ｑ１３ � �c 胴部 ＬＲ縄文 やや摩耗、黒色炭化物付着 やや摩耗 �―８―１６
４８ Ｑ１３ � �c 胴部 ＬＲ縄文 一部剥落・やや摩耗 黒褐色 �―８―２１
４９ Ｑ１３ � �c 胴部 ＬＲ縄文 一部剥落・やや摩耗 比較的丁寧な調整 ５０と接合 �―８―１４
５０ Ｑ１３ � �c 胴部 ＬＲ縄文 一部剥落・やや摩耗 比較的丁寧な調整 ４９と接合 �―８―１４
５１ Ｑ１３ � �c 胴部 ＬＲ縄文 やや摩耗、黒色炭化物付着 比較的丁寧な調整 �―８―１７
５２ Ｑ１３ � �c 胴部 ＬＲ縄文 やや摩耗 一部剥落 �―８―１８
５３ Ｑ１３ � �c 胴部？ ＬＲ縄文 やや摩耗 一部凹むが丁寧な調整 �―８―３０
５４ Ｑ１３ � �c 胴部 ＬＲ縄文 やや摩耗 黒褐色 �―８―１９
５５ Ｑ１３ � �c 胴部 ＬＲ縄文 一部剥落・やや摩耗 黒褐色 �―８―２０
５６ Ｑ１３ � �c 胴部 縄文痕跡的 摩耗 摩耗 �―８―２３
５７ Ｑ１３ � �c 胴部 胎土に黒曜石の微細片 剥落 一部剥落・やや摩耗 �―８―３２
５８ Ｑ１３ � �c 胴部 摩耗 摩耗 ３１と接合
５９ Ｑ１３ � �c 胴部 摩耗 摩耗
６０ Ｑ１３ � �c 胴部 剥落 剥落
６１ Ｑ１３ � �c 胴部 剥落 一部剥落
６２ Ｑ１３ � �c 胴部 剥落 剥落
６３ Ｑ１３ � �c 胴部 一部剥落・摩耗 一部剥落
６４ Ｑ１３ � �c 胴部 一部剥落・摩耗 一部剥落
６５ Ｑ１３ � �c 胴部 摩耗 一部剥落、黒褐色
６６ Ｑ１３ � �c 胴部 剥落・摩耗 一部剥落、黒褐色
６７ Ｑ１３ � �c 胴部 剥落・摩耗 一部剥落
６８ Ｑ１３ � �c 胴部 剥落 剥落
６９ Ｑ１３ � �c 胴部 摩耗 摩耗
７０ Ｑ１３ � �c 胴部 摩耗 比較的丁寧な調整
７１ Ｑ１３ � �c 胴部 剥落 比較的丁寧な調整
７２ Ｑ１３ � �c 胴部 一部剥落・摩耗 剥落
７３ Ｑ１３ � �c 胴部 剥落 摩耗
７４ Ｑ１３ � �c 胴部 剥落 剥落
７５ Ｑ１４ � �c 胴部 縄文痕跡的 一部剥落・摩耗 剥落 �―８―１５
７６ Ｑ１４ � �c 胴部 剥落 剥落
７７ Ｑ１４ � �c 胴部 ＬＲ縄文 一部剥落・摩耗 剥落 �―８―２８
７８ Ｑ１５ � �c 胴部 剥落 剥落
７９ Ｑ１８ � �c 胴部 ＬＲ縄文 一部剥落・摩耗 黒褐色 �―８―１３
８０ Ｒ１２ � �c 胴部 ＬＲ縄文痕跡的 一部剥落・摩耗 剥落 �―８―２７
８１ Ｒ１２ � �c 胴部 縄文痕跡的 摩耗 剥落 �―８―２６
８２ Ｒ１２ � �c 胴部 摩耗 比較的丁寧な調整
８３ Ｓ１２ � �c 胴部 ＲＬ縄文 一部剥落・やや摩耗 比較的丁寧な調整 �―８―３１
８４ Ｓ１２ � �c 胴部 剥落 剥落

２ 出土遺物と分布

表�－２ 中島遺跡 出土土器一覧
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土器（図�－８－６）表面 土器（図�－８－６）裏面

土器（図�－８－７）表面 土器（図�－８－７）裏面

図�－９ 土器付着赤色顔料の蛍光Ｘ線分析結果

� 丸瀬布町中島遺跡の調査
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し、蛍光Ｘ線スペクトルを測定した。その結果、ともに表面側の酸化第二鉄（Fe２Ｏ３）が、裏面側の

それより多く、水銀や鉛は含まれていないことが判明した（図�－９）。赤色顔料の残存は表面側で

も痕跡的であり、表面での測定値と、裏面での値との差は小さいが、いずれにせよ赤色顔料の成分が、

酸化第二鉄（Fe２Ｏ３）である可能性が高いことは、明らかに認められよう。

８～３１は、縄文の施された胴部片で、８・１０・１４などは１と同一個体かと思われ、１６・１７、１９・２０、

２３・２４なども、それぞれ同一個体と推定される。摩耗のため縄文の流れが辛うじて残るだけの破片も

多いが、観察できた限りでは、縄文原体はいずれも単節ＬＲであり、９や１９・２０などでは、自縄自巻

的な撚りが認められる。３０はやや厚く、裏面に凹みがみられ、或いは丸底状の底部へと移行する部分

の破片かも知れない。３２は、器面が剥落し、中央部に微細な黒曜石片の点在がみられる土器片である

（口絵６参照）。黒曜石は３．８×２．０mm程で、胎土中の砂粒に比べてかなり大きいことから、混和剤

の一部ではなく、飛散した黒曜石の粉が残るような環境での土器づくりの際、粘土に異物として吸着

されたものと推定される。 （�橋和樹）

（２） 石器
全体で石鏃１点、両面調整石器２点、スクレイパー２点、剥片１，５９６点、石核１点の計１，６０２点、重

量１，９１８．３ｇの石器類が出土した。石材はすべて黒曜石で、黒曜石１の比率が非常に高く９６．７％を占

めている。次いで黒曜石２（２．６％）、黒曜石３（０．７％）の順である。

石鏃（図�－１０－１、図版７２）

１点（１個体）を図示している。基部が僅かに内湾する三角形の石鏃である。縁辺付近のみの加工

で、側縁はやや外湾する。薄手の剥片を素材とし、表裏面に素材面が残る。素材面のリングは器体長

軸に対して横方向となっている。

スクレイパー（図�－１０－２・３、図版７２）

２点（２個体）を図示している。２は縦長剥片を素材とし、正面の末端側と裏面に平坦剥離が施さ

れている。３は剥離時に打面部が角錐状に破損した剥片を素材とし、左側縁から末端部にかけて急角

度で微細な加工が連続して施されている。

両面調整石器（図�－１０－４・５、図版７２）

２点（２個体）を図示している。４は末端部が広がる撥形を呈している。粗い加工が正面は急角度、

裏面は平坦に施され、断面形はカマボコ形である。正面に転礫の原石面が残存している。５は先端部

欠損品であるが、幅広の木葉形であったとみられる。横長剥片を素材とし、素材の腹面側のみに連続

した加工が施され、製作の初期段階であったと考えられる。正面は転礫の原石面に覆われている。

石核（図�－１０－６、図版７２）

１点（１個体）を図示している。コブシ大の転礫を素材とし、上端で正面と裏面との交互剥離が行

われている。また、裏面では原石面を打面とした横方向の剥離がみられる。斉一性がなく、不定形な

剥片が剥離されている。 （直江康雄）

（３） 分布
本遺跡では全体が耕作による撹乱を受けている状態であった。そのため、個々の詳細な出土位置に

ついての言及は行わない。しかし、遺跡全体の分布傾向についてはある程度のまとまりを保っている

と思われるため、ここでは石器類の分布を大まかに概観する。なお、土器分布については（１）の中

で記述している。図�－１０にＦc－１、図�－１１に表土出土の石鏃・両面調整石器・スクレイパー・

２ 出土遺物と分布
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図�－１０ 出土石器・Ｆc－１の範囲

� 丸瀬布町中島遺跡の調査
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石核・剥片について分布状況を示した。

Ｆc－１は�層から検出されたまとまりで、原位置を留めたものではない。Ｎ１４区北壁付近の僅か

に傾斜する礫堤部縁辺にみられた。５０×３５cmの不整な楕円形の範囲から剥片のみが１，１１８点、２６２．２

ｇ出土した。点数は石器類全体の７０％を占めているが、重量では１３．７％にすぎず、細かなチップ類が

多いことが分かる。主に二次加工を中心とした作業が行われていたとみられる。

表土の石器類は、剥片の分布から、Ｏ１４区を中心として大きなまとまりがみられる。これは前述の

Ｆc－１と近接した位置であり、両者が一つの集中であった可能性が高い。定形的な石器類はスクレ

イパー１点がこのまとまり内から出土しているが、その他はやや離れた位置に分布する傾向がある。

また、土器の集中域からはやや北側にずれるが、大まかなまとまりとして認定できる範囲であるため、

石器類は土器と同時期の所産であると思われる。 （直江康雄）

層名 遺構名 石質
石鏃 両面調整石器 スクレイパー 石核 剥片

全体の点数 全体の重量
点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量

黒曜石１ １１１６ ２６１．８ １１１６ ２６１．８

Ｆc―１
黒曜石２ １ ０．３ １ ０．３

黒曜石３ １ ０．１ １ ０．１

小計 １１１８ ２６２．２ １１１８ ２６２．２

�
木根―２ 黒曜石３ １ ４．７ １ ４．７

黒曜石１ １ ０．５ ２ ８０．３ ２ ４０．０ ４２９ ９５６．１ ４３４ １０７６．９

�層一括
黒曜石２ １ ３４５．３ ３８ １９５．８ ３９ ５４１．１

黒曜石３ １０ ３３．４ １０ ３３．４

小計 １ ０．５ ２ ８０．３ ２ ４０．０ １ ３４５．３ ４７７ １１８５．３ ４８３ １６５１．４

合計 １ ０．５ ２ ８０．３ ２ ４０．０ １ ３４５．３ １５９６ １４５２．２ １６０２ １９１８．３

挿図 図版 番号 器種名 発掘区 一括層位 遺物番号 長さ（mm） 幅（mm） 厚さ（mm） 重量（g） 石質 接合番号 折れ接番号 備考

�―１０ ７２ １ 石鏃 Ｍ１８ � １ （２０） １３ ２ （０．５） 黒曜石１

�―１０ ７２ ２ スクレイパー（縄文以降） Ｐ１６ � １ （６１） ２９ ６ （１０．０） 黒曜石１

�―１０ ７２ ３ スクレイパー（縄文以降） Ｏ１４ � １ ６１ ４９ １７ ３０．０ 黒曜石１

�―１０ ７２ ４ 両面調整石器 Ｍ２０ � １ ６１ ３８ １６ ３１．２ 黒曜石１

�―１０ ７２ ５ 両面調整石器 Ｏ１５ � １ （４９） ５５ ２２ ４９．１ 黒曜石１

�―１０ ７２ ６ 石核 Ｋ１７ � １ ９９ ７７ ４６ ３４５．３ 黒曜石２

２ 出土遺物と分布

表�－３ 出土石器層位・遺構・石質別一覧

表�－４ 中島遺跡 掲載単品一覧表
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石鏃 両面調整石器

スクレイパー／縦長剥片 剥片

石核 石器類全点

図�－１１ 表土一括遺物の器種別分布状況

� 丸瀬布町中島遺跡の調査
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�

� 自然科学的分析等
１ 放射性炭素年代測定

� 地球科学研究所
放射性炭素年代測定結果報告書

放射性炭素年代測定の依頼を受けました試料について、別表の結果を得ましたのでご報告申し上げます。

� 自然科学的分析等
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測定番号 試料名 試料種 14C age
(yBP)

δ13C
(permil)

補正14C age
(yBP) 暦 年 代

Beta―174489 SHIRA―95 charred material 2090±50 －23.8 2110±50 交点 Cal BC 160
2SIGMA Cal BC 350 to 300 and Cal BC 220 to 10

95% probability
1SIGMA Cal BC 190 to 50
68% probability

整理番号２１６９５測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

Beta―174490 SHIRA―96 charred material 2110±40 －24.7 2110±40 交点 Cal BC 160
2SIGMA Cal BC 340 to 320 and Cal BC 210 to 40
95% probability
1SIGMA Cal BC 190 to 60
68% probability

整理番号２１６９６測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

Beta―174491 SHIRA―97 charred material 2060±40 －26.7 2030±40 交点 Cal BC 40
2SIGMA Cal BC 160 to Cal AD 60
95% probability
1SIGMA Cal BC 60 to Cal AD 20
68% probability

整理番号２１６９７測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

Beta―174492 SHIRA―98 charred material 2100±40 －25.8 2090±40 交点 Cal BC 100
2SIGMA Cal BC 200 to 10
95% probability
1SIGMA Cal BC 170 to 50
68% probability

整理番号２１６９８測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

Beta―174493 SHIRA―99 charred material 2420±50 －24.3 2430±50 交点 Cal BC 500 and Cal BC 460 and Cal BC 430
2SIGMA Cal BC 780 to 390
95% probability
1SIGMA Cal BC 760 to 680 and Cal BC 550 to 410
68% probability

整理番号２１６９９測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

Beta―174494 SHIRA―100 charred material 2470±40 －23.9 2490±40 交点 Cal BC 760 and Cal BC 640 and Cal BC 560
2SIGMA Cal BC 790 to 420
95% probability
1SIGMA Cal BC 780 to 520
68% probability

整理番号２１７００測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

Beta―186186 SHIRA―101 charred material 2120±40 －25.8 2110±40 交点 Cal BC 160
2SIGMA Cal BC 340 to 320 and Cal BC 210 to 40
95% probability
1SIGMA Cal BC 190 to 60
68% probability

整理番号２３８７３測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

Beta―186187 SHIRA―102 charred material 2200±40 －27.1 2170±40 交点 Cal BC 200
2SIGMA Cal BC 370 to 100
95% probability
1SIGMA Cal BC 350 to 300 and Cal BC 220 to 170
68% probability

整理番号２３８７４測定方法 AMS 処理・調製・その他 acid―alkali―acid

１ 放射性炭素年代測定
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測定番号 試料名 遺跡名 出土地点 層位
１４Ｃ年代 補正１４Ｃ年代 暦年代
（yBP） （yBP） 交点 １σ

Beta―１７４４８９ SHIRA―９５ 旧白滝８ Ｆ―１ �b層 ２０９０±５０ ２１１０±５０ Cal BC １６０ Cal BC １９０ to ５０
Beta―１７４４９０ SHIRA―９６ 旧白滝８ Ｆ―１ �b層 ２１１０±４０ ２１１０±４０ Cal BC １６０ Cal BC １９０ to ６０
Beta―１７４４９１ SHIRA―９７ 旧白滝８ Ｆ―２ �b層 ２０６０±４０ ２０３０±４０ Cal BC ４０ Cal BC ６０ to Cal AD ２０
Beta―１７４４９２ SHIRA―９８ 旧白滝８ Ｆ―２ �b層 ２１００±４０ ２０９０±４０ Cal BC １００ Cal BC １７０ to ５０

Cal BC ５００ and
Beta―１７４４９３ SHIRA―９９ 旧白滝８ 台地部 �b層 ２４２０±５０ ２４３０±５０ Cal BC ４６０ and Cal BC ７６０ to ６８０ and

Cal BC ４３０ Cal BC ５５０ to ４１０
Cal BC ７６０ and

Beta―１７４４９４ SHIRA―１００ 旧白滝８ 台地部 �b層 ２４７０±４０ ２４９０±４０ Cal BC ６４０ and
Cal BC ５６０ Cal BC ７８０ to ５２０

Beta―１８６１８６ SHIRA―１０１ 旧白滝８ Ｆ―４ �b層 ２１２０±４０ ２１１０±４０ Cal BC １６０ Cal BC１９０ to ６０
Cal BC ３５０ to ３００ and

Beta―186187 SHIRA―１０２ 旧白滝８ Ｆ―４ �b層 ２２００±４０ ２１７０±４０ Cal BC ２００
Cal BC ２２０ to １７０

表�－１ 放射性炭素年代測定一覧

� 自然科学的分析等
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２ 旧白滝８・下白滝遺跡出土の黒曜石製石器の原材産地分析・
水和層測定

藁科哲男（京都大学原子炉実験所）

（１） はじめに
石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易

および文化圏、交易圏を探るという目的で、蛍光Ｘ線分析法によりサヌカイトおよび黒曜石製遺物の

石材産地推定を行っている１，２，３）。石材移動を証明するには必要条件と十分条件を満たす必要があ

る。地質時代に自然の力で移動した岩石の出発露頭を元素分析で求めるとき、移動原石と露頭原石の

組成が一致すれば必要条件を満たし、その露頭からの流れたルートを地形学などで証明できれば、他

の露頭から原石が流れて来ないことが証明されて、十分条件を満たし、ただ１か所の一致する露頭産

地の調査のみで移動原石の産地が特定できる。遺物の産地分析では『遺物とある産地の原石組成が一

致する必要はあるが、他の産地の原石にも一致する可能性が残っているから、そこの産地のものと言

い切れない。従って、他の産地に一致しない証明も同時に必要である。一致しなかった産地との交流

がなかったと証明され、考古学資料として非常に有用と思われる』。考古学では、人工品の様式が一

致すると言う結果が非常に重要な意味があり見える様式としての形態、文様、見えない様式として土

器、青銅器、ガラスなどの人手が加わった調合素材があり、一致するということは古代人が意識して

一致させた可能性があり、一致するということは、古代人の思考が一致すると考えてもよく、相互関

係を調査する重要な意味をもつ結果である。石器の様式による分類ではなく、自然の法則で決定した

石材の元素組成を指標にした分類では、例えば石材産地が遺跡から近い、移動キャンプ地のルート上

に位置する、産地地方との交流を示す土器が出土しているなどを十分条件の代用にすると産地分析は

中途半端な結果となり、遠距離伝播した石材を近くの産地と誤判定する可能性がある。人が移動させ

た石器の元素組成とＡ産地原石の組成が一致し、必要条件を満足しても、原材産地と出土遺跡の間に

地質的関連性がないため、十分条件の移動ルートを自然の法則に従って地形学で証明できず、その石

器原材がＡ産地の原石と決定することができない。従って、石器原材と産地原石が一致したことが、

直ちに考古学の資料とならない。確かにＡ産地との交流で伝播した可能性は否定できなくなったが、

Ｂ、Ｃ、Ｄの産地でないとの証拠がないために、Ａ産地だと言い切れない。Ｂ産地と一致しなかった

場合、結果は考古学の資料として非常に有用である。それは石器に関してはＢ産地と交流がなかった

と言い切れる。ここで、十分条件として、可能なかぎり地球上の全ての原産地（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ・・・・）

の原石群と比較して、Ａ産地以外の産地とは一致しないことを十分条件として証明すれば、石器がＡ

産地の原石と決定することができる。この十分条件を肉眼観察で求めることは分類基準が混乱し不可

能であると思われる。また、自然科学的分析を用いても、全ての産地が区別できるかは、それぞれが

使用している産地分析法によって、それぞれ異なり実際に行ってみなければ分からない。産地分析の

結果の信頼性は何か所の原材産地の原石と客観的に比較して得られたかにより、比較した産地が少な

ければ、信頼性の低い結果と言える。黒曜石、安山岩などの主成分組成は、原産地ごとに大きな差は

みられないが、不純物として含有される微量成分組成には異同があると考えられるため、微量成分を

中心に元素分析を行い、これを産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物につい

て求め、あらかじめ、各原産地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平

均値、分散などと遺物のそれを対比して、各平均値からの離れ具合（マハラノビスの距離）を求める。

次に、古代人が採取した原石産出地点と現代人が分析のために採取した原石産出地と異なる地点の可

２ 旧白滝８・下白滝遺跡出土の黒曜石製石器の原材産地分析・水和層測定
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能性は十分に考えられる。従って、分析した有限個の原石から産地全体の無限の個数の平均値と分散

を推測して判定を行うホテリングのＴ２乗検定を行う。この検定を全ての産地について行い、ある原

石遺物原材と同じ成分組成の原石はＡ産地では１０個中に１個みられ、Ｂ産地では１万個中に１個、Ｃ

産地では百万個中に１個、Ｄ産地では・・・・１個と各産地毎に求められるような、客観的な検定結

果からＡ産地の原石を使用した可能性が高いと同定する。即ち多変量解析の手法を用いて、各産地に

帰属される確率を求めて産地を同定する。

今回分析した遺物は白滝村下白滝遺跡出土の黒曜石製石器、剥片の７個および旧白滝８遺跡出土の

黒曜石製石器、剥片の１５個の合計２２個の産地分析および旧白滝８遺跡出土の黒曜石製石器、剥片１５個

について非破壊分析による水和層厚の結果が得られたので報告する。

（２） 黒曜石原石の分析
黒曜石原石の自然面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギー分散型蛍光Ｘ線分

析装置によって元素分析を行う。分析元素はAl、Si、K、Ca、Ti、Mn、Fe、Rb、Sr、Y、Zr、Nbの

１２元素をそれぞれ分析した。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取

り、それでもって産地を特定する指標とした。黒曜石は、Ca/K、Ti/K、Mn/Zr、Fe/Zr、Rb/Zr、Sr

/Zr、Y/Zr、Nb/Zrの比量を産地を区別する指標にしてそれぞれ用いる。黒曜石の原産地は北海道、

東北、北陸、東関東、中信高原、伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰、九州の各地に分布している。

調査を終えた原産地を図�－１に示す。この図�－１の黒曜石原産地のほとんどすべてを分析してい

る。元素組成によってこれら原石を分類し表�－２～５に示す。この原石群に原石産地は不明の遺物で

作った遺物群を加えると２３３個の原石群になる。ここでは北海道地域および一部の東北地域の産地に

ついて記述すると、白滝地域の原産地は、北海道紋別郡白滝村に位置し、鹿砦北方２kmの採石場の

赤石山の露頭、鹿砦東方約２kmの幌加沢地点、また白土沢、八号沢などより転礫として黒曜石が採

取できる。赤石山の大産地の黒曜石は色に関係無く赤石山群（旧白滝第一群）にまとまる。また、あ

じさいの滝の露頭からは赤石山と肉眼観察では区別できない原石が採取でき、あじさい滝群を作った

（旧白滝第二群）。また、八号沢の黒曜石原石と白土沢の転礫は、梨肌の黒曜石で組成はあじさい滝

群に似るが、石肌で区別できる。幌加沢よりの転礫の中で７０％は幌加沢群になり、あじさい滝群と元

素組成から両群を区別できず、残りの３０％は赤石山群に一致する。置戸地域産原石は、北海道常呂

郡置戸町の清水の沢林道より採取された原石の元素組成は置戸・所山群にまとまり、また同町の秋田

林道で採取される原石は置戸山群にまとまる。留辺蘂町のケショマップ川一帯で採取される原石はケ

ショマップ第一および第二群に分類される。また、白滝地域、ケショマップ、置戸地域産原石は、湧

別川および常呂川に通じる流域にあり、両河川の流域で黒曜石の円礫が採取され、湧別川下流域から

採取した黒曜石円礫２４７個の組成分類結果を表�－６に示し、中ノ島、北見大橋間の常呂川から採取

した３７個の円礫の中には、独特の組成の原石も見られ、新しい原石群を追加し分類結果を表�－７に

示した。十勝三股産原石は、北海道河東郡上士幌町の十勝三股の十三ノ沢の谷筋および沢の中より原

石が採取され、この原石の元素組成は十勝三股群にまとまる。この十勝三股産原石は十三ノ沢から音

更川さらに十勝川に流れた可能性があり、十勝川から採取される黒曜石円礫の組成は、十勝三股産の

原石の組成と相互に近似している。また、上士幌町のサンケオルベ川より採取される黒曜石円礫の組

成も十勝三股産原石の組成と相互に近似している。これら組成の近似した原石の原産地は区別できず、

遺物石材の産地分析でたとえ、この遺物の原石産地が十勝三股群に同定されたとしても、これら十勝

三股、音更川、十勝川、サンケオルベ川の複数の地点を考えなければならない。しかし、この複数の

� 自然科学的分析等
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原 産 地 分析 元 素 比

原石群名 個数 Ca/K Ti/K Mn/Zr Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr Nb/Zr Al/K Si/K

名 寄 第 一 群 １１４ ０．４７８±０．０１１ ０．１２１±０．００５ ０．０３５±０．００７ ２．０１１±０．０６３ ０．６１４±０．０３２ ０．５７４±０．０２２ ０．１２０±０．０１７ ０．０２４±０．０１６ ０．０３３±０．００２ ０．４５１±０．０１０

名 寄 第 二 群 ３５ ０．３０９±０．０１５ ０．１０３±０．００５ ０．０２１±０．００６ １．７７４±０．０５５ ０．６９６±０．０４４ ０．２６５±０．０１１ ０．３０１±０．０２２ ０．０２６±０．０２０ ０．０２８±０．００７ ０．３９４±０．０１０

白
滝
地
区

赤 石 山 １３０ ０．１７３±０．０１４ ０．０６１±０．００３ ０．０７９±０．０１３ ２．７１４±０．１４２ １．３４０±０．０５９ ０．２８３±０．０１９ ０．３４１±０．０３０ ０．０７３±０．０２６ ０．０２８±０．００２ ０．３７４±０．０１０

白 土 沢 ２７ ０．１３８±０．００４ ０．０２１±０．００２ ０．１０２±０．０１５ ３．０４９±０．１８１ １．８５５±０．０８８ ０．０９７±０．０１６ ０．４９２±０．０３９ ０．１０７±０．０１９ ０．０２７±０．００２ ０．３６８±０．００６

八 号 沢 ３０ ０．１３８±０．０１０ ０．０２２±０．００２ ０．１０５±０．０１７ ３．１２３±０．１２７ １．８４６±０．０６５ ０．１０５±０．０１９ ０．４７５±０．０４５ ０．０７６±０．０４６ ０．０２７±０．００８ ０．３５９±０．０４２

幌 加 沢 ５０ ０．１４０±０．００３ ０．０２４±０．００７ ０．１０１±０．００９ ３．０２１±０．１８３ １．８３５±０．１５２ ０．１０９±０．０４７ ０．４８０±０．０４２ ０．１０４±０．０４４ ０．０２７±０．００１ ０．３６４±０．００９

あ じ さ い 滝 ３４ ０．１３９±０．００３ ０．０２３±０．００３ ０．０９９±０．００７ ２．９７０±０．１７９ １．７９２±０．１０３ ０．１０２±０．０３６ ０．４７２±０．０２８ ０．０９８±０．０４６ ０．０２７±０．００１ ０．３６１±０．００８

近 文 台 第 一 群 ３０ ０．８１９±０．０１３ ０．１６５±０．００６ ０．０８１±０．０１０ ３．２６６±０．１１７ ０．６０４±０．０３１ ０．９４１±０．０３０ ０．１６５±０．０２０ ０．０３９±０．０１６ ０．０３９±０．００２ ０．４５７±０．００８

近 文 台 第 二 群 １０７ ０．５１７±０．０１１ ０．０９９±０．００５ ０．０６７±０．０９０ ２．７７３±０．０９７ ０．８１２±０．０３７ ０．８１８±０．０３４ ０．１９７±０．０２４ ０．０４１±０．０１９ ０．０３５±０．００２ ０．４４２±０．００９

近 文 台 第 三 群 ４７ ０．５２９±０．０１４ ０．０９６±０．００８ ０．０６８±０．０１８ ２．７４６±０．２６２ ０．８３８±０．１００ ０．７９６±０．０８１ ０．２２０±０．０４３ ０．０３５±０．０２１ ０．０３６±０．００４ ０．４１３±０．０１４

台 場 第 一 群 ５０ １．０７６±０．０５２ ０．１４２±０．００５ ０．０７２±０．０１１ ２．９１２±０．１１７ ０．２９１±０．０２０ ０．６７８±０．０３５ ０．１２６±０．０２２ ０．０２２±０．０１２ ０．０４９±０．００５ ０．５１７±０．０１４

台 場 第 二 群 ４２ ０．６７０±０．０３０ ０．１２６±０．００６ ０．０７４±０．０１７ ３．０４６±０．１６３ ０．７５９±０．０４４ ０．８４９±０．０４５ ０．２０４±０．０３２ ０．０３５±０．０１８ ０．０３８±０．００４ ０．４１４±０．０１９

秩 父 別 第 一 群 ５１ ０．２４９±０．０１７ ０．１２２±０．００６ ０．０７８±０．０１１ １．６１４±０．０６８ ０．９９５±０．０３７ ０．４５８±０．０２３ ０．２３５±０．０２４ ０．０２３±０．０２１ ０．０２２±０．００４ ０．３３４±０．０１３

秩 父 別 第 二 群 ４８ ０．５１９±０．０１６ ０．０９７±０．００５ ０．０６５±０．０１６ ２．７０５±０．１２５ ０．８１４±０．０３４ ０．７８９±０．０４３ ０．２０４±０．０２５ ０．０３２±０．０１６ ０．０３７±０．００３ ０．４１７±０．０１６

滝 川 第 一 群 ３１ ０．２５３±０．０１８ ０．１２２±０．００６ ０．０７７±０．００９ １．６１３±０．０９０ １．０１７±０．０４５ ０．４５９±０．０２５ ０．２３３±０．０２９ ０．０３８±０．０１８ ０．０２５±０．００３ ０．３７０±０．０２３

北 海 道 滝 川 第 二 群 ４０ ０．５２２±０．０１６ ０．１０１±０．０１０ ０．０６８±０．０１９ ２．７５１±０．１４０ ０．８０９±０．０５５ ０．７８３±０．０４４ ０．２０１±０．０３０ ０．０４０±０．０１９ ０．０３６±０．００３ ０．４１９±０．０１４

置 戸 ・ 所 山 ６５ ０．３２６±０．００８ ０．１２８±０．００５ ０．０４５±０．００８ １．８１３±０．０６２ ０．８２４±０．０３４ ０．４５４±０．０２０ ０．１７９±０．０２３ ０．０４４±０．０２０ ０．０３０±０．００２ ０．４１２±０．０１０

置 戸 ・ 置 戸 山 ５８ ０．４６４±０．０１６ ０．１３８±０．００５ ０．０４９±０．００８ １．７２６±０．０７２ ０．４４９±０．０２４ ０．４０７±０．０２３ ０．１３３±０．０１９ ０．０２６±０．０１４ ０．０３２±０．００３ ０．４５６±０．０１０

北見・常呂川第２群 ４８ ０．５４８±０．０２５ ０．１４５±０．００７ ０．０３７±０．００７ １．６９１±０．１３４ ０．３８０±０．０２４ ０．４０９±０．０２０ ０．１２０±０．０１５ ０．０３１±０．０１２ ０．０３９±０．００４ ０．４７７±０．０１９

北見・常呂川第３群 ４８ ０．３９０±０．０１１ ０．１３７±０．００６ ０．０３０±０．００６ １．５１０±０．０５９ ０．３７２±０．０１８ ０．２３８±０．０１４ ０．１７９±０．０１９ ０．０２９±０．０１５ ０．０３３±０．００４ ０．４１４±０．０１１

北見・常呂川第４群 ５０ ０．２９１±０．０１７ ０．１０９±０．００８ ０．０４６±０．０１２ １．８１２±０．０９８ ０．８０７±０．０４１ ０．４４５±０．０２９ ０．１９２±０．０３３ ０．０３４±０．０１５ ０．０３１±０．００３ ０．３６２±０．０２３

ケショマップ第一群 ６８ ０．５７５±０．０５６ ０．１１０±０．０１１ ０．０５１±０．０１１ ２．５５５±０．０８６ ０．５９５±０．０５８ ０．６３６±０．０２７ ０．１６７±０．０２７ ０．０３７±０．０２０ ０．０３０±０．００３ ０．３９７±０．０１３

ケショマップ第二群 ６５ ０．６７６±０．０１１ ０．１４５±０．００５ ０．０５６±０．０１４ ２．６３１±０．１２６ ０．６０６±０．０３０ ０．７１２±０．０３２ ０．１７０±０．０２８ ０．０３０±０．０１３ ０．０３０±０．００３ ０．３９２±０．０１０

十
勝

十 勝 三 股 ６０ ０．２５６±０．０１８ ０．０７４±０．００５ ０．０６８±０．０１０ ２．２８１±０．０８７ １．０９７±０．０５５ ０．４３４±０．０２３ ０．３３４±０．０２９ ０．０６４±０．０２５ ０．０２９±０．００２ ０．３９６±０．０１３

美 蔓 第 一 群 ４１ ０．４９９±０．０２０ ０．１２４±０．００７ ０．０５２±０．０１０ ２．６３５±０．１８１ ０．８０２±０．０６１ ０．７０７±０．０４４ ０．１９９±０．０２９ ０．０３９±０．０２３ ０．０３３±０．００２ ０．４４２±０．０１５

美 蔓 第 二 群 ２８ ０．５９３±０．０３６ ０．１４４±０．０１２ ０．０５６±０．０１０ ３．０２８±０．２５１ ０．７６２±０．０４０ ０．７６４±０．０５１ ０．１９７±０．０２６ ０．０３８±０．０２２ ０．０３４±０．００２ ０．４４９±０．００９

赤 井 川 第 一 群 ５０ ０．２５４±０．０２９ ０．０７０±０．００４ ０．０８６±０．０１０ ２．２１３±０．１０４ ０．９６９±０．０６０ ０．４２８±０．０２１ ０．２４９±０．０２４ ０．０５８±０．０２３ ０．０２７±０．００２ ０．３７１±０．００９

赤 井 川 第 二 群 ３０ ０．２５８±０．０６５ ０．０７２±０．００２ ０．０８０±０．０１０ ２．２０７±０．０８３ ０．９７０±０．０４５ ０．４３６±０．０２６ ０．２４５±０．０２１ ０．０２１±０．０２９ ０．０２５±０．００７ ０．３７１±０．００７

豊 泉 第 一 群 ７５ ０．４７３±０．０１９ ０．１４８±０．００７ ０．０６０±０．０１５ １．７６４±０．０７２ ０．４３８±０．０２７ ０．６０７±０．０２８ ０．１５７±０．０２０ ０．０２５±０．０１７ ０．０３２±０．００２ ０．４６９±０．０１３

豊 泉 第 二 群 ４０ ０．３７７±０．００９ ０．１３３±０．００６ ０．０５５±０．００８ １．７２３±０．０６６ ０．５１６±０．０１９ ０．５１３±０．０１８ ０．１７７±０．０１６ ０．００７±０．０１５ ０．０３０±０．００５ ０．４３１±０．０１０

奥尻島・幌内川 ５８ ０．２８５±０．０２６ ０．０８７±０．００５ ０．１９３±０．０３２ １．８３４±０．１８２ ２．０４３±０．２２４ １．４７５±０．２０７ ０．２６９±０．０６８ ０．０８５±０．０３１ ０．０３１±０．００４ ０．３４７±０．０１１

折 腰 内 ３５ ０．１９０±０．０１５ ０．０７５±０．００３ ０．０４０±０．００８ １．５７５±０．０６６ １．２４１±０．０４６ ０．３１８±０．０１４ ０．１４１±０．０３３ ０．０７６±０．０２１ ０．０２４±０．００２ ０．３４８±０．０１０

出 来 島 ２７ ０．３４６±０．０２２ ０．１３２±０．００７ ０．２３１±０．０１９ ２．２６８±０．０８５ ０．８６５±０．０４４ １．１０６±０．０５６ ０．３９９±０．０３８ ０．１７９±０．０３１ ０．０３８±０．００３ ０．４９９±０．０１３

深
浦

六 角 沢 ３６ ０．０８０±０．００８ ０．０９７±０．０１１ ０．０１３±０．００２ ０．６９７±０．０２１ ０．１２８±０．００８ ０．００２±０．００２ ０．０６４±０．００７ ０．０３５±０．００４ ０．０２６±０．００２ ０．３７９±０．０１０

八 森 山 ４１ ０．０７７±０．００５ ０．０９８±０．００３ ０．０１３±０．００２ ０．７０１±０．０１８ ０．１３４±０．００５ ０．００２±０．００２ ０．０７０±０．００５ ０．０３４±０．００６ ０．０２７±０．００５ ０．３８４±０．００９

青
森
市

戸 門 第 一 群 ２８ ０．２５０±０．０２４ ０．０６９±０．００３ ０．０６８±０．０１２ ２．３５８±０．２５７ １．１６８±０．０６２ ０．５２１±０．０６３ ０．２７７±０．０６５ ０．０７６±０．０２５ ０．０２６±０．００２ ０．３６２±０．０１５

青 森 県 戸 門 第 二 群 ２８ ０．０８４±０．００６ ０．１０４±０．００４ ０．０１３±０．００２ ０．６９１±０．０２１ ０．１２３±０．００６ ０．００２±０．００２ ０．０６９±０．０１０ ０．０３３±０．００５ ０．０２５±０．００２ ０．３６９±０．００７

鶴 ケ 坂 ３３ ０．３４４±０．０１７ ０．１３２±０．００７ ０．２３２±０．０２３ ２．２６１±０．１４３ ０．８６１±０．０５２ １．０８１±０．０６０ ０．３９０±０．０３９ ０．１８６±０．０３７ ０．０３７±０．００２ ０．４９６±０．０１８

鷹 森 山 ４５ ０．２５０±０．００９ ０．０６６±０．００３ ０．０７４±０．００９ ２．５４７±０．１３１ １．１５３±０．０６６ ０．５５１±０．０３１ ０．２８４±０．０３１ ０．０４９±０．０３７ ０．０２８±０．００５ ０．３８１±０．０１０

下 湯 川 ３６ ９．６７３±０．４７９ ２．７０３±０．１４９ ３．２６７±０．２１７ ２１．６４８±１．５００ ０．０９０±０．０２１ １．７０８±０．１０２ ０．１５５±０．０１５ ０．１６９±０．０３１ ０．０５３±０．０４２ ０．８５８±０．０８８

大 釈 迦 ６４ ０．２５２±０．０１２ ０．０６６±０．００３ ０．０７４±０．０１２ ２．５１６±０．１４８ １．１４９±０．０６３ ０．５４８±０．０３５ ０．２８４±０．０３２ ０．０４４±０．０３５ ０．０２８±０．００２ ０．３８３±０．０１０

黒 石 ４１ ８．９０５±０．２４３ ２．４８４±０．０５５ ０．１６１±０．０１８ ７．５７０±０．３３６ ０．０６８±０．０１４ １．６２１±０．０６３ ０．２４４±０．０２２ ０．０２７±０．０１４ ０．１２４±０．０１４ １．４０９±０．０４４

秋 田 県 男
鹿

金 ケ 崎 ４３ ０．２９４±０．００９ ０．０８７±０．００４ ０．２２０±０．０１８ １．６４４±０．０８１ １．４９３±０．０８１ ０．９３０±０．０４３ ０．２８７±０．０３９ ０．０９８±０．０４０ ０．０２９±０．００２ ０．３６８±０．００８

脇 本 ４５ ０．２９５±０．００８ ０．０８７±０．００４ ０．２１９±０．０１７ １．６７１±０．０７７ １．５０３±０．０７２ ０．９３９±０．０５４ ０．２８６±０．０４５ ０．１０８±０．０３４ ０．０２８±０．００６ ０．３６７±０．００９

山 形 県
月 山 ４４ ０．２８５±０．０２１ ０．１２３±０．００７ ０．１８２±０．０１６ １．９０６±０．０９６ ０．９６６±０．０６９ １．０２２±０．０７１ ０．２７６±０．０３６ ０．１１９±０．０３３ ０．０３３±０．００２ ０．４４３±０．０１４

寒 河 江 ４８ ０．３８５±０．００８ ０．１１６±０．００５ ０．０４９±０．０１７ １．８０６±０．０５４ ０．５８０±０．０２５ ０．４４１±０．０２３ ０．２１２±０．０２０ ０．０５６±０．０１５ ０．０３３±０．００３ ０．４６０±０．０１０

雫 石 ２５ ０．６３６±０．０３３ ０．１８７±０．０１２ ０．０５２±０．００７ １．７６４±０．０６１ ０．３０５±０．０１６ ０．４３１±０．０２１ ０．２０９±０．０１６ ０．０４５±０．０１４ ０．０４１±０．００３ ０．５９４±０．０１４

岩 手 県
折 居 第 一 群 ３７ ０．６３２±０．０３３ ０．１８５±０．０１３ ０．０５２±０．００２ １．７６６±０．０４８ ０．３０７±０．０１７ ０．４２０±０．０２６ ０．２０５±０．０１５ ０．０３９±０．０１６ ０．０４０±０．００１ ０．５７９±０．０１９

折 居 第 二 群 ５４ ０．７０８±０．０３３ ０．１４３±０．００８ ０．０６１±０．００２ １．８２６±０．０４８ ０．１７９±０．０１０ ０．２４６±０．０２２ ０．４１６±０．０１２ ０．１１２±０．０１４ ０．０５７±０．００１ ０．８０５±０．０１２

花 泉 ２９ ０．６０２±０．０４４ ０．１７５±０．０１５ ０．０５３±０．００３ １．７８１±０．０６８ ０．３１３±０．０２０ ０．４１６±０．０２７ ０．２１４±０．０１３ ０．０３６±０．０１６ ０．０４０±０．００２ ０．５７６±０．０３７

宮 城 県
湯 倉 ２１ ２．１７４±０．０６８ ０．３４９±０．０１７ ０．０５７±０．００５ ２．５４４±０．１４９ ０．１１６±０．００９ ０．６５８±０．０２４ ０．１３８±０．０１５ ０．０２０±０．０１３ ０．０７３±０．００３ ０．９５６±０．０４０

塩 釜 ３７ ４．８２８±０．３９５ １．６３０±０．１０４ ０．１７８±０．０１７ １１．３６２±１．１５０ ０．１６８±０．０１８ １．２９８±０．０６３ ０．１５５±０．０１６ ０．０３７±０．０１８ ０．０７７±０．００２ ０．７２０±０．０３２

栃 木 県 高 原 山 ４０ ０．７３８±０．０６７ ０．２００±０．０１０ ０．０４４±０．００７ ２．０１６±０．１１０ ０．３８１±０．０２５ ０．５０２±０．０２８ ０．１９０±０．０１７ ０．０２３±０．０１４ ０．０３６±０．００２ ０．５１６±０．０１２

神 津 島 第 一 群 ５６ ０．３８１±０．０１４ ０．１３６±０．００５ ０．１０２±０．０１１ １．７２９±０．０７９ ０．４７１±０．０２７ ０．６８９±０．０３７ ０．２４７±０．０２１ ０．０９０±０．０２６ ０．０３６±０．００３ ０．５０４±０．０１２

東 京 都 神 津 島 第 二 群 ４６ ０．３１７±０．０２１ ０．１２０±０．００７ ０．１１４±０．００５ １．８３３±０．０８９ ０．６１５±０．０４４ ０．６５６±０．０６４ ０．３０３±０．０２９ ０．１０７±０．０５７ ０．０３３±０．００１ ０．４７１±０．０２２

長 根 ４０ ０．３１８±０．０２０ ０．１２０±０．００５ ０．１１８±０．０１４ １．８０５±０．０９６ ０．６１４±０．０３６ ０．６６４±０．０４５ ０．２９１±０．０２９ ０．０９３±０．０３９ ０．０３４±０．００６ ０．４７６±０．０１２

箱 根 ・ 笛 塚 ３０ ６．７６５±０．２５４ ２．２１９±０．０５７ ０．２２８±０．０１９ ９．２８２±０．６２２ ０．０４８±０．０１７ １．７５７±０．０６１ ０．２５２±０．０１７ ０．０２５±０．０１９ ０．１４０±０．００８ １．５２８±０．０４６

神奈川県
箱 根 ・ 畑 宿 ４１ ２．０５６±０．０６４ ０．６６９±０．０１９ ０．０７６±０．００７ ２．９１２±０．１０４ ０．０６２±０．００７ ０．６８０±０．０２９ ０．２０２±０．０１１ ０．０１１±０．０１０ ０．０８０±０．００５ １．１２６±０．０３１

鍛 冶 屋 ３１ １．６６３±０．０７１ ０．３８１±０．０１９ ０．０５６±０．００７ ２．１３９±０．０９７ ０．０７３±０．００８ ０．６２９±０．０２５ ０．１５４±０．００９ ０．０１１±０．００９ ０．０６７±０．００５ ０．９０４±０．０２０

熱 海 峠 ５２ ２．２２５±０．１４９ ０．５０６±０．０１５ ０．０４２±０．００９ ２．２２８±０．１６４ ０．０８５±０．００８ ０．７３７±０．０３９ ０．１３５±０．０１３ ０．００７±０．００７ ０．０７１±０．００６ ０．８８０±０．０３３

２ 旧白滝８・下白滝遺跡出土の黒曜石製石器の原材産地分析・水和層測定

表�－２ 各黒曜石の原産地における原石群・黒曜石製遺物群の元素比の平均値と標準偏差値（１）

１９０



原 産 地 分析 元 素 比

原石群名 個数 Ca/K Ti/K Mn/Zr Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr Nb/Zr Al/K Si/K

上 多 賀 ３１ １．３２９±０．０７８ ０．２９４±０．０１８ ０．０４１±０．００６ １．６９７±０．０６８ ０．０８７±０．００９ ０．５５１±０．０２３ ０．１３８±０．０１１ ０．０１０±０．００９ ０．０５９±０．００４ ０．８５６±０．０１８

静 岡 県 柏 峠 西 ３５ １．２１３±０．１６４ ０．３１４±０．０２８ ０．０３１±０．００４ １．６９９±０．１６７ ０．１１３±０．００７ ０．３９１±０．０２２ ０．１４３±０．００７ ０．００９±０．００９ ０．０４７±０．００４ ０．６６３±０．０２０

小 豆 峠 ４０ ０．１１０±０．００８ ０．０５２±０．００４ ０．２９７±０．０３８ ３．２１１±０．３１９ ０．８２９±０．０８９ ０．１５４±０．０３０ ０．５４７±０．０５４ ０．０８７±０．０５７ ０．０２５±０．０１４ ０．４２９±０．０１６

魚 津 ４２ ０．２７８±０．０１２ ０．０６５±０．００３ ０．０６４±０．０１３ ２．０１３±０．１１９ ０．８７８±０．０５２ ０．５９９±０．０３９ ０．１９０±０．０２９ ０．０７７±０．０３３ ０．０３１±０．００４ ０．３５３±０．０１２

富 山 県 高
岡
市

二上山第一群 ３６ ０．３１９±０．０１７ ０．１１３±０．００６ ０．０４０±０．００８ １．７２０±０．０８０ ０．７４０±０．０５２ ０．６６５±０．０２９ ０．１２１±０．０２６ ０．０４７±０．０３１ ０．０１５±０．０１４ ０．３９２±０．０１８

二上山第二群 ４０ ０．７１０±０．０１７ ０．２０２±０．００８ ０．０５４±０．０１１ １．９９４±０．１５２ ０．４１３±０．０２８ ０．８４０±０．０５０ ０．１１８±０．０２５ ０．０５１±０．０３１ ０．０２０±０．０２０ ０．５９９±０．０２４

二上山第三群 ４５ ０．４４１±０．０５２ ０．１０８±０．０１４ ０．０７９±０．０２１ ２．２５１±０．１３８ ０．７９４±０．１５５ １．２２２±０．０８８ ０．１２７±０．０４１ ０．０６７±０．０５３ ０．０１５±０．０１４ ０．４１２±０．０２５

霧 ケ 峰 １６８ ０．１５６±０．０１０ ０．０６８±０．００３ ０．１０１±０．０１８ １．３３１±０．０７０ １．０５２±０．０５１ ０．３６０±０．０３０ ０．２７５±０．０３９ ０．０９０±０．０３５ ０．０２９±０．００３ ０．３４６±０．０１１

観 音 沢 ７２ ０．１５９±０．０１０ ０．０６９±０．００２ ０．１００±０．０１９ １．３２４±０．０８４ １．０５５±０．０５７ ０．３６８±０．０３３ ０．２７９±０．０３２ ０．０８６±０．０３３ ０．０３０±０．００３ ０．３４５±０．０１０

和 田 峠 第 一 群 １４３ ０．１６７±０．０２８ ０．０４９±０．００８ ０．１１７±０．０１１ １．３４６±０．０８５ １．８５３±０．１２４ ０．１１２±０．０５６ ０．４０９±０．０４８ ０．１３９±０．０２６ ０．０２５±０．００２ ０．３５５±０．０１６

和 田 峠 第 二 群 ３２ ０．１４７±０．００４ ０．０３２±０．００３ ０．１５３±０．０１１ １．４８１±０．０８４ ２．４８７±０．１６９ ０．０２７±０．０２４ ０．５２７±０．０４０ ０．１８５±０．０２３ ０．０２６±０．００１ ０．３６３±０．０１０

和 田 峠 第 三 群 ５７ ０．２４７±０．０４３ ０．０６４±０．０１２ ０．１１４±０．０１１ １．５０９±０．１７３ １．６６７±０．１３５ ０．２７５±０．０９７ ０．３７２±０．０４６ ０．１２２±０．０２４ ０．０２５±０．００３ ０．３４７±０．０１７

和 田 峠 第 四 群 ３７ ０．１４４±０．０１７ ０．０６３±０．００４ ０．０９４±０．００９ １．３７３±０．０８５ １．３１１±０．０３７ ０．２０６±０．０３０ ０．２６３±０．０３８ ０．０９０±０．０２２ ０．０２３±０．００２ ０．３３１±０．０１９

和 田 峠 第 五 群 ４７ ０．１７６±０．０１９ ０．０７５±０．０１０ ０．０７３±０．０１１ １．２８２±０．０８６ １．０５３±０．１９６ ０．２７５±０．０５８ ０．１８４±０．０４２ ０．０６６±０．０２３ ０．０２１±０．００２ ０．３０６±０．０１３

和 田 峠 第 六 群 ５３ ０．１５６±０．０１１ ０．０５５±０．００５ ０．０９５±０．０１２ １．３３３±０．０６４ １．５２３±０．０９３ ０．１３４±０．０３１ ０．２７９±０．０３９ ０．０１０±０．０１７ ０．０２１±０．００２ ０．３１３±０．０１２

長 野 県 鷹 山 ・ 和 田 ５３ ０．１３８±０．００４ ０．０４２±０．００２ ０．１２３±０．０１０ １．２５９±０．０４１ １．９７８±０．０６７ ０．０４５±０．０１０ ０．４４２±０．０３９ ０．１４２±０．０２２ ０．０２６±０．００２ ０．３６０±０．０１０

男 女 倉 １０１ ０．２２３±０．０２４ ０．１０３±０．００９ ０．０５８±０．００８ １．１６４±０．０７８ ０．６９３±０．１０１ ０．４０９±０．０４６ ０．１２６±０．０２２ ０．０５２±０．０１７ ０．０２６±０．００２ ０．３５４±０．００８

高 松 沢 ５３ ０．２０６±０．０１７ ０．０９０±０．００５ ０．０６４±０．００８ １．２５７±０．０６９ ０．８５０±０．０７７ ０．３５７±０．０３４ ０．１４９±０．０２６ ０．０５６±０．０１７ ０．０２２±０．００２ ０．３１８±０．００８

う つ ぎ 沢 ８１ ０．２２２±０．０１４ ０．０９９±０．００６ ０．０５８±０．００８ １．１８９±０．０６０ ０．７４８±０．０７５ ０．３９２±０．０３１ ０．１４０±０．０２２ ０．０４６±０．０２１ ０．０２５±０．００５ ０．３４０±０．００９

立 科 ４９ ０．１５５±０．００７ ０．０６８±０．００３ ０．１０２±０．０１８ １．３２０±０．０７７ １．０３３±０．０６３ ０．３６２±０．０３０ ０．２８５±０．０３５ ０．１０４±０．０４０ ０．０３０±０．００３ ０．３５６±０．０１１

麦 草 峠 ９７ ０．２７４±０．０１７ ０．１３６±０．０１０ ０．０５１±０．０１２ １．３９７±０．０９９ ０．５４２±０．０５８ ０．７３６±０．０４４ ０．１１０±０．０２４ ０．０４３±０．０１７ ０．０３１±０．００３ ０．３８３±０．０１３

双 子 池 ８３ ０．２５２±０．０２７ ０．１２９±０．００７ ０．０５９±０．０１０ １．６３０±０．１７９ ０．６６９±０．０５２ ０．８０２±０．０５８ ０．１１１±０．０２４ ０．０３７±０．０３２ ０．０２７±０．００７ ０．４０１±０．０１１

冷 山 ８７ ０．２６７±０．０１１ ０．１３４±０．００６ ０．０４８±０．０１３ １．３８２±０．０６６ ０．５４６±０．０３４ ０．７２７±０．０３６ ０．１０９±０．０３１ ０．０４５±０．０２２ ０．０３１±０．００４ ０．３８１±０．０１１

大 窪 沢 ４２ １．４８１±０．１１７ ０．４６６±０．０２１ ０．０４２±０．００６ ２．００５±０．１３５ ０．１８２±０．０１１ ０．８４１±０．０４４ ０．１０５±０．０１０ ０．００９±０．００８ ０．０３３±０．００５ ０．４５９±０．０１２

横 川 ４１ ３．０４７±０．０６６ １．０７１±０．０２６ ０．１１５±０．０１５ ７．３８０±０．３６６ ０．１５８±０．０１６ ０．８３３±０．０４０ ０．１８６±０．０１５ ０．０２３±０．０１２ ０．０４５±０．００５ ０．５１３±０．０２１

佐 渡 第 一 群 ３４ ０．２２８±０．０１３ ０．０７８±０．００６ ０．０２０±０．００５ １．４９２±０．０７９ ０．８２１±０．０４７ ０．２８８±０．０１８ ０．１４２±０．０１８ ０．０４９±０．０１７ ０．０２４±０．００４ ０．３３８±０．０１３

佐 渡 第 二 群 １２ ０．２６３±０．０３２ ０．０９７±０．０１８ ０．０２０±０．００６ １．５０１±０．０５３ ０．７１７±０．１０６ ０．３２６±０．０２９ ０．０９１±０．０２２ ０．０４６±０．０１５ ０．０２６±０．００２ ０．３３８±０．００９

上 石 川 ４５ ０．３２１±０．００７ ０．０７０±０．００３ ０．０６９±０．０１１ ２．０５１±０．０７０ ０．９８１±０．０４２ ０．７７３±０．０３４ ０．１８２±０．０２３ ０．０３８±０．０２７ ０．０２６±０．００７ ０．３５９±０．００９

新 潟 県 板 山 ４４ ０．２３２±０．０１１ ０．０６８±０．００３ ０．１６９±０．０１７ ２．１７８±０．１１０ １．７７２±０．０９８ ０．７７２±０．０４６ ０．３７４±０．０４７ ０．１５４±０．０３４ ０．０２７±０．００２ ０．３５９±０．００９

大 白 川 ４７ ０．５６９±０．００６ ０．１４２±０．００５ ０．０３３±０．００１ １．６０８±０．０３４ ０．２６１±０．００９ ０．３３２±０．００９ ０．１５０±０．００８ ０．０３３±０．００９ ０．０３６±０．００１ ０．４９１±０．０１４

金 津 ４６ ０．３３１±０．０１１ ０．０９７±０．０３７ ０．０３０±０．００７ １．７１１±０．０６６ ０．６１８±０．０２７ ０．２８３±０．０１２ ０．１８１±０．０１６ ０．０３５±０．０１８ ０．０２７±０．００９ ０．４０２±０．０１２

羽 根 川 ５５ ０．１６３±０．０１９ ０．０５３±０．００５ ０．０９９±０．０１１ １．３５４±０．０５８ １．６１５±０．０６３ ０．０８４±０．０１２ ０．３０９±０．０３６ ０．１００±０．０２８ ０．０２３±０．００７ ０．３４０±０．０３０

石 川 県 比 那 ４８ ０．３７０±０．００９ ０．０８７±０．００５ ０．０６０±０．００３ ２．６９９±０．０８８ ０．６３９±０．０２１ ０．５３４±０．０２６ ０．１７２±０．０１１ ０．０５２±０．０２５ ０．０３２±０．００２ ０．３９６±０．０１６

福 井 県
安 島 ４２ ０．４０７±０．００６ ０．１２３±０．００６ ０．０３８±０．００２ １．６２８±０．０４８ ０．６４３±０．０２６ ０．６７５±０．０２３ ０．１１３±０．００８ ０．０６１±０．０２２ ０．０３２±０．００１ ０．４５０±０．０１０

三 里 山 ３７ ０．２９５±０．０２０ ０．１２７±０．００８ ０．０３５±０．００３ １．４１１±０．０９５ ０．５９７±０．０２１ ０．７４０±０．０５３ ０．１１４±０．０１０ ０．０２７±０．０１２ ０．０２２±０．００１ ０．３２４±０．００７

香 住 第 一 群 ３０ ０．２１６±０．００５ ０．０６２±０．００２ ０．０４５±０．００７ １．８２８±０．０５６ ０．８８３±０．０３４ ０．２６５±０．０１２ ０．０９７±０．０２１ ０．１３９±０．０１８ ０．０２４±０．００７ ０．３６５±０．００８

兵 庫 県 香 住 第 二 群 ４０ ０．２７８±０．０１２ ０．１００±０．００４ ０．０４８±０．００９ １．７６４±０．０６６ ０．８１３±０．０４５ ０．３９７±０．０２０ ０．１１２±０．０２６ ０．１３８±０．０２４ ０．０２６±０．０１２ ０．４４６±０．０１２

雨滝（微粒集） ４８ ０．１２３±０．００４ ０．０５６±０．００２ ０．０８３±０．０１２ １．９６７±０．０６１ １．１７１±０．０４０ ０．１５７±０．０１３ ０．１８３±０．０４４ ０．２２１±０．０２１ ０．０２６±０．０２５ ０．３１６±０．００６

加 茂 ２０ ０．１６６±０．００６ ０．０９３±０．００８ ０．０１４±０．００３ ０．８９９±０．０３１ ０．２７８±０．０１７ ０．００９±０．００３ ０．０６１±０．０１５ ０．１５４±０．０１８ ０．０２０±０．００１ ０．２４９±０．０１６

島 根 県 津 井 ３０ ０．１６１±０．００８ ０．１３２±０．１８２ ０．０１５±０．００３ ０．９４０±０．０４１ ０．３０１±０．０１４ ０．０１５±０．００５ ０．０６０±０．０１３ ０．１４４±０．００８ ０．０２０±０．００２ ０．２４４±０．００８

久 見 ３１ ０．１４５±０．００６ ０．０６１±０．００３ ０．０２１±０．００４ ０．９８０±０．０２３ ０．３８６±０．０１１ ０．００７±０．００３ ０．１０９±０．０１３ ０．２３８±０．０１１ ０．０２３±０．００２ ０．３１５±０．００６

岡 山 県 津 ４８ ０．２６８±０．００９ ０．０７８±０．００３ ０．０７７±０．０１８ １．９２７±０．１５０ １．７２１±０．１１３ ０．８０８±０．０６０ ０．２４４±０．０５１ ０．０８３±０．０３６ ０．０３１±０．００４ ０．３６７±０．００９

奥 池 第 一 群 ５１ １．２０２±０．０７７ ０．１４１±０．０１０ ０．０３２±０．００８ ３．１２６±０．１７０ ０．６８６±０．０６５ １．３５０±０．０８２ ０．０２６±０．０２６ ０．０６５±０．０１９ ０．０４１±０．００４ ０．５０７±０．０１１

奥 池 第 二 群 ５０ １．５８５±０．１２６ ０．１９４±０．０１８ ０．０３５±０．００７ ２．８６０±０．１６０ ０．４２３±０．０５８ １．０４４±０．０７７ ０．０２４±０．０１９ ０．０４２±０．０１３ ０．０４５±０．００４ ０．５０７±０．０１３

香 川 県
雄 山 ５０ １．２２４±０．０８１ ０．１４４±０．０１１ ０．０３５±０．０１２ ３．１３８±０．１６３ ０．６６９±０．０７８ １．３３５±０．０９１ ０．０２３±０．０２７ ０．０６１±０．０２０ ０．０４１±０．００３ ０．５００±０．０１２

神 谷 ・ 南 山 ５１ １．１８６±０．０５７ ０．１４３±０．００８ ０．０３８±０．０１２ ３．２０２±０．１６３ ０．７０７±０．０６１ １．３８６±０．０８８ ０．０２９±０．０２５ ０．０７３±０．０２１ ０．０４１±０．００５ ０．５００±０．０１４

大麻山南第一群 ３９ １．４６７±０．１２０ ０．２０３±０．０２３ ０．０４２±０．００９ ３．１２５±０．１７９ ０．４９４±０．０８０ １．０１０±０．０７３ ０．０３８±０．０２３ ０．０４７±０．０１３ ０．０４１±０．００３ ０．４８７±０．０１６

大麻山南第二群 ３４ １．０１８±０．０４３ ０．１１６±０．０１２ ０．０４３±０．０１４ ３．３０５±０．１９９ ０．８９５±０．０４８ １．２５６±０．０５０ ０．０２９±０．０３０ ０．０７２±０．０１８ ０．０３８±０．００４ ０．４７６±０．０１２

福 岡 県 八 女 昭 和 溜 池 ６８ ０．２６１±０．０１０ ０．２１１±０．００７ ０．０３３±０．００３ ０．７９８±０．０２７ ０．３２６±０．０１３ ０．２８３±０．０１５ ０．０７１±０．００９ ０．０３４±０．００８ ０．０２４±０．００６ ０．２７９±０．００９

中 野 第 一 群 ３９ ０．２６７±０．００７ ０．０８７±０．００３ ０．０２７±０．００５ １．６１９±０．０８３ ０．６２８±０．０２８ ０．３４８±０．０１５ ０．１０３±０．０１８ ０．０７５±０．０１８ ０．０２３±０．００７ ０．３２１±０．０１１

中 野 第 二 群 ４０ ０．３４５±０．００７ ０．１０４±０．００３ ０．０２７±０．００５ １．５３５±０．０３９ ０．４５５±０．０１７ ０．３９７±０．０１４ ０．０６９±０．０１６ ０．０５９±０．０１４ ０．０２６±０．００８ ０．３２８±０．００８

梅 野 ３９ ０．６５７±０．０１４ ０．２０２±０．００６ ０．０７１±０．０１３ ４．２３９±０．２０５ １．０４６±０．０６５ １．２６９±０．０５８ ０．１０４±０．０３２ ０．３８０±０．０４７ ０．０２８±０．００５ ０．３４５±０．００９

佐 賀 県 腰 岳 ４４ ０．２１１±０．００９ ０．０３１±０．００５ ０．０７５±０．０１９ ２．５７２±０．２１２ １．６００±０．０８６ ０．４１４±０．０４２ ０．３１１±０．０４６ ０．２５６±０．０４３ ０．０２５±０．００２ ０．３３５±０．００８

椎 葉 川 ５９ ０．４１４±０．００９ ０．０７１±０．００３ ０．１０１±０．０１７ ２．９４７±０．１４２ １．２５３±０．０８１ ２．０１５±０．０９９ ０．１４７±０．０３５ ０．２５５±０．０４０ ０．０３０±０．００７ ０．３８８±０．００９

松 尾 第 一 群 ４０ ０．６００±０．０６７ ０．１５３±０．０２９ ０．１２５±０．０１８ ４．６９２±０．３６９ １．１７０±０．１１４ ２．０２３±０．１２２ ０．１７１±０．０３２ ０．２５５±０．０３７ ０．０３２±０．００３ ０．３７６±０．００８

松 尾 第 二 群 ４０ ０．９５３±０．０２７ ０．３０７±０．０１０ ０．１２６±０．０１３ ６．６６６±０．３４２ ０．８５６±０．０７０ １．９０７±０．１１９ ０．１４７±０．０２９ ０．１９４±０．０２８ ０．０３３±０．００８ ０．３８３±０．０１０

姫
島
地
域

観 音 崎 ４２ ０．２２３±０．０１０ ０．０４６±０．００５ ０．４０９±０．０８６ ６．６９１±０．８７８ １．８０５±０．２５７ １．５６２±０．２３１ ０．３４４±０．０８７ ０．５７９±０．１２６ ０．０３９±０．００３ ０．４００±０．０１１

大 分 県
両 瀬 第 一 群 ５１ ０．２２６±０．０１１ ０．０４５±０．００３ ０．４１１±０．０６６ ６．７４３±０．９００ １．８４５±０．２８６ １．５５３±０．２３０ ０．３１８±０．０８７ ０．５６０±０．１４４ ０．０３８±０．００４ ０．４０１±０．０１２

両瀬第二群 ５０ ０．６４９±０．０４４ ０．１４１±０．０１０ ０．１８６±０．０４６ ４．３５５±０．６８３ ０．６１０±０．０９５ ３．０１７±０．４５９ ０．１４２±０．０５０ ０．１８８±０．０５６ ０．０４１±０．００４ ０．４２７±０．０１４

両瀬第三群 ４６ １．０３８±０．１３１ ０．２１１±０．０２４ ０．１１０±０．０２７ ３．３６７±０．６１７ ０．３１１±０．０５８ ３．７５６±０．６６８ ０．１０５±０．０３０ ０．０９４±０．０３７ ０．０４２±０．００７ ０．４４２±０．０２１

表�－３ 各黒曜石の原産地における原石群・黒曜石製遺物群の元素比の平均値と標準偏差値（２）

＊

＊

� 自然科学的分析等

１９１



原 産 地 分析 元 素 比

原石群名 個数 Ca/K Ti/K Mn/Zr Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr Nb/Zr Al/K Si/K

姫
島
地
域

オ イ 崎 ５０ １．０５９±０．１４３ ０．２１４±０．０３０ ０．１２０±０．０４３ ３．５９８±１．０３５ ０．３３５±０．１０６ ４．０００±１．１６２ ０．１１８±０．０４８ ０．０９２±０．０３６ ０．０４４±０．００４ ０．４４９±０．０１８

稲 積 ４５ ０．６８０±０．０６１ ０．１４５±０．０１３ ０．１６８±０．０３７ ４．３９７±０．７７６ ０．６１２±０．０９５ ３．０８０±０．４７６ ０．１４７±０．０４６ ０．１９４±０．０６０ ０．０４１±０．００５ ０．４３１±０．０１５

大 分 県 塚 瀬 ３０ ０．３１３±０．０２３ ０．１２７±０．００９ ０．０６５±０．０１０ １．４８９±０．１２４ ０．６００±０．０５１ ０．６８６±０．０８２ ０．１７５±０．０１８ ０．１０２±０．０２０ ０．０２８±０．００２ ０．３７１±０．００９

荻 台 地 ５０ １．６１５±０．０４２ ０．６７０±０．０１３ ０．０９６±０．００８ ５．５０９±０．２６９ ０．２８４±０．０３１ １．５２６±０．０５３ ０．０９７±０．０１６ ０．０３２±０．０１８ ０．０３２±０．００５ ０．３１０±０．０１１

緒 方 下 尾 平 ６４ ０．４８２±０．０３６ ０．２８６±０．０１５ ０．０５１±０．００８ １．３６１±０．０９５ ０．３０３±０．０１９ ０．７１２±０．０４３ ０．０８９±０．０１８ ０．０５５±０．０２１ ０．０１２±０．０１０ ０．２８８±０．０１６

壱
岐
島

久 喜 ノ 辻 ３７ ０．１７２±０．００９ ０．０６６±０．００２ ０．０３０±０．００５ １．１７６±０．０４３ ０．３８５±０．０１２ ０．０１１±０．００４ ０．１３５±０．０１８ ０．３５４±０．０１４ ０．０２３±０．００２ ０．２７６±０．００７

君 ケ 浦 ２８ ０．１７４±０．００７ ０．０６５±０．００２ ０．０３３±０．００６ １．１７４±０．０３５ ０．３８９±０．０１２ ０．０１３±０．００５ ０．１２９±０．０１４ ０．３５６±０．０１２ ０．０２３±０．００３ ０．２７５±０．００８

角 川 ２８ ０．１４６±０．００９ ０．０３８±０．００２ ０．０５９±０．００９ １．６９１±０．１００ １．７２６±０．０８５ ０．０３５±０．００８ ０．３４４±０．０４０ ０．７１７±０．０４７ ０．０２３±０．００２ ０．３３８±０．０１０

貝 畑 ４９ ０．１３５±０．０１０ ０．０３７±０．００２ ０．０５６±０．００９ １．７４６±０．０７３ １．８３４±０．０６４ ０．０２２±０．０１３ ０．３３４±０．０４６ ０．７１４±０．０４０ ０．０２１±０．００９ ０．３３９±０．０１５

松 浦 第 一 群 ４２ ０．２１３±０．００５ ０．０３１±０．００４ ０．０７３±０．００６ ２．５４５±０．１３４ １．５７９±０．０７９ ０．４２０±０．０３４ ０．２９２±０．０１９ ０．２５８±０．０３７ ０．０２７±０．００３ ０．３４１±０．０１１

松 浦 第 二 群 ４２ ０．１９０±０．０１２ ０．０３２±０．００６ ０．０６８±０．０１１ ２．３７１±０．３２３ １．５８２±０．１９９ ０．３１５±０．０６９ ０．２７６±０．０５５ ０．２１０±０．０５６ ０．０２６±０．００３ ０．３３６±０．０１０

松 浦 第 三 群 ４２ ０．２４４±０．０１６ ０．０６３±０．０１０ ０．０４６±０．００７ １．８８０±０．２００ ０．８３６±０．１２１ ０．３６８±０．０９８ ０．１４５±０．０１９ ０．１２７±０．０３０ ０．０２６±０．００３ ０．３２９±０．０２０

長 崎 県
松 浦 第 四 群 ４１ ０．２８８±０．０１４ ０．０７０±０．００６ ０．０４２±０．００３ １．８３３±０．０８６ ０．７１７±０．１７９ ０．４５１±０．０４０ ０．１１１±０．０１０ ０．１２３±０．０２２ ０．０２７±０．００３ ０．３４１±０．０１２

淀 姫 ４４ ０．３３４±０．０１４ ０．０８０±０．００４ ０．０４４±０．００９ １．７４４±０．０６９ ０．５３３±０．０３０ ０．４８５±０．０３９ ０．０９４±０．０２２ ０．１１９±０．０１７ ０．０２７±０．００２ ０．３５３±０．０１１

中 町 第 一 群 ４２ ０．２４４±０．０１１ ０．０６０±０．０１０ ０．０５７±０．００４ １．８６６±０．０８９ ０．８１０±０．０８７ ０．３９８±０．０３９ ０．１３５±０．０１７ ０．１４６±０．０２６ ０．０２５±０．００１ ０．３４２±０．００７

中 町 第 二 群 ４２ ０．３１９±０．０４２ ０．０７９±０．０２３ ０．０４６±０．００３ １．７９３±０．０８９ ０．６６６±０．０９１ ０．４８２±０．０４４ ０．１１８±０．０１８ ０．１０１±０．０２４ ０．０２５±０．００１ ０．３３３±０．０１５

古 里 第 一 群 ５０ ０．２０２±０．０１２ ０．０２９±０．００４ ０．０７６±０．０１８ ２．６２８±０．２１４ １．６９５±０．１４６ ０．４０３±０．０６０ ０．３１９±０．０７３ ０．２３３±０．０７４ ０．０３０±０．００３ ０．３４２±０．０１１

古 里 第 二 群 ４０ ０．４２３±０．０１６ ０．０７５±０．００７ ０．０８９±０．０１７ ２．７９７±０．２７４ １．１４８±０．１３３ １．８１４±０．１９２ ０．１０３±０．０６０ ０．２０８±０．０５３ ０．０３４±０．００３ ０．３６７±０．００９

古 里 第 三 群 ４１ ０．２６５±０．０３２ ０．０６４±０．００９ ０．０４６±０．０１０ １．９３１±０．１４３ ０．７９９±０．１１０ ０．４３３±０．０４９ ０．１２２±０．０４１ ０．１１９±０．０４４ ０．０３１±０．００３ ０．３４７±０．０１０

松 岳 ４３ ０．１９４±０．００９ ０．０５４±０．００５ ０．０４０±０．００８ １．６８６±０．１１４ ０．８３３±０．０５８ ０．２５１±０．０２５ ０．１９２±０．０３２ ０．１２４±０．０３９ ０．０１８±０．０１１ ０．３３１±０．０１７

大 崎 ７４ ０．１７６±０．０１２ ０．０５３±０．００２ ０．０４１±０．０１２ １．７１０±０．０８１ ０．９１２±０．０３６ ０．１８１±０．０２２ ０．２０２±０．０２９ ０．１３３±０．０２４ ０．０２３±０．００２ ０．３１９±０．０１０

小 国 ３０ ０．３１７±０．０２３ ０．１２７±０．００５ ０．０６３±０．００７ １．４４１±０．０７０ ０．６１１±０．０３２ ０．７０３±０．０４４ ０．１７５±０．２３３ ０．０９７±０．０１７ ０．０２３±０．００２ ０．３２０±０．００７

南 関 ３０ ０．２６１±０．０１６ ０．２１４±０．００７ ０．０３４±０．００３ ０．７８８±０．０３３ ０．３２６±０．０１２ ０．２７８±０．０１５ ０．０６９±０．０１２ ０．０３１±０．００９ ０．０２１±０．００２ ０．２４３±０．００８

轟 ４４ ０．２５８±０．００９ ０．２１４±０．００６ ０．０３３±０．００５ ０．７９４±０．０７８ ０．３２９±０．０１７ ０．２７５±０．０１０ ０．０６６±０．０１１ ０．０３３±０．００９ ０．０２０±０．００３ ０．２４３±０．００８

大 柿 ５３ １．５３４±０．１３９ ０．６６５±０．０３５ ０．０７５±０．００８ ４．４９４±０．４６０ ０．２４７±０．０１４ １．２３６±０．０９２ ０．０９０±０．０１８ ０．０４１±０．０１２ ０．０３０±０．００３ ０．２９２±０．０１０

冠 ケ 岳 ２１ ０．２６１±０．０１２ ０．２１１±０．００８ ０．０３２±０．００３ ０．７８０±０．０３８ ０．３２４±０．０１１ ０．２７９±０．０１７ ０．０６４±０．０１１ ０．０３７±０．００６ ０．０２５±０．００２ ０．２７７±０．００９

熊 本 県 滝 室 坂 ５７ １．５９９±０．１０７ ０．７２２±０．０４６ ０．０８５±０．０１１ ６．２０５±０．３０５ ０．２５６±０．０１８ １．１５４±０．０５５ ０．１０３±０．０１４ ０．０４７±０．０１３ ０．０２７±０．００４ ０．２４７±０．０１６

箱 石 峠 ８４ ０．７９１±０．０８２ ０．２７９±０．００９ ０．０４５±０．００５ １．２０８±０．０２３ ０．２７９±０．０１８ ０．８１１±０．０４６ ０．０４６±０．０１２ ０．０２９±０．０１４ ０．０３１±０．００９ ０．３６６±０．０３３

長 谷 峠 ５３ １．６６８±０．１６５ ０．６９４±０．０３６ ０．０８０±０．０１０ ４．９７７±０．５８７ ０．２５３±０．０１５ １．３３５±０．１０４ ０．０９８±０．０１６ ０．０４０±０．００８ ０．０３１±０．００３ ０．２９５±０．０１２

五 ヶ 瀬 川 ４８ １．４７１±０．１３６ ０．６０２±０．０４１ ０．０７８±０．０１１ ４．８３８±０．６３４ ０．２５２±０．０１６ １．２８８±０．１２４ ０．１０１±０．０１４ ０．０４３±０．０１３ ０．０２７±０．００３ ０．２６５±０．０２０

御 船 ４９ １．５５８±０．１４６ ０．６５１±０．０３０ ０．０７５±０．０１１ ４．５７１±０．５７２ ０．２５７±０．０１６ １．２５２±０．１１２ ０．０９１±０．０１６ ０．０４０±０．００９ ０．０３０±０．００４ ０．２９１±０．０１０

白 浜 ７８ ０．２０８±０．０２１ ０．１０１±０．００９ ０．０２４±０．００６ １．３８２±０．０８６ １．０２１±０．０９９ ０．３５１±０．０３７ ０．１６２±０．０２７ ０．０２７±０．０２２ ０．０２２±０．００７ ０．３１７±０．００９

桑ノ木津留第一群 ４７ ０．２０７±０．０１５ ０．０９４±０．００６ ０．０７０±０．００９ １．５２１±０．０７５ １．０８０±０．０４８ ０．４１８±０．０２０ ０．２６６±０．０３４ ０．０６３±０．０２４ ０．０２０±０．００３ ０．３１４±０．０１１

宮 崎 県 桑ノ木津留第二群 ３３ ０．２６１±０．０１５ ０．０９４±０．００６ ０．０６６±０．０１０ １．７４３±０．０９５ １．２４２±０．０６０ ０．７５３±０．０３９ ０．２０５±０．０２９ ０．０４７±０．０３６ ０．０２２±０．００２ ０．３２３±０．０１９

霧 島 ３６ ３５．１５８±１．１１８ ５．００１±０．１７５ ０．０４１±０．００２ ０．０３８±０．００２ ０．００９±０．００４ ０．１５５±０．００５ ０．０３５±０．０１９ ０．０００±０．０００ ０．０３５±０．０１９ ０．４４６±０．０２２

間根ヶ平第一群 ４５ ０．１８６±０．０１０ ０．０８３±０．００５ ０．０４７±０．００８ １．６１１±０．０７９ ０．９４８±０．０５５ ０．３４０±０．０３２ ０．２８１±０．０３１ ０．０４１±０．０３２ ０．０２２±０．００８ ０．３５８±０．０１４

間根ヶ平第二群 ４５ ０．２４７±０．０１８ ０．１０６±０．００６ ０．０４７±０．００８ １．４８８±０．０７４ ０．７６８±０．０３４ ０．４２８±０．０４９ ０．２３５±０．０２０ ０．０３９±０．０２７ ０．０２４±０．００８ ０．３７８±０．０１３

間根ヶ平第三群 ４２ ０．５８４±０．０１２ ０．１７６±０．００５ ０．０３７±０．００７ １．４８４±０．０９７ ０．４４９±０．０３１ ０．６７５±０．０４９ ０．１４３±０．０２３ ０．０３６±０．０２２ ０．０２３±０．０１４ ０．３９０±０．０１９

日 東 ４２ ０．２６２±０．０１８ ０．１４３±０．００６ ０．０２２±０．００４ １．１７８±０．０４０ ０．７１２±０．０２８ ０．４０８±０．０２５ ０．１００±０．０１８ ０．０２９±０．０１３ ０．０１９±０．００１ ０．２７５±０．００６

鹿児島県 五 女 木 ３７ ０．２６６±０．０２１ ０．１４０±０．００６ ０．０１９±０．００３ １．１７０±０．０６４ ０．７０５±０．０２７ ０．４０５±０．０２１ ０．１０８±０．０１５ ０．０２８±０．０１３ ０．０１９±０．００１ ０．２７５±０．００６

上 牛 鼻 ４１ １．６２９±０．０９８ ０．８０４±０．０３７ ０．０５３±０．００６ ３．３４２±０．２１５ ０．１８８±０．０１３ １．１０５±０．０５６ ０．０８７±０．００９ ０．０２２±０．００９ ０．０３６±０．００２ ０．３９１±０．０１１

平 木 場 ３４ １．９４４±０．０５４ ０．９１２±０．０２８ ０．０６２±０．００５ ３．９７５±０．１８２ ０．１８４±０．０１１ １．２６６±０．０４９ ０．０９３±０．０１０ ０．０２１±０．０１０ ０．０３８±０．００３ ０．４０８±０．０１０

竜 ケ 水 ４８ ０．５３３±０．０２９ ０．１６７±０．００６ ０．０６１±０．０１３ １．４９４±０．０９３ ０．６１１±０．０３９ ０．６８８±０．０５２ ０．１２７±０．０２３ ０．０６９±０．０２２ ０．０３３±０．００３ ０．４９４±０．０１１

長 谷 ３０ ０．５５３±０．０３２ ０．１３７±０．００６ ０．０６５±０．０１０ １．８１５±０．０６２ ０．６４４±０．０２８ ０．５５３±０．０２９ ０．１４６±０．０２１ ０．０６６±０．０２０ ０．０３７±０．００３ ０．５２４±０．０１２

台 湾 台 東 山 脈 ３７ ０．５１０±０．０１０ ０．１９８±０．００７ ０．０３８±０．００７ １．８６２±０．０７９ ０．３５３±０．０１９ ０．５１９±０．０１７ ０．１２３±０．０１２ ０．０２４±０．０１７ ０．０２９±０．００７ ０．４０７±０．０１０

ロ シ ア カ ム チ ャ ッ カ ７２ ０．４７３±０．０１２ ０．１６６±０．００７ ０．０４６±０．００７ １．５７２±０．０５９ ０．１９９±０．０１１ ０．４９７±０．０１６ ０．１２６±０．０１１ ０．００９±０．０１４ ０．０３９±０．０１０ ０．４６０±０．０３０

北 朝 鮮 白 頭 山 灰 皿 ５０ ０．１５４±０．００９ ０．０６７±０．００３ ０．０１８±０．００５ １．０８１±０．０２８ ０．５３０±０．０１３ ０．０８１±０．００８ ０．１５１±０．０１５ ０．３３８±０．０１２ ０．０２７±０．００３ ０．３０６±０．００８

Ｈ Ｓ １ 遺 物 群 ６７ ０．２４１±０．０２１ ０．１０７±０．００５ ０．０１８±０．００６ １．２９６±０．０７７ ０．４３０±０．０１６ ０．１５３±０．００９ ０．１４０±０．０１５ ０．００８±０．０１３ ０．０１８±０．０１２ ０．３２５±０．０４２

Ｈ Ｓ ２ 遺 物 群 ６０ ０．４５３±０．０１１ ０．１３５±０．００８ ０．０４１±０．００８ １．７６５±０．０７５ ０．４４８±０．０２１ ０．４１９±０．０１９ ０．１３０±０．０１５ ０．０１５±０．０１９ ０．０３４±０．０１０ ０．５００±０．０１５

Ｆ Ｒ １ 遺 物 群 ５１ ０．６４３±０．０１２ ０．１２４±０．００８ ０．０５２±０．００７ ２．５４７±０．１４３ ０．５３０±０．０３２ ０．６８９±０．０３２ ０．１５６±０．０１５ ０．００４±０．００８ ０．０２９±０．０１１ ０．４０７±０．０４７

Ｆ Ｒ ２ 遺 物 群 ５９ ０．５３５±０．０６１ ０．１０６±０．０１２ ０．０５３±０．００９ ２．５４５±０．１３８ ０．５５７±０．０５１ ０．６８５±０．０２９ ０．１６５±０．０２１ ０．０１６±０．０２２ ０．０２７±０．００９ ０．３７３±０．０４３

Ｆ Ｒ ３ 遺 物 群 ３７ ０．３８０±０．０３７ ０．０８４±０．００７ ０．０５２±０．００９ ２．５４８±０．１４５ ０．５８６±０．０５６ ０．６８１±０．０３３ ０．１６４±０．０２１ ０．０１７±０．０２３ ０．０２３±０．００６ ０．２９２±０．０３７

Ｆ Ｒ ４ 遺 物 群 ４４ ０．２６１±０．０４３ ０．０７４±０．０１０ ０．０５１±０．００８ ２．５００±０．１１７ ０．６３９±０．０５７ ０．６７９±０．０３２ ０．１５５±０．０２１ ０．００９±０．０１７ ０．０１８±０．００８ ０．２５８±０．０３６

北 海 道 Ｆ Ｈ １ 遺 物 群 ３２ ０．８９８±０．０３２ ０．２２１±０．００７ ０．０５４±０．００６ ２．５４０±０．１０１ ０．４２６±０．０１８ ０．８０２±０．０２３ ０．１０９±０．０１３ ０．０１７±０．０２１ ０．０３７±０．００３ ０．４４７±０．０１１

Ｋ Ｔ １ 遺 物 群 ５６ １．１０３±０．０５０ ０．１４６±０．００７ ０．０８１±０．００８ ２．９４２±０．１３３ ０．３１４±０．０５３ ０．７７５±０．０８２ ０．１３３±０．０１６ ０．０１９±０．０２１ ０．０４３±０．００７ ０．５１６±０．０１５

Ｋ Ｔ ２ 遺 物 群 ３８ ０．９５９±０．０２７ ０．１５４±０．００５ ０．０８５±０．０１０ ２．８８２±０．０９２ ０．５４２±０．０２８ １．１１１±０．０４０ ０．１０７±０．０１５ ０．０１２±０．０１６ ０．０４２±０．００８ ０．５１９±０．０１０

Ｋ Ｓ １ 遺 物 群 ３２ ０．２７５±０．００７ ０．１０７±０．００５ ０．０４７±０．０１０ １．７５１±０．０５１ ０．８３６±０．０３８ ０．４６８±０．０２１ ０．１８０±０．０１９ ０．０２３±０．０２８ ０．０２５±０．００７ ０．３４５±０．０１０

Ｋ Ｓ ２ 遺 物 群 ６２ ０．２４４±０．０１１ ０．０７０±０．００４ ０．０５６±０．０１３ １．７４９±０．１６８ １．０８０±０．１０８ ０．４２４±０．０３６ ０．３２７±０．０４２ ０．０３７±０．０３１ ０．０２３±０．０１１ ０．３７９±０．０１１

Ｋ Ｓ ３ 遺 物 群 ４８ ０．１６４±０．００８ ０．０４１±０．００２ ０．０８０±０．０１３ ２．５６５±０．１２６ １．４６０±０．０５７ ０．１６２±０．０１９ ０．３８９±０．０４２ ０．０６９±０．０２８ ０．０２４±０．００２ ０．３３７±０．０１５

Ｋ １９ 遺 物 群 ４８ ０．１８５±０．００７ ０．０４９±０．００３ ０．０８１±０．０１３ ２．１６２±０．１２２ １．０３１±０．０４１ ０．４３５±０．０２５ ０．２６３±０．０２８ ０．０５０±０．０１９ ０．０２３±０．００２ ０．２６０±０．００９

２ 旧白滝８・下白滝遺跡出土の黒曜石製石器の原材産地分析・水和層測定

表�－４ 各黒曜石の原産地における原石群・黒曜石製遺物群の元素比の平均値と標準偏差値（３）

＊

＊

１９２



原 産 地 分析 元 素 比

原石群名 個数 Ca/K Ti/K Mn/Zr Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr Nb/Zr Al/K Si/K

北 海 道 Ｎ Ｉ２９遺 物 群 ５１ ５．４４５±０．１２２ ２．３０１±０．０７４ ０．２０７±０．０２４ １３．４２２±１．１１３ ０．１５１±０．０１８ １．８３９±０．１３４ ０．２０７±０．０２２ ０．００７±０．０１１ ０．０６９±０．００６ ０．６２２±０．０２１

Ｈ Ｙ 遺 物 群 ３１ ０．２３８±０．０１１ ０．１３１±０．００６ ０．０４８±０．００８ １．６３６±０．０６６ ０．４１８±０．０２８ １．４４１±０．０１５ ０．４８２±０．０２４ ０．０２９±０．０２８ ０．０２０±０．０１５ ０．４８１±０．０６８

青 森 県 Ｓ Ｎ １ 遺 物 群 ３３ ０．２８７±０．００６ ０．０８７±０．００４ ０．０３３±０．００５ １．５９７±０．０３７ ０．２４４±０．０１１ ０．２５８±０．０１１ ０．２８１±０．０１２ ０．００９±０．０１２ ０．０２１±０．００６ ０．３２９±０．００６

Ｓ Ｎ ２ 遺 物 群 ２９ ０．２０９±０．００６ ０．１１６±０．００６ ０．０７６±０．００８ １．５７１±０．０８２ ０．７１６±０．０３５ ０．２９２±０．０１７ ０．２６４±０．０２９ ０．０２８±０．０３０ ０．０２３±０．００９ ０．３８３±０．０１５

Ｋ Ｎ 遺 物 群 １０７ ０．３５１±０．０１１ ０．１２１±０．００６ ０．０５３±０．００７ １．５８１±０．０７１ ０．３４７±０．０２０ ０．２１９±０．０１４ ０．２１６±０．０１５ ０．０５４±０．０１７ ０．０２９±０．０１１ ０．４７５±０．０４０

秋 田 県 Ｔ Ｂ 遺 物 群 ６０ ０．２５２±０．０１４ ０．１１３±０．００７ ０．１２４±０．０１５ １．８０５±０．０８８ ０．８７５±０．０５６ ０．６６３±０．０３８ ０．２７２±０．０２９ ０．０８３±０．０３７ ０．０２６±０．００８ ０．３７８±０．０２１

Ｈ Ｒ 遺 物 群 ４８ ０．２５９±０．００８ ０．０９３±０．００３ ０．０６７±０．０１１ ２．０５５±０．０６７ ０．７４１±０．０２８ ０．２９３±０．０１６ ０．３３１±０．０２１ ０．０６４±０．０１９ ０．０３６±０．００３ ０．４４４±０．０１０

Ａ Ｉ １ 遺 物 群 ４１ １．５１９±０．０２６ ０．２７７±０．０１０ ０．０７８±０．００６ ２．８４９±０．０７３ ０．１６７±０．０１０ ０．５２６±０．０１７ ０．２５１±０．０１３ ０．００９±０．０１２ ０．０５８±０．０１７ ０．９２９±０．０２４

Ａ Ｉ ２ 遺 物 群 ６１ ３．１４１±０．０７４ ０．５５２±０．０２１ ０．０８０±０．００８ ２．７５２±０．０６２ ０．０９４±０．００９ ０．７１６±０．０１９ ０．２４２±０．０１１ ０．００８±０．０１４ ０．０８３±０．０２９ １．３５３±０．０４９

Ａ Ｉ ３ 遺 物 群 ６１ ０．９５０±０．０１３ ０．２１５±０．００４ ０．１１７±０．００９ ４．３０６±０．１００ ０．１１４±０．００８ ０．９０９±０．０２８ ０．２４８±０．０１２ ０．０１４±０．０１６ ０．０２８±０．００６ ０．３６０±０．００９

岩 手 県 Ａ Ｉ ４ 遺 物 群 １２２ １．８５０±０．０５９ ０．４７４±０．０２５ ０．０６７±０．００７ ２．０５５±０．０７７ ０．０８３±０．００６ ０．５３１±０．０３０ ０．１７７±０．０１０ ０．０１１±０．０１３ ０．０６４±０．０２５ １．０６１±０．１０５

Ａ Ｉ ５ 遺 物 群 １２２ ３．１６７±０．０９２ ０．６９６±０．０２７ ０．１０１±０．００９ ３．７８７±０．１０８ ０．１１４±０．０１０ ０．８９２±０．０２６ ０．２４１±０．０１２ ０．００６±０．０１２ ０．０９１±０．０２０ １．２３４±０．０５２

Ｆ Ｓ 遺 物 群 ４５ ０．２７２±０．０９０ ０．０９７±０．０２９ ０．０５３±０．００７ １．７９１±０．０８３ ０．３２７±０．０１９ ０．４５３±０．０２４ ０．２０７±０．０１８ ０．０２９±０．０２７ ０．０１７±０．０１１ ０．３３９±０．０１１

Ｓ Ｄ 遺 物 群 ４８ ２．９００±０．０５０ ０．７４１±０．０１６ ０．１１８±０．０１０ ３．９２２±０．０７７ ０．１１７±０．０１２ ０．９０６±０．０２６ ０．２４６±０．０１３ ０．００８±０．０１７ ０．０８３±０．０１３ １．１９５±０．０２９

Ａ Ｃ １ 遺 物 群 ６３ ０．４７９±０．０１４ ０．１９２±０．００６ ０．０５４±０．００８ １．５６１±０．０７５ ０．４００±０．０１７ ０．４４０±０．０１９ ０．１６９±０．０１９ ０．０６１±０．０１５ ０．０３３±０．００５ ０．４２７±０．０１６

Ａ Ｃ ２ 遺 物 群 ４８ ０．２５１±０．００７ ０．０８１±０．００３ ０．１１２±０．０１３ ２．０８１±０．０７６ ０．９０４±０．０３５ ０．４０６±０．０２０ ０．４０９±０．０２４ ０．１０８±０．０２３ ０．０３６±０．００３ ０．４１９±０．００７

新 潟 県 Ａ Ｃ ３ 遺 物 群 ３６ ０．６５７±０．０１６ ０．１４４±０．００５ ０．０８３±０．０１０ １．８９１±０．０５１ ０．２０２±０．０１０ ０．３８１±０．０１７ ０．２８６±０．０１８ ０．０４１±０．０１２ ０．０４９±０．００５ ０．６１６±０．０１３

Ｉ Ｎ １ 遺 物 群 ４８ ０．３２６±０．０１２ ０．０７８±０．００４ ０．０６６±０．０１０ ２．０５６±０．１７７ ０．９０１±０．０４８ ０．７５１±０．０４５ ０．１７２±０．０３０ ０．０６８±０．０１６ ０．０２８±０．０３０ ０．３３８±０．００７

Ｉ Ｎ ２ 遺 物 群 ４８ ０．７４５±０．０１３ ０．１１０±０．００４ ０．１４０±０．０１５ ３．１７６±０．２１２ ０．７２８±０．０３９ １．５８２±０．０８０ ０．１０４±０．０３０ ０．０３８±０．０１３ ０．０３６±０．００３ ０．３９６±０．０１０

Ｎ Ｋ 遺 物 群 ５７ ０．５６６±０．０１９ ０．１６３±０．００７ ０．０８６±０．０１１ １．８２２±０．０８４ ０．４６７±０．０３１ １．６９１±０．０６４ ０．１０２±０．０２１ ０．０４１±０．０２８ ０．０３８±０．００３ ０．５００±０．０１４

長 野 県 Ｕ Ｈ６３遺 物 群 ４８ ０．３０８±０．０１８ ０．１１８±０．００５ ０．０４０±０．０１０ １．６４６±０．１００ ０．８１１±０．０３９ ０．５６２±０．０３０ ０．１３８±０．０３１ ０．０５７±０．０２０ ０．０３６±０．００５ ０．４２６±０．０２２

Ｕ Ｈ６６遺 物 群 ４８ ０．３１０±０．０１９ ０．０７５±０．００５ ０．０６４±０．０１４ １．９８０±０．０８２ ０．９０１±０．０５１ ０．８４１±０．０４０ ０．１５９±０．０３８ ０．０５４±０．０２０ ０．０４１±０．０１８ ０．３７８±０．０２５

Ｙ Ｍ 遺 物 群 ５６ ０．３８１±０．０１６ ０．１３８±０．００５ ０．０３８±０．０１２ １．６１１±０．１０２ ０．７２１±０．０３９ ０．４９７±０．０２６ ０．１２８±０．０２２ ０．０４７±０．０１６ ０．０２３±０．００３ ０．３３１±０．０１３

山 口 県
Ｎ Ｍ 遺 物 群 ４０ ０．３３０±０．０１０ ０．１０３±０．００３ ０．０４２±０．０１２ １．７５１±０．０８３ １．０４８±０．０５７ ０．５１８±０．０３４ ０．１９６±０．０３７ ０．０５８±０．０１８ ０．０２２±０．００３ ０．３２６±０．０１１

Ｍ Ｋ ― １ 遺 物 群 ４８ ０．０８７±０．００８ ０．０５９±０．００２ ０．０１０±０．００３ ０．６７７±０．０２３ ０．３７０±０．０９７ ０．００６±０．００２ ０．１２５±０．０１２ ０．２９２±０．０１０ ０．０２２±０．００２ ０．３３７±０．０１０

Ｍ Ｋ ― ２ 遺 物 群 ４８ ０．２５８±０．０１０ ０．０２６±０．００２ ０．０５５±０．０１３ １．７４５±０．１２１ １．１４９±０．０９２ ０．２９７±０．０２９ ０．２０２±０．０３７ ０．１７７±０．０２２ ０．０２１±０．００２ ０．２６８±０．００７

大 分 県 Ｉ 遺 物 群 ５４ ０．７９４±０．０７０ ０．２０２±０．００９ ０．０６１±０．０１３ １．７７４±０．１３２ ０．３８０±０．０３０ １．３５０±０．０９６ ０．０７６±０．０３２ ０．０７９±０．０２２ ０．０４０±０．００４ ０．４３４±０．０１５

Ｈ Ｂ １ 遺 物 群 ４８ ０．１９７±０．０３５ ０．７５４±０．０５５ ０．０９８±０．０４２ ７．０９９±０．８４４ ０．４３４±０．０６２ ０．９７５±０．１３０ ０．３６８±０．０７９ ０．１２６±０．０７９ ０．０９３±０．０２２ ６．３１２±０．５２５

宮 崎 県
Ｈ Ｂ ２ 遺 物 群 ４８ ０．４１４±０．１００ １．５５７±０．６７４ ０．１１０±０．０４４ ９．９００±１．５９５ ０．１７６±０．０８８ １．２０９±０．４５９ ０．３２７±０．０５２ ０．１７８±０．０６９ ０．１７８±０．０４４ ９．９３８±１．５３２

Ｕ Ｔ １ 遺 物 群 ４６ ０．２９７±０．０１３ ０．１０７±０．００５ ０．０５３±０．０１０ １．６３８±０．１０４ １．０１２±０．０５６ ０．７３６±０．０３９ ０．１６８±０．０２７ ０．０３４±０．０２８ ０．０２４±０．０１１ ０．３９０±０．０１４

Ｋ Ｕ ４ 遺 物 群 ４８ １．８７１±０．３６５ １．０１８±０．０９４ ３．７９０±０．７０５ １４．９９０±４．００８ ０．６７３±０．０８１ ２．０４３±０．２３３ ０．７５２±０．０７９ ０．０５６±０．０４５ ０．０９０±０．０１７ ４．３０２±０．２４６

Ｋ Ｉ １ 遺 物 群 ４５ ０．３８３±０．０１２ ０．１０１±０．００５ ０．０６１±０．０２４ １．９１３±０．１５８ ０．９８５±０．０５７ ０．５２７±０．０３８ ０．１９７±０．０３０ ０．０７９±０．０２８ ０．０２８±０．００２ ０．４０９±０．００９

Ｋ Ｉ ２ 遺 物 群 ４６ ０．４０２±０．０１５ ０．１４６±０．００８ ０．０６０±０．０１７ １．５２９±０．１４８ ０．７２９±０．０５２ ０．５６５±０．０３８ ０．１３７±０．０２４ ０．０８３±０．０２６ ０．０２９±０．００３ ０．４４３±０．０２２

Ｋ Ｉ ３ 遺 物 群 ４８ １．５４５±０．１５４ ０．５５７±０．０４５ ０．０７４±０．０１１ ３．７４６±０．４５５ ０．２８４±０．０１８ ０．７８３±０．０４４ ０．１０６±０．０２１ ０．０２５±０．０１１ ０．０４７±０．００６ ０．４９９±０．０２１

Ｋ Ｉ ４ 遺 物 群 ５６ ２．６２５±０．１０９ ０．８７１±０．１３６ ０．０９３±０．００７ ５．６２３±０．６０２ ０．２５５±０．０１５ ０．９０６±０．０７４ ０．１０７±０．００９ ０．０３１±０．０１５ ０．０６２±０．００７ ０．５８７±０．０３８

Ｋ Ｉ１８遺 物 群 ４６ ０．４４７±０．０１１ ０．１２２±０．００５ ０．０４５±０．０２０ １．７３７±０．０４６ ０．６８７±０．０２３ ０．４８１±０．０２０ ０．１４０±０．００９ ０．０５０±０．０２４ ０．０３０±０．００１ ０．４２８±０．００８

Ｋ Ｉ８４遺 物 群 ４８ ０．６５５±０．００９ ０．１５１±０．００９ ０．０２６±０．００１ １．５１５±０．０２０ ０．３３２±０．０１１ ０．３４０±０．０１１ ０．１０２±０．００５ ０．０５１±０．０１１ ０．０３２±０．００１ ０．４３１±０．００７

鹿児島県
Ｓ Ｇ 遺 物 群 ４８ １．６６８±０．０３４ ０．７７８±０．０３８ ０．０８２±０．０１０ ４．１０６±０．２２２ ０．２０２±０．０１４ ０．６９９±０．０２５ ０．１３３±０．０１３ ０．０１５±０．０１９ ０．０２７±０．０２１ ０．５５３±０．０３３

Ｏ Ｋ 遺 物 群 ３２ １．３７１±０．０７４ ０．６８７±０．０２５ ０．０６１±０．００８ ３．１０９±０．１６１ ０．２０２±０．０１２ ０．５７９±０．０２７ ０．１２２±０．０１４ ０．００９±０．０１４ ０．０２７±０．０１８ ０．５１８±０．０２１

Ｋ Ｋ １ 遺 物 群 ４８ ０．３４７±０．０１０ ０．０８０±０．００３ ０．０８１±０．０１２ ３．０８５±０．１５５ ０．８８７±０．０３６ １．４８７±０．０６５ ０．１１９±０．０３６ ０．１８４±０．０２３ ０．０２７±０．００２ ０．２６５±０．００９

Ｋ Ｋ ２ 遺 物 群 ４６ ０．５２１±０．０１２ ０．１２２±０．００４ ０．０７６±０．０１３ ３．１２５±０．２２２ ０．８７７±０．０４８ １．５００±０．０７４ ０．１０９±０．０３４ ０．１８７±０．０２３ ０．０３５±０．００４ ０．３５９±０．０１０

Ｈ Ｍ １ 遺 物 群 ４４ ０．６８３±０．０２４ ０．８６１±０．０２１ ０．０６３±０．０１３ ８．６７８±０．６６３ ０．６４２±０．０３９ ０．７３９±０．０５４ ０．１２７±０．０３４ ０．０６５±０．０１８ ０．０３７±０．００５ ０．２８２±０．００８

Ｈ Ｍ ２ 遺 物 群 ５０ ０．４８３±０．０２２ ０．１２１±０．００６ ０．０５４±０．０１４ １．９７５±０．１２２ ０．６９５±０．０４０ ０．４５４±０．０３４ ０．１９１±０．０２８ ０．０５８±０．０２８ ０．０３４±０．００６ ０．４７４±０．０１６

Ｏ Ｎ １ 遺 物 群 ５４ ０．３０３±０．０１２ ０．１６７±０．００６ ０．０３８±０．００７ １．１５７±０．０４４ ０．４４７±０．０２０ ０．４３５±０．０１６ ０．１２６±０．０２５ ０．０３９±０．０１６ ０．０３２±０．００４ ０．３７６±０．０１２

Ｏ Ｎ ２ 遺 物 群 ５６ ０．２７６±０．０１９ ０．０５３±０．００４ ０．０８４±０．０１７ ２．４９１±０．１２８ １．４９２±０．０８８ ０．６６７±０．０４６ ０．２１１±０．０３２ ０．１０８±０．０２８ ０．０３０±０．００４ ０．３４５±０．０１１

北 朝 鮮 会寧城外遺跡遺物群 ７０ ０．１３５±０．０１２ ０．０６２±０．００６ ０．０１７±０．００３ １．１１８±０．０５１ ０．５８５±０．０３６ ０．０６８±０．０１９ ０．１５０±０．０２２ ０．３７２±０．０３５ ０．０２５±０．００４ ０．３１９±０．０１２

イ リ ス タ ヤ ２６ １８．８８８±２．１００ ６．０８８±０．８６８ ０．２９３±０．０３２ ２７．９６３±２．６０８ ０．０５５±０．０１７ ２．７１６±０．１６２ ０．１６３±０．０１９ ０．０３６±０．０３０ ０．１７３±０．０２９ １．６７４±０．２４０

パラトウンカ―１ ５６ ０．７０６±０．０４８ ０．２２５±０．０１１ ０．０４８±０．０１０ １．８５１±０．１８０ ０．２４６±０．０１４ ０．７５２±０．０７０ ０．０７５±０．０１６ ０．０１５±０．００８ ０．０４１±０．００４ ０．４８２±０．０２２

パラトウンカ―２ ４０ ０．７１７±０．０１８ ０．２６９±０．００６ ０．０３１±０．００６ １．６０４±０．０４３ ０．１１９±０．００７ ０．３９８±０．０１６ ０．０９５±０．００８ ０．０１６±０．００６ ０．０３１±０．００３ ０．４０２±０．０１０

ロ シ ア パラトウンカ―３ ４８ ０．３８４±０．００８ ０．０９７±０．００４ ０．０４３±０．００７ １．６４２±０．０５３ ０．２６２±０．０１１ ０．７５３±０．０２６ ０．０６６±０．０２６ ０．０１３±０．０６２ ０．０１７±０．００３ ０．１７６±０．００９

パラトウンカ―４ ４８ ０．１４１±０．００７ ０．０７４±０．００３ ０．０２９±０．００４ １．０６９±０．０２５ ０．２０３±０．００７ ０．１５０±０．００６ ０．１０６±０．００９ ０．０２４±０．００６ ０．０１６±０．００２ ０．１４６±０．００４

ナ チ キ ４８ ０．２２０±０．００８ ０．１０４±０．００４ ０．０９９±０．０１６ １．２６１±０．０６２ ０．６０８±０．０２８ ０．５００±０．０２６ ０．１２２±０．０３０ ０．０６４±０．０２３ ０．０２４±０．００３ ０．３４０±０．００６

ア バ チ ャ ４０ ０．２５５±０．００７ ０．１６０±０．００５ ０．０２９±０．００４ １．１２１±０．０３４ ０．１９２±０．００７ ０．１５１±０．００８ ０．１０６±０．００９ ０．０２４±０．００７ ０．０２６±０．００３ ０．３０３±０．００７

標準試料 Ｊ Ｇ ― １a） １２７ ０．７５５±０．０１０ ０．２０２±０．００５ ０．０７６±０．０１１ ３．７５９±０．１１１ ０．９９３±０．０３６ １．３３１±０．０４６ ０．２５１±０．０２７ ０．１０５±０．０１７ ０．０２８±０．００２ ０．３４２±０．００４

表�－５ 各黒曜石の原産地における原石群・黒曜石製遺物群の元素比の平均値と標準偏差値（４）

Ｍ群＝桑ノ木津留第一群、Ｆ群＝ＵＴ遺物群、ＨＳ２群＝置戸・置戸山群、ＦＲ２群＝ケショマップ第一群にそれぞれ一致 平均値±標準偏差値、＊：ガラス質安山岩、ＮＫ遺物群：中ッ原遺跡、ＨＹ遺物群：日和山遺跡、ＳＮ遺物群：
三内丸山遺跡出土、ＫＮ遺物群：此掛沢遺跡、ＨＳ遺物群：北進遺跡、ＫＩ遺物群：桐木遺跡、ＵＴ遺物群：内屋敷遺跡、ＡＩ遺物群：相ノ沢遺跡、ＦＳ遺物群：房ノ沢遺跡、ＳＤ遺物群：下舘銅屋遺跡、ＦＲ遺物群：東麓郷１，２遺跡、
ＦＨ遺物群：東９線８遺跡、ＫＴ遺物群：北区１遺跡、ＫＳ遺物群：キウス４遺跡Ａ―Ｒ地区、ＳＧ遺物群：志風頭遺跡、ＯＫ遺物群：奥名野遺跡、ＴＢ遺物群：戸平川遺跡、ＮＭ遺物群：長桝遺跡、ＭＫ遺物群：南方遺跡、ＹＭ遺物群：
南方、藤尾、岩上遺跡、ＡＣ１，２，３遺物群：アチャ平遺跡、ＩＮ１，２遺物群：岩野原遺跡、Ｋ１９遺物群：Ｋ３９遺跡、ＫＫ１，２遺物群：計志加里遺跡、ＨＢ１，２（フリント様）：八久保第２遺跡、ＨＲ遺物群：堀量遺跡、ＨＭ遺物群：春ノ山遺
跡、ＫＵ４（硬質頁岩様）：久木野遺跡、ＯＮ１，２：大原野遺跡、ＮＩ２９：穂香遺跡、ＵＨ６３・ＵＨ６６：上ノ原遺跡など出土遺物の産地不明の原石群。ウラジオストック付近：イリスタヤ遺跡、南カムチャッカ：パラトウンカ、ナチキ、
アバチャ遺跡。
a）：Ando,A., Kurasawa,H., Ohmori,T. & Takeda,E.（１９７４）. １９７４ compilation of data on the GJS geochemical reference samples JG―１ granodiorite and JB―１ basalt． Geochemical Journal Vol.８, １７５―１９２.
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産地をまとめて、十勝地域としても、古代の地域間の交流を考察する場合、問題はないと考えられる。

また、清水町、新得町、鹿追町にかけて広がる美蔓台地から産出する黒曜石から２個の美蔓原石群が

作られた。この原石は産地近傍の遺跡で使用されている。名寄市の智南地域、智恵文川および忠烈布

貯水池から上名寄にかけて黒曜石の円礫が採集される。これらを組成で分類すると８８％は名寄第一群

に、また１２％は名寄第二群にそれぞれなる。旭川市の近文台、台場、嵐山遺跡付近および雨文台北部

などから採集される黒曜石の円礫は、２０％が近文台第一群、６９％が近文台第二群、１１％が近文台第三

群にそれぞれ分類され、台場の砂礫採取場からは近文台諸群に一致するもの以外に、黒、灰色系円礫

も見られ、台場第一、二群を作った。また、滝川市江別乙で採集される親指大の黒曜石の礫は、組成

で分類すると約７９％が滝川群にまとまり、２１％が近文台第二、三群に組成が一致する。滝川群に一致

する組成の原石は、北竜町恵袋別川培本社からも採取される。秩父別町の雨竜川に開析された平野を

見下す丘陵中腹の緩斜面から小円礫の黒曜石原石が採取される。産出状況と礫状は滝川産黒曜石と同

じで、秩父別第一群は滝川第一群に組成が一致し、第二群も滝川第二群に一致し、さらに近文台第二

群にも一致する。赤井川産原石は、北海道余市郡赤井川村の土木沢上流域およびこの付近の山腹より

採取できる。ここの原石では、小球顆の列が何層にも重なり石器の原材として良質とはいえない原石

で赤井川第一群を、また、球顆の非常に少ない握り拳半分大の良質な原石などで赤井川第二群を作った。

これら第一、二群の元素組成は非常に似ていて、遺物を分析したときしばしば、赤井川両群に同定さ

れる。豊泉産原石は豊浦町から産出し、組成によって豊泉第一、二群の２群に区別され、豊泉第二群

の原石は斑晶が少なく良質な黒曜石である。豊泉産原石の使用圏は道南地方に広がり、一部は青森県

に伝播している。また、青森県教育庁の斉藤岳氏提供の奥尻島幌内川産黒曜石の原石群が確立されて

いる。出来島群は青森県西津軽郡木造町七里長浜の海岸部より採取された円礫の原石で作られた群で、

この出来島群と相互に似た組成の原石は、岩木山の西側を流れ鯵ケ沢地区に流入する中村川の上流で

１点採取され、また、青森市の鶴ケ坂および西津軽郡森田村鶴ばみ地区より採取されている。青森県

西津軽郡深浦町の海岸と同町の六角沢およびこの沢筋に位置する露頭より採取された原石で六角沢群

を、また、八森山産出の原石で八森山群をそれぞれ作った。深浦の両群と相互に似た群は青森市戸門

地区より産出する黒曜石で作られた戸門第二群である。戸門第一群、成田群、浪岡町県民の森地区よ

り産出の大釈迦群（旧浪岡群）は赤井川産原石の第一、二群と弁別は可能であるが原石の組成は比較

的似ている。戸門、大釈迦産黒曜石の産出量は非常に少なく、希に石鏃が作れる大きさがみられる程

度であるが、鷹森群は鷹森山麓の成田地区産出の黒曜石で中には５cm大のものもみられる。また、

考古学者の話題になる下湯川産黒曜石についても原石群を作った。産地分析は、日本、近隣国を含め

た産地の合計２３３個の原石群と比較し、必要条件と十分条件を求めて遺物の原石産地を同定する。

（３） 結果と考察
遺跡から出土した黒曜石製石器、石片は風化に対して安定で、表面に薄い水和層が形成されている

にすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であると考えられる。黒曜石製

の石器で、水和層の影響を考慮するとすれば、軽い元素の分析ほど表面分析になるため、水和層の影

響を受けやすいと考えられる。Ca/K、Ti/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行った場合、また除

かずに産地分析を行った場合、いずれの場合にも同定される産地は同じである。他の元素比量につい

ても風化の影響を完全に否定することができないので、得られた確率の数値にはやや不確実さを伴う

が、遺物の石材産地の判定を誤るようなことはない。また、安山岩製の遺物は、白っぽく表面が風化

しているために、アルミナ粉末を風化面に吹き付け、新鮮面を出して分析している。

２ 旧白滝８・下白滝遺跡出土の黒曜石製石器の原材産地分析・水和層測定
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原石群名 個 数 百分率 備 考

赤石山群 ９０個 ３６％ 白滝産地赤石山群に一致
八号沢・白土沢群 １２０個 ４９％ 割れ面が梨肌の黒曜石
あじさい滝群、幌加沢 ３１個 １３％ 割れ面が梨肌でないもの
ケショマップ第二群 ５個 ２％
ＫＳ３遺物群 １個 ０．０４％

原石群名 個 数 百分率 備 考

所山群 ２１個 ５７％
置戸山群 ８個 ２２％ ＨＳ２遺物群に似る
ケショマップ第二群 １個 ３％ ＦＲ１，ＦＲ２遺物群に似る
八号沢群 １個 ３％ 割れ面梨肌
常呂川第１群 １個 ３％
常呂川第２群 ２個 ５％
常呂川第３群 １個 ３％
常呂川第４群 ２個 ５％ ＫＳ１遺物群、所山群に似る

図�－１ 黒曜石原産地

表�－６ 湧別川河口域の河床から採取した２４７個の黒曜石円礫の分類結果

注：八号沢、白土沢、あじさい滝、幌加沢の一部は組成が酷似し、分類は割れ面の梨
肌か否かで区別した。

表�－７ 常呂川（中ノ島～北見大橋）から採取した３７個の黒曜石円礫の分類結果

注：常呂川第１～２群は分析場所を変えて複数回測定して作る。
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今回分析した下白滝遺跡および旧白滝８遺跡出土の黒曜石製遺物の分析結果を表�－８に示した。

石器の分析結果から石材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説

明を簡単にするためRb/Zrの一変量だけを考えると、表�－８の試料番号９２３６６番の遺物ではRb/Zrの

値は１．３５２で、赤石山群の［平均値］±［標準偏差値］は、１．３４０±０．０５９である。遺物と原石群の差

を標準偏差値（σ）を基準にして考えると遺物は原石群から０．２σ離れている。ところで赤石山群原産

地から１００個の原石を採ってきて分析すると、平均値から±０．２σのずれより大きいものが８４個ある。

すなわち、この遺物が、赤石山群の原石から作られていたと仮定しても、０．２σ以上離れる確率は８４

％であると言える。だから、赤石山群の平均値から０．２σしか離れていないときには、この遺物が赤

石山群の原石から作られたものでないとは、到底言い切れない。ところがこの遺物を滝川第一群に比

較すると、滝川第一群の平均値からの隔たりは、約７．４４σである。これを確率の言葉で表現すると、

滝川第一群の原石を採ってきて分析したとき、平均値から７．４４σ以上離れている確率は、十兆分の１

であると言える。このように、十兆個に１個しかないような原石をたまたま採取して、この遺物が作

られたとは考えられないから、この遺物は、滝川第一群の原石から作られたものではないと断定でき

る。これらのことを簡単にまとめて言うと、「この遺物は赤石山群に８４％の確率で帰属され、信頼限

界の０．１％を満たしていることから赤石山群産原石が使用されていると同定され、さらに滝川第一群

に１千億分の１％の低い確率で帰属され、信頼限界の０．１％に満たないことから滝川の原石でないと

同定される」。遺物が１か所の産地（赤石山群産地）と一致したからと言って、例え赤石山群と滝川

第一群の原石は成分が異なっていても、分析している試料は原石でなく遺物で、さらに分析誤差が大

きくなる不定形（非破壊分析）であることから、他の産地に一致しないとは言えない。同種岩石の中

での分類である以上、他の産地にも一致する可能性は推測される。即ちある産地（赤石山群産地）に

一致し必要条件を満足したと言っても一致した産地の原石とは限らないために、帰属確率による判断

を表�－２～５の２３３個すべての原石群について行い十分条件を求め、低い確率で帰属された原石群

の原石は使用していないとして消していくことにより、はじめて赤石山群産地の石材のみが使用され

ていると判定される。実際はRb/Zrといった唯一つの変量だけでなく、前述した八つの変量で取り扱

うので変量間の相関を考慮しなければならない。

例えば、Ａ原産地のＡ群でCa元素とRb元素との間に相関があり、Caの量を計ればＲbの量は分析し

なくても分かるようなときは、Ａ群の石材で作られた遺物であれば、Ａ群と比較したとき、Ca量が

一致すれば当然Rb量も一致するはずである。したがって、もしＲb量だけが少しずれている場合には、

この試料はＡ群に属していないと言わなければならない。このことを数量的に導き出せるようにした

のが相関を考慮した多変量統計の手法であるマハラノビスの距離を求めて行うホテリングのＴ２乗検

定である。これによって、それぞれの群に帰属する確率を求めて産地を同定する４、５）。産地の同定結

果は１個の遺物に対して、黒曜石製では２３３個の推定確率結果が得られている。今回産地分析を行っ

た遺物の産地推定結果については低い確率で帰属された原産地の推定確率は紙面の都合上記入を省略

しているが、本研究ではこれら産地の可能性が非常に低いことを確認したという非常に重要な意味を

含んでいる。すなわち赤石山産原石と判定された遺物に対して、カムチャッカ産原石とかロシア、北

朝鮮の遺跡で使用されている原石および信州和田峠産の原石の可能性を考える必要がないという結果

であり、ここでは高い確率で同定された産地のみの結果を表�－９に記入した。原石群を作った原石

試料は直径３cm以上であるが、多数の試料を処理するために、小さな遺物試料の分析に多くの時間

をかけられない事情があり、短時間で測定を打ち切る。このため、得られた遺物の測定値には、大き

な誤差範囲が含まれ、ときには原石群の元素組成のバラツキの範囲を越えて大きくなる。したがって、

２ 旧白滝８・下白滝遺跡出土の黒曜石製石器の原材産地分析・水和層測定
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小さな遺物の産地推定を行ったときに、判定の信頼限界としている０．１％に達しない確率を示す場合

が比較的多くみられる。この場合には、原石産地（確率）の欄の確率値に替えて、マハラノビスの距

離Ｄ２乗の値を記した。この遺物については、記入されたＤ２乗の値が原石群の中で最も小さなＤ２

乗値で、この値が小さい程、遺物の元素組成はその原石群の組成と似ていると言えるため、推定確率

は低いが、そこの原石産地と考えてほぼ間違いないと判断されたものである。白滝地域産黒曜石の中

で、赤石山産原石の割れ面はガラス光沢を持っているが、元素組成が相互に似たあじさい滝、八号沢、

白土沢、幌加沢などの群の原石は、あじさい滝、幌加沢産はガラス光沢を示し、八号沢、白土沢産は

梨肌を示すため、原石産地の判定に梨肌か、ガラス光沢かを指標に加えた。また、赤井川および十勝

産原石を使用した遺物の判定は複雑である。これは青森市戸門、鷹森山地区、浪岡町大釈迦より産出

する黒曜石で作られた戸門第一、鷹森山、大釈迦の各群の組成が赤井川第一、二群、十勝三股群に比

較的似ているために、遺物の産地を同定したときに、戸門原産地と赤井川または十勝産地、またこれ

ら３か所の原産地に同時に同定される場合がしばしば見られる。戸門産地の原石が使用されたか否か

は、一遺跡で多数の遺物を分析し戸門第一群と第二群に同定される頻度を求め、これを戸門産地にお

ける第一群（５０％）と第二群（５０％）の産出頻度と比較し戸門産地の原石である可能性を推定する。

今回分析した遺物のなかに全く戸門第二群に帰属される遺物が見られないことから戸門産地からの原

石は使用されなかったと推測できる。また浪岡町大釈迦産原石は非常に小さい原石が多く、使用され

た可能性は低いと思われる。

また、赤石山、八号沢・白土沢、あじさい滝、幌加沢、ケショマップ第二群に一致する組成の原石

は白滝地域、ケショマップ産地以外に湧別川下流域でも円礫状で原石が採取される（表�－６）。ま

た、所山群、置戸山群、ケショマップ第二群、割れ面が梨肌の親指大の八号沢群に一致する組成の円

遺物
番号

元 素 比
Ca/K Ti/K Mn/Zr Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr Nb/Zr Al/K Si/K

８８２４９ ０．３３０ ０．１３２ ０．０３７ １．６７２ ０．７８７ ０．４１７ ０．１５２ ０．０２３ ０．０２９ ０．３８７
８８２５０ ０．２８０ ０．１１２ ０．０３４ １．７５２ ０．７９１ ０．４０４ ０．１６７ ０．０３６ ０．０３１ ０．３５６
８８２５１ ０．６５７ ０．１３８ ０．０７７ ２．５１６ ０．６０２ ０．６５２ ０．１５７ ０．０２３ ０．０４７ ０．４１７
８８２５２ ０．５９７ ０．１２４ ０．０６６ ２．８１４ ０．６９５ ０．７５８ ０．２２６ ０．０３８ ０．０３４ ０．３８０
８８２５３ ０．３３１ ０．１２８ ０．０５９ ２．０３２ ０．８８５ ０．４５３ ０．１７０ ０．０５５ ０．０３７ ０．４２４
８８２５４ ０．１７５ ０．０６１ ０．０６４ ２．９３５ １．３６３ ０．２９６ ０．３３９ ０．０５０ ０．０２７ ０．３５３
８８２５５ ０．１９３ ０．０６０ ０．０５４ ２．７５１ １．３１６ ０．２７７ ０．３５８ ０．０４３ ０．０３２ ０．３５４
９２３６０ ０．１３９ ０．０２１ ０．１０５ ３．１１０ １．８３２ ０．１２９ ０．４８７ ０．０６８ ０．０２７ ０．３６２
９２３６１ ０．１１５ ０．０１９ ０．１０１ ２．９９２ １．８６８ ０．０９８ ０．５２４ ０．０６１ ０．０１７ ０．２３７
９２３６２ ０．３２４ ０．１３０ ０．０４９ １．８９３ ０．８９７ ０．４７８ ０．２０１ ０．０８３ ０．０２７ ０．３９０
９２３６３ ０．１４１ ０．０２４ ０．１０４ ３．０９０ １．８５４ ０．１０７ ０．４５９ ０．０９１ ０．０２５ ０．３４８
９２３６４ ０．１３８ ０．０２１ ０．０９４ ２．７８４ １．７２６ ０．０７３ ０．４４８ ０．００５ ０．０２８ ０．３７９
９２３６５ ０．１７３ ０．０６２ ０．０７９ ２．８１５ １．３６１ ０．２９１ ０．３７５ ０．０８３ ０．０２７ ０．３６８
９２３６６ ０．１７６ ０．０６１ ０．０８４ ２．８６８ １．３５２ ０．３０３ ０．３６２ ０．０５４ ０．０２７ ０．３７２
９２３６７ ０．１４０ ０．０２０ ０．０９７ ２．９３５ １．７５９ ０．１１０ ０．４９２ ０．０５４ ０．０２７ ０．３７１
９２３６８ ０．１７５ ０．０５９ ０．０７４ ２．７２５ １．３１８ ０．２８６ ０．３４１ ０．１７０ ０．０２７ ０．３５７
９２３６９ ０．１３７ ０．０１７ ０．１０３ ３．０００ １．８７１ ０．０９２ ０．４８０ ０．０８９ ０．０２６ ０．３５７
９２３７０ ０．１７０ ０．０６２ ０．０８０ ２．８７６ １．３８４ ０．２５３ ０．３１２ ０．１１４ ０．０２６ ０．３５５
９２３７１ ０．１７９ ０．０６３ ０．０７９ ２．７８３ １．３１０ ０．２９０ ０．３７１ ０．０３１ ０．０２８ ０．３７１
９２３７２ ０．１７７ ０．０５７ ０．０８４ ２．９４３ １．３７４ ０．３２３ ０．３７４ ０．０８１ ０．０２７ ０．３６１
９２３７３ ０．１４０ ０．０２４ ０．０９２ ２．７０５ １．６９９ ０．０６７ ０．５１２ ０．１０２ ０．０２６ ０．３５４
９２３７４ ０．１４５ ０．０２４ ０．１０２ ３．０２０ １．８４５ ０．１１２ ０．４９１ ０．１３３ ０．０２６ ０．３５６
JG―１ ０．８０１ ０．２１３ ０．０７４ ３．９５２ ０．９７３ １．２８０ ０．２７８ ０．０７４ ０．０３０ ０．３１６

表�－８ 白滝遺跡群出土黒曜石製石器・剥片の元素比分析結果

JG―１：標準試料―Ando,Ａ.,Kurasawa,H.,Ohmori,T.＆ Takeda，E. １９７４ compilation of data on the GJS geochemical reference samples
JG―１ granodiorite and JB―１ basalt. Geochemical Journal, Vol．８１７５―１９２（１９７４）
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分析
番号 試料番号 遺跡名 出土層位 遺構名 グリ

ッド
遺物
番号

接合
番号 挿図番号 遺物名 原石産地（確率） 判定結果 表面状態 時期

８８２４９ SHIRA―X１６２ 下白滝 表土 ― Ｊ１６ �―１ ― ― 石槍 所山（５６％），常呂川第４群（２４％），滝川第二群（１％） 所山 縄文時代

８８２５０ SHIRA―X１６３ 下白滝 表土 ― Ｍ１６ �―２ ― ― 石槍 常呂川第４群（９９％），KS１遺物群（４９％），滝川第二群（２％） 常呂川 縄文時代

８８２５１ SHIRA―X１６４ 下白滝 表土 ― Ｋ９ �―２ ― ― 石鏃 ケショマップ第二群（３％），FR２遺物群（０．９％），台場第二群（０．３％） ケショマップ 縄文時代

８８２５２ SHIRA―X１６５ 下白滝 表土 ― Ｋ１２ �―６ ― ― 石鏃 ＦＲ２遺物群（４６％），ケショマップ第一群（３９％），滝川第二群（０．２％） ケショマップ 縄文時代

８８２５３ SHIRA―X１６６ 下白滝 表土 ― Ｋ１０ �―９ ― ― 石鏃 所山（５％），滝川第二群（２％） 所山 縄文時代

８８２５４ SHIRA―X１６７ 下白滝 表土 ― Ｋ８ �―６２ ― ― 剥片 赤石山（５８％） 赤石山 縄文時代

８８２５５ SHIRA―X１６８ 下白滝 表土 ― Ｋ８ �―６３ ― ― 剥片 赤石山（４６％） 赤石山 縄文時代

９２３６０ SHIRA―H１５４ 旧白滝８ �a層 ― Ｑ１１ �a―３ ― 図版３２―６２ 両面調整石器 幌加沢（９３％），白土沢（７８％），あじさい滝（７２％），八号沢（４９％） あじさい滝 ガラス光沢 続縄文時代

９２３６１ SHIRA―H１５５ 旧白滝８ 表土 ― Ｊ１１ �―５ ― 図�―４７―２５ 石鏃 白土沢（０．３％）【白土沢（８２％），幌加沢（６１％），あじさい滝（２７％），八号沢（１７％）】 あじさい滝 ガラス光沢 続縄文時代

９２３６２ SHIRA―H１５６ 旧白滝８ �a・�b層 ― Ｏ１５ �a―３ ― 図版３２―５９ 石鏃 所山（３２％），常呂川第４群（０．２％） 所山 続縄文時代

９２３６３ SHIRA―H１５７ 旧白滝８ �a・�b層 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２０８３ ５０ 図版４２―９４ 剥片 幌加沢（９８％），白土沢（８５％），八号沢（６３％），あじさい滝（５７％） あじさい滝 ガラス光沢 続縄文時代

９２３６４ SHIRA―H１５８ 旧白滝８ �a・�b層 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３５０５ ５００６８ 図�―２７―９ ナイフ 白土沢（７８％），あじさい滝（４４％），幌加沢（３６％），八号沢（２４％） あじさい滝 ガラス光沢 続縄文時代

９２３６５ SHIRA―H１５９ 旧白滝８ �a・�b層 Ｆc―１９ Ｍ１６ ５４１ ― 図�―２７―１ 石鏃 赤石山（９３％），幌加沢（１％） 赤石山 続縄文時代

９２３６６ SHIRA―H１６０ 旧白滝８ �b層 Ｆc―１０ ― ３ ― 図�―２７―２ 石鏃 赤石山（９５％），幌加沢（３％） 赤石山 続縄文時代前半

９２３６７ SHIRA―H１６１ 旧白滝８ �b層 Ｆc―２ ― ６５ ５ 図版４１―８７ 剥片 白土沢（９７％），幌加沢（８５％），あじさい滝（７７％），八号沢（６６％） あじさい滝 ガラス光沢 続縄文時代前半

９２３６８ SHIRA―H１６２ 旧白滝８ �b層 Ｆc―６ ― １３５ １８ 図版３６―８０ 剥片 赤石山（４３％），幌加沢（０．２％） 赤石山 続縄文時代前半

９２３６９ SHIRA―H１６３ 旧白滝８ �層 Ｆc―２２ Ｇ５ ８２５ ― 図�―１４―３ 石核 幌加沢（９８％），白土沢（９８％），あじさい滝（６９％），八号沢（２１％） あじさい滝 ガラス光沢 縄文時代

９２３７０ SHIRA―H１６４ 旧白滝８ �層 Ｆc―２２ Ｇ５ ５９５ ― ― 剥片 赤石山（５６％），幌加沢（０．３％） 赤石山 縄文時代

９２３７１ SHIRA―H１６５ 旧白滝８ �層 Ｆc―２２ Ｇ５ ６００ ― ― 剥片 赤石山（８０％），幌加沢（１％） 赤石山 縄文時代

９２３７２ SHIRA―H１６６ 旧白滝８ �層 Ｆc―２４ Ｇ１０ ５９ ― ― 剥片 赤石山（６５％），幌加沢（０．９％） 赤石山 縄文時代

９２３７３ SHIRA―H１６７ 旧白滝８ �層 Ｆc―２４ Ｇ１０ ６０ ― ― 剥片 白土沢（５７％），幌加沢（３９％），あじさい滝（１１％），八号沢（２％） あじさい滝 ガラス光沢 縄文時代

９２３７４ SHIRA―H１６８ 旧白滝８ �層 Ｆc―２４ Ｇ１０ １５６ １６１ 図�―１５―５ 剥片 あじさい滝（７１％），白土沢（６０％），幌加沢（３１％），八号沢（１％） 八号沢 梨肌 縄文時代
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注意：近年産地分析を行う所が多くなりましたが、判定根拠が曖昧にも関わらず結果のみを報告される場合があります。本報告では日本における各遺跡の産地分析の判定基準を一定にして、産地分析を行っていま
すが、判定基準の異なる研究方法（土器様式の基準も研究方法で異なるように）にも関わらず、似た産地名のために同じ結果のように思われるが、 全く関係（相互チェックなし）ありません。本研究結果に連続
させるには本研究法で再分析が必要です。本報告の分析結果を考古学資料とする場合には常に同じ基準で判定されている結果で古代交流圏などを考察をする必要があります。

表�－９ 白滝遺跡群出土黒曜石製遺物の原材産地分析結果
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礫状の原石が北見・常呂川流域で採取される（表�－７）。分析した遺物が、白滝地域、置戸地域、

留辺蘂・ケショマップ地域の露頭産か、また湧別川下流域、常呂川流域産の何れかの産地から伝播し

たかを推測するには、多数の遺物を分析して、各産地群に同定される頻度を求め、湧別川、常呂川採

取黒曜石原石の頻度分布と比較して決定される。原石・遺物群の中で、所山群、常呂川第４群、ＫＳ

１遺物群、滝川第二群は相互に組成が似ていて、水和層の影響（Ｋ元素比が少し小さくなる傾向）を

受けた黒曜石製遺物では、複数の産地に同時に信頼限界の０．１％を越えて同定される。複数の群に同

定されたとき、遺物に原石の自然面が残る場合は円礫か、角礫かで、河川産か、露頭産を判断する。

今回分析した下白滝遺跡出土の黒曜石製石器、剥片の７個の中で赤石山産が２８％（２個）、所山産

が２８％（２個）、ケショマップ産が２８％（２個）、常呂川産が１４％（１個）と同定された。所山産と同

定された２個が常呂川流域から採取された可能性は否定できないが、７個の遺物の中に常呂川流域で

のみ見られる常呂川第１、２、３群が見られないことから、常呂川流域から採取した証拠はない。

また、旧白滝８遺跡出土の黒曜石製石器、剥片の１５個の中で、あじさい滝産が４７％（７個）、赤石

山産が４０％（６個）、所山産と八号沢産がそれぞれ７％（１個）であった。

今回分析した結果の中で、赤石山、あじさい滝、所山・置戸、八号沢の各地域の産地の原石の使用

がみつかり、これら地域との生活、文化情報の交換があったと推測しても産地分析の結果と矛盾しな

い。

（４） 非破壊分析による黒曜石製遺物の水和層測定
今回分析した遺物は旧白滝８遺跡出土の黒曜石製石器、剥片１５個で、これらについて非破壊分析に

よる水和層厚の結果が得られたので報告する。

分析は黒曜石の表面に顕微鏡を通して光を照射したときに、黒曜石の表面で反射する光と、水和層

で反射する光で生じる干渉波の波長から水和層の厚さを求める方法。光の反射を利用するため、遺物

の表面にできた使用痕および埋土中にできた摩耗傷などが水和層測定の障害になり測定できない場合

が多々ある。また、水和層と新鮮面との境界面での反射光が非常に弱いため、境界面が明確に発達し

た部分を探して測定しなければならない。従って、傷のない場所を顕微鏡下で探して分析を行うため、

試料によっては１個に３時間以上かかることもある。石器について３か所を分析し、代表的な水和層

の干渉波スペクトルを図�－２～５に示した。また分析値の最大、中間、最小値を選んで表�－１０

に記した。水和層厚を経過年代に換算するには、水和層を分析した黒曜石の経過年代を炭素－１４法、

フィッショントラック法で求めた絶対年代から、水和速度を求めて行う。この水和速度は黒曜石の埋

土中に受ける温度によって異なるため、黒曜石が環境から受けた温度を正確に求めなければ、正確な

年代の換算はできない。従って、遺物が経過した年代の間に受けた温度を約８．５℃（縄文時代）を平

均効果温度として水和速度６）を推定したとき、所山産原石は１．５１７（µ２／１，０００年）、赤石山産・八号沢

（あじさい滝）産原石は１．６（µ２／１，０００年）を用いて下記の式により水和層厚を経過年代に換算した。

測定水和層厚（µm）× 測定水和層厚（µm）
推定換算年代（千年） ＝──────────────────────

水和速度（µ２／１，０００年）

今回非破壊分析で水和層が測定できた遺物の経過年代の結果を表�－１０に示した。水和層厚を経

過年代に換算するときの重要な係数である水和速度を決める重要な要因は、黒曜石の化学組成と温度

� 自然科学的分析等
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であるため、自然科学者の実験室で水和実験によって水和速度を決定できるが、国内産黒曜石に関し

て研究はそこまで進んでいないのが現状である。現在は水和速度の決定については考古学者の協力な

しでは決定できない。実験室での水和層生成が困難である限り、水和速度の決定の舞台は遺跡になる。

今回の年代が炭素－１４年代に比べて古すぎる場合は、温泉地とか温度の高い地下水などで埋土中の遺

物温度が異常に高かったことが推測され、水和層は非常に厚くなり推定換算年代は古くなる。これは

遺物の埋土位置の地温測定で推測できるが、しかし、過去の地温の測定はできない。炭素－１４年代な

どで年代の分かる層から出土する黒曜石の水和層から水和速度を決定するため、発掘が重要な鍵を握

ることは言うまでもない。石器の組成（原産地）さえ分かれば、考古学者が炭素－１４年代と水和層の

データーを集積し整理するだけで、正確な水和層年代が得られるようになる。これら考古学的作業に

より求められた水和速度は、水和機構（理論）が証明されていないが、考古学試料として実用するに

は問題ないと推測できる。したがって、水和層年代は考古学者が企画するだけで実用的な年代が得ら

れるため、将来、水和層年代が石器における土器編年のように身近な存在になると推測できる。
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分析
番号 試料名 遺跡名 出土層位 遺構名 グリ

ッド
遺物
番号

接合
番号 挿図番号 遺物名 判 定

水和速度
（µ�

／１０００年）

水和層の厚さ
３か所測定（µm）

１，２，３それぞれの
経過年代（B．P．）（年）

経過年代
（Ｂ．Ｐ．）
１，２，３の
平 均 値
（年）

経過年代
（Ｂ．Ｐ．）
１，２，３の
±標準偏
差（年）

時期
１ ２ ３ １ ２ ３

９２３６０ SHIRA―H１５４ 旧白滝８ �a層 ― Ｑ１１ �a―３ ― 図版３２―６２ 両面調整石器 あじさい滝 １．６ ２．００４０ １．９９３０ ２．１９６４ ２，４５６ ２，４２９ ２，９６１ ２，６１５ ２４５ 続縄文時代

９２３６１ SHIRA―H１５５ 旧白滝８ 表土 ― Ｊ１１ �―５ ― 図�―４７―２５ 石鏃 あじさい滝 １．６ １．９６６４ １．９６２３ １．７７２４ ２，３６３ ２，３５３ １，９０９ ２，２０８ ２１１ 続縄文時代

９２３６２ SHIRA―H１５６ 旧白滝８ �a・�b層 ― Ｏ１５ �a―３ ― 図版３２―５９ 石鏃 所山 １．５１７ １．７２７４ １．８３６４ １．７７０３ １，９１３ ２，１６９ ２，０１２ ２，０３１ １０５ 続縄文時代

９２３６３ SHIRA―Ｈ１５７ 旧白滝８ �a・�b層 Ｆc―１９ Ｍ１６ ２０８３ ５０ 図版４２―９４ 剥片 あじさい滝 １．６ １．８８９５ １．８８４１ １．９１１６ ２，１７７ ２，１６５ ２，２３０ ２，１９１ ２８ 続縄文時代

９２３６４ SHIRA―H１５８ 旧白滝８ �a・�b層 Ｆc―１９ Ｍ１６ ３５０５ ５００６８ 図�―２７―９ ナイフ あじさい滝 １．６ ２．０１８９ ２．００４３ ２．１２９８ ２，４９３ ２，４５７ ２，７８１ ２，５７７ １４５ 続縄文時代

９２３６５ SHIRA―H１５９ 旧白滝８ �a・�b層 Ｆc―１９ Ｍ１６ ５４１ ― 図�―２７―１ 石鏃 赤石山 １．６ ２．５９５３ ２．５７５２ ２．５７０６ ４，１５６ ４，０９１ ４，０７６ ４，１０８ ３５ 続縄文時代

９２３６６ SHIRA―H１６０ 旧白滝８ �b層 Ｆc―１０ ― ３ ― 図�―２７―２ 石鏃 赤石山 １．６ ２．１５７３ ２．０８４１ ２．０７３２ ２，８５５ ２，６６１ ２，６３２ ２，７１６ ９９ 続縄文時代前半

９２３６７ SHIRA―H１６１ 旧白滝８ �b層 Ｆc―２ ― ６５ ５ 図版４１―８７ 剥片 あじさい滝 １．６ １．９７７１ ２．００４５ １．９３４２ ２，３８９ ２，４５７ ２，２８４ ２，３７７ ７１ 続縄文時代前半

９２３６８ SHIRA―H１６２ 旧白滝８ �b層 Ｆc―６ ― １３５ １８ 図版３６―８０ 剥片 赤石山 １．６ １．８５１１ １．９３８３ １．９４０４ ２，０８８ ２，２９４ ２，２９９ ２，２２７ ９９ 続縄文時代前半

９２３６９ SHIRA―H１６３ 旧白滝８ �層 Ｆc―２２ Ｇ５ ８２５ ― 図�―１４―３ 石核 あじさい滝 １．６ ３．９８４４ ３．８６３５ ３．５７０９ ９，８６８ ９，２７５ ７，９１６ ９，０２０ ８１７ 縄文時代

９２３７０ SHIRA―H１６４ 旧白滝８ �層 Ｆc―２２ Ｇ５ ５９５ ― ― 剥片 赤石山 １．６ ２．８５０８ ２．９８０３ ２．８８４３ ５，０２５ ５，４９７ ５，１４５ ５，２２３ ２００ 縄文時代

９２３７１ SHIRA―H１６５ 旧白滝８ �層 Ｆc―２２ Ｇ５ ６００ ― ― 剥片 赤石山 １．６ ２．９３５７ ２．９０８８ ２．９５７２ ５，３３２ ５，２３４ ５，４１２ ５，３２６ ７３ 縄文時代

９２３７２ SHIRA―H１６６ 旧白滝８ �層 Ｆc―２４ Ｇ１０ ５９ ― ― 剥片 赤石山 １．６ １．８７３９ １．８２２０ １．６３９９ ２，１４１ ２，０２１ １，６２７ １，９２９ ２２０ 縄文時代

９２３７３ SHIRA―H１６７ 旧白滝８ �層 Ｆc―２４ Ｇ１０ ６０ ― ― 剥片 あじさい滝 １．６ ２．３６２７ ２．３２３２ ２．３６０２ ３，４３５ ３，３１９ ３，４２８ ３，３９４ ５３ 縄文時代

９２３７４ SHIRA―H１６８ 旧白滝８ �層 Ｆc―２４ Ｇ１０ １５６ １６１ 図�―１５―５ 剥片 八号沢 １．６ ３．４８８８ ３．３８１１ ３．６９２７ ７，５５３ ７，０９１ ８，４６９ ７，７０４ ５７２ 縄文時代

表�－１０ 白滝遺跡群出土黒曜石製遺物の水和層年代測定結果
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２ 旧白滝８・下白滝遺跡出土の黒曜石製石器の原材産地分析・水和層測定

図�－２ 水和層干渉波スペクトル（１）
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図�－３ 水和層干渉波スペクトル（２）
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２ 旧白滝８・下白滝遺跡出土の黒曜石製石器の原材産地分析・水和層測定

旧白滝８遺跡

図�－４ 産地分析・水和層測定試料（１）
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旧白滝８遺跡

下白滝遺跡

図�－５ 産地分析・水和層測定試料（２）
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３ 北海道旧白滝８遺跡から出土した炭化植物種子
吉崎昌一＊・椿坂恭代＊＊

（１） 遺跡と調査の概要
遺跡の名称：旧白滝８遺跡

もん べつ しら たき きゅう しら しき

遺跡の所在：北海道紋別郡白滝村旧白滝４１９ほか

調査の機関：財団法人北海道埋蔵文化財センター
たつ だ さとる

調査担当者：高橋和樹、鈴木宏行、立田 理、直江康雄

調 査 期 間：平成１４年６月３日～１０月２５日

平成１５年８月２６日～１０月２４日

遺跡の立地：白滝市街から北東へ約３．４km、幌加湧別川と湧別川との合流点を約４００mさかのぼった

幌加湧別川左岸段丘上に位置し、調査区の標高は約３４０mである。

遺構の年代：続縄文時代の宇津内式土器片若干を含む後北Ｃ１式土器片と石器が出土。詳細について

は本文を参照していただきたい。

（２） 扱った資料
分析資料として扱った炭化植物は、続縄文時代（後北Ｃ１式相当の土器片が検出された）の層準、

焼土１、焼土２、焼土４から土壌を採取し、フローテーション法で処理後、種子の第一次選別を経て

送付されてきた。これらの資料について実体顕微鏡で観察並びに撮影を行った。

（３） 検出された種子
焼土１

ブドウ科VITIDACEAE種子の破片３片と冬芽が１個検出された。その他炭化物の細片が少量出土

したが同定は不可能であった。

焼土２

ブドウ科VITIDACEAE種子の破片１片とアカザ属 Chenopodium L.種子が１粒検出された。その

他炭化物の細片が少量出土したが同定は不可能であった。アカザ属種子は酸化した状態で検出されて

いる。これまで扱った各時期の遺跡から検出されたアカザ属種子には、炭化されないで検出される場

合が非常に多い。このような状況は、アカザ属種子の構造上発達するクチクラ層の関係で残存するの

か、また、サンプリングやフローテーション処理時などに起こる混入の可能性もあったと考えられる。

焼土４

冬芽が１個検出された。その他炭化物の細片が２片出土されているが、資料の保存状態が悪いため

同定は不可能であった。
よし ざき まさ かず

＊ 吉崎昌一 札幌国際大学地域総合研究センター 客員研究員
つばき ざか やす よ

＊＊椿坂恭代 札幌国際大学博物館 客員研究員

３ 北海道旧白滝８遺跡から出土した炭化植物種子
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（４） 若干のコメント
竪穴住居遺構は検出されなかったという。焼土から少量のブドウ科 VITIDACEAEの種子と雑草種

子が発見されたのみである。こうした状況は、この地点が短期間のキャンプサイト的性格であったこ

とを意味するのかもしれない。ブドウの熟期からは、その季節が９月末から１０月にかけての可能性

が考えられよう。湧別川水系にはサケが遡っていたであろうし、シカの動きも活発な時期である。遺

跡の規模や状況は多数のヒトが居住する様相を示す集落ではないのに、黒曜石石片集中個所が多かっ

たことを考えあわせると、石器原材料の採取や冬季の食糧確保に関係するキャンプであったのであろ

うか。

試料番号 遺跡名 遺構名 採取地点・層位 推定時期 ブドウ科
（片）

アカザ属
（粒）

冬芽
（個）

不明
（片） 備 考

白滝―１ 旧白滝８ Ｆ－１ 続縄文時代前半 １ １ Ｈ１４年度調査分

白滝―２ 旧白滝８ Ｆ－２ 続縄文時代前半 １ 〃

白滝―３ 旧白滝８ Ｆ－４ �b層中焼土 続縄文時代前半 １ ２ Ｈ１５年度調査分

表�－１１ 白滝村旧白滝８遺跡炭化種子出土表

図�－６ 旧白滝８遺跡出土炭化種子

� 自然科学的分析等
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４ 旧白滝８遺跡出土の炭化材
三野 紀雄（北海道浅井学園大学）

続縄文文化の石器製作遺跡と考えられる旧白滝８遺跡の考古学的調査にともなって、焼土遺構及び

フレイクチップ集中遺構から出土した炭化木材の樹種同定を行った。

（１） 試料及び方法
試料は続縄文文化の石器製作遺跡と考えられる旧白滝８遺跡の焼土遺構及びフレイクチップ集中遺

構から出土した炭化木材である。樹種同定を行った炭化木材のうち続縄文文化の焼土遺構及びフレイ

クチップ集中遺構から出土したものが４点、縄文文化期の土層から出土したものが１点である。この

焼土遺構及びフレイクチップ集中遺構は幌加湧別川の河畔に、また縄文文化期の土層は河畔からやや

離れた段丘上に位置している。

炭化木材は、一片の試片を三つに分割し、それぞれ木口面、板目面、柾目面の三面を観察できるよ

うに安全剃刀で調整し、調整した試片を走査電子顕微鏡で観察するために試料台に導電性接着剤（ド

ウタイトＤ－５５０）で接着し、オート・ファイン・コーター（JEOL JFC－１６００）で金をコーティン

グした後、走査電子顕微鏡（JEOL JSM－５４００）を用い加速電圧３０kvで木材組織を観察し、樹種同

定を行った。樹種同定にあたっては記載文献１、２、３）と現世樹木の木材組織標本を参照した。

（２） 結 果
炭化木材の樹種同定の結果は下表のとおりである。続縄文文化のフレイクチップ集中からはハリギ

リ、同じく焼土遺構からはコナラ属コナラ亜属コナラ節、また縄文文化の土層からはニレ属の樹木の

炭化物が出土している。これらの樹木はやや乾燥した沖積地から段丘上に生育する樹木であり、また

ニレ属の樹木がハルニレとすれば段丘上の湿沢地縁辺に生育していた樹木なのかもしれない。

文 献

１）須藤彰司 １９５９ 「本邦広葉樹材の識別」「林業試験場報告 第１１８号」国立林業試験場編

２）佐伯 浩 １９８２ 「走査電子顕微鏡図説 木材の構造」日本林業技術協会

３）島地 謙・伊東隆夫 １９９２ 「図説 木材組織」地球社

No. 遺跡名 遺構名・番号 時 期 樹 種

１ 旧白滝８遺跡 Ｆc―６、NO.４ 続縄文文化前半 ハリギリ Kalopanax pictus ？

２ 旧白滝８遺跡 Ｆc―６、NO.６ 続縄文文化前半 ハリギリ Kalopanax pictus ？

３ 旧白滝８遺跡 Ｆ―２、NO.７ 続縄文文化前半 コナラ属コナラ亜属コナラ節 Quercus sp.

４ 旧白滝８遺跡 Ｆ―２、NO.７ 続縄文文化前半 コナラ属コナラ亜属コナラ節 Quercus sp.

５ 旧白滝８遺跡 �b層 NO.１６ 縄文文化期 ニレ属 Ulmus sp.

４ 旧白滝８遺跡出土の炭化材

表�－１２ 出土炭化材の樹種同定結果
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ハリギリ Kalopanax pictus?（NO.2） 木口面 板目面

コナラ属コナラ亜属コナラ節 Querucus sp．（NO.4） 木口面 板目面

ニレ属 Ulmus sp.（NO.5） 木口面 板目面

図�－７ 炭化木材の組織

� 自然科学的分析等
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� まとめ
１ 旧白滝８遺跡について

遺跡は湧別川と幌加湧別川の合流点付近にあり、幌加湧別川沿いの小さな２段の河岸段丘面上に立

地する。遺跡内では、砂礫層に挟まれた３枚の遺物包含層が確認された。出土遺物や放射性炭素年代

測定結果から、それぞれの包含層は、縄文時代（�層）、続縄文時代前半（�b層）、続縄文時代中頃

から擦文文化期（�a層）に帰属すると考えられる。

遺構は焼土４基とフレイク集中が２９か所検出された。出土遺物の総数は５２９，１５７点、その内のほと

んどが石器類で、土器片は４２点であった。時期別に見ると、縄文時代早期・晩期、続縄文時代前半、

後北Ｃ１式、擦文文化期の土器が出土している。この内、フレイク集中との共伴関係があるものは、

�b層Ｆc－６の続縄文時代前半の土器のみで、その他は不明である。各包含層の点数は、�層：１５，

３９８点、�b層：４０，４５１点、�a層：４，６７８点、�a・�b層（台地部の�a層と�b層が分離できない土

層）：１３６，３０４点である。それぞれ石器製作を中心とした作業を行っているため、ここでは主に接合

作業を行ったフレイク集中を対象とし、自然科学的分析結果と共に石器を通して時間的な変異を概観

する。�層はＦc－２４、�b層はＦc－２・６を対象とする。Ｆc－２・６は�b層の中で層位的な上下

関係があり、前者が上位から検出されている。なお、�a層については、台地部の�a・�b層から検

出されたＦc－１９を対象とする。Ｆc－１９の石器が、低位部の�a層から出土したナイフと類似してい

る点、台地部の表土に続縄文時代中頃以降に一般的な細身の二等辺三角形の石鏃が多い点（内山

１９９８）から、�a層の後北Ｃ１式期に対応して形成された可能性が高いと考えられる。

石器・石材組成 各フレイク集中とも石槍・ナイフ・両面調整石器などの両面に加工を施す石器を中

心として出土している。内訳は、

�c���：石槍３点、剥片２６２点の計２６５点、総重量４，６４５．３ｇ。

�c��：石槍１点、両面調整石器８点、二次加工ある剥片１点、剥片１，５４９点、石核１点の計１，５６０

点、総重量６，８９６９．６ｇ。

�c��：両面調整石器９点、二次加工ある剥片１点、剥片４，４７０点、石核５点の計４，４８５点、総重量

３，５５８．３ｇ。石器の他に続縄文時代前半の土器片が１点出土している。

�c���：石鏃１点、ナイフ２５点、石槍またはナイフ１点、両面調整石器３３点、スクレイパー２点、

二次加工ある剥片２点、縦長剥片１点、剥片５，４９７点、石核２５点、礫１点の計５，５８８点、総重量５６，８５４．１

ｇである。

特にＦc－１９ではナイフ、両面調整石器、石核が多量に出土している。また、Ｆc－２・６・１９で両

面調整石器としたものは、幅広で粗い加工が施されたものであり、ナイフの未成品・失敗品が多く含

まれると思われる。

石材組成は黒曜石１が最多のＦc－２・６・１９と黒曜石２が最多のＦc－２４に分かれる。しかし、Ｆc

－２４は黒曜石２の原石１個体のみを消費したフレイク集中であるため、�層の様相を正確に反映して

いない。�層出土遺物全体でみると、他の包含層の集中と同様に黒曜石１を多く利用する傾向がある。

これは上白滝地区の遺跡群の状態と同様である。

石器製作技術 石槍・ナイフなどの両面に加工を施す技術と剥片剥離技術に分けて説明する。

〈両面加工技術〉

�c���：約３０cmの円礫をほぼ原石の状態で搬入し、正裏面とも左右から縁辺全体に渡る加工によっ

� まとめ
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て幅と厚みを減じている。分厚い片側面を加工する際、正裏面での交互剥離を下端から上端に移動し

ながら行っている。最終的に柳葉形で厚みの残る石槍が製作される。

�c��：コブシ大の円礫をほぼ原石の状態で搬入している（接合１８・１９）。原石を分割して、分割

面を裏面に設定し、裏面は平坦、正面は急角度の剥離を行いながら幅と厚さを減じている。器体の断

面は基本的に三角形を呈している。最終的に幅広で６cm前後の両面調整石器が製作される。

�c��：約２０cmの円盤状の円礫を原石の状態で搬入している（接合１）。正裏面とも周縁から求心

状に剥離を行っている。そのため、平面形が楕円形に近い１５cm前後の両面調整石器が製作されている

が、遺跡内からは出土していない。さらに、初期段階の調整剥片が両面調整石器の素材となっている。

�c���：１５cm前後の転礫をほぼ原石の状態で搬入しているものが多い。素材は、石核・分割礫がみ

られる。その他に単品資料から、素材が角礫、剥片のものの存在もうかがわれる。石核素材の中には、

約２０cmの大型のものがあり（接合５１）、最終的に１５cm前後の幅広の両面調整石器を作製しているが、

遺跡内からは出土していない。分割礫素材のものは（接合３８）、分割面を裏面に設定し、裏面は平坦、

正面は急角度の剥離を行いながら幅と厚さを減じている。最終的に１０cm前後のナイフが製作されて

いるが、遺跡内からは出土していない。これら二つのナイフはサイズ的に遺跡内から出土した単品の

大きさともほぼ整合する。

〈剥片剥離技術〉いずれも打面調整や頭部調整はみられず、末端がヒンジとなる割合が高い。

�c��：コブシ大の分割礫を素材とし、主に分割面を打面に設定して連続的な剥離が行われている。

縦長剥片を含む変異のある形態の剥片が剥離されている。打面側で求心状の剥離が行われるものがある。

�c��：１５cm程の円礫を素材とし、上面を平坦に打ち欠き、そこから両面に剥離が行われている。

末端近くまで抜ける大型の剥片も得られている。最終的に楔形の石核が残るが、遺跡内からは出土し

ていない。

�c���：１５～２０cm程で、原石面が角礫と転礫の両方が用いられている。剥離技術は多様で、�初期

段階に厚手で大型の剥片を剥離した後、作業面を固定して集中的に消費し、その後転移を繰り返すも

の。�舟形の原石形状を利用して打面を固定し正裏面で剥離が行われるもの。�端部での交互剥離が

連続的に行われるもの。�端部での交互剥離の後に頻繁な打面転移を行うものの４種がみられる。

分布 Ｆc－２４・１９は台地部、Ｆc－２・６は旧河道部に分布する。

自然科学的分析 今回行った分析と遺跡・遺物との状況を総合して説明する。したがってここでは上

記のフレイク集中のみではなく、遺跡全体を対象とする。

放射性炭素年代測定では、８点の試料を分析した。その結果、�b層のＦc－３・６・１２の時期を

ほぼ確定し、�層の形成時期を続縄文時代以前と限定することができた。特に�b層は全体が較正暦

年代で紀元前１００年前後にまとまっている。さらに、�b層の焼土中の植物遺体については炭化種子

同定６点、樹種同定５点を行った。ブドウ科の種子と冬芽の存在からＦc－６・１２は秋から初冬にか

けて形成された可能性がある。また、ハリギリ、コナラの存在から、燃料材として用いられた樹種を

通して当時の植生の一部が想定できる。

黒曜石の分析は１５点について原産地同定と水和層厚の測定による年代換算を行った。各包含層の

年代を決定・クロスチェックするために、主にフレイク集中から代表的な単品・接合資料を中心に試

料を選定した。�層ではＦc－２４とＦc－５から３点ずつ分析した。Ｆc－２４の測定値は７，７００年前後、

３，４００年前後、２，０００年前後であった。３点とも�b層の数値よりは古い数値であるが、ばらつきが大

きい。それぞれ同一の層序と集中から出土しているものであり、フレイク集中の年代としては直接採

用できない。Ｆc－５は３点分析し、９，０００年前後と５，０００年前後に数値が分かれている。後者が多く、

１ 旧白滝８遺跡について
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フレイク集中の年代に近い数値といえるかもしれない。�b層ではＦc－２・６・１０から１点ずつ分

析した。２，２００～２，７００年前後の数値が得られ、比較的まとまった測定値である。中でもＦc－６の測

定値は、共伴するＦ－１の放射性炭素年代に近い。しかし、層位的上下関係があるＦc－２・６では

年代値が逆転し、Ｆc－１０の値が層位的な状況と矛盾し、やや古い数値である。�a層は１点分析した。

２，６００年の測定値で、層位的な状況と矛盾し、前述のＦc－２・６の数値よりも古いため直接採用が

できない。台地部の�a・�b層はＦc－１９から３点、包含層一括から１点分析した。Ｆc－１９は２，１００

～２，５００年と４，１００年に数値が分かれている。後者の数値は層位的な状況と矛盾している。包含層一

括は２，０００年前後の数値でＦc－１９の前者の数値とともに実年代に近い数値といえるかもしれない。

以上のように今回の測定結果は、�層の縄文時代に関してはばらつきが大きい。�層の続縄文時代は

比較的まとまった数値で、全体的な年代観については大まかに対応するが、細かな視点での整合性が

合致する状態ではなく、採用には検討を要する。

原産地分析は水和層の試料と同様であるため、肉眼的に白滝産以外の特徴のある原石を選定した訳

ではない。そのため、ある程度遺跡全体の状態を反映しているものと考えられる。結果は、あじさい

滝７点、赤石山６点、八号沢１点、所山１点であった。いずれの包含層も偏りなくあじさい滝・赤石

山が多く、遺跡内に持ち込まれ消費された原石を近傍の幌加湧別川から採取していたことを表してい

る。また、八号沢産と判定された試料は、細長い円礫で、長さ約３０cm、重さ約４．６kgの原石まで復元

されるものである。近辺の湧別川本流で採取されたものと解釈できるが、八号沢と白土沢は組成が近

似しており、原石の磨耗状態から考えると白土沢の可能性もある。所山産は台地部の�a・�b層か

ら出土した石鏃で、製品の状態で遺跡内に持ち込まれたと考えられる。

各包含層の類似性と変異 以上のことから�a層のＦc－１９は�b層のＦc－２・６と技術的な特徴が類

似していることが指摘できる。具体的には石器・石材組成、原石を分割してナイフを製作する技法な

どが挙げられる。同様に原石の搬入形態や搬出方法といった遺跡内での行動も類似し、搬入した原石

を集中的に剥離し、石核・製品を遺跡外に搬出している。また、数量的な比較（特に重量）からＦc

－１９にかけて石器製作が大規模化し、持ち込まれる原石や製作されるナイフの大きさが大型化する

傾向がみられる。このことから、ナイフ製作は続縄文時代前半から後北Ｃ１式期にかけて大規模化、

大型化すると言い換えることができよう。今後周辺の消費地遺跡から出土するナイフとの比較を行う

必要がある。また、それに伴い使用される原石形状が転礫のみから、角礫が加わってくる。これは原

石の採取地点が、遺跡近傍のみから赤石山山中の露頭付近まで拡大されたことを意味している。

�層のＦc－２４と�層のフレイク集中の間には、両面調整石器の製作についての類似性は見られな

い。しかし、搬入・搬出形態などの遺跡内での石器製作行動については同様の傾向がある。Ｆc－２４

の製作技術の中では石槍の側縁の作り出しが特徴的である。分厚い片側面を加工する際、正裏面での

交互剥離を下端から上端に移動しながら行うものである。これは旧石器時代の尖頭器接合資料にはみ

られない剥離技術で、今後注意する必要があろう。 （直江康雄）

� まとめ
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２ 下白滝遺跡について

遺跡は幌加湧別川の合流点から約６．５km下流の湧別川左岸に立地している。遺物包含層は耕作によ

りほぼ消滅していた。しかし、耕作土の下位に風倒木や木根などの自然撹乱（木根と総称）が１３か所

点在してみられた。これらは下白滝遺跡では資料の一括性を大まかに示す貴重な情報である。

遺物は全体で１５６，７００点出土した。内訳は土器片４４点、石器類１５６，６５５点、重量１３１，０９４．９ｇ、その

他１点である。遺物のほとんどが耕作土から出土しているが、土器は木根から出土する割合が高く、

３３点、全体の７５％を占める。土器片を時期別に見ると、縄文時代前期末～中期のものがやや多く、他

には中期もしくは後期、晩期、北大式の可能性のあるものがみられる。全体的に磨耗が激しい状態で、

断定できない部分が多い。前期末～中期のものは押型・押引文土器に伴う無文土器の可能性がある。

石器類は石鏃、石槍、ナイフ、両面調整石器、つまみ付きナイフ、スクレイパー、掻器、錐形石器、

二次加工ある剥片、楔形石器、剥片、石核、石斧、砥石が出土している。旧白滝８・９遺跡に比べて

器種組成が多い。また、石鏃には柳葉形、五角形、二等辺三角形、三角形、有茎の各種があり、石鏃

からも遺跡の帰属する時代幅が大きいことが推測できる。これらのことから遺跡の帰属時期は、主に

縄文時代前期以降で、続縄文時代後半まで広がる可能性がある。また、土器が少なく、石器類が多い

ことから、前述の期間に連続して人が住んでいたのではなく、スポット的に石器製作を中心とした作

業が行われていたとみられる。

接合資料からは遺跡内での行動の一部を復元できた。ある程度加工が進んだ大型の両面調整石器の

状態で搬入し、細部加工を施すもの（母岩１・接合１）と、１５cm前後の転礫をほぼ原石の状態で搬

入し、両面に加工を施しているもの（母岩４・接合１６）がある。前者は原産地がある上流域から搬入

された可能性が高く、中継地的な性格が想定される。単品資料の中には、原産地の露頭付近でしか採

取できない岩屑面に覆われた棒状の角礫を素材とする製作途中の折損した両面調整石器があり、前述

の状況と整合性を持つ。後者の原石は、大きさや磨耗度から近傍の湧別川から採取したと考えられる。

時期的には断定はできないが、いずれも木根４を中心として出土しており、共伴する土器から縄文時

代晩期に相当する可能性がある。

自然科学的な分析は、黒曜石の原産地同定を７点行った。試料は肉眼的な観察により白滝産以外の

特徴があるものを５点選定した。したがって出土した黒曜石はほとんどが白滝産と考えられる。また、

遺跡内で一定程度見られた灰色の黒曜石（黒曜石１Ａ）の産地を確定するため、これについては２点

分析を行った。その結果、前者は所山２点、ケショマップ２点、常呂川１点であった。いずれも破損

した石槍か石鏃であり、製品の状態で持ち込まれ、破損のため遺跡内に遺棄されたものと考えられる。

時期を確定できる情報はないが、定住生活が開始された縄文時代以降で、白滝産の黒曜石を直接採取

できる集団が、置戸・丸瀬布産の黒曜石も獲得できる状態であったことは重要である。後者は２点と

も赤石山であった。

以上のことから下白滝遺跡は、主に縄文時代の各時期を通じて赤石山へ通じる湧別川沿いのルート

上のキャンプ地的な性格と、近傍で黒曜石を採取して石器製作を行った場の二つの機能が想定される。

この二つのどちらに偏りがあったかは時期によって異なると考えられる。しかし、年代的な情報が不

足しているため、今後は周辺の白滝産黒曜石を主に使用する消費地遺跡での比較が必要である。

（直江康雄）

２ 下白滝遺跡について
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３ 中島遺跡について

中島遺跡の調査結果については、�章に報告したとおりである。ここでは主に、遺跡が営まれた時

期と性格について検討し、簡単にまとめておきたい。

中島遺跡の土器は、�層から出土した摩滅・損耗が進んだ小破片ばかりで、器形を復元できた例は

ない。口縁部の文様などから推して、本来的な個体数は、多く見積もっても４～５個体に過ぎないと

思われる。編年的には、とくに大きく時期を異にするような様相は見当たらず、いずれも縄文晩期後

葉の所産と判断した。

石器類には、三角形の無茎石鏃、スクレイパー、両面調整石器、二次加工ある剥片などがあり、石

槍やナイフ、石斧はなく、石皿などの礫石器も含まれていない。開拓以降には、開墾や耕作によって

掘り出された美麗な石器類がコレクションとして収集されたケースも多いことを考えると、これらの

器種が当初の組成から欠落していたものか否か、断定はできないが、仮に収集されたものがあったと

しても、その量はそう多かったとは思われない。いずれにせよ石器類は少量で、器種も少なく、土器

とともに、縄文晩期後葉という限られた時間幅のうちに残されたものと考えたい。

中島遺跡出土の土器は、小波状口縁で口縁部に縄線文がめぐるものと、沈線文をもつ赤色塗彩され

たものとに大別される。北見市中ノ島遺跡Ａ号遺構では、第４群に属する晩期末の土器が、舟底形・

浅鉢形・高杯様の器形で、装飾文様をもち赤色塗彩が施されたa類と、深鉢形・浅鉢形で口唇部が小

波状を呈し、装飾文様が少ない、b類土器などに分類され、両者は共伴し、前者が精製土器、後者が

粗製土器と把握されている（久保ほか １９７８）。これは道東部の緑ヶ岡式（澤 １９６９）、道央部のママチ

４類（北埋文 １９８７）、亀ヶ岡式では大洞Ａ′式に併行する、晩期後葉でも新しい段階の資料である。

道央部では、小波状口縁で、口縁部に平行する縄線文が施された深鉢形土器が単独で出土した場合、

ママチ１類と見なされることが多い。その場合は大洞Ｃ２式に併行し、晩期中葉に位置付けられるこ

とになろう。この段階のオホーツク海側の資料は、斜里町内藤遺跡（金盛ほか １９８１）に求められる

が、そこでは、口唇部の刻みが細かく小刻みに加えられ、縄線文の施文部には地文がみられないとい

う傾向が認められる。赤色塗彩されたものはないらしい。

ママチ２類は、道東部の幣舞式の段階に相当し、オホーツク海側では標津町伊茶仁チシネ一遺跡（椙

田 １９８２）に標識が求められる。報告では単純な縄線文の土器は殆どないようだが、口唇に刻みがあ

る場合、幾分間を置いてやや深めに刻みが加えられている印象を受ける。縄線文が地文に重ねられる

例もあり、赤色塗彩された土器の比率が高まるようだ。

ママチ３類は、幣舞式から緑ヶ岡式への移行期に併行し、オホーツク海側では常呂町栄浦第二遺跡

１３号竪穴ホ号床面出土土器（佐藤ほか １９７２）に代表される。ここでは口唇の刻みがより間隔を置い

てしっかり加えられ、明瞭な小波状口縁を呈する資料がみられる。縄線文や沈線文などによる文様は、

地文に重ねて施文される場合が多く、大形浅鉢には、内面や外面に朱彩が施された例がある。

中島遺跡の土器は断片的に過ぎ、明確には型式を捉えがたいが、小波状口縁で口縁部に縄線文がめ

ぐるものは、強めの押圧により、小波状口縁が明瞭に作り出されること、縄線文が地文に重ねられる

傾向がみられることなどから、栄浦第二遺跡の類例に近いものと考えたい。赤色塗彩の痕跡を留める

２点の土器も小片で、明確な対比は困難だが、図�－８－６は、しっかりと深めに引かれた平行沈線

文をもっており、大洞Ａ式との関連が窺える資料と思われる。同図７も頸部内面にやや幅広の沈線文

を有する浅鉢形土器の破片かと推定され、朱彩の施された栄浦第二遺跡の大形浅鉢などとの類縁が感

じられる。

� まとめ
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また、石器については、内藤遺跡では石鏃の大部分が有茎であり、伊茶仁チシネ一遺跡でも有茎が

主体、栄浦第二遺跡では三角形で基部がやや凹むものが多くなるようだ。有茎鏃から無茎鏃への変化

については、道央部でより詳細に追究されている。酒井秀治は江別市対雁２遺跡の層位的事実に基づ

いて、この晩期後葉以降における石鏃の形態変化について調べ、近く公表される予定の論文で、大洞

Ａ式のある段階で変化することを論証している（酒井 ２００４）。中島遺跡出土の石鏃が、基部がやや凹

む無茎鏃であることも、土器から導かれた編年観と矛盾するものではない。

以上のような論拠から、中島遺跡の営まれた時代は、ほぼ栄浦第二遺跡１３号竪穴ホ号床面の段階と

想定され、その前後の時間幅のうちに位置付けられるものと考える。道央部ではママチ３類を中心と

する頃に相当しよう。

中島遺跡は小規模で、今回の発掘調査によっても、竪穴住居跡や墓坑、貯蔵穴などの遺構は全く検

出されず、定着した集落を思わせる様相は認められなかった。出土遺物の種類や数も至って少なく、

フレイク集中（Ｆc－１）から知られる石器関連作業も、ナイフなどの刃部の再調整加工を推定させ

るもので、旧白滝８遺跡におけるような石器製作跡の面影はみられない。このような状況から、中島

遺跡は、恐らく季節的な短期滞在型のキャンプサイト的な性格を有する遺跡だったのではないかと思

われる。遺物の分布は、耕作等の撹乱により、原位置を保つものではないが、土器片は、ほぼ調査区

南西側の平坦面に偏在しており、黒曜石片は、これよりやや北寄りの礫堤部にかかる範囲にやや濃い

分布が認められた。土器片の分布域を中心に仮宿的な活動の拠点があり、石屑等は、起居の場を少し

離れた北側に廃棄していたという想定が可能かと思われる。

旧石器時代を主体とする白滝村の遺跡群にあっても、これまでに石井遺跡、奥白滝（前田コレクショ

ン）、八号沢８０林班の３か所の遺跡からは確実に縄文土器が出土しており、土器は未確認だが、縄文

時代以降の石器が出土している遺跡は、さらに多いという。土器は、中期の北筒式土器１点を除いて、

いずれも晩期の緑ヶ岡式土器だとされ、「縄文晩期の遺跡が、他の時期に比べて多く残されているの

は、晩期～続縄文前の時期に墓に副葬品として納められている棒状原石の流通と直接的な関わりが

あったことも考えられる」（豊原ほか ２００３、７頁）と言われている。今回報告した旧白滝８遺跡や

下白滝遺跡における、縄文時代から続縄文時代、擦文時代に至るまでの土器の検出は、白滝地区に土

器を包含する未発見の遺跡が、まだまだあることを示唆する傍証と思われる。

また、杉浦重信（藁科・杉浦 ２０００）によれば、標高２，０００mを超える大雪山連峰にも白雲岳遺跡を

はじめとする縄文時代の遺跡があり、時期的には、石器の形状などから縄文晩期後葉が主体と考えら

れている。白雲岳遺跡は、石器組成が陸獣狩猟用の石鏃、獲物を処理するナイフ・削器から成り、石

斧・砥石・すり石などの礫石器を欠くことから、夏期に短期間ここをベースにして狩猟活動を行う、

一時的なキャンプサイトと推定されている。白雲岳遺跡の黒曜石原材産地分析では、大部分が白滝産・

置戸産という結果が出ており、ここが主に網走地方の人間集団によって残された可能性が高いと考え

られている。上川・網走地方では、縄文晩期後葉の遺跡が激増するとともに、人や物の動きが活発化

するが、この時期の墳墓には、黒曜石の原石・大形剥片・石鏃を副葬品として多量に埋納する特徴が

あり、白雲岳遺跡を中心とする大雪山連峰は、黒曜石の交易・流通に関わる山岳ルートであった可能

性も否定できないといわれる。

中島遺跡もまた、恐らく、黒曜石の原石採取や交易に関連した、湧別川ルートの中継点におけるキャ

ンプサイトとして、季節的・短期的に利用された遺跡だったと推測され、在地色を強めつつ、急激に

文化圏を発展、拡大させた縄文晩期後葉の実態を解明するうえで、重要な位置を占める遺跡の一つと

考えられる。 （�橋和樹）

３ 中島遺跡について
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坂本尚史・長沼 孝・直江康雄・鈴木宏行 ２０００ 『白滝遺跡群�』（財）北海道埋蔵文化財センター調
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白滝８・１８遺跡」 『調査年報』１３
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（財）北海道埋蔵文化財センター ２００４b 『対雁２遺跡（５）』（財）北海道埋蔵文化財センター調査報告書

第２０４集

松村愉文 １９９５ 『白滝第４地点・第３０地点遺跡』 白滝村教育委員会

松村愉文・瀬下直人 ２００２ 『白滝第４地点遺跡』 白滝村教育委員会

松村愉文・瀬下直人 ２００３ 『白滝第３０地点遺跡』 白滝村教育委員会
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図版１ 空中写真

旧旧白白滝滝８８

幌幌加加湧湧別別川川

旧旧白白滝滝９９

湧湧
別別
川川

旧白滝８・９遺跡（Ｈ１２撮影）



図版２ 調査区

１ 調査前（南西から）

２ 調査終了（南西から）



図版３ 調査状況

１ 調査状況（南から）

２ ２５％調査状況（北東から） ３ 耕作土遺物採集状況（Ｑ１３区、北西から）

４ Ｓ２９区東壁（南西から） ５ 礫層中の黒曜石（Ｓ１７区）



図版４ 出土石器（１）
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４
５

６

７

８
９

１０
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１２

１３

１４

１７１６

１５

石鏃・石槍・ナイフ・両面調整石器



図版５ 出土石器（２）
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１９

８

２２２０
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２３ ２４

２５

１７

２６

両面調整石器・スクレイパー・石核



図版６ 出土石器（３）

２７ ２８

２９

１ 石核

３１３０
３２

３３
３４

３６
３５

２ スクレイパー・二次加工ある剥片・縦長剥片・石核



図版７ 空中写真（１）

旧旧白白滝滝５５

旧旧白白滝滝８８

幌幌加加湧湧別別川川

旧旧白白滝滝９９

湧湧
別別
川川

旧白滝５・８・９遺跡（Ｈ１５撮影）



図版８ 空中写真（２）

１ 旧白滝５・８・９遺跡（北東から、Ｈ１５撮影）

２ 赤石山と旧白滝５・８・９遺跡（南東から、Ｈ１５撮影）



図版９ 調査状況（１）・平成１４年

１ 調査状況（南東から）

２ 調査状況（北東から）



図版１０ 調査状況（２）・平成１４年

１ ２５％調査状況（東から） ２ �b層調査状況（南西から）

３ �層調査状況（南西から）

４ 調査終了（北東から）



図版１１ 調査状況（３）・平成１５年

１ 調査状況（南西から）

２ ２５％調査状況（北から） ３ �b層調査状況（西から）

４ 調査終了（南西から）



図版１２ 土層断面

１ Ｇ９区北壁（南東から） ２ Ｇ～Ｌ９区東壁（南から）

３ Ｇ９区東壁（南から） ４ Ｔ・Ｕ１０区西壁（北東から）

５ Ｓ・Ｔ１８区西壁（東から）



図版１３ 焼土

１ Ｆ‐１土器片（Ｏ８区、南東から） ２ Ｆ‐１断面（Ｏ８区、東から）

３ Ｆ‐２（Ｏ８区、北東から） ４ Ｆ‐３（Ｇ１０区、南東から）

５ Ｆ‐４（Ｕ１１区、南西から） ６ Ｆ‐４断面（Ｕ１１区、南西から）



図版１４ Fc‐１～５の調査

１ Fc‐１（Ｐ・Ｑ１０区、西から） ２ Fc‐２（Ｏ８区、南から）

３ Fc‐３（Ｏ８区、南東から） ４ Fc‐４（Ｐ９区、南から）

５ Fc‐４（Ｐ９区、南から） ６ Fc‐５・２２（Ｇ５区、南西から）



図版１５ Fc‐６～１１の調査

１ Fc‐６（Ｏ８区、南から） ２ Fc‐８（Ｋ７区、北から）

３ Fc‐７（Ｋ７区、北東から） ４ Fc‐９（Ｒ１１区、南西から）

５ Fc‐９～１１（Ｒ１１区、北西から）



図版１６ Fc‐１０・１２～１４の調査・遺物

１ Fc‐１０（Ｒ１１区、東から） ２ Fc‐１２石核（Ｕ１１区、南西から）

３ Fc‐１２（Ｕ１１区、南西から）

４ Fc‐１３（Ｖ１５区、北西から） ５ Fc‐１４（Ｗ１６区、北西から）



図版１７ Fc‐１４～１７の調査・遺物

１ Fc‐１４両面調整石器（Ｗ１６区、北東から） ２ Fc‐１４石核（Ｗ１６区、南東から）

３ Fc‐１６（Ｓ１１区、北西から） ４ Fc‐１６（Ｒ１１区、南から）

５ Fc‐１５（Ｔ１１区、南西から） ６ Fc‐１７（Ｔ１１区、南東から）



図版１８ Fc‐１８・１９の調査・遺物

１ Fc‐１８（Ｔ２１区、北西から） ２ Fc‐１９調査状況（Ｍ１６区、西から）

３ Fc‐１９（Ｍ１６区、東から）

４ Fc‐１９両面調整石器（Ｍ１６区、北東から） ５ Fc‐１９両面調整石器（Ｍ１６区、北から）



図版１９ Fc‐２０・２１・２４の調査・遺物

１ Fc‐２０・２１（Ｎ・Ｏ１５区、東から）

２ Fc‐２０石鏃（Ｎ１５区、北から） ３ Fc‐２１（Ｏ１５区、西から）

４ Fc‐２４（Ｇ１０区、南から） ５ Fc‐２４尖頭器（Ｇ１０区、南西から）



図版２０ Fc‐２６・２７・２９・�b層・表土の調査・遺物

１ Fc‐２６（Ｊ１２区、北から） ２ Fc‐２７（Ｊ１４区、北東から）

３ Fc‐２９（Ｌ１４区、北西から） ４ �b層石鏃（Ｕ１１区、北から）

５ �b層めのう製ナイフ（Ｗ１６区、北から） ６ 表土擦文土器片（Ｔ１１区、南西から）



図版２１ 炭化物・木根・撹乱（KR）・黒曜石

１ �b層中の炭化物（Ｇ１２区、北西から） ２ 木根１調査状況（Ｍ１０区、東から）

３ 木根９断面（Ｋ１７区、南東から） ４ KR‐９完掘（南東から）

５ KR‐１０～１２完掘（東から） ６ 礫層中の黒曜石（旧河道部、南西から）



図版２２ �層の石器（１）

２
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４

１ 石槍・スクレイパー・石核

６

２ 石核



図版２３ �層の石器（２）

７

８

石核



図版２４ �層の石器（３）
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１

接合１６１（１）



図版２５ �層の石器（４）
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５‐ａ
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接合１６１（２）



図版２６ �層の石器（１）
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図版２７ �層の石器（２）
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図版２８ �層の石器（３）
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図版２９ �層の石器（４）
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スクレイパー・二次加工ある剥片・石核



図版３０ �層の石器（５）
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図版３１ �層の石器（６）

４８

４９

石核



図版３２ �層の石器（７）

５９
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６０
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６５
６４

６６ ６７

石鏃・ナイフ・両面調整石器・二次加工ある剥片・石核



図版３３ �層の石器（８）
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石核



図版３４ �層の石器（９）
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図版３５ �層の石器（１０）
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図版３６ �層の石器（１１）

８０

５２

３２

４４

５３

３１ ２０
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図版３７ �層の石器（１２）
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接合１９



図版３８ �層の石器（１３）
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接合３８（１）



図版３９ �層の石器（１４）
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１６

１ 接合３８（２）
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２ 接合４２（１）



図版４０ �層の石器（１５）
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図版４１ �層の石器（１６）
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図版４２ �層の石器（１７）
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図版４３ �層、表土の土器
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図版４４ 表土出土の石器（１）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０
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４８
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５３ ５２ ５１

石鏃・石槍・ナイフ



図版４５ 表土出土の石器（２）
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図版４６ 表土出土の石器（３）
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ナイフ・両面調整石器



図版４７ 表土出土の石器（４）
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８０

８１

７７
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両面調整石器・つまみ付きナイフ・スクレイパー



図版４８ 表土出土の石器（５）
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図版４９ 表土出土の石器（６）
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図版５０ 表土出土の石器（７）

１１２

１１３

石核



図版５１ 表土出土の石器（８）

１１４ １１５

１１６

１１７
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１１９
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１２０
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ナイフ



図版５２ 空中写真（１）

国国道道３３３３３３号号

下下白白滝滝

湧湧別別川川

下白滝遺跡（Ｈ１５撮影）



図版５３ 空中写真（２）・遺跡近景（１）

１ 下白滝遺跡（北東から、Ｈ１５撮影）

２ 遺跡近景（南西から）



図版５４ 遺跡近景（２）・調査状況・平成１３年

１ 遺跡近景（南西から）

２ 調査前（北東から） ３ 調査前（北東から）

４ 調査状況（南から） ５ 耕作土遺物採集状況（南西から）



図版５５ 調査状況・平成１４年

１ ２５％調査状況（北から）

２ 調査状況（北東から） ３ 調査状況（南西から）

４ 調査終了（東から） ５ 調査終了（北東から）



図版５６ 土層断面・木根

１ Ｋ～Ｏ１０区東壁（西から） ２ Ｋ・Ｌ３０区東壁（西から）

３ 木根１（Ｌ７・Ｍ８区、東から） ４ 木根１（Ｍ８区、南東から）

５ 木根２（Ｍ１０区、東から） ６ 木根８（Ｍ１１区、南西から）



図版５７ 木根・近代焼土

２ 木根８石槍（Ｍ１１区、北東から）

１ 木根８土器片（Ｍ１１区、西から） ３ Ｆ‐１（Ｍ１０区、南西から）

４ Ｆ‐１断面（Ｍ１０区、西から） ５ Ｆ‐２・３断面（Ｎ１０区、北西から）

６ Ｆ‐４（西から） ７ Ｆ‐６（西から）



図版５８ 出土土器
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図版５９ 出土石器（１）
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石鏃



図版６０ 出土石器（２）
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石鏃・石槍



図版６１ 出土石器（３）
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石槍・両面調整石器



図版６２ 出土石器（４）
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図版６３ 出土石器（５）
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図版６４ 出土石器（６）
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つまみ付きナイフ・スクレイパー・掻器



図版６５ 出土石器（７）

１４５ １４６ １４７ １４８

１５１１５０１４９

１５２ １５３

１５４
１５５
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二次加工ある剥片・楔形石器・石核・石斧



図版６６ 出土石器（８）

１６０

１０８

１ 母岩１・接合１

１５９

２ 母岩４・接合１６



図版６７ 空中写真（１）

湧湧
別別
川川

中中島島

国国
道道
３３３３３３
号号

中島遺跡（Ｈ１５撮影）



図版６８ 空中写真（２）

１ 中島遺跡と丸瀬布市街（西から、Ｈ１５撮影）

２ 中島遺跡（東から）



図版６９ 遺跡近景・調査状況

１ 遺跡近景（北から）

２ 調査状況（東から）

３ 調査状況（南東から） ４ 調査状況（南から）



図版７０ 調査終了・土層・Fc

１ 調査終了（東から） ２ 調査終了（北から）

３ Ｑ１８区北壁（北西から） ４ Ｔ１７区西壁（北から）

５ Ｊ～Ｍ１７区西壁（東から） ６ Fc‐１（Ｎ１４区、北から）



図版７１ 出土土器
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図版７２ 出土石器

１

２
３ ４

５

６

石鏃・スクレイパー・両面調整石器・石核
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ふ り が な

所収遺跡
ふ り が な

所在地
コード

北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

きゅう しら たき きゅう い せき

旧白滝９遺跡
ほっ かいどうもん べつぐんしら たき むらあざ

北海道紋別郡白滝村字
きゅう しら たき

旧白滝４３８

０１５５７

Ｉ―２０―３２
４３°
５４’
００”

１４３°
１２’
５２”

２００２０６０３～
２００２１０２５ ３，３８０�

道路建設に
伴う事前調査

きゅう しら たきはち い せき

旧白滝８遺跡

ほっかいどうもんべつぐんしら たきむらあざ

北海道紋別郡白滝村字
きゅう しら たき

旧白滝４１９，４２９，４４２，
４４３

Ｉ―２０―３１
４３°
５４’
０４”

１４３°
１２’
５６”

２００２０６０３～
２００２１０２５

２００３０８２６～
２００３１０２４

２，６１０�

１，１６０�

しも しら たき い せき

下白滝遺跡
ほっかいどうもんべつぐんしら たきむらあざ

北海道紋別郡白滝村字
しも しら たき

下白滝９９―１
Ｉ―２０―２３

４３°
５６’
３０”

１４３°
１６’
１８”

２００１０７１６～
２００１０９１４

２００２０６０３～
２００２１０２５

９０�

２，２５０�

なかじま い せき

中島遺跡
ほっかいどうもんべつぐん まる せっ ぷ ちょう

北海道紋別郡丸瀬布町
みなみ まる

南丸４８，５２
０１５５６ Ｉ―１９―３４

４３°
５９’
１２”

１４３°
１９’
２９”

２００３０５０７～
２００３０６０２

１，９００�

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

旧白滝９遺跡 散布地 縄 文 時 代
続縄文時代

石鏃、石槍、ナイフ、両面調整
石器、スクレイパー、二次加工
ある剥片、縦長剥片、石核

旧白滝８遺跡 散布地
縄 文 時 代
続縄文時代
擦 文 時 代

焼土 ４か所
フレイク集中 ２９か所

縄文土器（早期、晩期）
続縄文土器（前半、後北Ｃ１式）
擦文土器
石鏃、石槍、ナイフ、両面調整
石器、つまみ付きナイフ、スク
レイパー、錐形石器、二次加工
ある剥片、縦長剥片、剥片、石
核

縄文～続縄文時代の石器製作跡

下白滝遺跡 散布地 縄 文 時 代 焼土（近現代）７か所

縄文土器（前～晩期）
石鏃、石槍、ナイフ、両面調整
石器、つまみ付きナイフ、スク
レイパー、掻器、錐形石器、二
次加工ある剥片、楔形石器、剥
片、石核、石斧、砥石

中島遺跡 散布地 縄 文 時 代 フレイク集中 １か所
縄文土器（晩期）
石鏃、両面調整石器、スクレイ
パー、剥片、石核
１０銭白銅貨
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